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2021年度 事業計画 創立100周年に向けた助走 

理事長 山本敏博 

 

中期事業計画 2021-2025 

1. 社会福祉法人として最高の質を追求した事業を展開する 

2. 地域ごとの課題解決に繋がる事業部間の連携を構築する 

3. 人材の確保と育成を推進する 

4. 大規模広域法人としての強みを活かした仕組化を推進する 

5. 聖隷ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）を推進する 

6. ディーセント・ワーク（人生と両立できる働きがいのある仕事）を推進する 

7. 現有資源を有効に活用し経営環境の急変にも揺るがない財務体質とする 

 

はじめに 

聖隷福祉事業団創立90周年であった2020年度は新型コロナウイルス感染症により、サービス提

供においても、経営的にも大きな影響を受けた。しかしながら全事業部が協力して感染症への対

策を行うことで、利用者に安心してご利用いただける環境を整えることができた。また、創立90周年

事業の一環として聖隷の5年後のあるべき姿を描き出すプロジェクトチームを組み、「Vision2025」、

「中期事業計画2021−2025」を立案した。少子高齢化、あらゆる分野でのデジタル化、さらにコロナ

禍もあり、先行きが見通しにくい時代だからこそ、今までにない発想を盛り込み、新たな時代におい

ても地域に貢献し続けるという強い意思を示した。コロナ禍からのスタートとなるが、創立100周年と

なる2030年への助走として、前半の5年間の中期事業計画を21年度より開始し、より地域に貢献す

る社会福祉法人として成長したい。 

 

1.社会福祉法人として最高の質を追求した事業を展開する 

地域共生社会の実現に貢献する社会福祉法人として、地域における公益的な取組を実践する。

制度の狭間のニーズを発見し、地域を支える新たな仕事を見出し、先進的な医療の提供、健康寿

命の延伸に向けた予防への関与やゲノムなど最先端の課題に挑戦し、最高の質（地域で一番の

サービス）を提供していく。 

 

2.地域ごとの課題解決に繋がる事業部間の連携を構築する 

地域で一番のサービスを実現するためにも事業部間での連携は欠かせない。利用者の複合的で

困難な課題に対応するため、職員間で情報交換がしやすい環境や検討する場を設け、さらに、事

業部を越えて地域で連携し、課題解決に繋がる仕組みを構築する。 
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3.人材の確保と育成を推進する 

生産年齢人口が減少する中、需要拡大が見込まれる聖隷の事業を支える人材の確保と聖隷の質

を体現・継承できる「聖隷人」の育成を図る。また、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い新しい

生活様式の中で、集合研修の在り方を見直し、職員一人ひとりが知識、技術を遺憾なく発揮し、や

りがいをもって成長できるキャリアデザインの実現をサポートする。 

 

4.大規模広域法人としての強みを活かした仕組化を推進する 

感染症の影響による流通の停止や、大規模災害にも事業を継続できるBCP対応を強化する。聖隷

全体としての物流管理の構築及び情報の共有を行い、スケールメリットを活かす取り組みを行う。さ

らに、聖隷が保有する様々な情報をもとに、病気を予防する取り組みの発信などシンクタンク機能

を機能させる。 

 

5.聖隷ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）を推進する 

聖隷ＤＸとしてICT、AI、見守りセンサー・ケア記録の電子化等を推進し、少人数であっても質の高

いサービス提供と効率性の高い業務体制を構築する。また、事業部を越えた利用者情報の共有ネ

ットワークシステムの整備を行う。 

 

6.ディーセント・ワーク（ 人生と両立できる働きがいのある仕事）を推進する 

職員とその家族の健康を第一に考えるといった健康経営の推進、長時間労働の是正や労働環境

の整備などを医師の働き方にも実施し、働き方改革制度へ対応する。また、外国出身者、高齢者、

障がい者などの活躍の場をより積極的につくり、今まで以上にダイバーシティを推進する。 

 

7.現有資源を有効に活用し経営環境の変化に揺るがない財務体質とする 

まずは現有資源を有効に活用することで、コロナ禍による影響を脱し、経営の安定化を推進する。

投資の適性や資産活用の効率性を高めつつ、健全な成長を達成し、経営環境の急変にも揺るが

ない堅実な財務体質を獲得する。 

 

社会福祉法人として地域に貢献する新たな一歩とする 

聖隷福祉事業団は将来に向けても責任を果たしていく集団でありたい。まずは2025年を目標とし

て、「地域における公益的な取組」を推進すると共に、「地域共生社会」をキーワードに“聖隷が地

域をより良くしていく”という思いで活動していく。2030年の創立100周年に向けて新たな一歩を踏

み出し、地域から信頼にこたえる社会福祉法人として、謙虚な気持ちをもって地域に貢献してい

く。 
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聖 隷 福 祉 事 業 団 　 理 念 ～目標 体 系

中期事業計画 2 0 2 1 - 2 0 2 5

事 業 団 年 度目標

事 業 部 中 期 事 業 計 画

事 業 部 年 度目標

基本理念
キリスト教精神に基づく

「隣人愛」
職員行動指針

わたしたちは、

ひとりひとりの

命と尊厳を守ります

わたしたちは、

サービスを求める

すべての人々に、

誠実かつ献身的に仕え、

その自立を支援します

わたしたちは、

「保健・医療・福祉・介護」

サービスを通して

社会に貢献し、

地域の人 と々の

強い絆を育みます

わたしたちは、

先駆的・開拓的精神で

新たなニーズの発見に努め、

常に課題に挑戦します

わたしたちは、

ひとりひとりが専門職としての

倫理と誇りを持ち、

最高の技術を提供します

地域連携体制の強化・デジタル改革・
経営基盤の安定化を実現し、

未来につなげる地域共生社会をつくる

V i s i o n 2 0 2 5

・いのちと尊厳のために
・利用される人々のために
・地域社会とともに
・未来を築く
・最高のものを

使命

基本理念
聖隷福祉事業団が事業を行なう上で根底にある考え方。

使命
聖隷福祉事業団の存在意義。

Vision2025
5 年後、聖隷福祉事業団はこうなっている。

中期事業計画2021-2025
Vision2025へ到達するために、7つの重要課題およびテーマを提示し5年間かけて達成を目指す計画。

職員行動指針
使命をもとに職員が共有し実践する具体的な行動を示した指針。
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Vision2025 地域連携体制の強化・デジタル改革・経営基盤の安定化
を実現し、未来につなげる地域共生社会をつくる

１

7

5

6

2

3

4

A 5年後、聖隷福祉事業団はこうなっている B 重要課題

質の高い事業を行う
地域共生社会の実現に貢献する社会福祉法人と
して、地域を支える新たな仕事を見出し、また
先進的な医療の提供、健康寿命の延伸に向けた
予防への関与やゲノムなど最先端の課題に挑戦
し、最高の質を追求した事業を展開している。

社会福祉法人として
最高の質を追求した
事業を展開する

財務体質を強化する
新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい
経営環境を学びにし、需要減少時でも安定する
経営構造を構築している。また、予期せぬ経営
環境の急変にも揺るがない骨太の財務体質と
なっている。

現有資源を有効に活用
し経営環境の急変にも
揺るがない財務体質と
する

生産性の高い運営体制を築く
ICT・AI・ロボット等を活用し、少人数であっ
ても質の高いサービスを提供できる効率性の高
い業務体制を構築している。外国出身者、高齢
者、障がい者等を含んだダイバーシティが進
み、働きがいのある仕事を推進している。

聖隷ＤＸ（デジタル
・トランスフォーメ
ーション）を推進する

ディーセント・ワーク
（人生と両立できる
働きがいのある仕事）
を推進する

組織力を活かす
地域課題の解決に繋がる事業部間連携や聖隷の
質と規模を維持する人材の確保ができている。
大規模広域法人に適した購入や物流、情報シス
テムを構築し、大規模災害に対する連携の強化
等、より一層の協働した組織となっている。

地域ごとの課題解決
に繋がる事業部間の
連携を構築する

人材の確保と育成を
推進する

大規模広域法人とし
ての強みを活かした
仕組化を推進する

事
業

財
務

運
営

組
織
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D 中期事業計画 2021-2025における	
聖隷福祉事業団とSDGsの関わり

事 生活困窮者支援などが当たります。

事 災害時の食事提供や健康寿命延伸に向けた栄養指導
などが当たります。組 災害時にも安心して食事の提供
ができる体制が必要です。BCP（Business Continuity 
Plan: 事業継続計画）策定など準備を進めます。

事 新たなニーズや制度の狭間など支援が届いていない
方への支援、より質の高い医療福祉の提供を目指します。

事 健康、介護予防教育や生活困窮の負の連鎖に対する
教育支援などが当たります。組 優秀な人材の確保、育成
は事業の質を維持するうえで極めて重要です。今後も人
材育成に注力します。

組 育児支援など女性が働きやすい職場をつくると共に女
性の経営職の増加を目指します。運 職員へより良い雇用
環境の提供、障がい者や外国人雇用の推進などにより、
組織の成長に繋げていきます。

財 エネルギー使用量を削減する取り組みを継続します。

運 職員へのより良い雇用環境の提供、障がい者や外国
人雇用の推進などにより、組織の成長に繋げていきます。
財 地域に必要な事業は行わねばなりません。法人として
健全な成長を目指します。

運 医療福祉の領域でのDXをはじめとした情報化やロボッ
トなど自動化を推進し、生産性の向上と新たな価値創造
に繋げて強みにしていきます。財 強靭で、より持続可能
な施設設備を維持する管理を推進します。また DX やロ
ボットなど先進的な技術の導入を推進します。

運 地域共生社会の実現を先導する組織として、内部でも
年齢、性別、障がい、外国人などに関わらず活躍できる
ダイバーシティを推進します。

事 住み続けられるまちづくりは地域共生社会の理念と同
一であり、地域包括ケアシステムなどを用いて社会福祉
法人に求められています。

組 環境への影響を配慮された物品の使用や電気ガス等の
効率的な使用が求められます。財 将来にわたり社会を支
えていける様に、事業の持続性を確立します。

組 台風や大雨の激甚化など温暖化による大規模災害が増
加していますので、災害に対する準備が一層必要になり
ます。

事 子ども達により良い環境を提供することも私たちの大
切な事業となります。

組 各所との連携体制の構築は最も重要なテーマの一つで
す。内部の連携強化と共に、外部組織とも連携を強めて
いきます。

事 事業　組 組織　運 運営　財 財務

C テーマ

・�地域共生社会の実現に貢献する社会福祉法人として、地域
を支える新たな仕事を見出し挑戦する
・�先進的な医療の提供、健康寿命の延伸に向けた予防への関
与やゲノムなど最先端の課題に挑戦する

・�成長性：サービス活動収益の成長率�前年比 2％以上
・�収益性：税引前当期活動増減差額�年 15億円以上
・�効率性：�総資産に対し税引前当期活動増減差額率（ROA）�

年 1％以上
・�安定性：純資産比率�45％以上（2025年度末）

・�ICT、AI、ロボット等を活用して少人数であっても質の高い
サービスを提供できる、効率性の高い業務体制を追求する
・�事業部を越えた利用者情報の共有ネットワークシステムの
整備、データヘルスサービスなど医療・介護・健康分野の
情報化を推進する

・�健康経営の推進、働き方改革等の制度へ対応するとともに、
外国出身者、高齢者、障がい者等を含んだダイバーシティ
を推進する

・�事業部を越えた職員間で情報交換しやすい環境、検討する
場を設ける等、地域ごとで事業部間が連携し、利便性の向
上や課題解決に繋がる仕組みを構築する

・�生産年齢人口が減少する中、需要拡大が見込まれる聖隷の
事業を支える人材確保を図る
・�聖隷の質を体現・継承できる「聖

※
隷人」の育成を推進する

　※聖隷人（せいれいびと）
　　基本理念および使命を理解し、職員行動指針を実践している人

・�大規模広域法人としてのメリットを活かし、人事・資材・
資金・情報システムなどの一層の効率性を追求する
・�広域な大規模災害に対する BCP（Business�Continuity�
Plan: 事業継続計画）対応と連携を強化する
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医療保護施設 総合病院 聖隷三方原病院 

 

新型コロナウイルスに対し、やっと根本的治療法の 1 つとして期待できるワクチンが認可され

た。その効果判定まではもう少し時間を要するが、治療薬の開発に先が見えない中、取り敢えず

医療従事者と高齢者やリスクの高い人々への接種を急ぐ必要がある。生活施設である介護福祉系

の施設におけるクラスター感染の発生は、容易に地域医療を崩壊させる。この対策として無症状

や軽症者を施設内で経 

過観察し、病院ベッドの占有率を上昇させないことが肝要である。これにはクラスターが発生

した施設内で陽性者を経過観察出来る環境を確保する必要があり、そのためには、外部からの感

染制御支援チーム派遣が絶対条件となる。県病院協会では、静岡県からの委託を受け、チーム派

遣の制度を構築した。2021 年度も全面的にこれに協力し、医療崩壊を防ぎたい。 

また、2020年度では新型コロナウイルス感染症対策に追われて先延ばしになっていた「勤務医

の働き方改革」を最優先に実行したい。労働環境の整備は若い世代の医師には魅力的なようで、

さらに医師を呼び込む効果も期待できる。その昔、労働環境が苛酷になっても、より多くの労働

が、より多くの経験を生み、医師の成長を促すという、私たち高齢医師の常識を一掃する改革が

必要となる。この環境作りの一助となる看護師特定行為に関しても、当院の医師不足に悩ませら

れている部門（周術期、術中管理など）を中心にその教育を急ぎたい。また、全国より集まって

くれる初期研修医が、当院の専門医教育カリキュラムにそのまま進んでいただける環境づくりに

も一層力を注ぎたい。 

あと 4 年と迫った「地域医療構想」に関しては、これからさらに進む少子高齢化社会を乗り越

えてゆくためにも必要な改革である。しかし、この改革が成就した後の地域医療の理想型がなか

なか思い描けない。いろいろな利害関係が理解をさらに困難なものとしているようであるが、医

療資源の効率的な利用と住民サービスという視点を中心に改革に協力したい。 

 

【理念】 

キリスト教精神に基づく「隣人愛」 

 

【経営方針】 

この地域にしっかりと根ざし、住民に信頼される病院づくり 

 

【事業・運営計画】 

1 安全で質の高い医療の提供 

（ア）安全な医療の提供 

①医療安全管理の促進 

②感染管理体制の評価と更なる充実 

（イ）質の高い医療の提供 

①各部門の専門特化した医療体制の確立 

②専門・認定・特定看護師の育成と活用 
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（ウ）新たな病院機能の提供  

①各種センター設立に向けた検討 

②地域障がい者総合リハビリテーションセンターの安定稼働 

③手術室機能の更なる充実 

④外来・画像診断部門の再構築 

⑤病院機能の ICT活用による DX推進（※1） 

2 働き方改革と人づくり文化の継承 

（ア）働き方改革の推進 

①医師の働き方改革への対応 

ａ 医師労働時間短縮計画の策定 

②勤務環境改善への取組み 

（イ）医師・看護師・介護職の人材確保と定着  

①専門医・専攻医採用の強化 

②看護師・介護職・看護助手の安定した確保 

③新専門医制度への対応（基幹プログラムの追加） 

④臨床研究支援の検討と構築 

（ウ）職員教育の充実 

①指導者育成の推進 

②キャリア形成への支援 

③OJTの強力な推進 

④看護師特定行為研修の促進 

（エ）多様な雇用形態の促進  

①障がい者雇用の維持 

②エルダー職の活用 

③両立支援が必要な人達の雇用 （※2） 

3 地域より求められる病院機能の整備 

（ア）新型コロナウイルス感染症への対応 

①新型コロナウイルス感染症重点医療機関としての体制強化 

②発熱等特殊外来の活用 

③ワクチン接種体制の整備 

④地域と連携した感染対策の推進 

（イ）各種認定施設としての機能の充実 

①高度救命救急センター 

ａ 重症救急患者の受け入れ体制の充実 

ｂ ドクターヘリ格納庫・ヘリポートの運用開始 

②基幹型認知症疾患医療センター 

ａ 他医療機関との連携システムの整備 

ｂ 地域包括支援センター、福祉・介護施設との連携 

ｃ 相談支援体制の充実 

-11-



③精神科病棟 

ａ 精神科・身体合併症ユニットの体制充実 

ｂ 西部精神科救急指定病院の体制充実 

④災害拠点病院 

ａ 大規模災害に向けた地域連携 

ｂ 防災対策の強化（BCP含む） 

⑤地域がん診療連携拠点病院 

ａ がんサポートセンターの継続的な運営 

ｂ がん地域連携クリニカルパスの活用推進 

ｃ がんゲノム医療連携の体制充実 

⑥地域医療支援病院 

ａ 病診・病病連携の強化 

ｂ 地域連携クリニカルパスの推進 

⑦基幹型臨床研修病院 

ａ 臨床研修医の確保 

ｂ 指導体制・プログラムの充実 

⑧聖隷おおぞら療育センター 

ａ 地域連携の強化 

ｂ 医療体制の確立 

（ウ）利用者サービスの向上  

（エ）病院機能評価の認定更新 

（オ）病院ボランティアの充実 

（カ）医療保護施設としての活動 

（キ）環境保全のための省エネ活動の継続 

4 地域完結型医療実現への取り組み 

（ア）地域医療構想への対応  

①病床機能の検討 

（イ）地域包括ケアシステムの推進 

①入退院支援の質向上 

②福祉・介護施設との連携推進 

③アドバンス・ケア・プランニング（ACP）の推進 （※3） 

5 安定した経営基盤の確保 

（ア）施設基準の精度管理 

（イ）職員の経営参画意識の向上 

①生産性向上への取組み強化 

②コストパフォーマンスの向上 
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（※1）ICT：通信技術を活用したコミュニケーション。情報処理だけではなくインターネッ

トのような通信技術を利用した産業やサービスなどの総称 

DX（デジタルトランスフォーメーション）：データとデジタル技術を活用して、サ

ービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務や組織、プロセス、企業文

化を変革し、競争上の優位性を確立すること 

（※2）両立支援：子育て、介護、病気の治療などの環境におかれている人 

（※3）ACP：患者本人と家族が医療者や介護提供者などと一緒に、現在の病気だけでなく、

意思決定能力が低下する場合に備えて、あらかじめ終末期を含めた今後の医

療や介護について話し合うこと 

 

 

 

【数値指標】 
 

サービス 

活動収益 
21,900百万円 職 員 数 1,580人 

外来患者数 920人 外来単価  21,000円 

入院患者数 
全体 610人 

＜一般 550人・精神 54人・結核 6人＞ 

入院単価 
全体  67,800円  

＜一般 71,900円・精神 29,000円・結核 46,500円＞ 

病床利用率 全体 79.8%＜一般 85.9 %・精神 51.9%・結核 30.0%＞ 

紹介率 70％  逆紹介率 100％  

 

 

《医療保護施設・無料低額事業》 

 当院は、医療を必要とする要保護者に対して医療の給付を行うことを目的とする施設であり、

また、経済的理由により適切な医療を受けられない人に対し、無料または低額で診療をおこなう

事業を展開している施設でもある。2021年度も引き続きこのような方々に対して、積極的に手を

差し延べ相談に乗り、必要な医療を受けやすい環境を整えていく。 

 

 

《助産施設 聖隷三方原病院併設助産所》 

助産事業は、シングルマザー等への経済的、精神的援助という観点においても意義のある制度

である。2021年度も引き続き「みどりの通信」「院外ホームページ」等による地域への広報を図

り、当制度対象者の利用しやすい環境を整えていく。 

 
入院患者数 ７２５人 外来患者数 １，４８０人 

入 院 単 価 ４２，５００円 外 来 単 価 ９，７５０円 

職 員 数 １，２５０人 病床利用率 ９４．２％ 

入院患者数 ７２５人 外来患者数 １，４８０人 

入 院 単 価 ４２，５００円 外 来 単 価 ９，７５０円 

職 員 数 １，２５０人 病床利用率 ９４．２％ 
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総合病院 聖隷三方原病院 聖隷おおぞら療育センター 

 

聖隷おおぞら療育センター【医療型障害児入所施設／療養介護（重症心身障害児施設）・ 

短期入所（ショートステイ）】 

2020年度に引き続き、新型コロナウイルス等感染管理対策を最重点課題として家族面会の在り

方や職員の会議・休憩の密対策に取り組む。施設内で感染対策会議を定期的に開催し迅速な対応

と管理体制を強化する。併せて、各号館に簡易陰圧装置が設置可能な居室を整備し運用面でも強

化を図る。 

介護・看護職員の人材確保を継続する。職員教育では多職種知識交流を深め各専門職域でのス

キルアップを目指す。期間限定施設利用者への退所時支援として共同カンファレンス開催や入退

院支援看護師の関わりを拡げていく。高齢化していく利用者には施設看取りが求められており、

アドバンス・ケア・プランニングへの取組みを推進する。 

ショートステイも利用者の体調確認や新型コロナウイルス等の地域感染情報の収集を厳にする

など、施設へのウイルス持ち込み防止対策を徹底する。安全で質の高いサービス提供に努めると

ともに、かかりつけ医療機関との連携強化や情報共有を推進し、在宅の重症心身障害児者が安心

して地域生活を継続できるように支援していく。 

 

あさひ【生活介護】 

新型コロナウイルス等感染対策を重点課題として、利用者の体調確認や地域感染情報の収集を

厳にする。施設の感染対策や方針を利用者に分かり易く明示するよう努める。利用者の医療的ケ

アの必要度が高まっており、看護・介護技術を高める職員教育を推進する。2021年度より祝祭日

も営業を開始するなど、地域の在宅重症心身障害者の生活を支える役割を継続するため、積極的

な運営を行っていく。 

利用者ニーズと施設運営とのバランスを見直して経営の効率を図る。 

 

児童発達支援センターひかりの子【児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援・

障害児相談支援・特定相談支援】 

新型コロナウイルス等感染対策を重点課題として、利用者の体調確認や地域感染情報の収集を

厳にする。施設の感染対策や方針を利用者に分かり易く明示するよう努める。地域の在宅重症心

身障害児への支援や情報発信を積極的に行い、支援センターとしての機能を有効活用して地域に

おける役割を果たしていく。 

相談支援事業の利用者ニーズがおおぞらの入所やショートステイ、通所事業の利用に効率よく

繋がっているとは言えないため、相談体制の見直しを図っていく。 

 

【経営方針】 

聖隷おおぞら療育センターは、施設利用者に対し、障害に即した医療を提供するとともに、個

の尊厳を護り、質の高い生活を提供します。 
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【事業・運営計画】 

1．安全で質の高い障害児者支援の実践 

2．全診療科協力のもとでの専門医療の提供 

3．職員教育の充実 

4．業務改革の更なる推進 

 

 

 

【数値指標】 

 入所 短期入所 ひかりの子 あさひ 

サービス活動収益 1,912,700千円 142,300千円 71,000千円 117,000千円 

職員数 195人 13人 21人 

入院患者・利用者数 130人 13人 － － 

入院単価（医療） 29,750円 － － － 

外来患者・利用者数 30人 － 20人 36人 

外来単価（医療） 4,900円 － － － 

単価（福祉） 9,300円 30,000円 14,440円 12,550円 
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聖隷三方原病院併設 介護老人保健施設 三方原ベテルホーム 

 

2020 年度は新型コロナウイルス感染症が全国に拡大する中、できる限りの感染防止対策を講じ

超強化型の類型を維持しながら事業を継続することができた。4月からは訪問リハビリテーション

事業を開設し、施設利用者へシームレスな在宅復帰支援を提供した。併せて医療依存度の高い方、

終末期の方、緊急入所、緊急ショートステイの受入れなども 2019 年度に引き続き積極的に取り組

み、地域を担う老人保健施設として役割を果たしている。 

2021 年度は新型コロナウイルス感染症と向き合い、新しい生活様式を取り入れた質の高いサー

ビスを継続的に提供する。また、介護報酬改定に対応しつつ、ICT化を推進し業務の効率化のみな

らず保有するデータをケアに有効活用する。さらに施設の資源、人材を活用した地域に貢献できる

事業にも着手し地域包括ケアシステムの中核を担う。パーソン・センタード・ケアを基盤とした ACP

については入所・通所の何れにおいても実践し、“私の願い”の実現を支援したい。無料低額事業

については、引き続き生活困窮者の経済的支援とともに、自立生活に向けて他の社会サービスと連

携した援助を行う。 

 

【施設理念】 

キリスト教精神に基づく「隣人愛」 

 

【経営方針】 

 地域とつながり その人らしい暮らしを支える 

 

【事業・運営計画】 

1 地域包括ケアシステムの推進 

（ア）在宅復帰、在宅生活継続を常に意識したチームケアの提供 

（イ）緊急入所、緊急ショートステイの受け入れ継続 

（ウ）社会参加を意識できる通所リハビリテーション 

（エ）ショートステイの対応力の向上 

（オ）行政、医療、施設、居宅等関係機関との連携強化 

 

2 安定的に事業継続できる体制の構築 

（ア）感染対策 BCP(事業継続計画)の強化 

（イ）施設機能を活かした多様な利用者の受け入れ 

（ウ）聖隷三方原病院後方支援施設としての連携強化 

（エ）職員ひとりひとりの経営参画意識の向上 

（オ）介護報酬改定に則った適正な算定 

 

3 安全で質の高いケアの提供 

（ア）個々の利用者に合った医療・ケアの提供 
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（イ）各フロアのサービスの統一と協働（ハード・ソフト） 

（ウ）ACPの正しい理解と実践 

（エ）感染対策とリスク分析 

（オ）DCM（認知症ケアマッピング）を用いたパーソン・センタード・ケアの推進 

 

4 次世代を担う人材育成と働く支援 

（ア）理念と経営方針の浸透 

（イ）認知症への対応力向上に向けた取組の推進 

（ウ）高い医療ニーズに対応できる人材の育成 

（エ）働きやすい職場労働環境づくりの推進 

（オ）福祉機器導入と ICT化の推進 

 

5 地域社会に期待される施設づくり 

（ア）地域貢献活動の推進強化 

（イ）無料低額事業（生活困窮者支援）の推進 

（ウ）地域防災協定の推進 

（エ）ボランティア、学生実習、体験学習の受け入れ推進 

 

≪無料又は低額介護老人保健施設利用事業≫ 

 当施設は、経済的理由により適切な介護を受けられない人に対し、無料または低額でケアを行

う事業を展開している施設である。2021年度も引き続きこのような方々に対して、積極的に手を

差し延べ相談に乗り、必要な介護を受けやすい環境を整えていく。 

 

【数値指標】 

 入所（短期入所含む） 通所リハビリテーション 訪問リハビリテーション 

利用者数/月 

     127人 

入所   118人 

短期入所   9人 

      30人 

介護保険  29人 

介護予防   1人 

      2件 

単価/人 14,700円 12,400円 9,000円 

サービス活動収益： 799,000千円 職員数 ： 94人（常勤換算） 
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総合病院 聖隷浜松病院 

 

2020年度は新型コロナウィルス感染拡大により、日常の生活そして医療提供体制も大きく変化

した。当院においてもその影響は大きく、感染状況に応じて感染対策を徹底し、患者さんに安心

して受診いただけるよう診療体制を整備してきた。 

コロナ禍においては入院患者さんへの面会制限、そして市民公開講座の延期など様々なことに

制約を受けるなか、新たに ICT を活用したオンライン面会やオンラインセミナーを開始した。今

後も患者サービスの拡大と業務の効率化に向け、さらにデジタル化を推進していく。 

 2021年度は医師数の増員によるマンパワーを活かすべく、限られた外来スペースで効率的な外

来運営を目指すとともに、入院においては病床再編の検討や曜日間の差異低減を進めていく。ま

た、4つのユニット（手術室、カテーテル室、外来化学療法室、内視鏡室）における稼動状況を見

える化し効率的な運用に向け改善を進める。現在ある資源の中で労働生産性の向上を目指し効率

的な病院運営に取り組んでいく。また、2024 年に迫る医師の時間外労働規制に対応すべく、複数

主治医制など新たな働き方の体制を検討する。 

社会情勢は大きく変化し、当たり前の日常も大きく変わった。コロナ禍の今だからこそ、我々

は新たな価値観を創造し進化していく。そして、高度急性期病院としてさらに質を高め、地域の

要望に応える病院を目指す。 

 

【病院使命】 

人々の快適な暮らしに貢献するために最適な医療を提供します 

【病院理念】 

私たちは利用してくださる方ひとりひとりのために最善を尽くすことに誇りをもつ 

【運営方針 2025】  

 私達は常に信頼される病院であり続けます 

■望まれる良質な医療を提供します  ■地域とのつながりを大切にします 

■良い医療人を育てます ■働きやすい環境を作ります ■健全な経営を継続します 

■災害・感染対策を強化します     ■環境に対する責任を果たします 

 

【事業・運営計画】 

「利用者価値」の視点（患者・職員の満足のために） 

1．利用者満足の向上 

（ア）選ばれ続ける病院    ①患者満足度調査結果（LINE3回） 

              この病院に満足している 90%以上 他 4項目            

     ②新入院患者数               1,790人/月以上 

    ③外来患者数（医科）          1,560人/月以上 

（イ）丁寧な説明と対応   ①入院前支援予約件数 150件/月以上 

 

-18-



 

 （ウ）ディーセントワークの推進 ①職員満足度調査結果（デスクネッツ年 3回） 

                        お互い協力し業務を遂行する 80％以上 他 4項目 

    ②職員人間ドック受診率（35歳以上）   40%以上 

    ③有給休暇 5日取得率                   100% 

    ④超勤管理     医師：80時間/月超え 7名以下 

看護・事務・医療技術：45時間/月超え 0 名 

    ⑤暴力発生報告書提出件数          5件/月以上 

 

「価値提供行動」の視点（病院機能・質の向上のために） 

2．地域に必要とされる高度・急性期医療の充実 

 （ア）断らない医療の徹底  ①救急車制限時間（重症患者制限） 37.5時間以下 

                     ②紹介患者断り率         3%以下 

 （イ）効率的な病床活用   ①DPCⅡ期退院患者比率           55%以上 

                     ②病棟別稼動率の差異（7:1）      20%以下 

 （ウ）地域連携の充実            ①転院患者の DPCⅡ期以内比率          33%以上 

     ②紹介初診患者数 総数・中東遠・湖西東三河地域  

 2,050人/月・235人/月・100人/月以上 

 （エ）ICTの活用          ①新規患者に対する ID-Link利用率     50%以上 

    ②オンライン面会・退院カンファ・院内会議件数 

        20回・8回・10回/月以上 

 （オ）外来機能の有効活用     ①上部内視鏡検査件数       360件/月以上 

     ②外来化学療法実施件数           570件/月以上 

（カ）手術室・カテーテル室の効率利用  ①手術件数                 11,500件/年以上 

                 ②9:00～17:00のカテーテル室稼動率   60%以上 

（キ）がん診療の推進     ①サイバーナイフ件数       12件/月以上 

     ②新規がん患者数                 133件/月以上 

 

3．医療の質と安全の保証 

 （ア）災害・感染・環境対策  ①ANPIC返信率 2時間以内・24時間以内 

             60%・80%以上 

    ②手指衛生実施率 

医師 45% 看護 76% 医技・事務 60%以上 

    ③ CO2排出削減（電気使用量） 前年同月比 1%削減 

（イ）安全な職場風土の醸成  ①医師の IAレポート数       50件/月以上 

    ②患者誤認発生率  事象レベル 2以上  0.03‰以下 

    ③麻薬・ハイアラート薬品関連の IA発生率 

事象レベル 2以上  0.10‰以下 

    ④転倒・転落による負傷発生率  

事象レベル 2以上  2.50‰以下 
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「成長と学習」の視点（人材確保・成長のために） 

4．明日を担う人材育成と活用 

 （ア）共に育つ職場づくり  ①目標参画面談実施率（医師・看護・医技・事務） 

院長と診療部長 100% 看護 95% 医技・事務 90%以上 

 （イ）必要とされる医療の資格取得支援  ①新規資格取得者数                80件/年以上 

 

「財務」の視点（経営・運営の安定のために） 

5．目指す医療ができる安定した財務 

（ア）年度予算の達成      ①収益（サービス活動収益）  34,002百万円以上 

                 ②費用（サービス活動費用）  32,991百万円以下 

      ③利益（経常増減差額）    1,115百万円以上 

 

【数値指標】 

サービス活動収益 34,002 百万円 職員数 2,158名 

入院単価 91,500円 入院患者数 684名 病床利用率 91.4% 

外来単価 21,600円 外来患者数 1,560名 平均在院日数 10.5日 

地域医療支援病院紹介率 65.0% 逆紹介率 70.0% 

 

【地域における公益的な取組】 

 当院は、地域のがんを含む長期療養者に対し、ハローワークの担当者や社会保険労務士らとと

もに行なう相談会を定期的に開催している。2021年度は、新型コロナウィルスの感染拡大状況

をみながら、ハローワーク相談会を 12回、社会保険労務士の相談会を 4回開催する計画として

いる。また、がんに罹患し、就労継続に困難をかかえる療養者と事業主に対し、商工会議所と連

携し、当院の患者支援センターが相談の窓口を担っており、2021年度も継続していく。 
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聖隷淡路病院 

  

当院は開院以来、急性期を中心とした良質な医療を提供する病院として、地域住民や行政、医

師会等からの信頼を獲得し、地域医療に貢献してきた。2021年度は疾病予防から急性期・回復期・

在宅支援まで幅広く対応できる病院機能を活かして、外来診療の更なる充実、医療機能別の病床

管理による高稼働、保健事業の充実と拡大を図る。また、地域に密着し、患者本位の医療サービ

スを継続的に提供するよう、組織体制を強化して着実に事業を前進させたい。法人内の連携にお

いては、関西地区及び淡路市内の聖隷関係施設と密接な関係構築を行い、聖隷各事業の質の高い

サービスをシームレスに利用者に提供していくことを目指したい。 

2021年度はガバナンスの強化を図るため組織体制の見直しを行う。また日本医療機能評価機構

による病院機能評価を 2021年度内に受審するため、院内の全ての領域の改善活動を職員一丸とな

って進めていく。 

 

【施設理念】 

  『聖隷精神（隣人愛）を継承し、地域に根ざした医療・福祉に貢献する』 

 

【経営方針】 

 1. 疾病予防から急性期・回復期・在宅支援まで幅広く対応し地域医療に貢献する 

 2. 職員の資質と組織力の向上に努め、安全で質の高い医療サービスを提供する 

 3. 地域との共存共栄を図りながら持続的な成長を目指す 

4．経営基盤を確立する 

  

【事業・運営計画】 

1. 疾病予防から急性期・回復期・在宅支援まで幅広く対応し地域医療に貢献する 

（ア）病床の安定稼動に向けて医療機能別の病床管理を行う 

（イ）地域包括ケア病床の機能を活かし、治療後の在宅復帰支援をチームで行う 

（ウ）質の高いリハビリにより、急性期から在宅まで切れ目のないサービス提供を行う 

   （エ）常勤医師体制の主要３科（内科・外科・整形外科）の診療機能を高める 

   （オ）保健事業を拡充し、地域住民の健康増進と地元企業の健康経営に貢献する 

 

2. 職員の資質と組織力の向上に努め、安全で質の高い医療サービスを提供する 

（ア） 組織体制・委員会・会議を見直しガバナンスを強化する 

（イ） 各職種の専門性向上と質の高いチーム医療を実践する 

（ウ） 日本医療機能評価機構による病院機能評価を受審する 

（エ） 医療安全管理体制を再構築する 

（オ） 院内感染対策を徹底する 

（カ） 医療倫理的な問題を審議し、その結果に基づいて医療提供を行う 

（キ） クリニカルパスを導入し、医療の標準化と質の向上を目指す 
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（ク） 初期臨床研修における地域医療研修と専門医研修のプログラムを充実させる 

（ケ） 地域に根差した人材を確保し定着させる 

（コ） 各部門の役職者を育成する 

（サ） 利用者からの声を活かし、院内の環境改善に努める 

（シ） 職員が働きやすい労働条件・職場環境を整備する 

 

3. 地域との共存共栄を図りながら持続的な成長を目指す 

（ア）淡路医療圏における地域医療連携推進法人設立構想へ参画する 

（イ）地域連携部門を再構築し、前方・後方のさらなる連携を推進する 

（ウ）淡路島内３市との連携により産後ケア事業を行う 

（エ）淡路市内の聖隷関係施設との有機的な連携を強化する 

 

4．経営基盤の確立 

  （ア）医療資源を最大限に活用し、入院・外来・健診の患者増を図る 

（イ）収益に見合った費用の削減に取り組む 

（ウ）職員一人一人が経営参画意識を高め、経営目標を共有して改善を行う 

 

5. その他 

（ア） 防災・防犯活動の推進とＢＣＰ（事業継続計画）の策定に向けた検討を行う 

（イ） 省エネ、資源循環、社会貢献活動に積極的に取り組む 

 

6．地域における公益的な取組 

  （ア）地域住民に向けた健康啓発活動を継続的に実施する 

  （イ）骨粗鬆症治療の地域住民への啓発を目的とした NPO法人立ち上げに協力する 

 

【数値指標】 

 

 

《無料又は低額診療事業》 

 

無料又は低額診療事業を行う施設として広く生活困窮者の受け入れを行い、基準 10％以上の

実績を維持する 

サービス活動収益 2,071,000千円 職 員 数 195名 

入 院 患 者 数 132 人/日 入 院 単 価 31,200円 病 床 稼 働 率 86.8％ 

外 来 患 者 数 133 人/日 外 来 単 価 10,000円 地域包括ケア病床稼働率 95.7％ 
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聖隷横浜病院 

 

 2020年度は、67床の増床とともに、回復期リハビリテーション病棟、緩和ケア病棟を新たに開

設するなど地域完結型医療の実現のための体制を強化することができた。また、新型コロナウイ

ルス感染症への対応として職員が一丸となり、入館トリアージの実施、帰国者・接触者外来の開

設、神奈川モデルにおける重点医療機関協力病院への参加などに取り組み、地域から求められる

役割を果たしながら、常に安心・安全な療養環境を提供することに努めた。一方で、感染拡大に

よる外出自粛や一部の診療制限の影響で想定外に患者数が伸び悩んだ。 

 2021年度は、整備した地域完結型医療の体制をより多くの方に利用していただくため、近隣医

療機関との連携の強化、広報活動の充実を図っていく。また、主軸である救急医療体制、外来診

療体制のさらなる充実を目指し、医師の確保と診療体制の強化をおこなっていく。 

 職員一人ひとりがそれぞれの能力を最大限発揮できるような組織体制やシステムを構築すると

共に、働き方改革と労働環境の整備に取り組み、質の高い医療サービスの提供と地域医療への貢

献をし続ける事ができる病院を職員と共に目指していく。 

 

【病院理念】 

 私たちは、隣人愛の精神のもと、安全で良質な医療を提供し、地域に貢献し続けます 

 

【運営方針】 

1. 急性期医療を中心に安全で良質な医療を提供します 

2. 地域包括ケアシステムを推進し、在宅まで連続した医療を提供します 

3. 職員が参画し、資源を最大限に活用した健全な経営を目指します 

4. 病院理念を実践する人材を確保し、育成します 

5. 全ての利用者にとって最適な環境づくりをします 

 

【事業・運営計画】 ※ああは、中期事業計画 2021-2025における区分との繋がりを表記 

1. 安全で良質な医療の提供  事業、運営、財務 

（ア）医療安全管理体制および感染管理体制の充実  事業 

（イ）救急診療体制の強化と充実  事業 

 ①救急医療の体制を強化し地域医療への貢献 救急車受け入れ年間 3,600 件  事業、財務 

 ②SCU病床の増床（6床 → 9床）  事業、財務 

③「急性心疾患」、「脳血管疾患」、「外傷（整形外科）救急」の受け入れ体制の充実  事業 

（ウ）診療科体制およびドック・健診事業の整備  事業 

 ①各科の垣根を越えたチーム医療体制の推進  事業 

②手術件数の向上：年間 1,500件（手術室実績）  事業、財務 

 ③遺伝子カウンセリングの充実とゲノム医療の推進  事業、運営 

④脳ドックの開始  事業、運営 

⑤ドック・健診の女性専用フロアの検討  事業、運営 
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2. 地域包括ケアシステムの構築と推進  事業、組織、財務 

（ア）地域完結型医療の実践  事業、財務 

 ①回復期リハビリテーション病棟の安定稼働（稼働率 85％）  事業、財務 

 ②緩和ケア病棟の安定稼働（稼働率 85％）  事業、財務 

 ③地域包括ケア病棟の安定稼働（稼働率 94％）  事業、財務 

 ④退院後訪問指導の体制強化  事業、組織 

（イ）外来機能の充実  事業、運営 

 ①専門看護師・認定看護師・特定行為看護師の活動の場の拡大  事業、運営 

 ②受付および問診体制の見直し  事業、運営 

 ③訪問看護における提供サービスの質向上  事業、運営 

（ウ）地域連携の強化  事業、運営、組織 

 ①診療所からの紹介件数：月間 800件  事業、組織 

 ②外回りによる情報の収集と発信を強化  事業、組織 

 ③顔の見える広報活動（市民公開講座・オンライン勉強会）の推進  事業、運営、組織 

3. 資源を最大限に活用した健全な経営の実践  組織、運営、財務 

（ア）人員配置に見合った収益確保（人件費率：58％）  運営、財務 

（イ）BCP（事業継続計画）に基づく災害対策の強化と訓練実施  組織、運営、財務 

（ウ）緊急時における安否確認および連絡体制の整備（ANPIC導入）  組織 

4. 多様な人材確保と育成  事業、組織、運営 

（ア）障がい者雇用の推進とエルダー職の活用  運営 

（イ）両立支援制度の利用促進  運営 

（ウ）次世代リーダーの育成  事業、組織、運営 

5. 最適な環境づくりの推進  事業、組織、運営 

（ア）安全・感染対策に配慮した療養環境と労働環境の整備  事業、運営 

（イ）働き方改革関連法への対応  事業、運営 

（ウ）利用者サービスの向上（Wi-Fi環境の整備、キャッシュレス化）  事業、運営 

（エ）将来の病院の在り方を検討（病床数、機能、病棟建築など）  事業、組織、運営 

 

【数値指標】 

 

＜地域における公益的な取り組み＞ 

1. 生活困窮者の支援を行い、社会福祉法人としての使命を追求 

2. 無料低額診療事業の基準 10％以上を堅持 

サービス活動収益 8,300,000千円 職員数   677名 

外来患者数 525 名 外来単価 15,800円 救急車受け入れ件数 3,600件 

入院患者数 280 名 入院単価 56,000円 病床実稼働率 76.3％ 

訪問看護介護保険単価 10,300円 訪問看護介護保険訪問数 10,395件 

訪問看護医療保険単価 11,100円 訪問看護医療保険訪問数 3,150件 
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聖隷佐倉市民病院 

 

 2020年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、当初計画していた通りの病院事業を行う

ことができなかった。しかし、そのような状況下でも発熱外来の設置や陽性患者の受け入れなど

社会の要請には対応することができた。2021 年度は利用者を惹き付ける質の高い医療を提供し、

より強固な経営基盤を確立していく。 

 

【施設理念】 

キリスト教精神に基づく『隣人愛』に立ち、患者本位のより良質な医療を求めて最善を尽くします 

【経営方針】 

1．隣人愛の精神の継承と実践   

2．安全かつ迅速で適切な医療・看護の提供 

3．地域医療との連携、地域住民参画の医療 

4．創造的な変革を通し、効率的で安定した健全経営 

5．働きがいのある職場づくり 

【事業・運営計画】 

1．利用者ニーズを把握して、地域から選ばれる病院づくり 

（ア）患者満足度をあげられる病院づくり 

① 病院コンシェルジュ機能の評価と改善 

② 患者支援センターの評価と改善 

③ 紹介患者窓口の設置 

④ 待ち時間を有意義に過ごせる環境づくり 

⑤ 医療者接遇の向上 

（イ）利用者ニーズを予測し改善に繋げる取り組み 

① 利用者ニーズを予測した情報発信 

② WEB上での主体的な情報収集 

③ 利用者視点の高い職員の育成 

（ウ）SAKURAブランドの明確化と地域への浸透 

① 当院の魅力を知り、語れる職員の育成 

② 職業体験の実施（小学生、中学生の職業体験の拡大など） 

2．安心・安全で質の高いサービスの提供  

（ア）医療人としての質の向上 

① 全職員対象講習会への受講率 UPできる環境づくり 

② 全職員のコンプライアンス意識の向上 

③ 全職員を対象としたハラスメント教育 

④ 適切なカルテ記載の啓発 

（イ）利用者が安心して療養できる病院づくり 
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① 安心・安全な感染対策の徹底と積極的な情報発信 

② コロナ情勢の変動に合わせた持続可能な感染防止対策の推進 

③ 患者視点に立った院内見回り隊の設立 

（ウ）良好なコミュニケーションによる医療安全の向上 

① インシデント・アクシデント事例を他職種でも共有・活用できるシステムづくり 

② 自らあいさつできる接遇マナーの向上 

③ コミュニケーション能力向上の為の取組み強化 

3．多職種協働と地域連携による病院機能の強化と広報 

（ア）多職種・他部門との連携強化と円滑な支援体制の構築 

① 各種委員会活性化のための実効性のあるチーム再編成 

② 健診と病院とのスピーディーな連携による利用者利益の向上と実績評価 

③ 病棟－外来連携による専門医療の提供 

④ 互いの専門性が活かされる多職種連携の強化 

⑤ 職場の垣根を越えた協働(タスク シェアリング) 

（イ）地域社会との繋がりの強化 

① 開業医への訪問を通した顔のみえる連携の構築 

② 行政が主催する地域活動への積極的な参画 

③ 当院の役割をふまえた地域貢献の活動強化 

④ 地域包括ケアシステムの充実のための連携強化 

⑤ 地域連携強化に向けた医療機器の共同利用推進 

（ウ）院内外に向けた情報発信力の強化 

① 当院の魅力の積極的な情報発信（SNS、ホームページ、広報誌など） 

② 市民参画型のイベント開催 

③ 地域主催のイベント参加による良好な関係づくり 

④ 職員向けホームページ等による病院内活動の共有と成果の見える化による評価 

4．この病院で働きたい、働き続けたいと思える環境づくり 

（ア） 医療従事者にとって魅力ある病院づくり 

① 多様な職員表彰制度 

② 病院の魅力の再発見と院内周知活動の実践 

③ 職員にとってのよりよい職場環境づくり 

④ 職員モチベーションの向上のための病院イベント・広報 

⑤ 職員満足度向上に繋がる病院設備・機能の拡充 

（イ）職員の成長を支援する病院体制 

① 資格取得などのスキルアップを目指す職場をサポート出来る環境づくり 

② 研究発表や学術発表を支援する体制づくり 

③ 資格取得者・学会発表者の院内広報体制の構築 

（ウ） ワークライフバランスを実現できる環境づくり 

① 働き方改革のさらなる推進 
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② 出産・育児・介護などのライフイベント対応した組織作り 

③ 理想的な心と身体の健康経営への取り組み 

5．外部環境に耐え、持続可能な経営基盤への改革 

（ア）利用者確保のための新たな取り組み 

① 食事制限のある方が利用できるレストラン 

② また利用したくなる診療体制 

③ 健診集客への施策：GO TO ドック！ 

④ 院内キャッシュレスの促進 

⑤ 外部環境の変化にも対応できる基盤づくり（BCPの作成など） 

（イ）病院予算達成のための増収対策 

① 加算取得にむけたプロジェクトの設立 

② 救急車搬送患者の受入体制強化 

③ 手術 8部屋の効率的な運用 

④ 駐車場の有効活用 

（ウ）経営意識の向上  

① 収益･費用の可視化 

② 資材物品の適正な管理 

③ 経営参画に寄与できる職員の育成 

6．地域における公益的な取組 

（ア）生活困窮者の自立促進に向けたケースワーカーによる相談支援 

（イ）地域住民の病気予防・健康寿命延伸につなげるための市民公開講座の実施 

 

【数値指標】 

サービス活動収益 10,609,100千円 職 員 数 808.8名 紹 介 率 70％ 

外来患者数 852名 外来単価 14,050円 逆 紹 介 率 45％ 

入院患者数 300名 入院単価 53,840円 病床稼動 率 82.2％ 

健診受診者 184名 健診単価 18,290円 平均在院日数 16.0日 

訪問看護年訪問件数 460件 介護保険単価 8,200円 医療保険単価 10,500円 

 

せいれい訪問看護ステーション佐倉 / せいれいケアプランセンター佐倉 

2020年度は新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、在宅における感染症対策の見直し及び整

備を重点的に行い利用者、職員の安全・安心に努めた。2021年度は、新型コロナウイルス感染症

の状況に注視しつつ患者支援センターとの連携強化、病院から在宅へのスムーズな移行を目指す

とともに行政機関とも情報交換を密に行い地域包括ケアシステムに参画していく。 
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浜松市リハビリテーション病院 

 

2021年度は、聖隷福祉事業団の指定管理受託 14年目を迎える。これまで先進的なリハビリテ

ーション機器の導入や、いきいきトレーナー事業の拡充など地域に求められるリハビリテーショ

ン医療を展開してきた。2021年度は「ICT環境と業務管理体制の整備」により「効果的・効率的

なチーム医療体制を構築」し、質的・量的に専門職が専門性を発揮できる環境をつくる。これに

より職員一人一人が専門性を高め、やりがいを持って仕事ができることをめざし、病床稼働率、

単価の向上はもとより、安全で質の高いリハビリテーション医療の提供、患者満足度の向上、在

宅復帰率の向上を図る。地域をリードできるリハビリテーション病院として存在感を持てるよう

取り組んでいきたい。 

 

【病院理念】 

私達は、地域に根ざし、利用してくださる方々の尊厳と生活の質を尊重した、患者中心主義に

基づく医療を提供します 

 

【運営方針】 

1. 多職種共働による、安全で科学的な根拠に基づく質の高い医療を提供する 

2. 患者・家族のニーズに即し、個別性を重視した関わりを大切にする 

3. 地域包括ケアを念頭に置き、幅広い連携体制を構築する  

4. 健全な経営基盤を確立する 

5. 職員の資質・技能向上に努め、人材確保とその育成に努力する  

 

【回復期リハの基本姿勢】 

 地域と連携し“その人らしい”社会参加に向けて、個人の病態や生活環境に配慮したリハビリ

テーション支援を行う 

 

【2021年度 事業目標・年度重点施策】 

1. 安全で質の高い医療の提供 

(ア)効果的・効率的なチーム医療体制の確立 

① 効率的なスケジュール管理体制の確立 

② 退院後のスムーズな医療・介護サービスへの移行 

③ ICTを活用した多職種協働体制の確立 

（イ）組織的な質改善活動の実施  

① 医療安全意識が高い風土の醸成 

② 感染防御体制の確立と維持 

2. 地域に求められるサービスの充実 

（ア） 特色ある医療提供体制の充実     

① えんげセンター機能の充実 
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② 地域のスポーツ・運動傷害に対する、効果的な治療の継続と発生予防に向けた土台

作り 

③ 高次脳機能障害に対する就労支援、自動車運転評価の質向上 

④ 先進的機器を活用したリハビリテーションの促進 

⑤ 脊髄損傷治療におけるチーム体制の強化 

（イ） 地域へ繋ぐサービスの提供        

① リハビリテーション医療提供施設間の連携拡大 

② 画像診断検査紹介、委託件数の増加 

3. 人材の育成と労働環境の整備 

(ア)ここで働きたいと思える（ワークエンゲージメント）魅力ある環境整備 

① 長時間労働の削減・有給休暇の取得促進 

② スタッフの実績が形となる環境作り 

③ 職員のメンタルヘルス・健康管理の充実 

④ 障害者雇用モデルの構築 

（イ）利用者満足度向上に寄与できる職員の育成 

① 接遇技術、クレーム対応力の向上 

② 倫理観を持った医療の展開 

4. 安定した経営基盤の確立 

（ア） 職員一人あたりの生産性向上 

① 安定した病床利用率の維持 

② リハビリテーション提供単位数の増加  

③ 介護保険事業利用者の拡大 

5. 地域における公益的な取組み 

（ア） 地域共生社会を推進する取り組み     

① 地域ニーズに沿った積極的な情報発信 

② 健康寿命延伸に向けた取り組みの実施 

（イ） 地域と連携した災害対策の強化 

① 災害・感染症流行時にも対応できるリハビリテーション医療体制の整備 

 

 

【数値指標】 

サービス活動収益 3,595百万円 常勤職員数 406名 
 

 外来 
入院 介護 

回復期 一般 合計 通所 訪問 

患者･ 
利用者数 

170.6 人/日 129.7 人/日 83.8 人/日 213.5 人/日 508 人/月 293 人/月 

単価 8,010 円 42,370 円 34,451 円 39,443 円 4,300 円 8,895 円 

利用率  96.1 ％ 93.1 ％ 94.9 ％   
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  聖隷袋井市民病院 

 

当院は、開設以来中東遠医療圏における後方支援病院としての役割を果たしつつ、2019年度は

訪問リハビリテーション事業の開始、2020年度は在宅支援室を中心として“退院後の生活の支援”

について検討を開始し、地域包括ケアシステムの一翼を担うため発展し続けてきた。 

2021年度は袋井市からの指定管理第 2期 4年目、開設 9年目となる。現在実践している診療の

充実を図りながら、地域に求められるサービスの充実に向け、袋井市長寿しあわせ計画と連動し

て取り組んでいく。また、期待される役割を果たし続けるため、医療の質の向上にも注力し、選

ばれる病院を目指していく。 

 

【施設理念】 

『私たちは、患者と同じ視線を持ち、地域に信頼される病院を目指して歩み続けます』 

 

【経営方針】 

1. 地域ニーズに対応した安心・安全で質の高い医療サービスの提供 

2. 急性期病院・地域診療所との懸け橋となる連携体制の構築 

3. 在宅復帰や療養施設への入所を支援し、地域全体として切れ目のない医療の提供 

4. 安定した経営基盤の確立 

5. 働きがいのある職場づくりと人材育成 

 

【事業・運営計画】 

1. 安全で質の高い医療サービスの提供 

(ア) 多職種で取り組むチーム医療の推進 

① 職場や委員会等の質改善に向けた取り組みの可視化 

② ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の概念を基にした意思決定の支援 

③ 認知症患者の適切な医療評価や認知症ケアの向上 

(イ) 安全な医療サービスの提供 

① 多職種による事故防止策の検討、実践 

② 院内感染管理体制の強化 

(ウ) リハビリテーション医療の充実 

① ロボット等機器を活用した、地域における先駆的なリハビリテーションの導入 

② ボツリヌス療法の導入や装具療法の充実 

③ 高次脳機能障害患者への支援の充実 

(エ) 利用者満足の向上 

① 入院・外来患者の利便性の向上 
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2. 地域包括ケアシステムの推進 

(ア) 地域住民が自宅で最期まで自分らしく生活し続けるための支援体制づくり 

① 退院後生活の支援 

② 訪問リハビリテーションの拡充 

③ 地域の摂食嚥下障害患者への『食べる』支援 

 

3. 人材の確保・育成および働きやすい職場環境づくり 

(ア) 人材の確保と定着 

① 看護補助者の採用 

② 効率的な勤務体制の検討 

③ 障がい者雇用の促進 

(イ) キャリア開発とスキルアップ支援 

① 認定資格取得やスキル向上の支援 

(ウ) 働きやすい職場環境づくり 

① 業務効率化の推進と労働環境の整備 

② 職員満足の向上 

   

4. 経営基盤の安定化 

(ア) 病床稼働数の目標達成  

① 病床の安定稼働 

② 病院情報発信力の強化 

(イ) 災害対策の強化 

① BCPで課題とした項目の改善および対策 

 

5. 地域における公益的な取り組み 

(ア) 袋井市との協働と発展 

① 地域の多職種による認知症初期集中支援活動 

② 専門職による介護予防・健康増進活動 

  

【数値指標】 

サービス活動収益 1,626,230千円 職員数 190名 

    
 患者数 単価 病床稼働率 

外来 60人／日 6,700円 - 

入院 131人／日 27,700円 87％ 

再掲（回復期） 41人／日 35,000円 82％ 

（一般） 44人／日 25,200円 88％ 

（療養） 46人／日 23,500円 92％ 
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保健事業部 

 

2020年度保健事業部は、「ご利用者様が安心して選び続ける保健事業部」「職員一人ひとり

がやりがいや誇りを持って働く保健事業部」を経営方針に、さまざまな事業計画に取り組む予定

であった。しかし、新型コロナウィルス感染症が拡大し、国の緊急事態宣言の発出や外出自粛の

状況下となり、上半期に逸した受診者に対する受診機会の回復に奔走した 1 年となった。 

 2021年度も、引き続き感染対策を徹底させ、安心、安全に受診いただける環境を維持してい

かなければならない。また、コロナ禍における保健事業のあり方が問われる中、ICTを活用した

新たな事業展開を模索する機会と捉えていきたい。 

 厚生労働省健康局の方針も｢人生 100年時代を見据え、健康寿命の延伸を図り、国民一人ひと

りができるだけ長く、元気に暮らすことができるよう、健康づくり、疾病の予防や重症化予防、

健康危機管理｣を掲げている。具体的には、「フレイル対策、PHR(パーソナルヘルスレコード)を

医療・介護現場で役立てる仕組みの構築、がん検診の受診率向上、がんゲノム医療提供体制の強

化等に取り組む」としている。保健事業部では、Seirei-CAREプログラムとしてゲノム健診をス

タートさせ、全国に先駆けた個別化したがん検診への展開を行っていく。 

 また、2020年、精度管理センターを発足させたことにより、健康診断品質サービスの向上の

みならず、受診者データや健診効果を可視化し、地域における健康寿命の延伸に寄与できるよう

努めていく。さらに、巡回健診の平準化や健診コースごとの原価計算に取り組み、根拠ある数字

をもとにした経営管理を促進させていく。 

利用者に保健事業部（各センター）を選び続けてもらうこと、そして職員一人ひとりがやりが

いや誇りを持って業務に取り組むことが大切であり、各自がご利用者の目線で、経営に参画して

いる組織を目指し、以下計画に取り組んでいく。 

 

【事業部理念】 

わたしたちは、利用者の皆様と力を合わせて、お一人おひとりの健康の実現を支援します 

 

【経営方針】 

1.ご利用者様が安心して選び続ける保健事業部 

2.職員一人ひとりがやりがいや誇りを持って働く保健事業部 

 

【事業・運営計画】 

1.利用者の目線に立った質の高いサービスの提供 

  （ア）安心・安全に受診できる環境（感染予防策）を整える 

  （イ）利用者の声を活かし、リピートに繋げる仕組みづくりの構築 

（ウ）重症化予防の強化（地域専門医との連携強化等） 

（エ）各センター運用（判定付け等）の標準化 

（オ）蓄積された膨大な健診データを利用し保健指導等の効果を可視化する 
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2.経営基盤強化のための取り組み 

（ア）利用者の獲得及びメニューの見直しによる収益増加 

（イ）契約内容及び巡回健診の平準化、コスト管理徹底による費用削減 

（ウ）ベンチマーク・原価計算等による採算性の評価 

（エ）BCP(Business Continuity Plan)の策定 

 

3.人材の育成・確保と働き方改革への対応 

（ア）保健事業部の専門性評価の仕組みづくり 

（イ）自立した職員の育成 

（ウ）採用の一元管理と必要専門職の採用強化 

（エ）配置人員の適正化の検証（業務整理を行い人件費削減を含む） 

（オ）働き甲斐づくりの推進 

（カ）テレワークができる体制づくり 

 

4.健康経営の実践と発信 

 （ア）健康経営を実践し、他企業へ健康経営の仕組みづくりを提案していく 

 （イ）働きやすい風土の醸成 

 

5.データヘルス計画に向けて 

（ア）医療保険者・利用者目線に立ったデータヘルス改革 

（イ）マイナポータル対応の体制整備（PHR・特定健診・がん検診） 

（ウ）受診者に有益となる個人データサービス及びアプリの活用を目指す 

 

6.連携の強化 

（ア）関連団体・関連行政との連携を積極的に進める（国や学会などへの研究協力等） 

（イ）各自治体や企業、医療保険者と連携を積極的に進める 

（ウ）事業団・グループ内事業部、施設との連携を進める 

（エ）他業種企業との共同事業の検討（社員食堂の監修・商品開発） 

 

7.社会福祉法人の使命として地域共生社会の実現 

（ア）健診施設へのアクセスが困難な地域での健診実施や送迎を行う 

（イ）地域に密着した健康イベントなどの開催 

【数値指標】 

ドック PET 健診 一般健診 特定保健指導 婦人科健診 

65,047名 241名 528,554名 12,891名 89,575名 

特殊健診 精密外来 合 計 サービス活動収益 職員数 

50,206名 39,541 名 786,055名 8,694,640千円 819名  
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聖隷健康診断センター 

  

2020年度上期は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い感染対策に重点をおいた運営となった。

4月から 6月の経営成績は、通常の 6割程度と前例のない不調となってしまった。しかしながら、

利用者の密を避ける対策として、新たなサービスを検討し提供することができた。人間ドックに

ついては、計測・血液検査までの簡易的な結果説明を含んだ午前で終了する短時間コースを新設

した。食事提供時間は 1 時間半早め、食堂の混雑緩和と滞在時間の短縮が達成できた。待合につ

いては、情報機器を活用し遠隔からの観察や呼び出しにより別フロアに拡張できた。2021年度も

更なる滞在時間短縮に向け人間ドックの“リアルタイム化”は構築を進めたい。また、浜松市と

の連携も強化された一年であった。浜松ウェルネスプロジェクトに参画し、MCI（軽度認知障害）

の臨床実験や、市主体のがん検診受診推進キャンペーンに参加した。継続して連携強化に努める。

一方、施設は飽和状態であり、コンシェルジュを各階に配置し検査順路の組替えや工夫をしてい

るものの、利用者が集中し密状態が生じてしまう。予約枠の均等配分や滞在時間の減少について

は随時見直し、改善していく。 

2021年度も、「サービスの質の向上」「経営基盤の安定」「人財（人材）育成」に拘り活動したい。 

職員が心身の健康を保ち、自身に余裕や自信をもって働くことを支援し、生産性や効率性を高め

られる環境づくりの整備を図る。指標として「職員満足度の向上」に注目し、職員が「やりがい」

を感じる職場風土づくりをする。また、コロナウイルスの対応は継続して行う。市町からの要請

に応えることにあわせ、利用者と職員の安全を守る観点で施設内の感染対策は継続していく。 

地域で選ばれ続ける健診施設として、接遇の強化はもちろんのこと、利用者のニーズに応え、

『相互に利益を感じられる』事業を今後も展開したい。質の高い利用者目線のサービスの提供、

及び保健指導・栄養指導・運動指導の更なる強化と連携を図り、利用者が健康を実現できるよう

最適な健康支援を行う。 

 

【事業部理念】 

わたしたちは、利用者の皆様と力を合わせて、お一人おひとりの健康の実現を支援します 

 

【経営方針】 

1.ご利用者様が安心して選び続ける保健事業部 

2.職員一人ひとりがやりがいや誇りを持って働く保健事業部 

 

【事業・運営計画】 

1.利用者の目線に立った質の高いサービスの提供  

（ア）ホスピタリティ向上を目指し、全ての利用者が安心して受診できる環境の整備 

（イ）個人に対応したオーダーメイドサービスの提供 

  （ウ）接遇力の強化や待ち時間の軽減等、CSを向上させる運用の構築 

 （エ）重症化予防対策の促進 

 （オ）システム更新に係る事前対応 
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2.経営基盤強化のための取り組み 

（ア）既存サービスの拡充と見直し 

（イ）新しい検査の情報収集と対応 

（ウ）新規顧客獲得を目的とした情報発信の強化 

（エ）外部資源を活用した事業展開の推進  

 

3.人材（人財）の育成と確保 

 （ア）適正人員の追求と不足人員の確保 

 （イ）経験や階層に応じた育成の促進 

 （ウ）職員満足度を向上させる職場風土づくり 

（エ）労働衛生機関の職員として必要な資格取得の推進 

  

4.健康経営の実践 

（ア）労働時間の適正化 

（イ）職員のワークライフバランスを考慮した勤務体制の構築 

（ウ）職員を巻き込んだ健康経営の実践 

（エ）職員スペースの環境整備の充実 

 

5.データヘルス計画に向けて 

 （ア）マイナポータル対応の体制整備 

 （イ）契約団体の健康経営の支援 

 

6.連携の強化 

（ア）事業団内における情報共有、横断的な業務連携及び強みの強化 

（イ）医療保険者等顧客と連動した保健サービスの提案 

（ウ）「GENKI」の有効利用の推進 

 

7.地域における公益的な活動 

 （ア）地域住民・団体等を対象とした健康啓発活動の実施 

（イ）行政と提携した活動への参画及び実施 

 

【数値指標】 

ドック ＰＥＴ健診 一般健診 特定保健指導 婦人科健診 

26,483名 241名 52,540 名 5,981名 23,224名 

特殊健診 外 来 合 計 サービス活動収益 職員数 

2,685名 18,185名 129,339 名 2,569,200千円 192名 
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聖隷予防検診センター 

 

2020年度は、世界中が新型コロナウイルスとの戦いの年となった。当センターにおいても、 

上半期を中心に利用者の方々に多くの制限を強い、また職員に対しても、感染予防に向けたあら

ゆる手段を講じる中で、3 密対策の実施など多くの負荷をかけることとなった。そのような厳し

い状況においても、常に笑顔で現場に立ち続け、利用者に向けて最善を尽くすため奮闘した全て

の職員に対し、この場を借りて心からの感謝を伝えたい。 

下半期においては、感染予防対策を行いながら利用者の受入れを積極的に推進、利用者数は 2019

年度とほぼ同水準まで回復することが出来た。地域資源との連携も積極的に推進、聖隷クリスト

ファー大学の学生との共同プロジェクト「SGEプロジェクト」では人間ドック食の共同開発や、浜

松市とのコラボによる AYA 世代に向けたがん検診の啓発活動を行い、多くの市民に対してがん検

診の重要性を伝えることが出来た。また、市の課題であるフレイル対策として、高齢者に対し人

間ドック時に握力検査を行い、適切な情報提供を行うとともに、地域企業および浜松市との協働

によるフレイル予防弁当の開発など、積極的に健康啓発活動を推進した。併せてオンラインによ

る保健指導や重症化予防事業の構築など、新たな生活様式に合わせた事業モデルの開発も進んで

いる。 

今後も引き続き利用者の方々に選び続けてもらうため、サービスの本質である「人が提供する

温かみや優しさ」は大切にしながら、利用者がいつでも健康情報にアクセス出来る環境の整備な

ど、これまで以上に効果的・効率的な事業展開が必要である。 

2021 年度は、With コロナ/After コロナの新しい生活様式、変化する社会ニーズへの対応な

ど、新たな事業モデルの構築に挑戦しながら、経営基盤の安定と利用者からの信頼獲得につとめ、

職員に向けてもワクワクしながら活き活きと活躍できる環境を提供、引き続き「職員も利用者も

『また来たくなる』予検センター」を目指す。 

 

【事業部理念】 

わたしたちは、利用者の皆様と力を合わせて、お一人おひとりの健康の実現を支援します 

 

【事業・運営計画】 

1.全ての職員が活き活きと働くことができる職場づくりの実践（健「幸」経営） 

（ア）業務負荷軽減と効率化による生産性向上 

（イ）職員エンゲージメントサーベイの実施 

（ウ）ストレスチェックの組織集団分析に基づく事後措置の実施 

（エ）定期健康診断後の再検査受診率の向上 

 

2.良質な予防医療を永続的に提供するための安定した経営基盤の確立 

（ア）事業・運営計画に合わせた適正な職員数の配置 

（イ）地域・企業健診センターとのプラスの融合 

（ウ）原価計算に基づく利用者ニーズにあった充実したサービスの提供 
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① 提供コース毎の原価計算の実施 

② 人間ドックを中心とした新規顧客獲得  

③ 初回利用者リピート率の向上  

（エ）職員一人ひとりの経営参画意識の醸成 

（オ）経営指標、臨床指標等の実績の可視化と検証 

（カ）利用者が安心安全に受診できる環境の提供  

（キ）システム更新に伴う業務標準化 

 

3.利用者目線に立った質の高いサービスの提供 

（ア）利用者満足度の向上（ワンランク上の「おもてなし」を目指して） 

① 利用者の滞在時間短縮 

② 人間ドック・健康診断の予約を取りやすい環境整備 

③ 女性利用者のリピート率向上 

④ CSアンケートで顕在化した課題への対応 

（イ）利用者、企業、行政等、全てのステークホルダーの課題を解決 

① 契約に基づいた適切な検査項目の案内と推進 

② がん検診、特定健診未受診者の開拓 

③ 重症化予防対策の推進 

④ 聖隷関連施設との有機的連携 

  病院・高齢者施設等の利用者情報を活用した「医保」「介保」連携の推進 

 ※「医保」…「医≒病院」、「保＝保健事業部」 「介保」…「介≒高齢者施設」、「保＝保健事業部」 

 

4.次世代を担う人財の育成 

（ア）ボトムアップの仕組みづくり 

（イ）適正なフィードバックと評価による効果的な OJTの実践 

（ウ）新規提案、改善プロジェクトに対する中堅職員の参画 

（エ）スタッフがんばりの見える化 

 

5.地域における公益的な活動 

 （ア）地域住民・団体等を対象とした健康啓発活動の実施 

 

【数値資料】 

 

ドック 一般健診 特定保健指導 婦人科健診 特殊健診 

20,910名 32,470名 3,350名 16,440名 1,680名 

外 来 合 計 サービス活動収益(地域含む) 職員数 

11,420名 86,270名 4,129,600千円 162名    

-37-



聖隷健康サポートセンターShizuoka 

 

2020 年度、聖隷健康サポートセンターShizuoka(以下サポートセンター)は、2020 年 4 月には、

設立より 10年が経過し、聖隷静岡健診クリニック・巡回健診機能を充実化し、静岡県中部圏内へ

の健診事業の展開を進めてきた。2020年度初めより、コロナ感染拡大による健診事業停止や市町

村における特定健診クーポン発行の遅れなどで、4 月～6 月は、健康診断利用者が 2019 年度対比

40％減少したが、予防策を講じつつ、運営体制の見直しや予約枠の拡大調整を実施することで 7

月～11月において 2019年度対比 95%まで回復することができた。 

 2021年度は、サポートセンターでは従来のリアルタイムドック運用に加えて午後ドック導入を

検証し、利用者ニーズにあった人間ドックの提供を目指し、聖隷静岡健診クリニックでは独自の

健診コースの運用を促進する。両施設とも定年退職により健康保険組合を離脱するシニア層を対

象とした「聖隷健康サポートの会」の内容を充実させ登録者を増やしていくことで人口動態の変

化に対応を始める。また、健診機関併設婦人科外来の強みを生かし、予防医療、プレコンセプシ

ョンケア（注１）に特化した仕組みを構築・検証し、地域のニーズに応えていきたい。 

現在、遺伝学的検査や AIを活用した検査など技術が急激に進んでいる。聖隷健康サポートセン

ターShizuokaは、情報をいち早く収集し対応できるよう準備を行い、選ばれ続ける総合保健施設

として、静岡地区で最高の質の保健医療サービスを提供できるよう“職員一人ひとりが自ら気づ

き考え行動する自律した組織”を更に目指していく。 

（注１：「妊娠する前からのケア」という概念。妊娠前の生殖年齢の女性に医学的・行動的・社会

的な保健介入を行なうこと。病気の予防と健康管理を通じて女性の健康状態を改善していくこと

を目的とする。） 

【事業部理念】 

わたしたちは、利用者の皆様と力を合わせて、お一人おひとりの健康の実現を支援します 

【事業・運営計画】 

1.利用者の目線に立った質の高いサービスの提供 

（ア）利用者ニーズに合ったサービスの提供 

  ①顧客満足度調査の実施継続と問題解決 

②ニーズに合った健診コースと外来の構築と巡回健診の品質向上 

③「聖隷健康サポートの会」運用検討および「静クリの会」の運用開始準備 

④先駆的な新規オプションの導入と WEBサービス導入（遺伝学的検査などの情報収集・検討） 

⑤IAレポートの分析の徹底ならびに迅速な改善 

（イ）質を維持するための設備投資  

    ①医療機器設備の計画的な更新及び稼動率を高める 

    ②遠隔読影の運用の改善とシステムの活用 

    ③立地条件を強みとする聖隷静岡健診クリニックへの投資効果向上 

（ウ）ストレスチェックの検証・フォローまで含めた包括的なサービスの提案・提供を行う 

（エ）地域企業等依頼の講演会・取材への積極的な協力体制の構築 
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2.経営基盤強化と新たなサービスの創造 

（ア）効率性を高めた巡回健診の実施 

  ①契約事業所の ABC分析など原価管理計画の実施と平準化 

  ②特定保健指導実施率向上のため、遠隔面談運用体制整備 

  ③巡回健診支援システム導入検討 

  ④労働安全衛生法の検査項目を省略している企業に対する、コンプライアンス遵守の案内 

（イ）より多くの利用者を受け入れるためのサービスの向上 

 ①各種健診・外来予約の利用率を高める 

②リアルタイムドックの効率性向上と午後ドックの検証 

  ③利用者閑散期ドック受診への誘導 

3.人材育成・確保 

（ア）中堅期教育を強化し、次世代のリーダーを静岡地区で育成 

（イ）職員の継続的なモチベーション・キャリア支援 

（ウ）地域に根付いた人材の確保 

4.健康経営の実現 

（ア）職員一人ひとりが働きやすく、職員が誇りを持って働ける施設づくりを目指す 

（イ）職員満足度調査の分析ならびに職員定着率の向上 

（ウ）職員超過勤務時間削減 

（エ）衛生委員会を中心に、職員の健康意識を向上する 

 ①職員ドックにおける結果説明受診率 100％とする 

 ②職場別ストレスチェック分析、並びに職場環境改善の提案・実施 

5.データヘルス計画に向けて 

(ア) 医療保険者・利用者目線に立ったデータヘルス改革 

(イ) マイナポータル対応の体制整備（PHR・特定健診・がん検診） 

6.連携の可視化 

（ア）静岡県立大学・厚生労働省等への研究協力を継続し、地域公益活動の実績を作る 

（イ）医師会・浜松医科大学・地元総合病院・行政との連携強化 

7.地域共生社会への取組 

（ア）自治会の地域のイベントに継続して参加し、地域との繋がりをより密にする 

（イ）過疎地域における健康診断の実施継続 

【数値指標】 聖隷健康サポートセンターShizuoka 

１日ドック 一般健診 特定保健指導 婦人科健診 特殊健診 

 17,654名 110,089名 3,561名 16,771 名 7,991名 

外来 合計  サービス活動収益 職員数 

9,936名 166,002名  1,958,000千円 173.4名 

（医療事業収益内訳）    聖隷健康サポートセンターShizuoka 1,270,190 千円 

巡回健診事業 372,240千円 ・聖隷静岡健診クリニック 294,370 千円      
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  地域・企業健診センター 

 

 2020年度は、「新規受託健診の円滑実施」、「働き方改革」を意識した職場づくりの推進、「業務

の効率化」の 3点を重点目標に事業を行った。 

新規受託健診の円滑実施については、富士宮市住民健診、㈱ユーコープ、㈱スズキ部品浜松工

場等の多くの新規受託があり医局はじめ各課の協力のもと、現在まで大きなトラブルもなく順調

に運営できている。 

働き方改革については、2019年、45時間を越える超過勤務となった職員が複数名いたが、適正

な人員配置や組織改変に伴い、45時間を越える超過勤務者数が激減した。 

業務の効率化については、年間通しての出動を平準化する為に、出動過多となっている健診稼

働日を洗い出し、出動が少ない健診稼働日への移動を顧客に対し、依頼する対策を取った。これ

により、少しずつであるが出動の平準化へ向けて、スタッフの意識が変わり 2021年度も継続して

平準化を推進する計画である。 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、4月～6月の巡回集団健診については厚生労働省保健局

より「集団で実施するものについては、緊急事態宣言の期間において、原則として実施を延期す

ること。」と言う通達が発せられ、多数の自治体健診や事業主健診が中止もしくは延期となり 6月

までの累計で対予算マイナス 2億 6,135万円（66.1％）となった。現状、12月までの累計では対

予算マイナス 1 億 4,835 万円（92.5％）で上期のマイナスが取り返せない状況である。しかし、

事業所に対しての PCR検査の導入で地域のニーズに応えることもできた。 

検診車駐車場増設や新規検診車作成、レントゲン装置載替え等の大型投資は現状凍結している

が、全 46台ある検診車については更新を再計画し順次更新する予定である。 

2021年度は、巡回健診事業の繁忙期と閑散期の差を平準化し、年間通しての事業の均一化を戦

略的に行い、繁忙期の人員・機材の確保問題や超過勤務問題の解消、閑散期の増収を図る。これ

により、経営基盤の安定、ES向上を目指した管理体制の整備、「働き方改革」を意識した職場づく

りの推進に尽力していく。また、接遇の強化としてロールプレイ研修やアンケート調査を行い CS

向上も図る。新型コロナウイルス感染症対策を徹底して行い、巡回健診現場や職場内でのクラス

ターが発生しない施策や、医療事故、災害対策も取り危機管理の向上を図る。 

保健事業部として静岡地区との傾斜配置（業務・人員）等、地域・企業健診センターの業務の

効率化を図り、生産性を高めながら、利用者サービスの質を向上させ、職員が働きやすい組織づ

くりに取り組む。 

 

【事業部理念】 

わたしたちは、利用者の皆様と力を合わせて、お一人おひとりの健康の実現を支援します 

【事業・運営計画】 

1.利用者の目線に立った質の高いサービスの提供  

（ア）巡回健康診断の品質向上 

 （イ）契約の見直しを行う 

 （ウ）巡回健診支援システム導入し精度向上を図る 
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 （エ）職域がん検診の受診率と精度管理の向上 

 （オ）危機管理能力の向上（感染対策・医療事故・災害対策） 

 （カ）IAレポートの情報共有と ISMSの継続的な推進 

 （キ）接遇の強化 

 

2.経営基盤安定のための取り組み 

 （ア）戦略的事業拡大 

   ①大口既存住民検診の継続 

   ②行政が推進する事業への積極的関与 

   ③被扶養者健診・ファミリー健診の拡大 

   ④PCR検査の拡大 

 （イ）事業・運営計画に合わせた適正な職員数の配置 

①巡回健診枠の平準化 

 （ウ）聖隷予防検診センターとのプラスの融合 

   ①施設間医師の連携強化による巡回健診医師派遣費用の適正化 

   ②効率的な事業部内の業務応援体制の構築 

 （エ）労働安全衛生法にかかる一般健康診断省略検査項目への対応 

 （オ）事業所ニーズに合わせた産業保健活動の推進 

  

3.人材の育成と確保 

 （ア）営業ツールの活用・評価 

 （イ）職員の継続的なモチベーション・キャリア支援 

 （ウ）施設内研修を開催して事業計画の進捗を共有する 

 

4.健康経営の実践と発信 

 （ア）働き方改革の推進 

 （イ）職場環境改善のための外部移転の検討 

 （ウ）ストレスチェック高ストレス者の削減 

 （エ）職員健診の一次健康診断、精密・再検査の受診勧奨 

 

5.地域における公益的な取り組み 

 （ア）各地域の健康フェスティバル等への参画 

  

【数値指標】 

一般健診 予防接種 婦人科健診 特殊健診 合 計 職員数 

319,095名 14,360 名 33,140名 37,850名 404,445名 192名 
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在宅・福祉サービス事業部 

新型コロナの感染下で社会セーフティネットにおけるプラットホームの脆弱さが明らかになっ

た。地域のセーフティネットが機能するためには、協働のプラットホームが地域にあるか否かで

危機の深さが変わることになる。今後も続くであろう感染下において危機に強い地域づくりに取

り組むことは、社会福祉法人としての使命であり義務とも言える。 

その最中で社会のデジタル化はあらゆる場面で進展した。そして課題も残る。福祉の現場もデ

ジタル化は進んでいる。2020年の取り組みを受けて、福祉現場の ICT化、ロボット化を更に進め、

現場改革の第二段階に取り組むこと、利用者支援に立つ福祉の本質を失うことなく取り組みたい。

介護報酬改定においては、CHACE（チェイス）と呼ばれる高齢者の状態やケア内容のデーターベー

ス化の本格運用が開始される。「科学的介護推進体制加算」が新設され、CHACE に全ての利用者

に係るデータを提出することが求められることとなった。経験則の強い介護分野において科学的

介護が求められている。今後、障害、児童、福祉全般にこの流れは広がることになる。そのため

に必要なあらゆる ICT 機器、ロボット機器を業務の中で実験し、実装することとしたい。事業部

の各施設各事業においては設備等の老朽化により、買換えの時期にもあることから、取り組みの

機会でもある。新たな五か年計画の歩みにおいて、業務の自動化に向かってスピード感と危機感

を以て更なる取り組みを行っていく。その中で、仕事の本質を考え、自らの業務を見直し、改革

すべき点を見出していく。しかし、これを行うのは「人」であり、人を育てる、人を活かす、人と

分かち合うことを「共益の価値観」として位置づけ、真に利用者支援の視点に立った現場改革の

第二段階に着手する。 

 

【事業部理念】 

  地域への感謝と貢献 

私たちは必要とされることを待つことなく、自ら出向き、共に生きる 

 

【中期事業計画における事業部目標】 

  私たちの仕事は自動化される 

  Society5.0時代を見据えて全てが繋がり、共有され、新たな価値が生まれる。 

  効率性(ジャストインタイム)から持続性(ジャストインケース)へ 

 

【2021年事業部目標】 

現場改革 secondstep 

  改革すべきことの本質を見極め、そして行動する。 

 

【2021年重点目標】 

 1.仕事にわくわくする 

仕事の自動化に向けて ICT 機器、ロボット機器を実験・実装し、福祉の未来に期待と希望

を以て従事できる組織を目指す。このために、2020年度に行ってきた業務の見直しをベース

に現場改革を更に進め、具体的に行動計画を立て実行する。その際、現場の職員が望むこと
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を重視し尊重し参画出来る仕組みの中で進めていく。 

 

 2.欲しい情報がもらえる 

提供される情報量の拡大拡散に留意し、利用者にとっても、職員にとっても正確で必要な

情報が個別化され、伝達され、分かちあうことが出来る仕の組みづくりを進める。手書きに

よる記録の縮小、最小限の入力で共有しなければならない部署、機関と繋がるための仕組み

を整えて行く。 

 

 3.期待される役割がわかり、職員自身が充実できる 

聖隷の職員数、事業所数が拡大していく中でも、自身の役割を自覚し、個人としての成長

が実感できる組織でありたい。このため、目標参画システム、自己申告に基づく面接、各種

別ラダーの評価、e ラーニングを含む新たな研修機会の提供等、職員視点に立って役割が理解

できるように仕組みを活用していく。 

 

4.地域（エリア）での役割を掴む 

地域(エリア)の地域ニーズを掘り起こすために、エリア、事業所の主体的管理が行えるよ

う組織づくりを整えると共に、地域におけるあらゆる意見を取り込むことの出来る場や機会

を設け地域福祉のプラットホーム形成を目指す。特にニーズ把握において根拠に基づき、数

値化、理論化出来ることを訓練する。 

 

5.共通する主な取り組み 

    ① 介護報酬改定、障害・福祉サービス報酬改定における事業対応を行う 

② 介護記録入力支援システム HIMVIT（ヒムビット）の本格運用 

    ③ 保育業務入力支援システムコドモンの導入 

    ④ ナースコールに代わる見守りシステムの導入 

    ⑤ 訪問看護スケジュール管理システム ZEST（ゼスト）の導入 

    ⑥ 訪問介護連絡管理システムけあピアノートの導入 

    ⑦ 介護・看護職員の eラーニングの全面導入 

    ⑧ 介護施設入浴設備更新に伴う負担軽減と安全性の向上への取り組み 

    ⑨ 施設の老朽化設備の更新、長期的視野からの建物補修改修の重点化 

 

(静岡第 1・2・3エリア)（保育浜松・磐田エリア） 

① 聖隷三方原病院、聖隷浜松病院、浜松市リハビリテーション病院等の連携を深め、医

療介護が連携できることを目指す 

② 入所施設、在宅事業が連動し、医療、高齢、障害、児童の種別を問わない支援が出来

ることを目指す 

③ 静岡県立浜松学園の移譲に向けて増改築を開始し、障害を持ちながらも就労、社会に

参加できる障害福祉の新たな形を創る 

④ 浜松市において児童発達支援センターの拠点を整備し、児童の発達支援、医療ケア児
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の支援を地域に広めていく 

⑤ 浜松市天王地区において他法人との保育・療育の連携を開始する 

⑥ 生活困窮支援事業を通して課題が明確化された生活再建支援を強化していく 

 

(関東第 1・2エリア) 

① 横須賀愛光園の機能強化を前提に施設改修の協議・検討を継続する 

② 新規事業の取り組みとして看護小規模多機能の開設準備を行う 

③ 浦安せいれいの里におけるクリニック休止、医療体制の見直しを行う 

④ 訪問看護ステーションの活動エリア、事業強化を行う 

 

(宝塚第 1・2エリア)（保育宝塚エリア） 

① 宝塚市と協力し障害・福祉サービス事業拠点の開設に向けて協議する 

② 宝塚市高齢者障がい者権利擁護支援センター（運営受託）の開設を行う 

③ 結いホーム宝塚に続く新たな高齢者支援の提案をまとめる 

④ 逆瀬川あゆみ保育園の賃貸建物の老朽化に伴う保育事業、児童館の再編について宝

塚市との協議を進めていく 

 

 （淡路エリア） 

① 淡路栄光園短期入所施設の 4床増床の実施  

② ライフサポート津名を起点にした淡路地区全体の通所介護の役割分担を行う 

③ 聖隷こども園夢舞台の定員増に伴う経営リスクの軽減策について淡路市と協議を進

める 

 

(奄美・沖縄エリア) 

① 沖縄エリアにおける在宅事業の意義の見直しをし、独立採算を目指す 

② 奄美エリア施設・事業を担う人材を育成し、長期的に事業継続できる組織化を目指す 
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 和合せいれいの里 

特別養護老人ホーム和合愛光園 

和合愛光園デイサービスセンター 

障害者支援施設 みるとす 

障害者相談支援事業所 くすのき 

生活支援ハウス やまぶき 

和合愛光園和合サテライト 

訪問看護ステーション住吉 

聖隷ヘルパーセンター 

聖隷ケアプランセンター和 

地域包括支援センター和合 

聖隷チャレンジ工房和合 

聖隷放課後クラブはなえみ和合 

聖隷トライサポート和合 

浜松市中障がい者相談支援センター 

聖隷こども発達支援事業所かるみあ和合(仮称) 

 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を踏まえ、2021 年度は浜松市においても新たに障がい

福祉実施計画、第 8 期介護保険事業計画が進められていく。また同時に介護報酬改定・障害福祉

等報酬改定が行われ、事業運営の環境も変化していく中、和合せいれいの里においては、それら

の動きを注視し、より地域に期待される施設群であり続ける。 

さらにコロナ禍においても立ち止まることなく、新たな事業として児童発達支援事業所の開所

を予定し、共生型複合施設群のメリットを活かし運営していく。既存の事業においては、2020

年度に引き続き人材育成・職場環境改善・業務改革をさらに進め、テクノロジー（ロボット・

AI・ICT等）の導入活用も推進し、次世代型福祉施設としての基盤づくりを進めていく。 

 

【施設理念】 

和合せいれいの里の全事業所および全職員は、和合せいれいの里の利用者一人ひとりがその人

らしい生き方ができるよう常に利用者の視点に立ち、そのために必要とされる質の高い適切な支

援を切れ目なく総合的に提供する。 

 

【経営方針】 

1．高齢者・障害児（者）に対し切れ目なく質の高いサービスを提供する 

2．職場環境改善・業務改善を進めることでサービスの質も高める 

3．共生社会実現のための連携関係を作り、利用者がその人らしく地域で暮らせるよう支援する 

4. 新たな役割を担い、成長を実感できる体制強化と多様な人材の働き方を支援する 

5. 防災・防犯対策の強化と地域との関わりを増やす 
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６. 地域における公益的な取組 

【事業・運営計画】 

１．高齢者・障害児（者）に対し切れ目なく質の高いサービスを提供する 

（ア）特別養護老人ホーム和合愛光園・和合愛光園和合サテライト 

①with コロナ、面会等制限下での利用者ストレス軽減対策(リモート・買い物代行等) 

②フロア業務の洗い出しと標準化を進め、フロア間協力体制を強化する 

③入居待機者確保のため各機関への営業活動推進、計画的な営業活動 

④緊急・障害者ショートステイの継続受け入れ、更に医療的ケア児の受け入れを進める 

⑤医療の選択に対する利用者・家族の意思決定支援 

（イ）和合愛光園デイサービスセンター・聖隷トライサポート和合 

①利用者情報共有を進め、利用者ニーズに適したケア体制をつくる 

②利用者の「できる」に着目し維持できる活動と個別対応の強化 

③共生型サービス機能訓練終了後の対応として生活介護の導入 

④センター機能での専門職支援体制の強化推進 

⑤ケアスタッフとドライバーが効率的に業務を行える 

⑥通所事業に栄養ケアマネジメントの導入を進める 

（ウ）障害者支援施設 みるとす 

①「みるとす」（施設入所支援生活介護第 1単位） 

利用者を理解し、ケア・業務根拠に基づく支援の実施 

児童受入れ・緊急受け入れ体制を整備し、地域に求められる地域拠点施設となる 

②「みるとす」（生活介護第 2単位）あすなろ 

利用者個々の特性を理解し、目的に沿った支援が提供できる 

各職員の質の向上と働きやすい職場環境(チームケア・コミュニケーション) 

（エ）障害者相談支援事業所 くすのき 

①医療的ケアの必要な方が福祉サービスに繋がる環境を整える 

②職員体制を整え、多くの障害者・児を福祉サービスへ繋げていく(新規利用者 30件増) 

（オ）聖隷チャレンジ工房和合 

①就労移行支援事業所として支援体制を強化し、就職者 6 名の輩出 

②就労継続支援Ｂ型事業の就労訓練サービス「やりがいアップ」の仕組み作り 

③就労継続支援Ａ型定員 5名増での業務創出 

④聖隷キッチン和合の新たな販売の仕組み作り 

（カ）聖隷放課後クラブはなえみ和合 

①個別性を重視した支援のため、家族との情報共有の機会を作る 

②聖隷トライサポート和合と連携し、はなえみ体操クラブの実施 

③業務の全体像を明確にし、効率化・業務分散をすすめる 

（キ）生活支援ハウス やまぶき 

①特別養護老人ホーム職員との協力体制での運営を図る 

（ク）聖隷ヘルパーセンター 

①新たな有償サービスの検討 
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②訪問介護支援システム(けあピアノート)の導入と活用で業務の効率化を図る 

（ケ）訪問看護ステーション住吉 

①障がいサービス事業所との利用者アセスメント共有から必要なサービスに繋げる 

②児童発達支援事業所と訪問看護の連携を図り利用者を共に支える体制づくり 

③聖隷トライサポート和合との連携を継続し、切れ目のないサービス提供 

（コ）聖隷ケアプランセンター和 

①聖隷 3病院、市内病院との連携を継続しスムーズな在宅支援に繋げる 

（サ）地域包括支援センター和合 

①地域包括ケアシステム深化のため地域ネットワークを強化、連携を深める 

②相談員ラダーを活用し相談員としてのスキルアップを図る 

（シ）浜松市中障がい者相談支援センター 

①中エリア内の地域課題について取り組み、自立支援協議会への上申を進める 

②地域や関係機関への周知と連携強化 

（ス）聖隷こども児童発達支援事業所かるみあ和合(仮称) 

①児童発達支援事業所開設と利用者受け入れ 

②児童発達支援センター機能への計画と準備 

２．職場環境改善・業務改善を進めることでサービスの質も高める 

（ア）利用者環境・職場環境のチェック・改善の継続的取り組み 

（イ）介護テクノロジー（ロボット・AI 等）の導入を推進し、介護業務の全自動化を意識した

次世代型施設の基盤づくりを進める 

（ウ）新たな訪問介護・栄養管理システム導入と介護関連データベース CHASEへの参画 

（エ）システム等を活用した効率的な送迎の実現のため、事業毎の送迎体制の見直しを行う 

３．共生社会実現のための連携関係を作り、利用者がその人らしく地域で暮らせるよう支援する 

（ア) 総合的課題へ対応できる相談窓口への取り組み 

（イ）コロナ禍における高齢者・障害者・こどもの交流をすすめ、全世代の支え合い体制 

（ウ）和合せいれいの里連携体制での児童発達支援事業所開設とセンター化検討 

４. 新たな役割を与え成長を実感できる体制強化と多様な人材の働き方を支援する 

（ア）介護職・施設看護職への e ラーニングの導入 

（イ）ケアサポーターの役割の明確化と体制の再調整及び、就労継続支援Ａ型事業の新たな訓練

メニュー導入 

（ウ）EPA介護福祉士候補生及び無資格新人職員育成計画の策定と計画に沿った教育の実施 

５．防災・防犯対策の強化と地域との関わりを増やす 

（ア）定期的な防災訓練実施と訓練内容見直し、年 2回の防犯想定訓練を実施する 

（イ）静岡県災害派遣福祉チーム登録要員の増員と福祉避難所としての BCPマニュアルの再整備 

６．地域における公益的な取組 

（ア）聖隷キッチン和合の学習支援事業への弁当配食・困窮家庭への食を介しての支援継続 

（イ）介護保険利用者負担軽減制度の実施 

（ウ）専門職としての技術・情報を地域へ出向き提供する 

（エ）河川里親制度に登録を継続し隣接河川の環境美化活動 
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（オ）小中学校の福祉施設職業体験等、積極的に受け入れ 

【数値指標】 

■高齢者入所・通所関係事業 

 

和合愛光園 
和合 

サテラ

イト 

和合愛光園 

デイサービスセンター 

やま 

ぶき 

特養入所 短期 通所介護 生活 

支援 

ハウス 
従来型 

ユニット

型 

従来型 

(障害) 

ユニッ

ト型 

一般型 

介護 
予防 

認知症

対応型 

利 用 者 定 員 62 名 40名 20 名 29名 50名 12名 5名 

利 用 延 数 22,119 名 14,308名 6,752名 10,402名 8,321名 837名 2,710名 730名 

一日平均利用者数 60.6名 39.2名 18.5名 28.5名 26.8名 2.7名 9.5名 2.0名 

稼 動 率 97.7％ 98.5％ 92.5％ 98.3％ 59.1％ 79.1％ 40.0％ 

稼 動 延 日 数 365 日 365日 365 日 365日 310日 310日 365日 

単価（一人一日） 12,888 円 14,600円 12,382 円 14,601円 10,799円 13,799円 10,290 円 

サービス活動収益 
285,074 

千円 

208,899 

千円 

83,605

千円 

151,884 

千円 

98,900 

千円 

37,394 

千円 

7,512 

千円 

正 職 常 勤 換 算 数 36.7名 24.9名 9.6 名 13.6名 8.0名 2.8名 0.2名 

パート常勤換算数 6.5 名 3.7名 0.8 名 5.8名 11.4名 4.2名 1.2名 

 

■障害者入所・通所・相談関係事業 

   

  

聖隷トライサポート 

和合 

障害者支援施設 みるとす 
相談支援 

くすのき 

中障がい者

相談支援 

センター 

介護 

予防 

共生型 

機能訓練 

施設入所 

生活介護Ⅰ 
生活介護Ⅱ 短期入所 

特定 

児童 

浜松市受

託 

利 用 者 定 員 40名 20名 20名 2名   －        － 

利 用 者 延 数 10,165 名 1,807名 7,130名 6,082名 912.5名   －        － 

一日平均利用者数 32.9名 5.8名 19.5名 20.3名 2.5名   －        － 

稼 動 率 64.6％ 97.7％ 101.7％ 125.0％   －        － 

稼 動 延 日 数 309日 365 日 299日 365日   －        － 

単価（一人一日） 6,647円 18,357 円 14,625円 10,206 円   －        － 

サービス活動収益 79,582千円 
130,882 

千円 

88,950 

千円 

9,313 

千円 

23,987 

千円 

43,634 

千円 

正 職 常 勤 換 算 数 9.0名  13.2 名   7.0名 －  3.0名                  4.0 名 

パート常勤換算数 7.4名  6.0名  8.3名 － 1.3名 ※3.0名 

※他法人出向受入 
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■就労支援事業・障害児通所支援事業 

 

聖隷チャレンジ工房和合 はなえみ和合 
かるみあ 

和合(仮) 

就労 

移行 

就労 

継続 B 

就労 

継続 A 

就労 

定着 
学校日 休校日 

児童発達

支援 

利 用 定 員 10名 15名 15名 － 20名 10 名 

利 用 者 述 べ 人 数 2,690名 4,035名 3,050名 90名 3,752名 703名 1,284名 

一日平均利用者数 10.0名 15.0名 12.7名 － 18.5名 7.0 名 

稼 働 率 100.0％ 100.0％ 84.4％ － 92.4％ 69.8％ 

稼働日数 (延べ ) 269 日 269日 241日 － 203 日 38日 184 日 

単 価 (一 人 一 日 当 り ) 10,149円 10,354円 18,475 円 － 10,495円 12,166 円 

サービス活動収益 
27,302 

千円 

41,779 

千円 

56,349 

千円 

2,576 

千円 

46,754 

千円 

15,621 

千円 

正 職 常 勤 換 算 数 7.5名 7.0名 3.9 名 

パート常勤換算数 19.8名（うち、A型利用者 10.1名） 3.7名 0.6 名 

 

■訪問・居宅介護支援・地域包括支援事業 

訪問看護ス

テーション 

住吉 

平均 

利用者数 

月訪問 

件数 

年訪問 

件数 
単価 

ｻｰﾋﾞｽ活

動収益 

常勤換算 

職員数 

203.7名 1,046件 12,549件 10,212 円 
128,155 

千円 
19.6名 

聖隷 

ヘルパー 

センター 

介護給付 予防給付 単価 
ｻｰﾋﾞｽ活

動収益 

常勤換算 

職員数 
平均利

用者数 

訪問件数 利用者 介護 

(時間) 

予防 

(時間) 月間 年間 月間 年間 

67.9

名 

733

件 

8,799 

 件 

33.4 

名 

401 

名 

4,425

円 

3,500 

円 

63,595 

千円 

9.1 

名 

聖隷 

ケアプラン

センター和 

年間請求件数 平均単価 ｻｰﾋﾞｽ活

動収益 

常勤換算 

職員数 介護 予防 予防 A 介護 予防 総合 A 

2,280件 216件 120件 
17,912

円 

4,057

円 

4,057

円 

44,967 

千円 
6.5 名 

地域包括支

援センター

和合 

浜松市受託収入 
予防プラン 

請求件数 

うち 

再委託件数 

予防ﾌﾟﾗﾝ 

単価 
ｻｰﾋﾞｽ活

動収益 

常勤換算 

職員数 

31,220 千円 3,898件 3,070件 4,400円 

61,377 

千円 
7.9 名 

日常生活支援総合事業の予防プラン 

種別 
ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

請求件数 

うち 

再委託件数 

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

ﾌﾟﾗﾝ単価 

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ A 2,835件 2,145件 4,400円 

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ B 192件 60件 2,256円 

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ C 45件 0件 2,195円 
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聖隷ケアセンター初生 

和合愛光園初生サテライト 

聖隷デイサービスセンター初生 

 2021年は、新型コロナウィル等「自然災害との対峙・共存」しつつ、「科学的介護の推進」

に大きく舵を切った介護報酬改定をふまえて、私たち自身が、介護サービスは「新しい生活様

式」の中でも、要援護者にとって必要不可欠な「科学的根拠を持った生活支援サービス」である

ことを意識し、各事業に取り組んでいく必要がある。それは、「安心安全で必要不可欠なサービ

ス」として、各事業が継続できるための組織を、改めて拠点として構築していくことに他ならな

い。 

当センターは、地域においては小さな拠点であるが、大きな期待を受けて一人一人の職員が、

事業を継続していくことの責任を意識し、担い手として積極的にサービスの質の向上に貢献でき

るよう取り組みを進めていく。世代等に応じた多様な働き方、多様な役割、価値観を踏まえ、

各々が目標をもってスキルアップし、全ての人にとって「笑顔があふれ、人が集う場所」となる

ことを 2021年も目指していきたい。 

【施設理念】 

 わたしたちは、住み慣れた地域でその人らしい“暮らし”や“生きがい”を支え続ける 

【経営方針】 

1．事業所全体の危機管理意識を高め、どのような状況下でも、安心して利用継続できるサービ 

ス提供体制を再構築する。 

2．センター全体で「自立支援ケア」「重度化防止」の実践に確実に取り組み、エビデンスに基 

づく科学的介護を推進する姿勢で、利用者の生きがいを支援する。 

3．センター全体で、要援護利用者の意思決定を常に支援し、「看取りケア」「認知症ケア」の 

質を高め、人生の最期まで望む生活が実現できるよう取り組む。 

4．職員ひとりひとりの成長を促し、世代や役割に応じたやりがいと成果を実感できる経営を行 

う。 

【事業・運営計画】 

1．いかなる時も事業が継続できるように、個々の職員の防災力を高め、予防的対策、発生時対

策、発生後対策が滞りなく実施できる、事業継続マネジメントの仕組みを整え日々の実践に活か

す。 

（ア） 2020年度の経験を踏まえ、迅速な感染症対応ができるようにさらに仕組みを整える。 

（イ） 自然災害に対する情報感度を高め、迅速に対応できるようにさらに仕組みを整える。 

（ウ） 地域と、非常時の相互支援体制が構築できるように、運営推進会議等を活用していく。 

2．「自立支援ケア」「重度化防止」を確実に実践し、最期まで利用者の生きがいを支援する。 

（ア） 通所介護利用者本人の意思に基づいた様々な活動への参加を支援する。 

① Barthel Indexによる評価を確実に行い、利用者の「心身機能の維持向上」に努める。 

② 通所利用目的を常に意識し、社会的自立支援として、国際生活機能分類の概念に基づい

て「利用者が求める活動」を明らかにし、本人の可能性を引き出すことでそれぞれの

「社会参加」を実現する。 
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③ 介護士、セラピスト、看護師が共同で、必要でかつ効果的な機能訓練、口腔ケア、栄養

ケアに負荷なく取り組めるよう、早急に情報通信技術を再構築する。 

（イ） 小規模特養入居者本人の意思、本来の姿に沿った生活を実現し、重度化を防止する。 

① 介護士が、看護師、管理栄養士、セラピスト等専門職と積極的に共同し、より質の高い

口腔、栄養、排せつのケアに取り組めるよう、ヒト、モノの環境を整備する。 

② 入居者、職員が、不安なく過ごせるように介護ロボットや見守りシステム等導入し、介

護分野の情報通信技術化をさらに進める。 

③ 穏やかな終末期を迎えるために利用者本人、家族と「人生会議」を行い、意向に沿った

ケアが実現できるように、職員に対して、年間通じて効果的な研修を実施する。(もしバ

ナゲームの活用) 

3．通所介護、小規模特養それぞれにおいて「認知症ケア」の質を高め、利用者の意思決定を支

援し、望む生活の実現に取り組む。 

（ア） ケアセンター全体で、認知症の利用者とのコミュニケーションスキルを高める。 

① 全職員が「ユマニチュード」のケア技法を身につける。 

② 「認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン」をふまえ、認

知症利用者との「会話」を取り戻し、「想い」を理解する。  

（イ） 通所介護における認知症利用者の対応力を向上させる。 

① 積極的に外部の研修、実習等の機会を得る。認知症初任者・実践者研修の受講を進め

る。 

② 居場所づくり、プログラムの開発をすすめる。 

（ウ） 小規模特養入居者における認知症利用者への対応力を向上させる。 

① 認知症実践者研修、リーダー研修の受講を積極的に進め認知症ケア加算算定を目指す。 

② 個々の利用者の日常生活の活性化のため、デイサービスで導入済みの生活総合機能改善

機器「フリーダム」をフロアに導入する。 

4．サービス・プロフィット・チューンの概念を活かした事業所づくりを今年もすすめる。 

（ア） 人が自然と集まり、成果が実感できる組織づくり(自然と笑顔が生まれる組織作りをさら

に目指す) 

① 職員の満足度を上げるために、業務改善(先端技術の活用)、労働環境改善を引き続きす

すめる。 

② e-ラーニングを導入し、全職員が介護に必要な知識と技術を学べるように環境を整え

る。 

③ WEBセミナーを活用し、それぞれの職員の興味に沿った研修が受講できるよう環境を整

える。 

（イ） 個々の職員が、能力、特性を活かし、制度枠にとどまらない事業提案をできる組織にな

る。 

5．地域における公益的な取組 

（ア） 福祉避難所の役割を果たすことを常に念頭に、地域防災拠点としての組織作りに取り組 

む。 
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【数値指標】 

 
和合愛光園初生サテライト 

聖隷デイサービスセンター初生 

介護給付 総合事業 

利 用 者 定 員 29 人 50 人 （50人） 

利 用 延 数 10,512 人 10,780.0 人 276人 

一 日 平 均 利 用 者 数 28.8人 35.0人 5.8人 

稼 動 率 （ ％ ） 99.3％ 81.6％ 

稼 動 延 日 数 365日 308日 

平 均 介 護 度 3.81 1.8 － 

単      価 14,500/日 9,600 円/回 33,500/月 

サービス活動収益（千円） 152,431(千円) 112,676(千円) 

職 員 数 ( 正 職 ) 14.7人 5.6人 

職 員 数 ( パ ー ト ) 5.3人 16.7人 
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聖隷ケアセンター高丘 

訪問看護ステーション高丘 

聖隷リハビリプラザＩＮ高丘 

地域包括支援センター高丘 

聖隷ケアプランセンター浜松 

 

【事業・運営計画】 

1.聖隷ケアセンター高丘内の連携を図り、センター全体として地域の中で、質の高いサービスを

展開できる 

（ア） 訪問看護ステーション高丘はリハビリテーション強化型ステーションとして内外に発信

し続けると共に、事業団内の浜松地区訪問看護ステーションの基幹的役割がはたせるよう

になる。また、予防の段階から効果的なリハビリを行うことにより、利用者の自立を促す 

（イ） 聖隷リハビリプラザＩＮ高丘はリハビリテーションに特化したデイサービスとして地域

に根ざすとともに、介護予防や障がいをもった方にもアプローチできるデイサービスを 

目指す 

（ウ） 地域包括支援センター高丘は様々な相談に対応するとともに、地域課題を抽出し、センタ

ー内外に向けて情報を発信、地域づくりをすすめる 

（エ） 聖隷ケアプランセンター浜松は根拠に基づいたケアマネジメントをチームとして実践で

きる力を高めるとともに、複雑化・多様化しているニーズを早期に把握し対応していく 

（オ） センター内の事業所が、日常業務の中から課題を発見し、解決に繋げる 

（カ） 高丘拠点のそれぞれの事業所が日々の実践や成果を高丘ケアセンター学会で発表する 

 

2.感染予防に留意し、利用者に必要なサービスが安定的・継続的に提供される体制を構築する 

（ア） 業務の効率化、業務負担の軽減を目指し、「質の高い」情報共有ができることを目的に、 

ＩＣＴ化をすすめる委員会を立ち上げる 

（イ） センター内で定期的な勉強会、マニュアルの見直しを行い、職員個々がリスク管理を徹底

する 

（ウ） 非常事態に備え、センターにおける BCPを作成し地域と連携した対応を強化する 

 

3.地域における公益的な取組 

（ア） 地域に開かれた施設運営をする 

    （ロコモーショントレーニング事業の継続、高丘センター祭り） 

（イ） 地域行事（防災訓練等）・学校行事に参加する 

（ウ） 各専門職の実習・職場体験、ボランティアの積極的な受け入れを行なう 
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【数値指標】 

訪問看護事業（訪問看護ステーション高丘） 

平均利用者 月訪問件数 年訪問件数 単価（円） サービス活動 

収益（千円） 

職員数 

（常勤換算） 

214人 1105件 13,270件 9266円 12,375 千円 15.6名 

通所介護事業（聖隷リハビリプラザＩＮ高丘） 

介護給付 予防給付 単価（円） サービス 

活動収益 

（千円） 

職員数 

（常勤 

換算） 

平均 

利用者数 

月間 

利用者数 

年間 

利用者数 

月間 

利用者数 

年間 

利用者数 

介護 

（月） 

予防 

（月） 

25.7名 662.1名 7,945名 76.7名 920 名 6,105円 31,977

円 

80,743千

円 

11.7名 

地域包括支援事業（地域包括支援センター高丘） 

浜松市受託収入（千円） 
予防プラン 

請求件数 

うち 

再委託件数 

予防ﾌﾟﾗﾝ 

単価 

サービス 

活動収益 

（千円） 

職員数 

（常勤 

換算） 41,470千円 3,144件 2,412件 4,400円 

日常生活支援総合事業の予防プラン 

65,296 

千円 
7.7名 

種別 
予防プラン うち 予防プラン 

請求件数 再委託件数 単価 

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ A 2,072件 1,294件 4,400円 

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ B 274件 0件 3,195円 

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ C 0件 0件 2,195円 

居宅介護支援事業（聖隷ケアプランセンター浜松） 

年間請求件数 平均単価 訪問調査 サービス 

活動収益 

（千円） 

職員数 

（常勤 

換算） 

介護 予防 介護 予防 年間件数 単価 

2,684件 480件 15,900 円 4,000円 12 件 4,400円 45,668千円 6.8名 
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訪問看護ステーション住吉第二 

 2021年度訪問看護ステーション住吉第二は、各地区の特性（高齢、独居、核家族化）から、

医療的ケア度の高い在宅療養、外来通院の患者の抱える様々なニーズに答えるため、シームレス

な支援に取り組んでいく 

【施設理念】 

利用者の家族に寄り添い、利用者を主人公として自己決定を支援する 

【経営方針】 

1．聖隷浜松病院や地域サービスと連携し、利用者への早期介入を行い、シームレスな看護サー

ビスを提供する 

2．スタッフの得意分野を具体化して共有し、ニードの高い疾患の探求学習をすることで利用者

の希望に沿える支援ができる職場を作る 

【事業・運営計画】 

１.聖隷浜松病院に密着したステーションとして、利用者への早期介入を行うことでシームレス

な看護サービスを提供する 

 （ア）入院中から早期に退院支援を行い、顔の見える関係をつくり安心して退院ができる

（イ）外来患者は受診時から同席介入し、医師看護師と連携を深める 

（ウ）医療ケアがなくてもニードのある患者家族に訪問看護の役割や介入法を具体的に伝える 

例；相談できる場所の設置もしくは出張訪問看護師として院内に在住 

2．スタッフの得意分野を具体化して共有し、ニードの高い疾患の探求学習をすることで利用者

の思いに沿える支援を行う職場を作る 

（ア）中途採用者にはプログラムに沿った振り返りを行う 

（イ）職種別ラダーの継続（定期的なナーシングスキルの勉強会） 

（ウ）年 1回の研修参加・業務内で研修に参加し共有する 

（エ）精神・神経難病・認知症のグループで勉強会や事例検討会を行う 

3．住吉交友会との定期的な交流と地域行事の参加 

(ア)スタッフだれもが参加できるマニュアルの整備 

 （イ）地域ニードに沿った健康講和の開催 

 （ウ）地域防災訓練の参加 

4．聖隷浜松病院ひばり保育園との連携の継続 

（ア）毎月の情報共有（交通安全・感染症等） 

（イ）年 2回の訓練参加（防災訓練・不審者対応訓練） 

【数値指標】 

平均利用者数 月訪問件数 年間訪問件数 単価 
サービス活動

収益 

職員数 

（常勤換算） 

131人 680件 8,169件 9625円 78,857 千円 12人（9.1） 
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 聖隷コミュニティケアセンター         

 

1．障がい者就労支援事業との連携強化 

（ア） 浜松学園と連携をとり、就労作業メニューの構築と仕組み作りを行う 

  ①浜松学園内に売店の運営を開始する仕組み作りに参画。 

  ②浜松市リハビリテーション病院店の施設外就労が行える環境整備 

  ③コミュニティケアセンター向け介護ベッド卸事業が開始できるまでの仕組み作りの参画 

（イ） 施設向け車いすレンタル・マットレスレンタルが拡大し、就労支援事業所が管理、メンテ

ナンスの混乱を招かぬよう営業面を補助し運用についても共有していく。 

2．店舗販売の変革 

（ア）浜松市リハビリテーション病院店の運用を業務委託から直接運営へ切替える。POSレジ 

   を導入し、売上分析と在庫管理を行い店舗運営の見直しを行う。 

浜松学園の売店に対して卸業も担う。また、就労支援事業所の施設外就労先として、売 

店での接客、商品管理といった働く訓練の場を提供していく事で新たな価値を作る。 

（イ）キャッシュレス決済の導入と仕組み作り。店舗ではクレジットカード決済の導入が始まり、 

その効果を分析する。 

（ウ）浜松学園の入居者に向け新たにフェリカカードを導入しキャッシュレス決済の検証を行う。 

フェリカカード決済を検証した上で、施設入居者向けの異動販売事業の仕組み作り。 

3． 業務改善と働きやすい職場環境作り 

（ア）貸与業務支援ソフトで電子署名の活用やサービス担当者会議、選定相談書を管理しペーパ

ーレス化を進める。点検モニタリングの作業を標準化させマニュアルを整備する。 

（イ）事務職員の役割を整理し業務の見直しを行う。営業職員と事務職員の連携を強化。 

（ウ）休暇について計画的にスケジュール調整を行い、有給消化率を上げる。 

（エ）効果的、効率的に業務を遂行できるよう、ムリ・ムラ・ムダを定期的にチェックする。 

4．チーム活動を活性化させ組織力を向上させる 

（ア）職場内のチームを再編成しリーダーのマネジメント力を育成する。 

（イ）リーダーを中心とし年間計画を立案し内部研修を充実させ、専門知識の底上げを行う。 

（ウ）聖隷居宅事業所と関係構築を維持し、平均紹介率 70％をめざす。 

5．地域における公益的な取り組み 

（ア）聖隷の在宅サービス事業所、行政が行う地域に向けた取組みに協賛していく。 

【2021事業収益：数値指標】 

 

 

ﾚﾝﾀﾙ件数 

 

介護保険 

収益 

販売 

収益 

住宅改修 

収益 

サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 

ｺﾐｭﾆﾃｨｹｱｾﾝﾀｰ 13,180 件 166,758千円 283,842千円 15,750千円 466,350千円 30.4名 
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浜松市生活自立相談支援センターつながり 

 

【事業計画】 

1．地域における公益的な取組 

（ア） 生活困窮世帯のうち、緊急一時的もしくは支援上『食の支援』が必要な世帯へ 

    食材・食事の提供ができる仕組みを検討・実施する。 

（イ） 住居を失う恐れのある世帯が新たな仕事と住居が見つかるまでの間、一定期間住居を提

供し就労支援・家計支援ができる体制・仕組みを検討・実施する。 

 

2．学習サポートおよびキャリア形成支援 

（ア） 本部教室にて、将来を描き、将来の目標を達成するための学力及び社会性を身に着ける 

ため、中学 1年生から学生の受け入れを開始する。 

（イ） 学習支援卒業生を対象に高校定着・退学防止のために必要な支援を具体化し実施する。 

（ウ） キャリア形成支援の一環として「就労体験」を実施する。 

（エ） 教室に通えない生徒への訪問型・通信型の学習支援を実施する。 

 

3．就労支援および就労準備支援 

 （ア）就労支援対象者のうち、年間 120名を就職につなげる。 

 （イ）就職希望者のうち、就職率 80％、6ヶ月定着率 70％を目指す。 

 （ウ）就労準備支援事業の対象者を年間 15名とする。 

 （エ）協力企業を活用し中間的就労や職場体験を実施する。 

  

4．地域との連携強化・充実 

（ア） 各地区の民生・児童委員会定例会に参加し、事例に関する情報共有を積極的に実施する。 

（イ）各地区の民生・児童委員会において、生活困窮事例の発掘を実施する。 

(ウ )支援開始時から民生・児童委員や関係機関等と支援方針を検討し、地域支援体制を検討・ 

実施する。 

 

 

【数値指標】 

  

つながり  

生活困窮者 

自立支援事業 
学習支援事業 

ホームレス 

巡回支援事業 

学習サポート

事業 

ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ活動収益（ 千 円 ） 55,184 千円 4,387 千円 360 千円  -千円 

職員数（常勤換算） 12.2名 3.3名 
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聖隷厚生園 信生 

障害者支援施設 聖隷厚生園信生寮 

聖隷厚生園まじわりの家 

訪問看護ステーション細江 

聖隷ケアプランセンター細江 

聖隷ヘルパーセンター浜松北 

 

 2021年も引き続き医療と介護・福祉の連携強化を行い、コロナ禍でも利用される方が住み慣

れた地域で安心して暮らしていけるよう、一体的な事業展開を目指す。 

 聖隷厚生園信生寮では、コロナ禍で活動自粛にご協力していただいている利用者に対して廃用

性による身体機能の低下を予防するとともに、利用者が生活の中で楽しみを見出せる支援を行

う。また働く職員の身体的精神的負担が軽減できるように、ノーリフトケアや業務効率化の推進

を継続し、多様な人材が長く働ける職場づくりをする。 

 在宅部門においては、引き続き聖隷三方原病院との連携による退院時支援や介護保険、障害福

祉分野との連携強化を継続し、地域の多様なニーズに対応できる事業運営を目指す。 

 また全体としては、テレビ会議の推進、eラーニングを活用した WEB研修やスケジュール管理

ソフトの導入など、ICT活用による業務効率化を推進させる。 

  

【施設理念】 

 一人が癒されるために、一人があるべき姿に立帰るために 

 一人の生命が真にまもり生かされるために、そして地域のために 

 

【経営方針】 

1．利用者の尊厳を守り、入所者・通所者の重度化・高齢化を踏まえた支援を行う 

2．地域課題の解決に向けた取り組み 

3．利用者も職員も安心・快適に過ごせる施設環境の創造 

4．介護人材の確保と育成の取り組み 

5．災害時対策・地域における公益的な取り組み 

 

【事業・運営計画】 

1．利用者の尊厳を守り、入所・通所者の重度化・高齢化を踏まえた支援を行う 

(ア)身体機能の廃用性や生活意欲の減退を防ぐため、介護過程に基づいた利用者の“できる”

を引き出す個別支援を多職種協同で実行する。 

(イ)入所・通所者の咀嚼能力等の口腔機能及び栄養状態を適切に把握し、かたちのある食べ物

を口から食べる楽しみを多職種で支援する。 

(ウ)排泄介助では利用者が心地よくかつ効率的に介助できる新たな方法を提案・実行する。 

(エ)虐待防止セルフチェック表を年 2回実施するとともに、虐待防止委員会では外部評価者を

交えて接遇のあり方を客観的に評価し、利用者の尊厳を守る環境を作る。 
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(オ)感染予防に配慮して、利用者が施設の中で楽しめる新しいかたちのイベントを企画する。 

 

2．地域課題の解決に向けた取り組み 

(ア)訪問看護ステーション細江では、意思決定支援をさらに強化させながら、聖隷三方原病院

との連携によるターミナルケアの受け入れを積極的に行う。また特定行為看護師研修に参

加し、新たなニーズに対応できる準備を行う。 

(イ) 聖隷ヘルパーセンター浜松北では、障がい者へのサービス導入をすすめながら、介護保険にお

いては浜松市北区のサービスが不足している地域へのシェア拡大に努める。 

(ウ)聖隷ケアプランセンター細江では聖隷三方原病院の病棟カンファレンスに参加して、入退

院時の情報交換に努め、ターミナルや医療依存度の高い利用者への対応を強化する。 

(エ)在宅福祉サービス事業所、通所事業所、相談支援事業所等が合同カンファレンスを定期的

に行い、各支援者が支援困難ケースを通じて実質的な連携を行い、課題解決をする。 

(オ)浜松市基幹相談支援センターの緊急一時入所の要請に応え、地域の虐待防止に貢献する。 

(カ)西部特別支援学校からの体験実習を積極的に受け、卒業後に利用者やその家族が求める地

域生活ができるように支援計画をしっかり提案する。 

 

3．利用者も職員も安心・快適に過ごせる施設環境の創造 

(ア)ノーリフトケアについては、理学療法士等から専門的アドバイスを受け、利用者や職員に

とってより良い方法を見出し充実させる。 

(イ)常に新しい介護機器等の情報を収集し、新しい支援方法を考え、実践に移す。 

(ウ)新型コロナウイルス等の感染症拡大の予防及び発生時マニュアルの整備、定期的な研修会

等の実施に加えて訓練（シミュレーション）を行い、発生時に備える。 

(エ)セルフケア、ラインケアの研修を行い、職員のメンタルヘルスケアの充実に努める。 

(オ)テレビ会議、eラーニング等を活用した WEB研修、訪問看護のスケジュール自動作成シス

テム、訪問介護の介護記録ツールの導入等 ICTの活用による業務効率化を図る。 

 

4. 介護人材の確保と育成の取り組み 

(ア)各専門職ラダー、コンピテンシー評価を活用し、職員のできることを引き出す人材育成を

行う。 

(イ)法人本部人事企画部と連携し、EPA介護福祉士候補生の就業・学習支援を強化する。 

(ウ)聖隷クリストファー大学・介護専門学校等と連携し、実習及びインターンシップの受け入

れを積極的に行い、養成校とともに将来の介護人材の育成に貢献する。 

(エ)ナルド工房と連携し、障がいをもつ方がやりがいをもって介護の仕事をしてもらえるよう

に障がい者雇用、就労継続支援の受け入れを積極的に行う。 

 

5．災害時対策・地域における公益的な取り組み 

(ア)大規模災害への対応ができるように、災害時におけるマニュアルを周知し、定期的に訓練

を行う。 

(イ)地域の要請に応じて、新型コロナウイルス感染施設への応援職員を派遣する。 
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【数値指標】 

■障害者入所・通所事業 

 信生寮 まじわりの家 

入所 短期 日中一時 生活介護 機能訓練 

利 用 者 定 員 60名 10名 - 14名 6名 

利 用 者 延 べ 人 数 22,033名 3,775名 3,414時間 4,163名 1,300名 

一日平均利用者数 60.4名 10.3名 - 16.2名 5.1名 

稼 働 率 100.6％ 103.4％ - 115.7％ 84.3％ 

稼働日数（延べ） 365日 365日 365日 257日 257日 

単価(一人一日当り) 20,575円 10,798 円 - 16,433円 10,215円 

ｻｰﾋﾞｽ活動収益（千円） 386,936千円 38,347 千円 2,742千円 83,117千円 

職員数（常勤換算） 59.3名 14.7名 

 

■訪問・居宅介護支援事業 

訪問看護 

ｽﾃｰｼｮﾝ細江 

 

平均 

利用者数 

月間 

訪問件数 

年間 

訪問件数 
単価 

ｻｰﾋﾞｽ活

動収益 

常勤換算 

職員数 

195.3名 980件 11,755件 9,950円 
118,696 

千円 
17.6名 

聖隷ﾍﾙﾊﾟｰ 

ｾﾝﾀｰ浜松北 

介護給付 予防給付 単価 
ｻｰﾋﾞｽ活

動収益 

常勤換算 

職員数 
平均利

用者数 

訪問件数 利用者数 介護 

(時間) 

予防 

(月) 月間 年間 月間 年間 

46.8

名 

418

件 

5,010 

件 

40.0 

名 

480 

名 

4,370

円 

18,600 

円 

51,078

千円 
5.9名 

聖隷ｹｱﾌﾟﾗﾝ 

ｾﾝﾀｰ細江 

年間請求件数 平均単価 ｻﾃﾗｲﾄ(三方原) ｻｰﾋﾞｽ活

動収益 

常勤換算 

職員数 介護 予防 介護 予防 月件数 月額 

1,920件 360件 16,162円 3,960円 8件 
84,000 

円 

34,082

千円 
5.7名 
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聖隷厚生園讃栄 

救護施設聖隷厚生園讃栄寮 生活訓練事業所ナルド 地域活動支援センターナルド 

 障害者相談支援事業所ナルド 福祉共同住宅ファーストステップ 

 

新型コロナウィルスの影響により障がいのある利用者も制限ある生活を余儀なくされている。

その中でも精神安定を目的に活動の場を減らすことなく「新しい生活様式」を基本に施設と在宅

福祉サービスが協働し、安定した生活を送れるよう支援していく。 

讃栄寮では全国救護施設協議会の推進する「①サービスの質の向上」「②利用者のニーズに応じ

た地域生活移行や他施設移行」を進め、生活困窮者受入など関係機関と連携し、循環型施設の役

割を果たす。 

通所・相談支援事業は地域生活で困っている利用者に幅広く対応する為、訪問看護事業所や居

宅介護事業所、障がい者相談支援センターなどと情報共有を継続していく。また、サービスの質

の向上を図るための人材育成に取り組む。 

 

【施設理念】 

            一人が癒されるために、一人があるべき姿に立帰るために 

             一人の生命が真にまもり生かされるために、そして地域のために 

【経営方針】 

1. 利用者と職員の関係を深め、利用者が「主人公」となる支援の実施  

2. 年齢・心身状況に応じた移行支援と地域ニーズに対応した新規入所受入 

3. 利用者の人権を尊重した支援・施設サービスの質の向上 

4. 障がい者がサービスを効果的に活用できる地域生活支援の実施 

5. 公益的活動における地域貢献など 

 

【事業・運営計画】 

1. 利用者と職員の関係を深め、本人が「主人公」となる支援の実施 

(ア)利用者と職員が一緒に楽しみなどを感じる行事・企画を実施し関係性を深める 

  (イ)利用者が考えている事に常に疑問を持ち、会話や行動から求めているニーズを察した個 

    別支援計画を作成し、実施する 

(ウ)作業療法士と連携し、日常的な活動内容の強化により運動機能低下の予防に取り組む 

2. 年齢・心身状況に応じた移行支援と地域ニーズに対応した新規入所受入 

  (ア)居宅生活訓練事業における年間 3名の地域移行支援を実施する 

(イ)65歳以上の方には高齢者施設、身体上の日常生活動作に課題がある方には障害者支援施 

  設への移行を利用者の意向等を踏まえて進める 

  (ウ)関係行政や病院、浜松市障がい者基幹相談支援センター、浜松市生活自立相談支援セン 

    ターつながり等と連携し、地域生活が困難な方の新規・緊急一時入所の受入れを行う 

3. 利用者の人権を尊重した支援・施設サービスの質の向上 

  (ア)福祉サービス第三者評価受審内容の改善に取り組む 
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 (イ)利用者満足度調査の実施と課題改善に取り組む 

 (ウ)虐待防止委員会により利用者虐待を正しく学び、人権を尊重した支援を実施する 

4. 障がい者がサービスを効果的に活用できる地域生活支援の実施 

(ア)計画相談支援では新規利用相談を断ることがないよう、受入体制の強化を図り積極的に 

受入れをしていく 

(イ)地域で暮らす障がいのある方に訪問看護や訪問介護などの早期導入を提案し安定した 

地域生活を支援する 

(ウ)生活訓練では活動の場などで困っている精神科や発達障害などの利用者を積極的に 

  受入れことができるよう障がい特性の理解や技術の向上に取り組む 

(エ)福祉共同住宅ファーストステップは１床増床し、在宅福祉サービス事業所と連携し 

利用者を中心とした生活支援を行なう 

5．公益的活動における地域貢献等 

(ア)新型コロナウイルス感染症対策を徹底した上で、積極的に実習生の受入れをしていく 

(イ)教育機関や地域からの福祉理解に関する講師派遣等を行う  

【数値指標】 

  
讃栄寮 

救護施設 救護通所 短期入所(総合支援法) 

利用者定員 60名 10名 4名 

利用者延べ人数 23,725名 2,920名 1,095名 

一日平均利用者数 65.0名 8.0名 3.0名 

稼働率 108.3％ 80.0％ 75.0％ 

稼働日数（延べ） 365日 365日 365日 

単価 (一人一日当り) 10,450円 5,051円 6,383円 

サービス活動収益 264,132千円  6,989千円 

職員数（常勤換算）   31.2名 

 

  
生活訓練事業所ナルド ナルド ファーストステップ 

生活訓練 生活介護 指定相談支援 共同生活援助 

利用者定員 10名 10名 ‐名 11名 

利用者延べ人数 2,489名 2,535名 ‐名 2,937名 

一日平均利用者数 9.7名 9.9名 ‐名 8.0名 

稼働率 96.8％ 98.6％ ‐％ 73.2％ 

稼働日数（延べ） 257日 257日 ‐日 365日 

単価(一人一日当り) 8,901円 7,015円 ‐円 3,891円 

サービス活動収益 22,173千円 18,084千円 43,202千円 15,042千円 

職員数（常勤換算） 4.8名 5.7名 2.8名 
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聖隷厚生園ナルド工房  

 

2020年度は新型コロナウイルスの感染拡大により施設内作業が影響を受けたものの、利用者に

社会の一員であることを体感してもらうことを目標に、利用者と地域の方のためのマスク作りや

施設外への実践的な就労機会を増やし、介護人材のサポート業務の範囲を拡大することができた。 

2021年度は終息の見えない新型コロナウイルスの脅威の中でも利用者が、就労を通じて地域の

中で活躍することができるように“社会情勢の変化に柔軟に対応しながら仕事を提供し続ける”

ことを実践していく 1年としたい。 

また、利用者が心身ともに健康な生活ができるように、厚生園内をはじめとした相談支援事業

所や在宅サービス事業所と多職種連携し、利用者の生活を支える支援を実践していく。 

 

【施設理念】 

  働くことが『生きる喜び』となるように共に歩みます 

【経営方針】 

1. 利用者が地域と接点を持ちながら活躍できる場所の提供 

2. 利用者を支える多職種・関連機関との連携と顔の見える関係作り 

3. 職員の役割分担と人材育成体制の整備 

4. 地域における公益的な取り組み 

 

【事業・運営計画】 

1. 利用者が地域と接点を持ちながら活躍できる場所の提供 

（ア） 就労継続支援 A型では介護補助作業の範囲を広げ、多くの利用者が実践的な仕事の経験が

できる場を提供する。また、就労移行支援、就労継続支援 B型も含めて介護補助業務に興

味のある方に介護職員初任者研修の受講提案とサポートを実施する 

（イ） 菓子販売では感染予防対策を利用者と一緒に考え、予約や注文販売を中心としながら、利

用者がお客様や地域と接する機会を継続的に持てる取り組みを行う 

（ウ） 仕事の成果と日々の目標達成状況を利用者にフィードバックし、利用者の作業への参加意

欲と生産性の向上を意識した支援を行うことで、利用者自身が個々の賃金・工賃向上に取

り組むことができるよう支援をする。また、感染予防対策について利用者自身が考え、実

践できるように作業担当ごとにグループワークを実施する 

（エ） 就労移行支援、就労継続支援 B 型の新規作業として名刺・ICカード印刷作業を開始する。

事務作業の導入により、利用者の働く機会を増やし、身体障がい者への就労機会の提供に

向けた取り組みを行う 

（オ） 就労移行支援のグループワークにおいてソーシャルスキルズトレーニングや企業見学、実

習を計画的に企画し、就職へのイメージ作りや明確な目標設定により利用者の就職へのス

キルアップに結び付く支援を行う 
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2．利用者を支える多職種・関連機関との連携と顔の見える関係作り 

(ア) 相談支援事業所ナルド、生活訓練事業所ナルド、訪問看護ステーション細江、聖隷ヘルパ

ーセンター浜松北との事例検討会やモニタリングの場に作業担当職員も参加し、他サービ

スの理解を深め、日々の状況を共有しやすいように顔の見える関係作りを行う 

(イ) 就労定着支援では、ICT等の活用を提案し、利用者、企業担当者を交えた定期的な支援会議

を行い、相互理解を深め、3年定着を目指した支援を実践する。3年定着後は必要に応じて

障がい者就業・生活支援センターへつなぎアフターフォローができるように関係作りを行

う 

(ウ)「就労パスポート」(厚生労働省推進ツール)を活用し、利用者が働くうえでのアピールポイ

ントや必要な配慮について利用者と職員が一緒に考え作成し、職員同士や支援機関との円

滑な情報共有を図る 

(エ) 2021年度新設の浜松みをつくし特別支援学校からの実習を計画的に受け入れ、卒業後の進

路先として選択されるように生徒や保護者、学校との情報交換を定期的に行う 

 

 3. 職員の役割分担と人材育成体制の整備 

(ア) 職員の役割分担を明確にして個々の業務負担の整理を行い、ICT 等の活用をしながら業務

の効率化を図る 

(イ) 利用者の障がい特性の理解や職業指導スキル向上、感染症対策のための勉強会、研修会に

参加する 

(ウ) 虐待防止セルフチェックを年 2 回実施する。結果を職員間で分析し、利用者への関わりを

定期的に振り返る 

(エ) 新人・中途採用職員・異動者の教育マニュアルを整備し、フォロー体制を構築する 

 

 4．地域における公益的な取り組み 

(ア) 近隣施設と合同防災訓練を企画・提案し、有事の際に協力ができる関係作りをする 

 

【数値目標】 

  
聖隷厚生園ナルド工房 

就労移行支援 就労継続Ｂ型 就労継続Ａ型 就労定着支援 

利 用 者 定 員 10 名 15 名 10 名 20 名(利用者数) 

利 用 者 延 べ 人 数 2,548 名 4,157 名 1,507 名 13 名(登録者) 

一日平均利用者数 10.4名 16.1名 4.9名 -名 

稼 働 率 104.0％ 113.1％ 50.1％ -％ 

稼働日数（延べ）     245日 245日 301日 -日 

単価(一人一日当り)  12,111 円 7,427 円 7,591 円 24,722円 

サービス活動収益 34,599千円 36,034千円 24,450千円 3,337 千円 

職員数（常勤換算）                 17.2名 
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浜松学園 

障害者支援施設静岡県立浜松学園 

聖隷チャレンジ工房浜松学園 

 

2020年度、静岡県立浜松学園では支援ニーズに応じた選択制プログラムを導入し、多様なニー

ズを持つ利用者の受け入れを開始した。作業訓練種目の拡大とともに、利用者自身の持ち物管理

支援や感情理解支援を行った。「静岡県立浜松学園のあり方に関する検討会」にて「利用者の状態

に応じて 2～5年程度で就労を目指す仕組みが必要。2022年度より民営化」と方向性が示され、公

募により当法人が選定された。聖隷チャレンジ工房浜松学園では、浜松市より就労継続支援 B 型

の認可を受け、2020年 10月より多機能事業所として運営を開始した。 

2021年度は、民営化に向けた増築及び既存改修工事を行うと共に、「静岡県立浜松学園」と「聖

隷チャレンジ工房浜松学園」との一体的運営の中で、多様な作業訓練種目の整備と異年齢での関

わりによる利用者同士の学びあいに重点を置く。そこで、多様なニーズに応じた体制作り、安心

できる環境の整備と安定した経営、地域ニーズの把握と新たな価値の創造の 3 つに重点を置き、

地域から求められ、信頼される施設運営を行いたいと考える。 

 

【施設理念】 

『働く』・『暮らす』 ─ その人らしい未来を描けるようともに歩む ─ 

 

【経営方針】 

1．多種多様なニーズに応じた体制作り 

2．安心できる環境の整備と安定した経営 

3．地域ニーズを把握し、新たな価値を創造する 

 

【事業・運営計画】 

1．多種多様なニーズに応じた体制作り 

（ア）利用者の状態に応じた「働く」支援の提供 

①作業訓練にて会社の仕組みを体験し、役割を担うことで、仕事に対する責任感を身に付ける 

②利用者自身が強みと課題を理解できるよう、作業評価の標準化・マイスター制度を導入する 

③利用者に応じた作業訓練が提供できるよう、作業種目の再構築・新規作業種目を導入する 

④“目指す社会人像”を利用者自身が明確にできるよう、定期的な振り返りを行う 

⑤就労継続支援 B型では高い作業工賃を維持し、“やりがい”と落ち着いた作業訓練環境を提供 

する 

（イ）生活に必要な知識技術を身に付ける「暮らす」支援の提供 

①浴室・厨房改修の体験を通して、“当たり前の生活”への感謝の気持ちを育む 

②利用者用 ICカードを導入し、作業工賃を自身で管理できるよう支援する 

③家庭と協力体制を整え個別支援を強化し、自宅で生かせる生活スキルの獲得をめざす 

（ウ）成長し続けるための「学ぶ」支援の提供 
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①集団生活での人との関わりが体験的な学びにつながるよう、“気付き”を促す支援を行う 

②就労に必要なスキル等を身に付けられるよう、小集団にてグループワークを実施する 

③電子黒板を活用し、利用者同士が学び合う場を設ける 

④利用者自身が“学びたいこと”を見つけることが出来るよう、様々な体験活動を行う 

（エ）働き続ける支援体制作り 

 ①利用者自身が“働き続けるために必要なこと”を言語化できるよう、振り返りを行う 

 ②利用者に応じたアフターフォローについて就職前カンファレンスで明らかにし体制を整える 

 

2．安心できる環境の整備と安定した経営 

(ア) 安心して施設利用できるよう、工事予定等利用者・保護者・関係機関に丁寧な説明を行う 

(イ) 想定しない自然災害や大規模災害にも事業継続可能な BCP対応を強化する 

(ウ）各職員が各事業を理解し一つのチームとして運営できるよう計画的な交換研修を実施する 

(エ) 職員がやりがいを感じ、主体的に行動できるよう教育体制を構築する 

（オ）利用者の安定利用につながる支援を行うとともに、障害福祉サービス報酬改定に対応する 

 

3．地域ニーズを把握し、新たな価値の創造 

（ア）民営化に向けた周知広報でいただいた利用者・家族・関係機関の声に真摯に向きあう 

（イ）施設見学や体験を通して、保護者・学校の声を吸い上げ、ニーズの具現化を検討する 

 

4．地域における公益的な取組  

（ア）施設見学や実習・ボランティアを積極的に受け入れる 

（イ）工事期間が想定されるため、防犯・防災対策を適宜見直し、県・浜松市と協議する 

（ウ）グランドや体育館など学園内施設の貸し出しを行う 

 

【数値指標】      

 
施設入所支援 

（指定管理） 

就労移行 

（指定管理） 

就労定着支援 

（指定管理） 

就労移行 

（自主事業） 

就労継続 

（自主事業） 

利 用 者 定 員 60名 60名 20名 10名 10 名 

利 用 者 延 べ 人 数 11,618 名 11,863名 76名 2,200名 2,516名 

一 日 平 均 利 用 者 数 33.5名 45.1名 －名 8.4名 9.6 名 

稼   働   率 53％ 75.1％ －％ 84％ 96.3％ 

稼 働 日 数 ( 延 べ ) 345日 263日 －日 261日 261 日 

単価（一人一日当り）  3,581円 5,663円 19,358円 9,432円 8,128名 

サ ー ビ ス 活 動 収 益 72,282 千円 92,594千円 1,477千円 43,473千円 46,750 千円 

常 勤 換 算 職 員 数 5.6名 14.7名 0.2名 5.9名 2.1 名 
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軽費老人ホーム もくせいの里 

 

 もくせいの里では、高齢化・要介護化が進み、軽度要介護者への生活支援ニーズが年々高まっ

ている。今まで実施してきた日中活動や施設行事等を見直すとともに、外部サービス事業所との

連携を深めて、ひとりひとりのニーズに合った支援を提供していく。また、低所得により、外部

サービスの利用が困難なケースが徐々に増えている。低所得者に対する支援のあり方を検討し、

もくせいの里をより長く、安心して利用できる支援策を導入したい。 

 2020年度は、新型コロナウイルスの流行により、施設行事や入居者の社会活動、地域活動への

参加が大きく制限された。感染症への対応力を強化するとともに、コロナ禍においても提供でき

る支援内容・方法を模索し、入居者が自立した生活を続けられるよう支援していく。 

 

【施設理念】 

入居者の自由と尊厳ある生活を支援し、穏やかで明るい生活作りをめざす。 

 

【経営方針】 

1. 職員間、職場間、また法人内の他事業所との連携を強化し、入居者がもくせいの里で安心

した生活が過ごせる支援を行う。 

2. 入居者・利用者に満足していただける質の高い食事提供を行う。 

3. 老朽化している施設の設備更新を図り、安心して利用できる施設を目指す。 

4. 入居者と職員が協力して地域との交流を図り、地域貢献活動も積極的に行う。 

 

【事業・運営計画】 

1. 利用者に合わせたサービスの提供 

（ア）入居者と担当職員とのコミュニケーションの時間を確保し、入居者の希望を反映した個

別支援計画を作成する。 

（イ）要介護 2 までの利用者を受け入れられる体制づくりのため、引き続き法人内の各事業所

との連携を深めるとともに、日中活動や施設行事等の見直しを行い、直接援助業務を提

供するための基準作りを行う。 

（ウ）低所得により外部介護サービスを受けられない入居者に対する支援策を導入する。 

（エ）入居者の主体的な活動を支援するため、施設内や地域で貢献できる活動を検討する。 

 

2. 安心と安全を重視したサービスの提供 

（ア） 配食サービス利用者の安否確認時の情報を家族やケアマネジャー等と共有していく。ま

た、配食エリアを検討し、障がい者向けの情報発信をしていく。 

（イ） 感染症への対応力を高めるため、衛生用品の備蓄を進めるとともに、感染症発生時の訓

練（シミュレーション）を行う。 

（ウ） 食形態の見直しを行い、入居者・利用者の状態に合わせた食事を提供する。 

 

-67-



3. 職員の資質の向上 

（ア） 外部研修等に積極的に参加し、個別支援に活かしていく。 

（イ） 他の軽費老人ホームやケアハウスの見学や意見交換を行い、視野を広げる。 

 

4. 地域社会への貢献 

（ア） ひとり暮らし高齢者・重度身体障害者等配食サービスを継続して受託する。 

（イ） コロナ禍の状況を踏まえながら、近隣幼稚園との定期的な交流を行う。また、草むし

りや清掃など、入居者とともに協力できることを検討する。 

（ウ） もくせいの里の入居対象となる低所得高齢者の情報を持っている各機関に定期的な施

設紹介を行う。 

（エ） 公民館サロンデーの企画・運営に継続して協力する。地域との交流を目的に 2021年度

も引き続き入居者の参加を促す。 

 

5. その他 

（ア） 設備点検等での指摘事項について早期に対応し、利用者が安心して生活できるよう建

物設備の維持管理を図る。 

 

 

【数値指標】 

 軽費老人ホーム 配食サービス 計 

利 用 者 定 員  50名 ―  

利 用 者 予 算 （ 延 べ ） 18,250名 16,324名  

利 用 者 予 算 （ 日 ） 50名 53名  

稼 働 率 （ ％ ） 100％ ―    

稼 働 日 数 （ 延 べ ） 365日 308日  

単価（一人一日当り） 6,230円 695円  

サービス活動収益（千円） 113,707千円 11,344千円 125,051千円 

職 員 数 11.6名 2.4名 15.0名 
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 いなさ愛光園 

特別養護老人ホームいなさ愛光園 

いなさ愛光園デイサービスセンター(通常規模型・認知症対応型) 

いなさ愛光園ヘルパーステーション(訪問介護/居宅介護) 

ほのぼのケアガーデン(認知症対応型共同生活介護) 

聖隷ケアプランセンターいなさ 

いなさ愛光園在宅介護支援センター 

ひとり暮らし高齢者等配食サービス 

 

1998年 4月に開設して 25年目を迎える。開設当初の旧引佐町の総人口は 15,000人を超えてい

たが、現在の総人口は 13,000人（高齢化率：35.7％）を下回っている。高齢者人口（4,564人）

が増加し、高齢者世帯、ひとり暮らし世帯数も増加している。自助共助で支えられてきたことが

課題として突然に表出することも増加しているが、様々な課題に対して真摯な取り組みをしてい

きたい。引佐町の中山間地域を支え、地域において信頼されるサービスを提供するよう運営をし

てきたが、さらにサービス提供エリアを拡大することで将来を見据えたサービス提供をしていく。

在宅支援の拠点である「ケアセンターいなさ」との連携を強化して、相乗効果を上げることで地

域での役割を担っていく。また、新型コロナウイルス感染症や大規模災害の発生を想定した、「感

染症や災害への対応力を向上していきたい。 

今後も施設理念である「利用者の尊厳保持、一人ひとりの利用者・家族の思いに応えられるケ

アを実践する」を念頭に質の高いサービスを提供する。 

  

【施設理念】 

利用者の尊厳保持、一人ひとりの利用者・家族の思いに応えられるケアを実践する 

  

【経営方針】 

1．充実した個別援助を提供するため、いなさ愛光園全体での濃密な連携を図る 

2．地域において信頼されるサービスを提供するため、職員資質の向上に努める 

 

【年度事業目標・年度重点施策】 

1.利用者の尊厳を守り、生活の質の向上を目指した取り組みをする 

(ア)利用者一人ひとりの個別ケアを充実させる 

(イ)介護記録システムを活用した他サービスとの情報共有および連携をする 

(ウ)清潔で明るく安全な環境作りをする 

(エ)日々の挨拶等から意識して取り組む 

 

2.人材育成と働きやすい職場環境の整備をする 

(ア)目標参画と職種ごとのラダーを有効的に活用する 

(イ)介護分野の ICT化等による業務省力化を図る 
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(ウ)eラーニング等を活用し、効果的に学習する 

(エ)職員のメンタルヘルスや腰痛等の対象者を減少させる 

(オ)EPA介護福祉士候補者の支援を継続する 

 

3.質の高いサービスを提供するように努める 

(ア)認知症ケアの基礎的理解と充実をする 

(イ)感染予防対策の強化をする 

(ウ)看取り支援の研修と体制の見直しをする 

(エ)利用者満足度調査をする 

(オ)医療的ケアに対応するために喀痰吸引等修了者を計画的に増やす 

 

4.安定した施設運営をする 

(ア)各サービスの新たな利用者の発掘と利用地域の拡大を図る   

(イ)介護報酬改定の対策と新たな加算取得を検討する 

(ウ)防災及び防犯管理体制の強化を図る 

(エ)次世代のリーダー候補を育成する 

(オ)建物修繕、設備更新及び車両更新を計画的に実施する 

 

5.地域における公益的な取組み 

(ア)家族介護者教室の企画運営やサロン活動等を運営支援する 

(イ)避難訓練や祭典等の地域行事への参加をする 

(ウ)福祉避難所として必要時に開設想定できるよう準備する 

(エ)社会福祉法人利用者負担軽減事業の実施をする 

(オ)新型コロナウイルス感染症の時期だからできる地域貢献を検討する 
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【数値指標】   

高齢者入所・短期入所・通所関係事業・訪問介護・居宅介護・居宅介護支援・委託事業 

  特養入所 短期入所 通常規模型通所介護 

従来型 ユニット型 ユニット型 介護 予防 

利用者定員 30名 40名 20名 35名 

利用者延べ人数 10,731名 14,527名 6,438名 7,944名 967名 

一日平均利用者数 29.4名 39.8名 17.6名 25.6名 3.1名 

稼 動 率 98.0％ 99.5％ 88.2％ 82.1％ 

稼動日数（延べ） 365日 365日 365日 310日 

単価（一人一日当り） 13,375円 14,769 円 13,541円 9,711円 

サービス活動収益 143,752千円 214,587 千円 87,177千円 86,537千円 

職員数（常勤換算） 49.3名 15.7名 14.2名 

  認知症対応型 

共同生活介護 

居宅介護支援 認知症対応型通所介護 

介護 予防 介護 予防 

利用者定員 9名   10名 

利用者延べ人数 3,249名 1,680名 480名 2,682名 0名 

一日平均利用者数 8.9名   8.7名 0名 

稼 動 率 98.9％   86.5％ 

稼動日数（延べ） 365日 365日 365日 310日 

単価（一人一日当り） 13,952円 17,679 円 3,750円 12,600円 

サービス活動収益 45,330千円 32,316千円 33,793千円  

職員数（常勤換算） 8.7名 4.2名 6.1名  5.6名 

  訪問介護 居宅介護 

（障害） 

配食サービス 在宅介護支

援センター 
介護 予防 

利用者定員      

利用者延べ人数 2,695名 1,023名 403名 1,528名  

一日平均利用者数 7.5名 2.8名 1.1名 5.2名  

稼 動 率    －  

稼動日数（延べ） 361日 361 日 361日 293日 365日 

単価（一人一日当り） 4,988円 2,888円 647円  

サービス活動収益 18,738 千円 1,164千円 988千円  

職員数（常勤換算） 4.7名   － － 

   

合計 

 

利用者定員  

利用者延べ人数  

一日平均利用者数  

稼 動 率  

稼動日数（延べ）  

単価（一人一日当り）  

サービス活動収益 664,382千円 

職員数（常勤換算） 102.8名 
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聖隷ケアセンターいなさ 

地域包括支援センター細江 

聖隷ケアプランセンターいなさ南部 

聖隷リハビリプラザいなさ 

 

2020年度は聖隷リハビリプラザいなさサテライト三ケ日を開設し、三ケ日地域で機能訓練サ

ービスを積極的に提供できるようになった。また、聖隷三方原病院から退院されるターミナルケ

アを必要とされる方の在宅生活を叶えるために聖隷ケアプランセンターいなさ南部では病院との

連携を強化した。地域包括支援センター細江では複合課題を抱える世帯への支援が増える中、障

がい分野、自立支援分野その他の関連機関とも連携をし、多くの世帯への支援を行った。そして

感染症が拡大する中、介護サービスが住民の方々にとって必要不可欠になっている現実も目の当

たりにすることとなった。 

2021年度は地域の高齢化や介護や生活の担い手不足がこれまで以上に顕著になると予想され

る。また、8050世帯で象徴されるような複合課題を抱えた世帯も増加し、地域の困りごとの質

の変化や感染症の影響も続いていくと思われる。 

聖隷ケアセンターいなさはそのような地域実状に対応できるよう、拠点機能を活かし、法人内

及び地域内の連携を深め、地域になくてはならないセンターとしての役目を果たせるよう各事業

を拡大・展開させていく。 

 

【拠点理念】 

隣人愛の精神のもと、地域とつながり、共に生きる。 

 

【運営方針】 

旧引佐三町において、住民が、住み慣れた地域で暮らし続けることができる社会の実現を目 

指し、地域で支援を必要とする要援護者及びその家族等の人権、自立心、価値観等を尊重し柔 

軟で包括的な支援を実施する。 

 

【事業・運営計画】 

1．連携による地域ニーズへの対応 

（ア）聖隷法人内関係機関との連携 

  ①聖隷訪問看護ステーション細江・三ヶ日と連携し、在宅医療介護の体制づくりを行う   

  ②ケアプランセンターいなさをはじめとするいなさ愛光園との情報共有と協働体制づくりを 

  行う 

  ③災害や感染症拡大時、事業継続のための連携を強化する 

(イ)地域関係機関や団体との連携 

①障がい分野や自立支援分野等との協働を進め、8050世帯などへの支援を強化する 

②地域の学校（小・中・高・大学）との協働を進める 

③災害、感染症拡大時その他の非常事態対応のための地域内の協力体制づくりを行う 
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2．経営の安定化の推進 

（ア）リハビリプラザいなさ 

  ①リハビリプラザいなさサテライト三ケ日での稼働曜日増による受け入れ人数の拡大を図る 

  ②在宅での生活の支援に視点を置いたサービスの提供による安定的な利用の実現を図る 

（イ）ケアプランセンターいなさ南部 

  ①訪問看護ステーション及び市内外病院との連携推進により、新規在宅療養者の受け入れ強 

 化を行う 

  ②ケアマネジャー不足地域である三ヶ日へ積極的に活動を展開する 

（ウ）地域包括支援センター細江 

  ①増加を続ける介護予防及び介護予防マネジメントを滞りなく提供する 

  ②介護保険申請率の低い地域へ重点的に広報活動を行う 

   

3．地域における公益的な取組 

 聖隷ケアセンターいなさ全体 

(ア)ロコモ事業による健康づくり、ノルディックウォーク自主運営サークルの支援を継続する 

（イ）認知症の方やその家族が地域で安心して暮らせるよう地域サロンの運営支援、オレンジシ 

  ールの周知、地域の学校におけるサポーター養成講座を継続開催する 

（ウ）引佐郡医師会、浜松市薬剤師会等と連携した住民対象の講座等の企画、開催支援する 

 

【数値指標】 

地域包括支援事業（地域包括支援センター細江） 

 

居宅介護支援事業（聖隷ケアプランセンターいなさ南部） 

年間請求件数 平均単価(円) 訪問調査 

年間件数 

訪問調査 

単価(円) 
総収入(千円) 

職員数 

(常勤換算) 介護 予防 介護 予防 

1,940件 300 件 15,500円 4,000円 12件 4,400 32,579千円 4.8名 

 

通所介護事業（聖隷リハビリプラザいなさ） 

介護給付 予防給付 単価(円) 
総収入 

(千円) 

職員数 

(常勤換

算) 

平 均 

利用者数 

月 間 

利用者数 

年 間 

利用者数 

月 間 

利用者 

年 間 

利用者 

介護 

(月) 

予防 

(月) 

25.9人 635.3人 7623人 106.1人 1273.8人 6,700円 27,000円 85,416千円 16.9名 

 

浜松市 

受託収入 

予防支援 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ A・B） 

  内 

再委託件数 

予防ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

単価（円） 

総収入 

（千円） 

職員数 

（常勤換算） 

52,91 

（千円） 

予防支援 4,255件 1,030件 4,400 円 
68,627 

（千円） 
10.0人 ﾏﾈ A 3,175件   2,160件 4,400 円 

ﾏﾈ B 1,368件    ―件 3,195 円 
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聖隷ケアセンター三方原 

訪問看護ステーション三方原 

聖隷ケアプランセンター三方原 

聖隷デイサービスセンター三方原 

 

2021年度は介護保険改訂に伴い、自立支援・重度化防止への取り組みを強化していく。また新

型コロナウイルス感染症の影響で最期の時を自宅で迎えたい意向が増えていることをふまえ、最

期まで住み慣れた自宅で過ごすための支援は何か、聖隷ケアセンター三方原の 3事業所が協働し、

より情報を共有しながら、地域へ出向いていく事業を展開していく。 

 

【拠点理念】 

 私たちは必要とされることを待つことなく、自ら出向き、共に生きる 

 

【事業・運営計画】 

1．浜松市北部エリアにおいて「地域に求められる」ケアセンターになる 

（ア）事業団内の病院・障害施設との連携を図りながら継続的に新規利用者を受け入れる。 

（イ）3事業所合同での終末期の関わり方に必要な知識を習得するための勉強会・利用者への関

わり方を振り返る事例検討会を開催する。 

2．利用者の思いに沿ったケアを提供するための質の向上を目指す 

（ア）利用者の思いを形にするためのケアの質の向上を図る。 

 ①デイサービスセンター三方原 

  通所リハビリからの利用者を積極的に受け入れ、地域の居場所となる場へつなげていける

よう働きかける。 

  科学的介護推進体制加算・個別機能訓練加算・ADL維持等加算の取得に向けて口腔機能・栄

養状態・認知機能の評価・情報の提出・活用を行う。 

 ②ケアプランセンター三方原 

  ターミナルケアマネジメント加算算定に向けて必要な制度の理解・訪問看護ステーション

との連携強化をはかる。 

  障がいサービスについて理解を深めるため事業所への見学・制度の勉強会を行う 

 ③訪問看護ステーション三方原 

  事例検討を通して終末期ケアを根拠に基づいて提供できるようになる。 

  精神疾患の利用者の強みを生かした関り方を理解でき、計画書を作成できるようになる。 

3．地域における公益的な取り組み 

（ア）地域のシニアクラブへの出張講座を 3事業所共同で開催する。 

（イ）三方原公民館でのロコモーショントレーニングサロン活動の内容を見直し、参加者を 

増やす。 

（ウ）地域活動（清掃活動・防災訓練等）へ積極的に参加する。 
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【数値指標】 

訪問看護事業（訪問看護ステーション三方原） 

平均利用者数 月訪問件数 年訪問件数 単価 
サービス活動

収益 

職員数(常勤換算) 

180人 900件 10,754件 9,748円 106,882 千円 16.7名 

居宅介護支援事業（聖隷ケアプランセンター三方原） 

年間請求件数 平均単価(円) 訪問調査 

年間件数 

訪問調査 

単価 

サービス活動

収益 

職員数 

(常勤換算) 介護 予防 介護 予防 

2,190件 550 件 15,580円 3,960円 24件 4,400円 36,854千円 6.4 名 

通所介護事業（聖隷デイサービスセンター三方原） 

介護給付 予防給付 単価 
サービス活動

収益 

職員数 

(常勤

換算) 

平 均 

利用者数 

月 間 

利用者数 

年 間 

利用者数 

月間 

利用者 

年間 

利用者 

介護 

(月) 

予防 

(月) 

35人 907人 10,884人 64人 768人 6,400円 31,250 円 93,658千円 21.7名 

通所介護事業／共生型サービス（自立訓練・機能訓練） 

平均利用者数 月利用者数 年利用者数 単価 
サービス活動

収益 

職員数(常勤換算) 

1.5人 39件 451件 8,500円 3,837千円  21.7名 
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聖隷訪問看護ステーション三ヶ日 

 

【施設理念】 

地域の社会資源と連携し、三ヶ日の利用者に安心を届ける 

 

【経営方針】 

1．地域が必要としているニーズを捉え、利用者により良いサービスを提供する 

2．医療機関やサービス事業所との連携を強化し、頼られる事業所づくりに取り組む 

3．職員が働きやすい環境を作り、やりがいを実感できる 

 

【事業・運営計画】 

1． 地域が必要としているニーズを捉え、利用者により良いサービスを提供する 

（ア）サービス事業所との顔の見える関係づくり 

      ① 三ヶ日町内サービス事業所のニーズに合わせた勉強会を開催する 

   ② 訪問看護で行うリハビリテーションの活用方法や効果について広報活動を行う 

（イ） 神経難病に関する知識を深め、状態変化に合わせタイムリーなケアを提供する 

① 難病認定看護師による勉強会・事例検討会の開催 

② 他医療機関への研修参加（北斗わかば病院など） 

2．医療機関やサービス事業所との連携を強化し、頼られる事業所づくりに取り組む 

（ア）地域の病院・サービス事業所への営業活動を行う 

（イ）聖隷三方原病院との連携を継続し、スムーズな在宅移行を行う 

（ウ）障がい者相談支援事業所との連携強化 

   ① 施設見学・相互交流の実施 

   ② 障害分野の勉強会開催・研修参加 

3．職員が働きやすい環境を作り、やりがいを実感できる。 

（ア）計画的に内部・外部研修参加と伝達講習にて、職場全体の知識技術の向上に努める 

（イ）中途採用者に向けた教育体制を充実させる 

（ウ）ナーシングスキルの活用推進  

4．地域における公益的な取組 

  （ア）地域住民が健康や介護へ関心が持てるよう、健康相談や体操教室の開催 

 

【数値指標】 

平均利用者数 月訪問件数 年訪問件数 単価 
サービス活動

収益 
常勤換算 
職員数 

77名 347 件  4,167件 9,792円 41,391千円 6.9名 
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浜北愛光園 

 

 特別養護老人ホーム浜北愛光園  浜北愛光園デイサービスセンター 

障害者相談支援事業所浜松東  訪問看護ステーション貴布祢 

聖隷ケアプランセンター浜北   地域包括支援センター北浜 

聖隷チャレンジ工房浜北  生活介護事業所きらめき 

 

 2020年度は、未曽有の災厄である新型コロナウイルス感染症との戦いの一年であった。感染症

拡大防止策として、段階的な面会制限や、各種イベントの開催方法の変更等、自粛や制限を強い

られた反面、制限の多い状況下でも、感染症対策を徹底しながら、利用者のためにできることは

何かを常に探り、挑み続けた一年でもあった。2018 年度より取り組んでいる介護職の業務を仕分

けた上で、周辺業務を高齢者や障害者等のケアサポーターに委ねるという業務省力化の流れを基

礎とし、2020年度は、タブレット型介護記録システムの導入や介護職向けの e-ラーニング講義配

信サービスの試行等、ICTやロボット等の具体的な活用を図ることで、介護・福祉職の現場改革を

進めた。 

2021年度は、これらに加え、新たに見守り支援システムを導入する等、更なる業務の自動化・

省力化を推し進めるとともに、その過程で産まれる新たな時間や価値観等を、介護・福祉職とし

ての「やってみたい」に着実に還元することで、介護・福祉職としてのプライドの醸成やケアの

質の向上に繋げていく。また、新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながらも、その環境だか

らこそできる【新たな常態（ニューノーマル）】を創造し、利用者等に「安全・安心・安楽」を提

供し続けていく年度としたい。 

その上で、浜北愛光園は静岡第 3 エリアの基幹施設として、地域のセーフティネットを守護す

るという役割を果たしていくために、職員個々が感度と精度を高め、地域ニーズの多様な変化を

適切に予測し、それに合致した質の高いサービスを創造・提供し続けていく。 

 

【施設理念】 

わたしたちは利用者と職員の「その人らしい自立（自律）」を大切にした施設づくりを追求します 

【経営方針】 

1．地域共生の視点の下、複合施設としての利点を活かし、制度の枠を超えたワンストップ支援体 

制を構築し実践する 

2．利用者、家族、地域に安全と安心を与え続けられるようサービスの質の向上に努める 

3．専門職のキャリアアップを促進しながら、福祉機器やシステム等の具体的な活用を図ることで、 

新たな働き方を提案するとともに専門職としてのやりがいを創造する 

4．安定した運営が継続できるよう、適切な職員配置、コスト管理、設備改修等に努める 

5．防災・福祉拠点としての役割を果たし、地域貢献に取り組む 
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【年度事業目標・年度事業計画】 

1．制度の枠を超えた支援体制の構築 

 （ア）利用者とその世帯状況に応じて、ニーズの把握から計画立案、ケアの提供までを一貫し

て行うワンストップ支援体制を構築する 

（イ）【地域課題解決会議】を通じて、地域課題を見通す能力を醸成し、資源開発を行う 

（ウ）複合施設の強みを活かし、生活の連続性を意識した情報共有を図り、ケアに展開する 

 

2．「安心して暮らし続けられる」取り組みの創出と定着 

（ア）利用者や家族、地域の方々が求めていることと提供サービスとの差異を適時評価し、選

択され続けるサービスに向けて修正を重ねることで、サービスの質の強化に努める 

 （イ）リスクマネジメントを徹底し、介護者が原因となる事故の防止を図るとともに、利用者

の状態変化に早期に気付き、対応することで状態悪化を抑制していく 

（ウ）支援困難な方や医療ニーズの高い方、障害者等の受け入れを積極的に検討、実践してい

く。あわせて、利用者の人生に関わる情報収集を密に行い、情報が途切れることなく共

有できる体制を構築する 

 （エ）職員やチームの特性を見出すことで、専門性を発揮して、利用者個々人が心地良いと感

じるサービス提供に努める 

 （オ）より適切な認知症ケア、看取りケア等の提供のために、職員が知識や技術を研鑽できる

機会を設け、スキルアップを図る 

 

3．新たな働き方の創造 

（ア）資格取得や関連研修等の受講を促進し、専門性の向上を図る 

（イ）根拠を持ったケアが実践できるように、職員個々の状況に合致した育成に努める 

 （ウ）業務仕分けを進め、「働きたい人」の雇用を促進するとともに、ケアサポーターから介護

職への育成・成長を促進する 

（エ）記録システムや見守り支援システム、その他福祉機器等の活用を図り、業務の効率化並

びに業務負担軽減を目指す 

 （オ）【みらい開発会議】にて、介護・福祉職の「やりたい」を具現化する 

 

4．運営安定化の推進 

 （ア）施設の継続性を意識し、新たな価値を生み出す計画的な購入、改修を図る 

（イ）各種報酬改定を見定めた適切な加算算定、請求の正確性・効率化を図る 

（ウ）消耗備品の適正な在庫管理と業務委託契約内容の精査を図る 

 

5．全世代を対象とした地域における公益的な取り組み 

（ア）【地域課題解決会議】で抽出された課題をもとに、施設機能を活かし、地域が必要とする

情報を発信し、地域社会の核となるように努める 

（イ）介護未経験者や近隣企業、学校等を対象に、時代に即した方法での情報発信や介護相談、

研修会開催等を通し、介護に対する理解促進、介護離職防止等に貢献する 
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【数値指標】 

■高齢者入所・短期入所・通所・相談支援関係事業 

 浜北愛光園 デイサービス 障害者 

相談支援 

事業 

（浜松東） 

特養入所 短期入所 
通所介護 

一般型 予防 
従来型 ユニット型 従来型 ユニット型 

利 用 者 定 員 50 名 100名 20 名 20 名 40 名 

 

利 用 延 数 18,440 名 36,407 名 5,842 名 4,929 名 8,362 名 132名 

一日平均利用者数 50.5 名 99.7名 16.0名 13.5名 27.2名 0.4名 

稼 動 率 （ ％ ） 101.0％ 99.7％ 80.0％ 67.5％ 69.2％ 

稼動延日数 365 日 365日 365日 365日 307日 

平 均 介 護 度 4.42 3.76 2.96 2.71 1.90 

単価（一人一日） 12,459 円 14,155 円 11,111 円 14,920 円 10,444 円 

サービス活動収益

（千円） 

229,743 

千円 

515,352 

千円 

64,910 

千円 

73,542 

千円 

88,710 

千円 

18,848 

千円 

職員数(常勤換算) 37.5 66.9 10.1 12.7 16.6 2.5 

■訪問看護事業（訪問看護ステーション貴布祢） 

平均利用者数 月訪問件数 年訪問件数 単価(円) 
サービス活動収益 

(千円) 

職員数 

(常勤換算) 

173名 850 件 10,194件 9,994円 101,882 千円 15.3名 

■居宅介護支援事業（聖隷ケアプランセンター浜北） 

年間請求件数 平均単価(円) 
訪問調査 

年間件数 

訪問調査 

単価(円) 

サービス 

活動収益 

(千円) 

職員数 

(常勤換算) 介護 予防 介護 予防 

2,313件 360件 16,048 円 3,820 円 12件 4,400円 40,658千円 6.6名 

■地域包括支援事業（地域包括支援センター北浜） 

浜松市受託収入

（千円） 

予防プラン 

請求件数 

うち 

再委託件数 

予防プラン 

単価（円） 

サービス活動収益 

(千円) 

職員数 

(常勤換算) 

36,291千円 1,524件 780 件 4,400円 50,227 千円 7.1名 

■聖隷チャレンジ工房浜北／生活介護事業所きらめき 

 定員 
利用 

延べ人数 
稼働率 稼働日数 単価 

ｻｰﾋﾞｽ活動収益 

（千円） 

職員数 

（常勤換算） 

就労移行 15 名 3,198名 81.7％ 261 日 12,334円 39,444 千円 

12.3名 就労継続 25 名 7,746名 99.6％ 311 日 9,283円 71,903 千円 

就労定着  96 名   30,125円 2,892千円 

生活介護 20 名 2,997名 61.0％ 246 日 8,075円 24,202 千円 5.1名 
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森町愛光園 

特別養護老人ホーム森町愛光園 

森町愛光園天宮サテライト 

森町愛光園デイサービスセンター 

森町愛光園ホームヘルパーステーション 

聖隷ケアプランセンター森町 

聖隷放課後クラブはなえみ森町 

聖隷相談支援事業所森町 

 

 

2021年度森町愛光園は、新型コロナウイルスの感染拡大が深刻化する中、入所サービスにおい

ては、日常の過ごし方について、「できないこと」よりも「できること」を見出し、利用者の想い

に応えていく支援を提供する。そして、感染対策を徹底した上での余暇活動等、コロナ禍におい

ても日常生活を楽しめるレクレーションや家族や友人に会うための新しい方策を構築していきた

い。在宅サービスにおいては、「暮らし」と「リスク」のバランスをとりつつ、安心して信頼ので

きるサービスの提供に努め、在宅生活を継続できるよう支援していく。障がいサービスでは、前

年、聖隷放課後クラブはなえみ森町の定員を 20名とした。しかし、4月以降も学校の休校期間が

継続したことで新 1 年生の利用開始が大きく遅れた。本年度は新１年生と継続利用児童との利用

調整を行い、過不足なく利用できる体制を整える。また、学校と連携し、児童個々の特性に応じ

た支援に取り組み、保護者と共に児童の成長を支える。 

 最後に、各職員は、新型コロナウイルス感染症の重症化リスクの高い、障がい児者や高齢者支

援の最前線において、自らの外出を控え、家庭内においても感染予防に神経を使い、緊張感を持

って勤務している。このような状況の中、一人ひとりの職員が生き甲斐をもって働けるよう、ICT

の活用や勤務形態の見直しを行い、業務負担の軽減に取り組む。また、組織の再編成を行い、職

場環境の改革を推進する。 

 

【施設理念】 

 わたしたちは、ご利用者・地域・職員の「幸せ」のために最善を尽くします 

 

【経営方針】 

1．わたしたちは、利用者の尊厳を守ることを第一とし、一人ひとりの QOLの向上をめざし、誠実

かつ献身的に仕えます 

2．わたしたちは、福祉・介護サービスを通して、地域の人々が安心して住み続けられる社会づく

りに貢献します 

3．わたしたちは、質の高いサービス提供に必要な人材の確保と育成に努め、「安心と効率の追求」

と「働きやすくやりがいのある職場環境」の両立を実現します 

4．わたしたちは、これらのことに継続的に取り組み、創造性・持続性・実現可能性を高めてゆく

ことができる組織づくりを目指します 
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【事業・運営計画】 

1．質の高いサービスの追求 

(ア) 新型コロナウイルスの影響により、利用者と家族や友人との関わりが減る中、関係性を

保つことができるよう、情報提供、面会方法等、様々な手段・手法を考え、利用者の思い

を大切にした支援を行う。 

(イ) 一人ひとりの生活スタイルを大切にし、個々に合った楽しみのある生活を実現する。 

(ウ) 利用者満足度調査等を実施し、利用者や家族のご意見を頂き、接遇やサービスの質の向

上に職員全員で取り組む。 

(エ) 給食委託業者との協働のもと、利用者個々の嗜好に合った献立を考え、楽しみのある食

事の提供を目指す。 

2．人材育成と働きがいのある労働環境の推進 

(ア) 専門職ラダーとｅラーニングを連動させ、個々のレベルに応じた人材育成を図る。 

(イ) 介護記録システムを先行導入した施設に学び、記録による超過勤務時間の削減のため、

導入に向けた検討を行う。 

(ウ) 夜勤体制を見直し、精神的・身体的負担の軽減を図る。 

(エ) ワークライフバランスを念頭に置き、会議・委員会・研修の在り方を見直す。 

(オ) シニア世代が経験・知識・技術・人脈を活かし活躍できる職場環境を推進する。 

3．健全経営の推進と衛生管理・防災管理体制の向上 

(ア) 新型コロナウイルス等の感染症を防ぐとともに、大規模災害にも事業を継続できる BCP

（事業継続計画）を強化する。また衛生用品等の必要物資を確保する。 

(イ) 組織体制を見直し、リスク耐性のある経営を行う。 

(ウ) 2020年度に引き続き、修繕及び設備更新を計画的に行い、職場の環境整備の改善を図る。 

(エ) 2021年介護報酬改定に対応し、職員体制を整え新たな加算取得を目指す。 

(オ) 在宅サービス事業所は、新規利用者確保のために随時居宅介護支援事業所を訪問する。 

(カ) 待機者及び新規利用者確保のため、積極的に情報収集・関係作りを行う。また、入院リ

スク軽減のため、2021年度は尿路感染症予防の対策を重点的に取組む。 

4．地域共生社会の実現に向けた取組 

(ア) 地域の社会資源と垣根を越えて連携し、高齢者・障がい児者への相談機能を強化し、地域

特有のニーズに応え、利用者の複合的で解決困難な課題に対応していく。 

(イ) 聖隷放課後クラブはなえみ森町において、児童と施設利用者や地域住民との交流の機会

が持てる行事を実施する。 

(ウ) 一宮幼稚園やかわせみ保育園との交流を可能な範囲で実施する。 

5．地域における公益的な取組 

(ア) 地元小学校・中学校からの福祉体験、職業体験の受入れや、特別支援学校からの実習受

入れ、高校や福祉系学校の介護実習、ボランティア体験の場として施設機能を提供する。 

(イ) 新型コロナウイルス感染症発生施設等へ、静岡県等からの要請に基づき職員派遣ができ

る体制を整える。 

(ウ) 一宮町内会や天宮町内会で行われる地域防災訓練に専門職を積極的に派遣する。 
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【数値指標】 

 
特養 天宮ｻﾃﾗｲﾄ 短期入所 通所介護 

従来型 ユニット型 ユニット型 従来型 介護 予防 

利用者定員 60 名 20名 29名 12名 42名 

利用者延べ数 21,874 名 7,110名 10,333 名 2,945名 7,095名 1,270名 

１日平均利用者数 59.9名 19.5名 28.3名 8.1名 23.0名 4.1名 

稼動率 99.9％ 97.4％ 97.6％ 67.2％ 64.7％ 

稼動日数（延べ） 365日 365日 365日 308日 

単価（一人一日当り） 12,952円 13,847 円 11,177円 9,808円 

サービス活動収益 

(千円) 
375,410千円 143,080 千円 32,917千円 82,045千円 

職員数（常勤換算） 41.9名 16.7名 21.5名 5.3名 14.6名 

 
在宅介護 

支援ｾﾝﾀｰ 

居宅介護支援      訪問介護 介護 

合計 介護 予防 介護 予防 障害  

利用者定員        

利用者延べ数  1,844名 312名 4,514名 1,003名 444名  

１日平均利用者数    14.7名 3.3名 1.4名  

稼動日数（延べ）   359日  

単価（一人一日当り）  16,017円 3,905円 3,559円  

サービス活動収益 

(千円) 
 34,533千円 21,545千円 1,580千円 

691,110 

千円 

職員数（常勤換算） 0.1 名 4.9名      5.8名 110.8名 

 
放課後等 

デイサービス 

相談支援事業 障害 

合計 特定相談 障害児 

利用者定員 20名    

利用者延べ数 3,775名 88人 231人  

１日平均利用者数 11.3名    

稼動率 78.3％ 
 

 

稼動日数（延べ） 241日   

単価（一人一日当り） 9,692円 
  

 

サービス活動収益 

(千円) 
36,588 千円 4,616千円 44,036千円 

職員数（常勤換算） 6.9名 0.6名 7.5名 
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聖隷ぴゅあセンター磐田 

聖隷こども発達支援センターかるみあ 

聖隷放課後クラブはなえみ磐田 

相談支援事業所磐田みなみ 

聖隷チャレンジ工房磐田 

磐田市発達支援センターはあと 

磐田市子育て支援総合センターのびのび 

磐田市南部地域包括支援センター 

磐田市南部障害者相談支援センター 

 

2020年度は、聖隷こうのとり富丘開設に伴い、児童発達支援事業の再編成を行うとともに、ラ

イフステージに応じた継続的な支援を提供できるように各事業間の連携に重点を置き取り組んだ。  

また、新型コロナウィルス感染症対策を行うとともに、「安心・安全・継続した関わり」を提供

できるよう、利用者、家族に理解・協力をいただきながら運営を行った。2021 年度は、各事業が

連携した取り組みを通して利用者サービスの質を向上すること、行政と「発達支援の在り方・子

育て支援センターに求められていること等」を協議し「あるべき姿」を共有すること、持続可能

な事業運営に重点を置いた取り組みを通して、地域に根差した施設運営につなげていきたい。 

 

【施設理念】 

ご利用者が“その人・その家族らしく”「生きる力」を培い、地域の一員となるために、わた

したちはこどもから大人まで途切れの無い一貫した支援を提供します 

 

【経営方針】 

1．利用者満足度の高いサービスを提供する 

2．働きやすい職場環境つくりと経営の安定化 

3．地域における公益的な取り組み 

 

【事業・運営計画】 

1．利用者満足度の高いサービスを提供する 

（ア）聖隷こども発達支援センターかるみあ・聖隷放課後クラブはなえみ磐田 

① 子ども主体で活動できるような、領域を意識した療育プログラム・目標を作成する 

② 人への信頼感と自己肯定感を育み、主体性や選択力を養い長所を育む療育を行う 

③ ライフステージ・活動の場（園学校）を繋ぐ支援を提供できるよう連携体制を整える 

④ ペアレントプログラムの視点を活かし、子どもの能力・言動を引き出す 

⑤ 季節や年齢に応じた社会体験、地域との関わりを大切にしたイベントを企画する 

⑥ 保護者がその家族らしく子育て出来るよう、子ども理解を促進する取り組みを行う 

⑦ 保護者の“子育て”力を引き出すため、保護者同士のつながり・子どもの成長を実感

する場を設定する 
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⑧ 就園・就学・進学を安心して迎えられるよう、先輩ママの体験講話を行う 

⑨ 保護者が地域で相談できる場所を複数持てるよう、関係機関と連携体制を整える 

    ⑩ 子どもの強み・成長・課題について関係機関と共有し、支援の方向性を決定する 

（イ）聖隷チャレンジ工房磐田 

①利用者の“可能性”を引き出せるような個別支援の強化 

②利用者が“責任”と“やりがい”を持ち、主体的に作業に参加できる仕組みを作る 

③ステップアップを意識した就労支援の形を作る 

④働き続けることができるよう、利用者に応じた定着支援の在り方を構築する 

 （ウ）磐田市発達支援センターはあと 

    ①保護者と同じ視点に立ち、“子どもを受け止める”保護者に寄り添う伴走者となる 

    ②保護者と関係機関に“ことばで伝える力”を伸ばすための実行可能な方法を助言する 

    ③発達支援の在り方について、磐田市と協議し、体制の見直しを図る 

（エ）磐田市南部地域包括支援センター・磐田市南部障がい者相談支援センター・聖隷相談支援

事業所磐田みなみ 

  ①複合課題のある世帯を重層的に支援できるよう、予防的支援を持ち早期連携を図る 

  ②自事業所の長所を活かし、関係機関と役割分担を行い、顔の見える関係を築く 

  ③地域生活を継続できるよう、生活応援クラブの役割を地域・関係機関と再構築する 

  ④地域の高齢者の実態を把握・分析し、地域課題について関係機関と協議する 

 （オ）磐田市子育て支援総合センターのびのび 

    ①多様な課題を抱える子育て相談は、専門機関と連携し継続的に関わる体制を整える 

    ②ファミリーサポートの援助会員を対象としたフォローアップ講座を開催する 

    ③子育ての孤立化を防ぐため親子に寄り添える場・人・地域との関わりを意図的に作る 

2．働きやすい職場環境つくりと経営の安定化 

（ア） 想定しない自然災害や大規模災害にも事業を継続できる BCP対応を強化する 

（イ） 各職員がやりがいを感じられるよう、「目標とする自身の姿・チームの姿」を明確にする 

（ウ） リスク管理をチームで行い、職員が小さな変化へ気付く力を培い事故の減少につなげる 

（エ） 障害福祉サービス報酬改定に対応し、待機者対応と安定利用につながる支援を行う 

（オ） 職員一人ひとりが役割を認識し主体的に行動できるよう、職場目標管理を徹底する 

3．地域における公益的な取組 

 （ア）研修講師・施設見学や実習・ボランティアを積極的に受け入れる 

（イ）イベントへの参加を通して、情報を発信する 

 （ウ）磐田市と協議し、私立幼保に対するコンサルテーション・地域の事業所を対象としたペ

アレントプログラム養成研修を実施する 

 （エ）発達障害の支援の在り方について、磐田市と協議し“あるべき姿”を提言する 

（オ）乳幼児一時預かり保育において求められる「役割」について、磐田市と協議し体制を整 

える 

 （カ）のびのび休館日を活用し、発達が気になる親子の療育と集いの場を設ける 
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【数値指標】 

 
かるみあ 

児童発達 

かるみあ 

保育所等 

磐田みなみ

(特定)  

磐田みなみ

（障害児） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

就労移行 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

就労継続 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

生活訓練 

利 用 者 定 員 30名 － － － 14名 15名 6名 

利用者延べ人数 7,828名 770名 － － 3,685名 4,051名 1,074名 

一  日  平  均 

利  用  者  数 
32.2 名 － － － 13.4名 14.7名 4.4名 

稼   働   率 107.4％ － － － 95.7％ 98.2％ 72.8％ 

稼働日数(延べ) 243日  243日 － － 275日 275日 246日 

単 価 

（一人一日当り） 
15,191 円 10,897 円 － － 10,102円 7,606円 7,764円 

サ  ー  ビ  ス 

活  動  収  益 

118,919 

千円 

8,391 

千円 

4,640 

千円 

7,572 

千円 

37,227 

千円 

30,812 

千円 

8,339 

千円 

常勤換算職員数 20.9 名 2.2名 2.0名 6.1名 6.0名 1.4名 

 

 
ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

定着支援 

は な え み

放課後ﾃﾞｲ 
はあと のびのび 南部包括 南部相談 

利 用 者 定 員  20名 － － － － 

利用者延べ人数  5,162名 － － － － 

一  日  平  均 

利  用  者  数 
 21.3名 － － －  － 

稼   働   率  106.7％ － － －  － 

稼働日数(延べ)  242日 －  － －  － 

単 価 

（一人一日当り） 
 10,264 円 － － －  － 

サ  ー  ビ  ス 

活  動  収  益 

3,215 

千円 

52,982 

千円 

32,459 

千円 

20,988 

千円 

22,706 

千円 

10,487 

千円 

常勤換算職員数 0.3名 10.8名 8.0名 6.4名 3.0名 2.0名 
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浅田在宅地区複合事業 
訪問看護ステーション浅田 

聖隷ケアプランセンター浅田 

 

【事業・運営計画】 

1．ターミナルケアと障がい者支援に強い事業所になる。 

（ア）人生会議手帳等を活用しながら病状の軽いうちからアドバンス・ケア・プランニングを意

識した支援を開始する。 

（イ）認定資格取得者を活用し、ターミナルケア対象者や難病利用者の QOL 向上を図る。 

（ウ）躊躇せずに早い段階で浜松市西・南障がい者相談支援センターへ相談をかけ、多職種と連

携して効果的な対応を行う。 

（エ）医療に特化したケアマネジメントを行う。 

（オ）浜松市南部地域の方が利用する病院との看看連携を継続する。 

2．次世代の職員を育てる  

（ア）日常場面をとおして次期管理者候補に在宅複合事業所のマネジメントを伝える。 

（イ）訪問看護・訪問リハビリ・ケアマネジメントの知識・技術・トラブルや困難の乗り越え方

を言葉と実践をとおして伝え、学び合う。 

（ウ）認定資格取得者は職員に対し、自己の専門分野（緩和ケア・栄養水分管理・心臓運動療法

等）の知識技術指導を行う。 

3．働きやすい職場をつくる。 

（ア）日常実践で感じた思い・悩み・疑問を話すことができる小グループをつくる。 

（イ）他職種の役割と業務に関心を向け、協力しあう。 

（ウ）係を中心に職場全体でアサーショントレーニングを行う。 

（エ）計画した人員を確保し、業務の効率化を図り超勤を削減する。 

4．防災・感染症対策を実践し、職員と利用者を守る。 

（ア）業務継続ガイドラインに沿った発災時・感染症発生時の業務マニュアルを作成・整備する。 

（イ）地域の防災訓練に参加、職場内の防災・防犯訓練を実施する。（年 1回） 

5．地域への公益的な取り組み 

（ア）コロナ禍の為フレイルや感染予防を地域のサロンや老人会に出向き講座を行う。 

【数値目標】 

訪問看護事業（訪問看護ステーション浅田） 

平均利用者 
月平均 

訪問件数 

年間 

訪問件数 
単価（円） 

サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 

164名 876件 10,519件 医療 11,680 

介護 9,077 

107,905千円 20名 

（12.6） 

居宅介護支援事業（聖隷ケアプランセンター浅田） 

年間請求件数 平均単価（円） 訪問調査 

年間件数 

訪問調査 

単価 

サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 介護 予防 介護 予防 

384件 396件 15,500円 3,951円 0 0 23,644千円  4名 
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浦安市高洲高齢者福祉施設及び 

浦安市猫実高齢者デイサービスセンター 

浦安市特別養護老人ホーム・短期入所生活介護 

浦安市ケアハウス 

浦安市高洲高齢者デイサービスセンター 

浦安市猫実高齢者デイサービスセンター 

 

2020年度は新型コロナウイルス感染症への対応が中心となり、新しい生活様式の中で集いの場

や地域共生社会を検討する会議等がやむなく中断され、今後の地域共生社会の取組みについて新

たに再考することとなった。2021年度は、浦安市高洲高齢者福祉施設の指定管理が契約更新され

第 4 期の 1 年目となる。この 5 年は新型コロナウイルス感染症への対応も継続しつつ、中期的な

目標である地域共生社会に向けての具体的な取組みを着実に進めるべき期間であると考える。浦

安市内で地域住民のために、「うらやす健康・元気コンソーシアム」や「新町圏域地域支え合い会

議」等、地域住民や関係諸機関と相互協力をしながら社会福祉法人としての役割を果たしていき

たい。 

人材確保については、年々厳しさを増しているが 2021年度は特に無資格者の受け入れについて

2020 年度で計画した育成プログラム等を実践していきたい。また、離職防止対策としては 20 歳

代の早期離職の傾向が見受けられるため、日々の業務の中に福祉のやりがいを見出し、福祉業界

で若い職員が自己実現できる組織的な支援を意識して取り組んでいく。事業部の中期目標である

「私たちの全ての業務を自動化する」への実現に向けて、役職者が取り組むことは必須であるが、

この機会に若い職員の積極的・主体的な参画を促し、将来の聖隷を支える職員の育成も同時に取

り組んでいきたい。 

 

【施設理念】 

“私たちは、地域（市民）とともに高齢者福祉に貢献する” 

 

【運営方針】 

1．私たちは、一人ひとりを知りその人らしい生活が続けられるよう支援します 

2．私たちは、ご利用者・ご家族（関わりのある方々）の思いを理解し、実現に向けて共に支援し

ます 

3．私たちは、その人らしい最期の時をご家族（関わりのある方々）と共に支援します 

4．私たちは、職員一人ひとりが専門性を高め、人として成長するために常に研鑽します 

5．私たちは、一人ひとりが地域の社会資源として自覚し役割を果たします 

 

【事業・運営計画】 

1．入居者・利用者が安心安全に生活できるよう、個々のニーズに合ったサービスを提供する 

（ア）特別養護老人ホーム・短期入所生活介護 
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  ①各専門職が密に連携をし、入居者の状態変化に応じて、施設サービス計画書を適宜見直し 

評価することにより、個々の状態に合ったサービスを提供する 

  ②新しい生活様式の中で、入居者が居心地良く、楽しみを持って生活できるよう取組む 

  ③入居者家族との新たな情報共有方法を検討実施し、安心して頂けるような取組みを行う 

  ④ヒヤリハットやアクシデントの内容、分析結果、対策を全職員が密に共有理解し、事故予 

防、再発防止に注力する 

（イ）ケアハウス 

①入居者の社会性維持・閉じこもり予防のための、地域交流とプログラムを強化する 

②入居申込・退去要件に応じたパスの実施 

③入居者の状態に応じた機能維持を図るとともに、生活不便を低減する 

④事故予防に関する入居者への啓蒙・啓発と予防の強化 

（ウ）通所介護 

①地域のニーズに寄り添った生活支援サービスの提供と充実を図る 

②在宅生活を続けられるよう、現状の身体・認知機能の維持につながる個別性を重視した 

プログラムを提供する 

 

2．職員が専門職としてやりがいを持ち、魅力ある職場づくりを行う 

（ア）各専門職のラダー、コンピテンシー評価、目標参画システムを適正に運用し、職員個々の 

特性を把握し強みを活かす働きかけを行う 

（イ）各専門職が効率的に働ける職場環境を整備するため、介護周辺業務職の受入れを継続強化 

する 

（ウ）EPA候補生、無資格・未経験者を継続的に受け入れ、育成システムのスケジュールに沿っ 

た教育の実施・評価を行う 

（エ）浦安地区全体で、離職防止に向けた新たな仕組みを検討導入する 

  ①魅力ある職場をともに共有する 

  ②入居者・利用者のためにやりたいことを有言して実行することを支援する 

  ③気軽に相談や悩み事を話せる機会・場を設定する 

 

3．経営の安定化 

（ア） 特別養護老人ホーム  

①入居待機者の重度化が進む中、迅速に入居決定できる新たな仕組みを検討導入する 

②空床期間の短縮施策を継続、空床ショートの利用も促進する 

（イ） 短期入所 

①新規入所者の定着化と緊急・措置利用受け入れの際の迅速な調整、支援を行う 

（ウ） ケアハウス 

①空床期間の短縮に向け待機者への関わり方を強化する 

②入居者が安心できる生活継続に向けて、一部特定施設への転換を図る 

（エ） 通所介護 

①地域の特性の理解と居宅支援事業所との連携を図り、安定した稼働を維持する 
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②地域で必要とされている朝食・服薬管理サービスの効果を記載した営業ツールを作成、 

  定期的に周知を行い更なる浸透を図る 

③基準緩和型デイサービス等地域のニーズを捉え、新たな利用者を獲得する 

（オ）5S（整理、整頓、清潔、清掃、しつけ）を実践し業務の無駄を省く 

（カ）ICT介護ロボットの導入を継続検討し、業務効率と生産性の向上を図る 

 

4．防災体制の確立 

（ア）災害緊急時において、施設のＢＣＰマニュアルを策定整備し、訓練を実施する 

（イ）職員全員が自立して行動できるよう、実態に即した防災訓練を行う 

 

5．地域における公益的な取り組み 

（ア）新しい生活様式の中で、実習・職場体験やボランティアの受入れ方法を検討実践する 

（イ）関係機関と連携を行い、障がい者雇用の法定雇用率を達成する 

（ウ）うらやす健康・元気コンソーシアムに継続参加し、新たな取組みを地域に発信する 

 

 

【数値指標】 

 

  特 養  短 期 ケア 

ハウス 

高 洲 

デイ 

猫 実 

デイ 

総合計 

利用者定員 100 名 50名 50名 25名 25名 250名 

利用者延数 34,675 名 15,543名 14,361名 5,815名 6,253名 79,854名 

一日平均利用者数 95 名 43名 39名 19名 20名 225名 

稼働率（％） 95％ 85％ 79％ 76％ 82％  

稼働日数（延べ） 365 日 365日 365日 306日 306日  

単価（一人一日当り） － － － － －  

サービス活動収益

（千円） 

589,117 

千円 

237,223 

千円 

103,550 

千円 

51,478  

千円 

59,582 

千円 

1,040,950 

千円 

職員数（常勤換算） 66.8名 32.8名 8.6名 8.8名 10.3名 127.3名 
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介護老人福祉施設 浦安愛光園 

 

2020年度は感染拡大防止に努める 1年となり、様々な自粛や面会制限が設けられた。そのよ

うな中、無資格・未経験者への育成マニュアルの完成や入浴の仕組みを変えるためのリフト浴

の導入に取り組むことができた。そして制約のある 1年を過ごしたことで改めて普通に日常生

活を送ることや非日常の大切さを感じることができた。2021年度は施設理念である「私たちは、

ご利用者の“暮らし”“つながり”“その人らしさ”を大切にします」を念頭に基本に忠実な施

設運営に取組む。 

サービスの質の維持・向上を図るには、人材が不可欠であり 2020 年度に構築した育成シス

テムを実践し評価することで、今後も無資格・未経験者の採用と育成を継続し離職を防止する。

職員においては、2020年度末に導入したリフト浴について、安心・安全を大前提に業務省力化

や生産性の向上を伴う本格的な仕組みを構築し、職員の働きやすい環境を整備する。介護記録

システムについては、HIMVIT を導入し将来を見据えた更なる業務改善につなげていく。 

介護報酬改定で示された、重度化防止や感染症対策の強化、業務継続に向けた取組みについ

ては高洲地区での連携を図り積極的に実施していく。 

 

【施設理念】 

 私たちは、ご利用者の“暮らし”“つながり”“その人らしさ”を大切にします 

 

【経営方針】 

1．それまで大切にしてきた“暮らし”が続けられるよう支援します 

2．家族、友人、地域、社会との“つながり”が保てるよう支援します 

3．一人ひとりの意思・人格を尊重し、“その人らしさ”が実現できるよう支援します 

 

【事業・運営計画】 

1．安全・安心で質の高いサービスを提供する 

（ア）新しい生活様式の中で、可能な限り入居者の生き甲斐を支援する 

（イ）一人ひとりの状態変化・体調変化に早期発見・早期対応できるよう、タイムリーな情 

報共有・連携の在り方を模索する 

（ウ）浦安ベテルホームリハビリ職との連携を図り、個別機能訓練を強化する。入居者の 

重度化と寝たきりを防止し、生活の質の維持・向上を図る 

（エ）職員全体の認知症への対応力向上、障がいの理解を深める 

（オ）ACP(アドバンス・ケア・プランニング)の考え方を共有し特養でのあり方を考える 

 

2. 多様な人材の確保・育成・定着に向けた取組みの強化 

（ア）経営方針を浸透させ、行動できる職員を育成する 

（イ）シニア世代や障がい者雇用を継続し、一定数を維持する 

（ウ）無資格・未経験者の採用継続と育成システムを評価する 
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（エ）長時間労働の是正と有給休暇取得の継続、3 連休以上の取得率を向上するために、ユ

ニット間の協力体制を強化する 

 （オ）高洲地区の過去に退職した職員の退職理由分析から、入職 3年以内の職員を対象に離

職防止に取り組む 

 

3. 地域共生社会の実現 

（ア）はぐくみ浦安において、浦安市高洲地域包括支援センターや障がい福祉課、基幹相談

センターと連携を図り、8050問題に積極的に取り組む 

（イ）はぐくみ浦安において、浦安市内の連携会議やケース会議に参加し、地域の実情を把

握する 

（ウ）共生型サービスの利用希望者に対しては、空床時にショートステイを検討する 

 

4．経営の安定と業務改善の継続 

   （ア）空床ショートステイの定期的な利用者を確保し、入居及び空床ショートステイの稼働率

96.5％を達成する 

  （イ）2021 年３月に導入するリフト入浴装置について、安全性の向上と業務省力化・生産性

の向上を評価する 

  （ウ）介護支援システム HIMVITを導入し、他職種連携強化とペーパーレス化を進める 

  （エ）変更した朝食の提供方法の安全性と効果を検証する 

   

5．地域における公益的な取組みと地域貢献 

（ア）生活困窮者・生活保護受給者職場体験実習受け入れを継続する 

（イ）高洲中学校特別支援学級との交流を継続する 

（ウ）自然災害に備え、福祉避難所としての機能強化と事業継続のためＢＣＰを作成し訓練

を実施する 

 

 

【数値指標】 

 

 特養（ユニット型） はぐくみ浦安 総計 

利用者定員 74名 - - 

利用者延べ人数 26,068名 386名 - 

一日平均利用者数 71.4名 - - 

稼働率 96.5％ - - 

稼働日数（延べ） 365日 242日 - 

単価（一人一日当たり） 15,195円 14,158円 - 

サービス活動収益（千円） 396,115千円 5,465千円 401,580千円 

職員数（常勤換算） 50.5名 1.0名 51.5名 
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介護老人保健施設 浦安べテルホーム 

 2020年度は、地域の病院と在宅をつなぐ中間施設としての役割を担う自施設にとって、新型コ

ロナウイルス感染症拡大による影響を受けた近隣病院からの入居が半減したため、経営収支とし

ては非常に厳しい状況であった。ただし、従来型居室及びユニット型居室共に、年間を通じて在

宅強化型を維持したこと、また通所リハビリテーションは地域ニーズの高い短時間利用者を最大

限確保したこと等、地域における変化、利用者ニーズを見極めて、創意工夫をしながら施設運営

を行うことができた 1年であった。 

2021年度は、このような社会情勢の中、あらゆる問題、課題を機会と捉え変化に対応していく。

在宅での生活を希望する利用者を支援するため、新たに訪問リハビリテーションの開始を検討す

る。また新しい生活様式の中で、対面ではない非接触での接点づくりのための営業ツールを検証、

活用していく。そして、職員が心身共に健康で楽しんで働くことができるよう、連携・支援体制

を構築、現場革新に必要な ICT導入も積極的に行う。 

 

【施設理念】 

私たちは、ご利用者の“暮らし”“つながり”“その人らしさ”を大切にします 

【経営方針】 

1．それまで大切にしてきた“暮らし”が続けられるよう支援します 

2．家族、友人、地域、社会との“つながり”が保てるよう支援します 

3．一人ひとりの意思・人格を尊重し、“その人らしさ”が実現できるよう支援します 

 

【事業・運営計画】 

1．エビデンスに基づく、利用者本位のケアの追及 

（ア）認知症研修への参加や多職種による認知症プロジェクトを立ち上げ、認知症対応力を上

げる 

（イ）アクティビテイ推進チームによって、利用者個々のニーズに沿った活動を行う 

（ウ）OJTを通じて、利用者の「やりたいこと」「可能性」「リスク」等へのアセスメント能力を

高める 

（エ）障がい者・児ケアについて職員育成を行い、障がいニーズへの対応力を上げる 

（オ）終末期におけるその人らしさを尊重したケアの実践力を高める 

（カ）利用者本位のケアを行うために、福祉用具（車椅子・ベッド等）を計画的に整備する 

                          

2．専門職としての自己実現の場と働きがい、働きやすさのある職場風土の醸成 

（ア）各プロジェクト（アクティビテイ、認知症、排せつ等）を推進し、職員が多職種協働の

中で 

   専門性や役割を発揮する場を創出する 

（イ）Web研修やｅラーニング等を通じて、職員のやりたいことを引出し、その実現を支援する 

（ウ）お互いの良いところ見つけ伝え合う「いいとこプロジェクト」「ハピネスボックス」の活

動を継続、発展させる 
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 （エ）働くうえでの不安や悩みを早期に相談・サポートできる支援体制を構築する 

（オ）連続休暇（4日以上）や負担を軽減するため、職場間、職種間を越えた業務連携体制をつ

くる 

（カ）インカム機器の効果検証を継続するとともに、HIMVIT導入実施に向け準備をすすめる 

 

3．地域の介護ニーズ・地域共生社会の実現を通じた経営安定化  

（ア）訪問リハビリテーションを開始して、在宅生活支援施設としての役割を強化する 

（イ）老人保健施設の強みを活かした障がい者・児の医療型短期入所事業を開始する 

（ウ）ミドルステイのベッドコントロールを強化し、在宅超強化型への移行を模索する 

 （エ）通所リハビリテーションにおいて市内のニーズに合わせた新たな運営体制を検討する 

 （オ）べテルの在宅生活支援機能、ケアや活動内容に関して、YouTube等を通じて発信する 

 （カ）施設内での感染症や転倒による入院を 2020 年度比 20％削減する 

 

4．防災・防犯体制の強化 

（ア）災害発生時に、職員が適切で実践的な行動ができるよう施設実態に合った訓練を行う 

（イ）防災・防犯・風水害・感染対策マニュアルを都度更新し全職員が実践する 

（ウ）感染症発生時を想定したシミュレーションや訓練を実施する 

 

5．地域における公益的な取組と開かれた施設づくりの推進 

（ア）生活保護受給者の受入れ、無料又は低額老人保健施設事業の基準（10％）を満たした 

運営を行う 

（イ）地域福祉に資する「地域に向けたお役立ち情報」を定期的に発信する 

（ウ）オンライン等の非接触での地域に向けた介護予防講座やリハビリ講座を実施する 

（エ）利用者と地域社会とのつながりを発展するために、在宅ボランティア等実施可能な形で 

受入れる（年間延べ 50名） 

 

【数値指標】 

 

 ﾍﾞﾃﾙﾎｰﾑ入所 ﾍﾞﾃﾙﾎｰﾑ短期 通所ﾘﾊﾋﾞﾘ 総計 

利 用 定 員 100名 45名 145名 

利 用 者 延 べ 数  31,025名 1,460名 11,922名 44,407名 

一日平均利用者数 85.0名 4.0名 38.7名 127.7名 

稼 動 率 89.0％ 86.0％ － 

稼動日数(延べ) 365日 308日 － 

単価(1人 1日当り) 15,264円 18,290円 11,465円 － 

サービス活動収益(千円) 500,297 千円 136,688千円 636,985千円 

職員数(常勤換算) 61.3名 21.0名 82.3名 
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聖隷ケアプランセンター浦安 

【事業・運営計画】 

1．地域包括ケアシステムの推進 

（ア）必要なサービスを切れ目なく提供できるように、同法人の複合施設としての強みを生か

し、利用者にケアマネジメントを実践する 

（イ）病院関係者、在宅に関わる関係機関と連携を図りながら、病院から自宅に戻ってからも

安心して在宅生活ができるように、更に連携を強化し支援体制を整える 

2．ケアマネジメントの質の向上 

（ア）リモートなどを活用し積極的に事例検討を行い、ケアマネジメントのスキルを向上する 

（イ）相談支援スキルラダーを積極的に活用して、相談援助技術の向上を図る 

3．安定した経営と働きやすい職場づくり 

（ア）安定した件数を確保できるよう、地域包括支援センター等と連携を強化し、新規利用者

を獲得する 

（イ）業務整理を行い効率よく業務を遂行することで超過勤務の削減、有給取得率の向上を図

る 

【数値指標】 

一日平均 

利用者数 

年間 

利用者数 
稼働日数 

単価（１人 

1日当り） 

サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 

－ 1,500名 242日 17,210円 26,675千円 3.5名 

 

 

浦安市高洲地域包括支援センター  

【事業・運営計画】 

1．地域における機能と役割の強化 

（ア）浦安市新町地区の特性を活かし、地域包括支援センターの普及啓発やサロン活動、地域 

   との会議等にメール配信や WEB会議を導入し、情報収集や発信を更に強化する 

2．専門職としてのやりがいの創出 

（ア）多岐に渡る相談に適切な判断、支援ができるよう、法人・行政の研修（相談援助・虐待・

認知症等）のほかに職能団体主催の研修にも積極的に参加し、各専門職の専門性を高め

る 

 

【数値指標】 

市受託収入 予防支援等 内再委託件数 予防ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ単価 総収入 
職員数 

（常勤換算） 

39,400千円 
予防支援 1,044件 444件 4,800円 

45,843千円 4.6名 
マネＡ  732 件 48件 4,800円 

 

 

-94-



聖隷訪問看護ステーション浦安 

 

【事業・運営計画】 

1．地域が必要としているニーズに柔軟に対応できる訪問看護ステーションとしての役割の継続を

通じ、サービスの質の向上を図る。 

（ア）ターミナルケア・精神障がい・認知症・アロマケアの知識共有と評価を重ね、ケアの質を

向上させていく 

（イ）東京海上日動ベターライフサービス株式会社との協働を続け、法人の枠を越えて地域を支

援する体制を継続する 

（ウ）地域の研修会や連携会議に参加し、浦安地区全体の地域包括ケアシステムの構築に資する 

 

2．サテライト稲毛海岸の運営と経営を安定させ、2022年 4月に独立開設できる体制準備を行う 

（ア）東京海上日動ベターライフサービス株式会社や UR都市機構等と協働し、地域の情報分析を

しながら、病院や居宅介護事業所と密に連携できる運営を目指す 

（イ）聖隷訪問看護ステーション浦安の稼働バランスを取りながら一体的な運営を行い、それぞ

れの適切な人員配置を決めていく 

（ウ）新たな職員を増やし、教育プログラムに沿って OJTを行い、訪問看護の質を確保する 

 

3．職員がやりがいを持つことができ、働きやすい職場を作る 

（ア）目的と使命を職員全員で共有し、目標参画システム・職種別ラダーを活用して、個々の役

割を実践する 

（イ）各々の職員の得意分野を生かし、内部・外部研修などを通して学び、職場全体の知識・技

術が向上する教育体制を進める 

（ウ）ICTを活用したスケジュール調整、記録など、業務の効率化を行い、良いワークライフバラ

ンスにつなげる 

 

4．地域における公益的取組 

（ア）地域住民が健康や介護へ関心を持ち、住みやすい街になるよう、地域主催のイベントに健

康相談を行うために参加する 

【数値指標】 

 平均 
利用者数 

訪問件数 
（月間） 

訪問件数 
（年間） 

単価 
サービス 
活動収益 

職員数 
（換算） 

全体 110名 732件 8,529件 9,499円 81,017 千円 10.5人 

浦安 87名 575件 6,830件 9,468円 64,670 千円 8.5人 

サテライト 23名  157件 1,699件 9,621円 16,347 千円 2.0人 
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介護老人福祉施設  松戸愛光園 

特別養護老人ホーム松戸愛光園 

松戸愛光園ショートステイ 

松戸愛光園デイサービス 

松戸愛光園ケアプランセンター 

障害者相談支援事業所 聖隷はぐくみ松戸 

 

 

2020年度は世界中で新型コロナウイルス感染症がひろがり、人々の生活に様々な影響を与えた。

松戸愛光園でも新規事業の延期や設備更新の中止などの影響がある中で、地域福祉の拠点として

事業を継続してきた。 

2021年度、松戸愛光園においては各事業で一人一人のニーズに合わせた専門性の高いサービス

の提供が行えるようにする。そのために各専門職の育成を今まで以上に推進していく。更に業務

のデジタル化や自動化にも積極的に取り組んでいく。 

今後も、感染症対策に取り組みながら、地域の高齢者、障がい者ニーズに合わせた事業を実施

し、地域共生社会の実現に向けて取り組んでいく。 

 

【施設理念】 

『一人ひとりの生命と尊厳を守り、利用者主体の自立生活支援を追求する。』 

 

【経営方針】 

1. あなたらしい生活の継続 

2. あなたと共に歩んできた方々と一緒に 

3. あなたを思いやる気持ちを忘れない 

4. あなたらしい最期の支援 

5. 地域の皆さんと共に 

 

【事業・運営計画】 

1．高齢者・障がい者の個別ニーズに合わせた専門的なサービスの提供 

(ア) 入所・短期入所においてはケアプランを基にした個別ケアの充実を図る 

(イ) 多職種での協働をすすめて、看取り、認知症ケア、機能訓練など利用者ニーズに合わせた

専門的なケアを提供する 

(ウ) 通所介護事業では、軽度者から重度者まで多様なニーズに柔軟に対応したサービス提供を

継続する 

(エ) 居宅介護支援事業では、医療との連携を充実させてターミナル利用者への支援を積極的に

進める 

(オ) 共生型生活介護については、相談支援事業との協働を図りながら、障がい特性に応じた個

別のプログラムを提供していく 
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2．働きがいと成長を実感できる職場づくり 

(ア) 専門職ラダーや WEB研修等を積極的にすすめて各職員のスキルアップを図る 

(イ) EPA職員や無資格職員等の資格取得を支援し、専門性の高い人材の確保を図る 

(ウ) ペーパーレス化、5Ｓ活動などを進めて、活力ある働きやすい職場づくりを行う 

(エ) 実習を通じた各学校との繋がりを深化させて職員採用に繋げる 

 

3．設備更新によるデジタル化や効率化の推進 

(ア) 記録システム等の活用をすすめて、記録のデジタル化推進を図る 

(イ) ナースコールに代わる見守りシステム導入を検討し、介護業務の省力化を図る 

(ウ) 2020年度見送りとなった空調設備・介護浴槽の設備更新を行う 

 

4．新たな手法での社会貢献活動の実施 

(ア) 松戸ニッセイエデンの園と共に実施していた、福祉学会、チャリティバザー、地域清掃活

動については、コロナ禍でも実施できる方法や内容を検討し継続していく 

(イ) 地域の二次福祉避難所として、実際の災害時を想定した受入れ方法を検討し、マニュアル

作成や必要物品の確保をすすめる 
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【数値指標】 

入所・短期入所・通所関係事業 

 
特養入居 

短期入所 通所介護 

介護保険 障害 介護 総合 障害 

利用者定員 103名 21名 34名 

利用者延べ数 36,548名 6,618名 89名 6,060名 1,492名 844名 

一日平均利用者数 100.1名 18.1名 0.2名 19.6名 4.8名 2.7名 

稼働率（％） 97.2％ 87.5％ 80.0％ 

稼働日数（延べ） 365日 365 日 309日 

単価 

（一人一日当り） 
14,848円 15,174円 10,664円 9,500円 

29,869 

円/月 
8,089円 

サービス活動収益 

（千円） 

545,090 

千円 

  102,679 

千円 

89,655 

千円 

職員数 

（常勤換算） 

76.1名 14.8名 15.1名 

 

居宅介護支援事業 

年間請求件数 平均単価（円） 
訪問調査 

年間件数 

訪問調査 

単価（円） 

サービス 

活動収益 

（千円） 

職員数 

（常勤換算） 介護 予防 介護 予防 

1,509件 234件 16,937円 4,611円 60件 4,400円 26,900 千円 4.0人 

 

障がい者（児）相談支援事業 

年間サービス 

利用数 

年間継続サービス 

利用数 

サービス 

活動収益（千円） 

職員数 

（常勤換算） 

104件 286 件 4,884千円 1.2人 
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横須賀愛光園 

特別養護老人ホーム横須賀愛光園     聖隷訪問看護ステーション横須賀 

横須賀愛光園 デイサービスセンター   聖隷ヘルパーステーション横須賀 

西第二地域包括支援センター       聖隷ケアプランセンター横須賀 

 

2020年度は、施設の抱える様々な課題を改善しつつ、中長期的な事業展開をすすめるため、大規

模修繕と ICT機器も含めた設備投資を行う計画としていた。しかし、新型コロナウィルス感染症へ

の対応などの状況変化と、施設改修における補助金活用の可能性が発生したため、それら計画を

2021 年度へ持ち越すこととした。コロナ禍による影響はありつつも、スタッフも交えたプロジェ

クトの開始や短期入所における障がい者ニーズへの対応の拡大など着実に実施でき、各事業ともに

安定した事業運営が継続できたことは、職員一人一人の努力と地域の利用者の協力の賜物であった。 

2021 年度は、地域医療介護総合確保基金などを活用し、大規模修繕の実施と新規事業開設準備

を行い、各事業においては ICT 機器や記録システムの導入による業務の変革を加速させていきた

い。また、この改修と ICT機器も含めた設備投資により働く職員にとっても魅力ややりがいが創造

でき、人材の育成や確保にもつながるよう進めていく。 

 

【施設理念】 『安心して、明るく楽しく生きる』 

【経営方針】  

1．地域ニーズに合わせて連携し、切れ目のない障がい者も含めた地域福祉を展開する 

2．互いに補い合って、安全でやりがいのある職場風土の醸成 

3．職員一人一人の資質向上と多様な人材が活躍できる体制の整備 

4．決められた時間で良質なサービスの提供 

 

【事業・運営計画】 

1．施設の継続性を意識した変革と新たな価値の創造 

（ア） 老朽化した厨房、デイサービス、1 階浴室、事務室、洗濯室、非常電源等について、新規

事業の開設も踏まえた大規模修繕と設備投資を行い、利用者満足と職員満足の向上を図る 

（令和 3年度地域医療介護総合確保基金の申請、活用） 

（イ） 各事業において ICT機器の導入、試行を行い、効率性の高い業務への変革を促進する 

① 特別養護老人ホームにおいて、見守りセンサー・職員間コミュニケーション機器を導入し、

休日・夜間などの不安の軽減と、利用者の待ち時間の減少を図る 

② 介護記録支援ツール HIMVITの導入を行いペーパーレス化に取り組む 

③ 訪問介護において、ケアぴあノートアプリを導入し、開始終了の連絡・応対、記録、情報

伝達機能の効率化を図る 

④ 訪問看護において、スケジュール作成ソフトの試行、検討を行い、専門職の間接業務時間

の削減を図る 

（ウ） 事務所の移動、改修を実施し、在宅事業も含めた一体運営ができる環境造りや事務業務の

分担化に取り組む 
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2．働き方の改革と多様な人材の確保、育成 

（ア） 各職場長によるラダー、目標参画の確実な実施と、意識したフィードバックを実践する 

（イ） 職種、階層別の教育支援体制の構築、実施 

① 介護職、看護職の eラーニングの活用を促進する 

② 新人、プリセプター、リーダー、役職者の階層別研修の企画、実施 

（ウ）『横須賀わくわくプロジェクト』を継続し、「やりたい」仕事のための変革をすすめる 

（エ）魅力配信や求人活動のオンライン化を試行する 

（オ）36協定の遵守、労働災害発生 0件の達成、有給休暇取得率向上を目指す取り組みの実施 

 

3．介護報酬改定に対応し、利用者一人一人に合わせた質の高いサービスの提供 

（ア）特別養護老人ホーム 

① リーダー会、わくわくプロジェクトを中心に、見守りセンサー・HIMVIT の導入検討～活

用促進を行い、効率化・ペーパーレス化・標準簡素化を図る 

② 排泄ケア、認知症ケア、栄養ケア、口腔ケア、機能訓練の検証と取り組みを行い、利用者

満足度の向上を図る 

③ 感染予防策の徹底と事業継続計画の検討、作成 

（イ）短期入所 

① 在宅事業との情報共有の継続と個別支援計画の整備を行い、利用者満足度の向上を図る 

② 空床利用の調整と障がい短期入所の対応の促進を図り、稼働率の向上を図る 

（ウ）デイサービスセンター 

① 浴室、トイレ、活動環境の改修、機能訓練機器の整備と提供プログラムの転換を行い、幅

広いニーズへ対応できる体制を整える 

② 介護支援システムの活用と、準備片付け業務の整理を行い間接業務時間の短縮を図る 

③ 共生型生活介護を活用し、特別支援学校の進路となる活動の試行と実習受け入れを行う 

（エ） 西第二地域包括支援センター 

① 生活支援コーディネーターを配置し、二層協議体設立に向けたアプローチを継続する 

② 相談ラダーの活用と育成計画の作成を行い、相談支援における人材育成を可視化する 

③ 介護予防、権利擁護啓発活動の更なる推進に向けた取り組みの継続 

（オ） 聖隷訪問看護ステーション横須賀 

① 看護ラダー、eラーニングの活用とカンファレンスの充実を図り、重度者や家族支援への

対応ができる人材育成に取り組む 

② インターンシップ、教育体制の整備を行い、新卒採用への仕組み作りを行う 

③ 総合病院の医師とのタイムリーな連携について、検討、試行する 

（カ） 聖隷ヘルパーステーション横須賀 

① eラーニングの活用を促進し、サービス提供責任者の指導力の向上と、登録ヘルパーのス

キルアップに取り組む 

② 事業所内のケース移行を計画的に行い、緊急対応や感染対応などに柔軟に対応できる体

制を作る 

（キ）聖隷ケアプランセンター横須賀 
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① 相談ラダーの活用と計画的な研修の実施や参加を行い、地域からの総合的な相談がワン

ストップで対応できる人材を育成する 

② 総合病院や地域の開業医への情報提供の仕組みを検討し、関係づくりに取り組む 

③ 特定事業所加算Ⅱの取得を継続する 

4．地域における公益的な取り組み 

（ア）在宅事業との連携強化とともに、地域に対し適切かつ有益な情報発信を行う 

（イ）地域ボランティアセンター運営への参加を継続する 

 

【数値指標】 

 横須賀愛光園 
短期入所 デイサービス 

地域包括 

支援センター 従来型 ユニット型 

利 用 者 定 員 64名  40名  16名 30名 － 

利 用 延 数 22,849名  14,271名 4,972名 6,921名 － 

一日平均利用者数 62.6名  39.1名 13.6名 22.1名 － 

稼 動 率 （ ％ ） 97.8％  97.8％ 85.1％ 73.8％ － 

稼 動 延 日 数 365 日  365日 365日 308 日 － 

平 均 介 護 度 3.98  3.95 2.95 1.82 － 

単価（1 人 1 日） 12,120円  15,000円 11,850円 9,250円 － 

サービス活動収益 278,806 千円  214,132千円 58,221千円 62,916 千円 37,164千円 

職員数(正・エ A) 31.2名 20.1名 6.1名 3.2 名 4.2名 

職員数 (パ・ア ) 7.9名 7.2名 1.8名 6.8 名 1.0名 

 

 
聖隷訪問看護ステーション横須賀 聖隷ヘルパーステーション横須賀 

介護給付 医療給付 介護給付 総合事業 自立支援 有償等 

月平均利用者数 127.0名 51.0名 86.2名 9.8名 256.6名 － 

月平均訪問件数 647.3件 331.5件 1,002件 37.1件 268.3件 － 

利 用 延 時 間 数 － － 
10,130

時間 

403 

時間 

3,730

時間 

66 

時間 

稼 動 延 日 数 241日  255日  

単価 
11,000円  

/件  

11,900 円  

/件  

4,960円 

/時間 

13,650円 

/月 

4,310円 

/時間 
－ 

サービス活動収益 135,447千円  68,502千円  

職員数(正・エ A) 9.5 名  6.0名  

職員数 (パ・ア ) 5.8 名  8.1名  

 

聖隷ケアプランセンター横須賀 

年間請求件数 平均単価(円) 
訪問調査 

年間件数 

訪問調査 

単価(円) 

サービス活

動収益 

職員数 

介護 予防 介護 予防 
正・エ

A 
パ・ア 

1,680件 72件 16,800円 4,560円 60件 4,500円 
28,656 千

円 
3.0名 2.0名 
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宝塚せいれいの里 

特別養護老人ホーム宝塚すみれ栄光園、短期入所生活介護 

宝塚すみれ栄光園デイサービスセンター、聖隷ケアプランセンターすみれ 

宝塚すみれ栄光園園内保育所 

 

 法人の基本理念である「隣人愛」と共に、宝塚せいれいの里は施設理念として「一人ひとりの

想いを真心と愛で結ぶ」を掲げている。その人らしい生活を実現させるには、選択できる機会が

重要であり、利用者が自分の意思を表現し、我が家のように安心して生活できる施設として、取

り組んで行く。そのために職員は、福祉に携わる者として成長し、法人理念・施設理念に基づい

たケアを実践しなければならない。新型コロナウイルス感染症の影響に伴う対応は、2021年度も

継続が予想される中、利用者、家族、地域との関わり方が変わっても、「結ぶ」役割は変わらず地

域福祉の推進に取り組んで行く。 

 資格職が質の高い専門性を発揮するために導入した介護補助者や障害者雇用に加え、2021年度

は ICT機器、介護ロボットの導入をさらに推し進めることで、業務ルーチンや勤務シフトの見直

しを行う。2019年度より始めた、採用年度・職務経験に応じて職員間の繋がりを目的とした研修

は、離職率の減少成果として表れており継続して実施する。これらハード、ソフト両面で、職員

が働きやすい環境整備に努めて行く。 

 地域とは、顔の見える関係が出来ており、地域コミュニティ会議への継続参加、防災訓練やサ

ロン、福祉教室等への参加は、関わり方を工夫し行いたい。また、地域自治会との災害時防災協

定については、積み残しとなったため、締結に向けて協議を再開し、地域の安心拠点としての役

割を担えるように活動していく。 

  

【施設理念】 

 一人ひとりの想いを真心と愛で結ぶ。 

 

【経営方針】 

1．思いやりの心、敬いの心をもって一人ひとりと“心でつながる関係”を大切にします。 

2．“馴染みの関係”の中で一人ひとりの想いや個性を尊重した生活を支援します。 

3．できる力に目を向け、“創造性のある真心をもったケア”で支援します。 

4．ご家族や地域との“結びつき”を大切にします。 

5．“挑戦する心”を持ち、人として成長するために常に研鑽します。 

 

【事業・運営計画】 

1．専門性に特化したサービスの提供 

（ア）入居者・利用者一人ひとりの能力に合わせた、個別性のある介護を提供する 

（イ）趣味嗜好や生きがいといった個別の楽しみに繋がるレクリエーションの充実を図る 

  ① 園芸活動を通した作業療法士の領域を拡大する。 

  ② 生活の快となる個別アクティビティーの充実を図り、生活の活性化を目指す 
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（ウ）多職種連携による総合的な視点を高め、入居者・利用者の心身の状態に応じた適切な介護

を行う。 

（エ）園内保育所は職員・地域枠利用者に対し、キリスト教保育を実践する 

 

2．職員にとって「働きがいのある職場」環境、職員教育の推進 

（ア）聖隷・施設理念に基づくケアの浸透。職員それぞれが介護計画を通じたアセスメント力の

向上と介護力の向上を行う 

（イ）見守りセンサーを使った、利用者にとって安心できる巡回システムの構築と記録システム

のルール明確化、介護リフトを使った利用者にとって安心できる移動介助を実現する 

（ウ）入居者と家族、そして施設を結ぶ、新たなコミュニケーションツールを活用する 

 

3．職員教育の推進 

（ア）利用者の生活全体を見る力を高め、ケアマネジメントの質の向上を図る 

（イ）在宅介護・施設介護の互いの環境を学び、シームレスなサービスを提供する 

（ウ）介護保険制度に則った、適正な支援を提供する 

（エ）新たなシステム、機器、制度に対応できる教育を行う 

 

4．地域に信頼される施設運営と公益的取組 

（ア）地域サポート型施設として、地域高齢者が安心して生活が継続できるように支援する 

（イ）研修室を地域住民や地域ネットワークの会議・研修に開放する 

（ウ）入居者が地域の一員であるためにも、催事の相互交流やボランティアの積極導入を行う 

（エ）地域住民・団体と防災や防犯などのリスク管理について情報交換・協働を図る 

（エ）介護講座・介護相談の開催、実習受入れを通して福祉教育にも注力する 

 

5．環境活動への取り組み 

（ア）施設の効率的運用を図り、水光熱費の低減を進める。 

（イ）施設周辺の環境活動へ地域住民と共に取り組む。 

【数値指標】 

  
特養入所 短期 通所介護 居宅介護支援 

合計 
（ユニット） 入所 （一般） 介護 予防 

利 用 者 定 員  100 名 20 名  30 名       

利 用 者 ･ 請 求 延 べ 数 35,040 名  7,081 名 6,831 名 2,490 件  240件   

一 日 平 均 利 用 者 数 96 名  19.4名 22 名       

稼 働 率 96.0％  97.0％ 73％        

稼 働 日 数 （ 延 べ ） 365日  365日 310日       

単価（一人一日･件当り） 15,348 円  15,229 円 11,600 円 17,530 円  4,250 円    

ｻｰﾋﾞｽ活動収益（千円） 563,839 千円  109,876 千円  77,654 千円  44,670 千円  796,039 千円  

職 員 数 （ 常 勤 換 算 ） 75.3名  16.3名 17 名 7.7名   116.3 名 
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宝塚せいれいの里 

介護付きケアハウス ケアハウス宝塚 

 

 法人の基本理念である「隣人愛」と共に、宝塚せいれいの里は施設理念として「一人ひとりの

想いを真心と愛で結ぶ」を掲げている。特養に比べ自立度の高いケアハウス宝塚では、入居者の

個々の希望、ニーズを受け止め、その人らしい生活が営むことができる施設づくりに取り組んで

いる。その人らしい生活を実現するためには、「一人ひとりの想い」を実現させる機会、選択で

きる機会が重要である。満足頂けるサービスのためにも、職員は福祉に携わる者として成長し、

法人理念・施設理念に基づいたケアを実践しなければならない。 

 宝塚せいれいの里内での住み替え希望者は多く、特にケアハウスは中間施設としての役割を果

たしている。また、平均年齢では特養よりも高く、施設で看取りを迎えられる方も増えている

が、軽度者から、認知症・重介護者まで利用者は幅広く、在宅生活の延長線上としての設えを進

めて行く。新型コロナウイルス感染症対応による家族の面会制限継続は続くと思われる中、入居

者の状態変化の連絡方法も考えていかなければならない。 

 2020年度より導入を開始した見守り機器により、ユニット形態に拘らない勤務体制の見直し

が図られた成果を、里全体で共有していく。職員間の繋がりを目的とした研修は、離職率の減少

成果として表れており継続して実施する。これらハード、ソフト両面で、職員が働きやすい環境

整備に努めて行く。 

 

【施設理念】 

 一人ひとりの想いを真心と愛で結ぶ。 

 

【経営方針】 

1．思いやりの心、敬いの心をもって一人ひとりと“心でつながる関係”を大切にします。 

2．“馴染みの関係”の中で一人ひとりの想いや個性を尊重した生活を支援します。 

3．できる力に目を向け、“創造性のある真心をもったケア”で支援します。 

4．ご家族や地域との“結びつき”を大切にします。 

5．“挑戦する心”を持ち、人として成長するために常に研鑽します。 

 

【事業・運営計画】 

1．入居者がより「自分らしさ」を実現できる支援に向けて 

（ア）入居者の状態変化に早期に気付き、施設での生活を継続できるように支援する 

（イ）入居者の状態に応じ、宝塚せいれいの里内での連携を高める 

（ウ）入居者の「自分らしら」に対応した、余暇活動や外出企画を計画・実施する 

 

2．職員にとって「働きがいのある職場」環境、職員教育の推進 

（ア）聖隷・施設理念に基づくケアの浸透。職員それぞれが介護計画を通じたアセスメント力の

向上と介護力の向上。 
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（イ）見守りセンサーを使った、利用者にとって安心できる巡回システムの構築と記録システム

のルール明確化、介護リフトを使った利用者にとって安心できる移動介助を実現 

（ウ）入居者と家族、そして施設を結ぶ、新たなコミュニケーションツールの活用 

 

3．職員教育の推進 

（ア）利用者の生活全体を見る力を高め、ケアマネジメントの質の向上 

（イ）在宅介護・施設介護の互いの環境を学び、シームレスなサービスの提供 

（ウ）介護保険制度に則った、適正な支援の提供 

（エ）新たなシステム、機器、制度に対応できる教育 

 

4．地域に信頼される施設運営と公益的取組 

（ア）地域包括ケアに対する役割として、地域高齢者が安心して生活を継続できるように支援 

（イ）研修室を地域住民や地域ネットワークの会議・研修に開放 

（ウ）入居者が地域の一員としてあるためにも、催事の相互交流やボランティアの積極導入 

（エ）地域住民・団体と防災や防犯などのリスク管理について情報交換・協働を図る 

（オ）介護講座・介護相談の開催、実習受入れを通して福祉教育にも注力する 

 

5．環境活動への取り組み 

（ア）施設の効率的運用を図り、水光熱費の低減を進める。 

（イ）施設周辺の環境活動へ地域住民と共に取り組む。 

 

【数値指標】 

 介護付きケアハウス 

利 用 者 定 員 70名 

利 用 者 延 べ 数 24,512 名 

一 日 平 均 利 用 者 数 67名 

稼 動 率 96.0 % 

稼 動 日 数 （ 延 べ ） 365 日 

単 価 （ 一 人 一 日 当 り ） 14,402 円 

サ ー ビ ス 活 動 収 益 （ 千 円 ) 352,287 千円 

職 員 数 （ 常 勤 換 算 ） 46 名 
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宝塚せいれいの里 

介護付き有料老人ホーム 結いホーム宝塚 

 

結いホーム宝塚が開設し、7 年経過した。この間、高齢化の進展と労働力人口の減少といった

社会的要因および近隣に競合施設が複数開設したことで入居者募集、職員確保の面で競争が激化

する等、事業を取り巻く環境は年々厳しさを増している。また、新型コロナウイルスの感染拡大

がもたらした影響は大きく、入居者サービス、家族への連絡等で従来の形でのサービス提供がで

きなくなっている。そのような中、これまで同様、利用者・家族のニーズに応えその人らしい生

活を過ごしていただくことを堅持すると共に、社会情勢の変化に対応した新たなサービスの開発、

提供を模索していく。 

これまで「高齢者生きがい就労」にて採用した介護補助者の活用により、資格職の専門領域業

務への傾注が可能になってきた。2021年度は、介護ロボットの導入をさらに推進して業務の効率

化、勤務の見直しを実施すると共に、ICTを活用し、施設と家族間、入居者と家族間の新たなコ

ミュニケーションを構築する。新卒、中途職員の横の連携を目的とした里内研修の実施により離

職率が減少したことから、この取り組みは継続して行っていく。こうしたハード、ソフトを活用

することで職場環境を整え、職員が働きやすい施設を目指す。 

地域との関わりとして、地域コミュニティ会議への継続参加、防災訓練やサロン、福祉教室等

への参加は、関わり方を工夫し行いたい。また、地域自治会との災害時防災協定については、積

み残しとなったため締結に向けて協議を再開し、地域の安心拠点としての役割を担えるように活

動していく。 

 

【施設理念】 

 一人ひとりの想いを真心と愛で結ぶ 

【経営方針】 

1．思いやりの心、敬いの心をもってお一人おひとりと“心でつながる関係”を大切にします 

2．“馴染みの関係”の中で一人ひとりの想いや個性を尊重した生活を支援します 

3．できる力に目を向け、“創造性のある真心をもったケア”で支援します 

4．ご家族や地域との“結びつき”を大切にします 

5．“挑戦する心”を持ち、人として成長するために常に研鑽します 

【事業・運営計画】 

1．入居者・家族の期待に応えるサービスの提供 

 （ア）施設理念、経営方針、行動指針に基づいた教育の実施 

 （イ）入居者、家族に信頼されるサービスの実施 

    ①コミュニケーションツールを導入し入居者家族へ適切な情報提供を行う 

 （ウ）入居者の期待を超える専門性の高いアクティビティの提供 

 （エ）全体行事、フロア企画、個別レクリエーションのそれぞれにおいて既存の取り組みを精
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査し、ニーズに合わせたサービスを提供する 

 （オ）入居者の「食べる楽しみ」に応えるために、日々の食事およびイベント企画を充実させ

る（特別食・選択食を充実させる） 

2．職員が生き生きと働くことができる職場環境、職員教育の推進 

 （ア）ICT化、介護ロボットの導入の拡充により、業務の改善、効率化を図る 

    ①勤務時間、申し送り方法の見直しによる効率化 

    ②顔認証システムの導入により離園防止及び職員の負担を軽減する 

 （イ）評価ツール・教育ツール・新人オリチェックを活用し職員育成を行う 

 （ウ）業務内容・役割分担を見直し、障がい者・高齢者をはじめ多様な人材への就労の場・ス

キルアップの仕組みをつくる 

3．安定した施設運営 

（ア）経年劣化を見越した計画的な修繕の実施 

（イ）入居者募集活動の推進 

   ①募集媒体、ツールの強化 

   ②体験入居、空床ショートステイの活用 

 4．地域に信頼される施設運営と公益的な取組 

(ア) 地域住民や団体の活動・発表の場として宝塚せいれいの里内の研修室を開放し、訪れや

すい施設運営を行う 

(イ) 入居者が地域の一員としてあるためにも、催事の相互交流やボランティアの積極導入に

力を入れる 

(ウ) 地域住民・団体と防災や防犯などのリスク管理について情報交換・協働を図る 

（エ）介護職・看護職等の専門職による地域住民向けの介護講座・介護相談の開催、中学生ト

ライヤル研修・大学生ボランティア・実習受入れを通して福祉教育にも注力する 

5．環境活動への取組 

(ア) 施設の効率的運用を図り、水光熱費の低減を進める 

(イ) 施設周辺の環境活動へ地域住民と共に取り組む 

 

【数値指標】 

 介護付き有料老人ホーム 

利 用 者 定 員 100名 

利 用 者 延 べ 人 数 34,675名 

一 日 平 均 利 用 者 数 95.0名 

稼 動 率 95.0％ 

稼 動 日 数 （ 延 べ ） 365 日 

単 価 （ 一 人 一 日 当 り ） 16,964円 

サ ー ビ ス 活 動 収 益 ( 千 円 ) 588,243千円 

職 員 数 （ 常 勤 換 算 ） 68.1名 
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介護老人福祉施設 宝塚栄光園 

特別養護老人ホーム宝塚栄光園、短期入所生活介護 

 

 2021年度は宝塚市内で最も歴史のある特別養護老人ホームとして開設 42年目を迎える。特別

養護老人ホームは、地域の方にとって「『最後のとき』を安心してむかえたい」という希望を叶え

るための「介護における『最後の砦』」である。宝塚栄光園はそのために存在し、職員は利用者に

サービスを提供している。2021年度も新しい生活様式の継続が想定されるなか、利用者へサービ

スの質を確保していくうえでも、ICTや介護ロボットを更に活用し、業務の効率化・新たなニー

ズへの対応を行える人材育成を行う。また、これからも地域で必要とされる福祉施設であるため、

新型コロナウイルス感染症拡大の環境下で、関わり方を工夫しながら、大規模災害等の訓練を地

域と協力開催し、非常時に継続できる事業体制の構築を目指す。 

 

 

【施設理念】 

『自分にしてもらいたいと望むとおり、人にもそのようにしなさい。』 

 

【経営方針】 

宝塚栄光園の従事者は、各事業における個々の利用者の障がい、疾患、要介護状態に応じて可

能な限り、最期までその人らしい生活が実現できるように、常に利用者の立場に立ったケアサー

ビスを総合的に提供していく。 

 

【事業・運営計画】 

1．利用者を守る 

（ア）その人らしく最期を迎えるために看取りケアで個別性を尊重した柔軟な対応を引き続き 

実施する。 

（イ）新たな生活様式に則った余暇活動の充実として、疑似外出行事や少人数制ドライブを実 

施し、利用者満足度を向上する。 

（ウ）宝塚エデンの園附属診療所のセラピストと連携した個別機能訓練の継続で現存機能の維 

持を図る。 

 

2．施設を守る 

（ア）非常時に継続できる事業体制の構築の一環として大規模災害や感染症に対するシュミレ 

ーション訓練を定期的に実施する。 

（イ）防犯体制の強化として、ICTを活用した防犯体制の構築と定期的な防犯訓練を実施する。 
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3．職員を守る 

（ア）見守り支援センサーの導入で効率的な利用者の状況把握を可能にする。 

（イ）次世代を担う人材の育成を行うために、外部研修・交換研修を積極的に実施する。 

（ウ）WINCAREの更なる活用により、事務業務の削減を実施する。 

（エ）チャレンジ精神を尊重する職場風土の構築を継続する。 

 

4．地域における公益的な取組み 

（ア）新たな生活様式の中で、自治会への参加を行い、地域の中で必要とされているニーズを 

把握し、必要に応じて自治会と協力しながら対応する。 

（イ）集まらないで実践できる地域に向けての介護技術や認知症予防等の勉強会を実施する。 

（ウ）可能な限りデイルームを開放して、地域活動の受入を実施する。 

 

【数値指標】※特養・短期とも従来型のみ。（個室 19室、2人室 3室、4人室 15室） 

  介護老人福祉施設 短期入所生活介護 合計 

利用者定員 70 人 15人 85人 

利用者延べ人数 24,820 人 4,891人 29,711人 

一日平均利用者数 68 人 13.4人 81.4人 

稼動率 97.1% 89.3% 95.8% 

稼動日数（延べ） 365 日 365日 365日 

単価（一人一日当り） 12,910 円 12,613円 12,861円 

サービス活動収益(千円) 320,960 円 61,691円 382,651円 

職員数（常勤換算） 48.8人 6.2人 55人 
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聖隷ケアセンター宝塚 
宝塚第二地区在宅複合事業（社会福祉事業） 

聖隷ヘルパーステーション宝塚 聖隷逆瀬川デイサービスセンター 

 

【事業・運営計画】 

1．利用者のニーズに対応できる事業所作りをする 

（ア）身体介護に特化した職員の育成に重点を置き、要介護者の受け入れ幅を広げる。 

（イ）けあピアノートを活用して働きやすい職場環境や待遇も含めて整備を行い、登録ヘルパー

を確保する。 

（ウ）要支援者への新たなサービスを見出していく。 

（エ）生活する力に目を向けた IADL機能訓練の取り組みを行う。 

（オ）独居・高齢世帯の利用者について、他事業所と連携を図りながら支えていく。 

（カ） 第二地区のデイサービスで移管を含めた連携を強化して、地区全体で利用者を支えていく。 
 

2．業務の ICT化を進めていく 

（ア）WINCAREを活用して業務のペーパーレス化を図る。 

（イ）WINCAREを活用して他職種との情報交換や密な連携を図る。 

（ウ）けあピアノートを活用して業務の効率化を図る。 
 

3．職員同士で成長し合える環境作りと次世代の管理者候補の育成 

（ア）法人内事業所の連携強化を行い、職員同士がフィードバックし合える関係性を構築する。 

（イ）他施設も含め、役職者を担える職員を把握し、育成を目 3的とした人事交流を行う。 
 

4．地域における公益的な取組 

（ア）地域住民に向けて、専門職が講座を行う。 

（イ）宝塚第二地区内の拠点 4 か所において、地域住民が集える活動・参加・協働の場を創造す

る。 

（ウ）地域ケア会議に積極的に参加し、地域の一体感を熟成していく。 

 

【数値指標】 

訪問介護事業（聖隷ヘルパーステーション宝塚） 

介護給付 総合事業 単価(円) サービス 

活動収益 

(千円) 

職員数 

(常勤換算) 
平均利 

用者数 

月間訪 

問件数 

年間訪 

問件数 

月間 

利用者 

年間 

利用者 

介護 

(回) 

予防 

(月) 

122人 1,149件 13,791 件 45人 539 人 4,500円 19,000円 90,599千円 28.3名 

 

通所介護事業（聖隷逆瀬川デイサービスセンター） 

介護給付 総合事業 単価(円) サービス 

活動収益 

(千円) 

職員数 

(常勤換算) 
平均利 

用者数 

月間利 

用者数 

年間利 

用者数 

月間 

利用者 

年間 

利用者 

介護 

(回) 

総合 

(月) 

27 人 689 人 8,268人 24人 282人 10,500円 42,100円 98,946千円 19.6名 
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宝塚第二地区在宅複合事業（公益事業） 

聖隷訪問看護ステーション宝塚 聖隷ケアプランセンター宝塚 逆瀬川地域包括支援センター 

【事業・運営計画】 

1．在宅で最期まで過ごせる支援の提供 

（ア）宝塚地区内の看護・セラピスト・介護・相談が連携し、医療ニーズの高い利用者・看取り

期の利用者を支援する。聖隷訪問看護ステーション宝塚においては、特定医療行為研修の

受講を進めていく。 

（イ）聖隷訪問看護ステーション宝塚においては機能強化型訪問看護管理療養費 1を、聖隷ケア

プランセンター宝塚においては特定事業所医療介護連携加算を、継続的に算定していく。 

（ウ）関係機関や地域住民に対して、ACP（アドバンスケアプランニング）を啓発していく。 

2．職員同士で成長し合える環境作りと次世代の管理者候補の育成 

（ア）法人内事業所の連携強化を行い、職員同士がフィードバックし合える関係性を構築する。 

（イ）他施設も含め、役職者を担える職員を把握し、育成を目的とした人事交流を行う。 

3．資源の効率的活用と生産性の向上 

（ア）事務職員の業務内容・配置を見直し、地区全体としての効率的な事務体制を構築する。 

（イ）紙帳票のデータ化、保管方法の見直しにより新たな空間を生み出し、職場環境を改善する。 

4．地域における公益的な取組 

（ア）宝塚第二地区内の拠点 4か所において、地域住民が集える活動･参加・協働の場を創造する。 

（イ）ソーシャルワークの専門性を高め、制度と繋がっていない方へのアウトリーチ機能を強化

する。 

（ウ）地域ケア会議を積極的に開催し、地域の一体感を熟成していく。 

【数値指標】 

訪問看護事業（聖隷訪問看護ステーション宝塚） 

 
平均利用者数 月訪問件数 年訪問件数 単価(円) 

サービス活動 

収益(千円) 

職員数 

(常勤換算) 

医療 66 人 653件 7,836 件 10,300 円 

169,013 千円 23.8名 介護 135人 712件 8,545 件 9,300 円 

予防 22 人 78 件 935件 8,600 円 

居宅介護支援事業（聖隷ケアプランセンター宝塚） 

年間請求件数 平均単価(円) 訪問調査 

年間件数 

訪問調査 

単価(円) 

サービス活動 

収益(千円) 

職員数 

(常勤換算) 介護 予防 介護 予防 

3,738 件 329件 18,800 円 4,200 円 2,500 件 4,950 円 84,030 千円 14.6名 

地域包括支援センター事業（逆瀬川地域包括支援センター） 

年間請求件数 平均単価(円) サービス活動 

収益(千円) 

職員数 

(常勤換算) 予防 予防（委託） 予防 委託（委託） 

4,920 件 2,640 件 5,000 円 610円 78,095 千円 15.1名 
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宝塚第二地区在宅複合事業 

聖隷逆瀬台デイサービスセンター 

聖隷デイサービスセンターあゆむ 

 

[事業・運営計画] 

1．質の高い介護サービスを提供し、利用者が在宅生活を継続できるよう支援する。 

（ア）本人・家族が安心できる安全な介護サービスを提供する。 

①要介護 3以上の中重度介護が必要な利用者を中心に受け入れる。 

②職員への介護技術の OJT・OFF-JT機会を創出し人材育成に努める。 

③ケアの安全性を高める介護機器を検討し導入する。 

（イ）関係機関とのシームレスな情報共有で医療ニーズへ対応する。 

①ICTを活用し訪問看護・在宅医と連携する。 

②看護体制を強化し看取り期の利用者受け入れを増やす。 

 

2．認知症利用者が介護者と共に、自宅で穏やかに生活が続けられるよう支援する。 

（ア）認知機能評価により行動変化や日常生活における認知症の影響を評価する。 

①作業療法による認知症リハビリテーションを実施する。 

②利用者個々の行動・心理症状へ対応する個別ケアを実施する。 

（イ）介護者が自宅介護のモチベーションを保てるよう関わる。 

  ①介護負担尺度評価により介護者自身の身体的・精神的健康を可視化する。 

②事業所と利用者家族が関係構築できる場（運営推進会議）を定期的に設ける。 

   

3．地域における公益な取組 

（ア）逆瀬台地域の単身・高齢世帯への見守り活動に協力する。 

（イ）宝塚市地域生活支援事業「日中一時支援事業」を受託し障害児入浴サービスを継続する。 

【数値目標】 

通所介護事業（聖隷逆瀬台デイサービスセンター） 

介護給付 予防給付 単価(円) サービス 

活動収益 

(千円) 

職員数 

(常勤換算) 平均利

用者数 

月間利 

用者数 

年間利 

用者数 

月間 

利用者 

年間 

利用者 

介護 

(月) 

予防 

(月) 

24人 628 人 7,538人 8人 101人 13,000円 39,000円 110,638千円 21.8名 

地域密着型サービス認知症対応型通所介護事業（聖隷デイサービスセンターあゆむ） 

介護給付 予防給付 単価(円) サービス 

活動収益 

(千円) 

職員数 

(常勤換算) 
平均利 

用者数 

月間利 

用者数 

年間利 

用者数 

月間 

利用者 

年間 

利用者 

介護 

(月) 

予防 

(月) 

7 人 190 人 2,280人 ― ― 17,000円 ― 38,607千円 7.2 名 
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 聖隷デイサービスセンター結い 

 

 

【事業・運営計画】 

 

1．地域で最も質の高い機能訓練を提供できるデイサービスを目指す。 

（ア）セラピストによる個別運動指導を充実させ、当デイサービスセンターでしか提供できない

リハビリテーションを提供する。 

（イ）生活機能向上連携加算の算定率 30％UP を目標とする。 

（ウ）質の高いリハビリテーションを病院の退院支援・居宅介護支援事業所に積極的に発信して

いく。 

（エ）法人内、提携法人のセラピスト間で連携・教育体制を構築し、スキルアップを図る。 

 

2．報酬改定・制度の変化に対応し、事業継続できるよう運営体制変更していく。 

（ア）利用比率は要介護 4割：要支援 6割を目指し要介護者の利用者獲得を図る。 

（イ）業務見直しを行い介護度の上昇に対応しつつ、人件費率 60％前後を維持する。 

（ウ）報酬改定・制度に合わせて所得可能な加算は積極的に算定する。 

（エ）通所の相談員で研修会を開催し、他事業所との調整能力・相談技術向上を図る。 

（オ）介護技術の向上を目的とした研修体制を構築し、要介護者の受け入れ範囲を拡大する。 

 

3．地域とのつながりの更なる発展と公益的取組 

（ア） 地域住民交流会「ぷらっと野上」に対して施設設備内容を発信し、機能訓練を体験する場

の提供を行う。 

（イ）機能訓練を通して地域向けにセラピストが行う介護予防講習会を開催する。 

（ウ）聖隷コミュニティケアセンター宝塚店と連携し、福祉用具の展示会を開催する。 

 

【数値指標】 

介護給付 予防給付 単価 
サービス 

活動収益 

職員数 

(常勤換算) 

平均利

用者数 

月間利

用件数 

年間利

用者数 

月間 

利用者 

年間 

利用者 

介護 

(日) 

予防 

(月) 

  

12 人 302件 141人 90 人 1,090 人 6,650 円 33,000 円 60,075 千円 11.6名 
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聖隷コミュニティケアセンター宝塚店 

 

2021 年度の介護報酬改訂では福祉用具貸与単価の上限見直しにより上限価格が下がるため、

当事業所は年間 2,500 千円の減収が予測される。この収入減は、既存取り引き先からの依頼を

確実に売上に繋げる事や自費貸与サービスの範囲を広げ貸与件数を増やす事で補っていく。ま

た浜松での障がい事業を参考に、宝塚地区で事業展開を図るための「仕事」を作る。 

 

【事業・運営計画】 

1．貸与受発注業務の改善 

（ア）業務管理ソフトを導入することで、営業職員間での業務量や受注差を是正し依頼を受け

易い体制を作り、聖隷の地域包括支援センター、居宅支援事業所からの貸与紹介件数を

2020年度比 5%アップを目標とする。 

（イ）貸与紹介件数 5%アップには営業職員間での連携が必須である。連携できる人員配置、役

割を作り、職場の好循環を利用者のサービス向上に活かす。 

（ウ）新型コロナウイルス感染症対応で在宅ワークが行える様、業務管理ソフトを使った新し

い働き方を作る。 

 

2．自費貸与サービスの拡充 

 （ア）施設、在宅を問わず、自費レンタルの要望に応えられるよう取引先と協力し、対応でき

る品目を増やし、制度の谷間で困っている方へのサービスを作る。 

 

3．地域における公益的取り組み 

 （ア）聖隷のデイサービスセンターの空スペースを活用し、デイサービス職員の協力を得なが

ら利用者や地域へ向けた福祉用具の相談、PRを行う。 

     

【数値指標】 

年 間 

貸与件数 

年 間 

貸与収益 

年 間 

販売収益 

年 間 

住宅改修収益 

サービス 

活動収益 

 

職員数 

（常勤換算） 

 

9,346 件 101,323千円 57,700千円 19,000千円 178,023千円 

 

11 人 
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花屋敷せいれいの里 
 

特別養護老人ホーム花屋敷栄光園 

花屋敷デイサービスセンター 

聖隷訪問看護ステーション山本 

花屋敷地域包括支援センター 

聖隷ケアプランセンター花屋敷 

障害者相談支援事業所聖隷はぐくみ花屋敷 

宝塚市障害者相談支援事業所聖隷はぐくみ花屋敷 

 

2020年度は、新しい生活様式が求められ、改めて感染対策の重要性を理解するだけでなく、

各事業におけるサービスや事業継続の在り方等、多くのことに影響を受けた年度であった。 

2021年度は、在宅サービスと施設サービスといった制度の枠を超えた支援体制を促進させ、

訪問看護とデイサービス、ショートステイが協働した新たなサービスに取り組む。また、より専

門職として質の高いサービス提供が行えるよう、認知症ケアや医療的ケアといった専門的な関わ

りが行える体制構築に努め、継続した人材育成と情報共有システム等の活用にも注力する年度と

したい。 

 

【施設理念】 

 互いに愛し合いなさい 

利用者、家族、職員、ボランティア、地域住民が、共にその人らしいいきいきとした暮らしの

創造のために、互いを尊重し合い、地域全体の福祉の向上に寄与する 

 

【経営方針】 

1．サービス機能を活かした繋がりある支援体制の構築と充実 

2．「安心して暮らせる」質の高いサービスを提供する 

3．専門職としての成長と活躍できる環境づくり 

4．運営安定化の推進 

5．地域における公益的な取組み 

【事業・運営計画】 

1．サービス機能を活かした繋がりある支援体制の構築と充実 

（ア）在宅サービスと施設サービスが種別を問わずワンストップでの支援体制を促進させるとと

もに地域への周知に努める 

（イ）訪問看護と協働し、デイサービスやショートステイにおいて継続したリハビリや中重度利

用者の受入体制を構築する 

（ウ）地域ニーズの把握に努め、既存サービス内容の見直しや新たなサービスを創造する 

2．「安心して暮らせる」質の高いサービスを提供する 

（ア）資格取得職員を中心とした、認知症ケアや医療的ケアの専門的な関わりが行える体制を構

築する 
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（イ）利用者の状態とケアの差異による介護事故の防止を図るとともに体調変化の早期発見と迅

速な対応により、状態悪化の抑制に努める 

（ウ）ACPの考え方を共有し、看取りケアの有り方を考えるとともにそのプロセスをケアプラン

や日々のケアにも反映させる 

（エ）利用者の社会参加と季節を感じられる食事やアクティビティを提供する 

3．専門職としての成長と活躍できる環境づくり 

（ア）根拠に基づいた支援が実践できるよう、eラーニング等を活用した育成体制を再構築する 

（イ）専門研修の受講や資格取得により専門性の向上を図る 

（ウ）介護支援システムや福祉機器等の活用を進め、業務負担の軽減や効率化を図る 

（エ）新たな働き方を意識し、計画的な機器の購入や環境整備等を行う 

4．運営安定化の推進 

（ア）長期的施設運営のための設備修繕と更新を計画的に実施する 

（イ）衛生管理及び感染予防を徹底し、集団感染や感染症蔓延防止に努める 

（ウ）ケアサポーターや障害者雇用を促進させ、外部委託業者の契約状況の評価と見直しを行う 

（エ）適切な加算算定が行えるよう業務改善を図る 

5．地域における公益的な取組み 

（ア）近隣の小学校等を対象に講演や福祉体験等を通し、福祉に対する理解促進に努める 

（イ）地域の催事等にホールの開放を継続するとともに地域コミュニティへ参画する 
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【数値指標】 

高齢者入居・短期入所・通所関係事業・相談支援事業 

 特養入所 
ユニット型 

短期入所 
ユニット型空床型 

通所介護 

通常規模型 予防型 

利 用 者 定 員 108名 12名 47名 

利 用 延 数 37,814名 4,326名 8,295名 1,033名 

一 日 平 均 利 用 者 数 103.6名 11.8名 26.5名 3.3名 

稼 動 率 （ ％ ） 96.0％ 98.5％ 63.4％ 

稼 動 延 日 数 365日 365日 313日 

平 均 介 護 度 4.1 2.8 2.0 0.4 

単 価 （ 一 人 一 日 ） 15,361円 14,500円 10,698円 

ｻｰﾋﾞｽ活動収益(千円) 583,455 千円 66,962 千円 93,222 千円 

職 員 数 ( 常 勤 換 算 ) 81.6名 9.0名 20.1名 

 
地域包括支援事業 

(花屋敷地域包括支援センタ-) 

障害者相談支援事業 
(聖隷はぐくみ花屋敷) 

障害児相談支援事業 
(聖隷はぐくみ花屋敷) 

宝塚市相談支援事業 
(聖隷はぐくみ花屋敷) 

宝塚市受託収入(千円) 37,700千円 ― ― 13,194千円 

年 間 請 求 件 数 

予防ﾌﾟﾗﾝ 
請求件数 

3,840件 
360件 180件 ― 

予防ﾌﾟﾗﾝ 
委託件数 

1,080件 

平 均 単 価 
予防ﾌﾟﾗﾝ 
単価(円) 4,175円 15,100円 15,100 円 ― 

ｻｰﾋﾞｽ活動収益(千円) 57,710 千円 5,436 千円 2,718 千円 13,194千円 

職員数 (常勤換算 ) 10.8名 3.7 名 

 

 

聖隷訪問看護ステーション 聖隷ケアプランセンター 

平均利
用者数 

月訪問 
件数 

年訪問 
件数 

単価
(円) 

サービス活
動収益 

（千円） 

職員数 
(常勤換算) 

年訪問 
件数 

単価(円) 
サービス活 
動収益 
（千円） 

職員数 
(常勤換算) 

医療 32 人 263 件 3,159 件 9,800 円 

118,041 
 千円 

16.2 名 

― ― ― ― 

介護 114 人 685 件 8,215件 9,170円 3,851件 17,300円 67,469 
 千円 

11.2 名 
予防 26 人 105 件 1,269件 9,170円 204件 4,200円 
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ケアハウス花屋敷 

 

2020年度は新型コロナウィルス感染が世界中で拡大し、生活様式を大きく変える事態となった。

今後も起こるであろう新たなウィルスの脅威に対して、組織としての対応力強化と日頃から感染

予防対策を行っていくことの大切さを痛感した。2021年度は、感染予防対策を取りながら、日常

を取り戻し、ケアハウスの本来の役割「入居者の健康を維持し、生活を楽しんでいただく」取り

組みを再開したいと思う。制限された生活の中で気付けたこともあり、入居者の多様な思いに寄

り添い、新たな行事の在り方、参加方法等今まで以上に配慮していきたい。また、現在、入居者

の平均年齢は 87 歳超となり、入院などをきっかけに ADL の低下が進み退去せざるを得なくなる

ことも多い。変化に早く気づき、速やかに支援につなげられるよう、新たなアセスメントツール

の活用を進めていく。 

 

【施設理念】 

高齢者や障害者を含むすべての人々が、自立し、尊厳をもって暮らせる地域社会の実現を目指

します。 

 

【経営方針】 

1．いのちと尊厳を守ります。 

2．よりよいサービスを提供します。 

3．地域社会と共に歩みます。 

 

【事業・運営計画】 

1．ACPについての理解を広め、体調変化や急変時等、本人の意思を尊重した対応が出来る 

 （ア）定期的な情報収集のための訪問、担当者会議、日頃の会話から、利用者の価値観や大切 

にしていることを知り、本人の望む生活、生き方が出来るよう支援することができる 

（イ） 急変時や老衰等になった際の医療的な処置の要否や人生の最終段階の過ごし方、場所

等についても確認し、緊急時対応記録に残す 

 

2．入居者の心身の変化、状況の変化にタイムリーに対応できる体制と対応力の強化 

（ア）基本情報、生活状況を把握する為、定期的な情報収集を継続 

(イ) 毎日午後の 30分を入居者情報共有とアセスメント、支援内容検討・評価の時間とする  

（ウ）職員皆が使いやすいアセスメントツールを構築し、支援の方向性、支援内容を明確にプ 

ランとして挙げることができる 

  (エ) 学研 eラーニングを導入、個別研修、施設内研修を行い、知識・技術の向上を図る 

 

3．健康維持増進のための取り組み 

（ア）心身の健康維持の為、「楽しむこと」を重視した催し・行事を企画する 

（イ）訪問看護ステーション山本の理学療法士、脳活性化ゲームの会、ツボ押し体操等、外部 
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講師の協力も得ながら、バリエーションのある健康体操を実施し、入居者が楽しみな 

がら健康維持が出来る 

(ウ)毎朝のラジオ体操を継続し、入居者・職員の健康維持を図る 

 

4．ケアハウスらしい「健康的で美味しい食事」の提供 

 （ア）栄養バランスのとれた、高齢者が食べやすく、美味しい食事を提供する 

 （イ）敬老の日、クリスマス等の大きなイベントだけでなく、日本古来の習慣や関西の食の文

化を大切にした食事を提供する  

 

5．運営の安定化の推進 

（ア）入居待機者増員に向け、高齢者住宅閲覧サイトを活用する 

（イ）感染状況に応じて、見学会又は WEB見学会を実施する。 

（ウ) 地域活動、サロン訪問等を通して、困った時に相談しやすい関係を構築する 

（エ）入居者の多くが望む、せいれいの里で最期まで過ごせる仕組み、地域の方々がその人ら 

しく最期まで過ごせるような仕組みをさらに進化させる 

（オ）業務内容、業務時間割を見直し、適性な職員配置が出来る 

 

6．災害時の準備、避難方法等、入居者の協力を得て、更にバージョンアップする 

 （ア）夜間職員が少ない中でも安全に避難できる体制と安否確認方法をさらに高める。 

  

【数値指標】 

利用者定員 100 人 

利用者延べ数 36,500 人 

稼動率（％） 100% 

単価（一人一日） 4,304円 

サービス活動収益（千円） 157,109 千円 

職員数(常勤換算) 14.4人 
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北神戸地区在宅複合事業 

聖隷訪問看護ステーション北神戸 

聖隷ケアプランセンター北神戸 

 

【事業・運営計画】 

1．専門性の高い人材を育成し利用者のニーズに沿ったサービスを提供する 

（ア）対応できる人材を育成し、持続可能な療養生活を提供する 

  ① eラーニングで訪問看護知識、技術の向上、WEB研修に参加し対応力向上につなげる 

  ② 医療依存度の高い小児看護の対応力向上に向けて小児病棟研修や小児訪問看護研修に 

参加する 

  ③ 神戸市看護大学の精神事例検討会に参加し、精神看護や認知症看護の対応力の向上に 

つなげる 

（イ）癌・非がん終末期患者と家族の意思決定支援の実現ができる 

① ACP・エンドオブライフケア支えのシートの取り組みを実践する 

② 希望に添える看取りができるようにケアの提供、家族支援ができる 

（ウ）難病や医療依存度の高い方へ 24時間サービス提供できるよう連携し支援する 

① 聖隷ケアプランセンター北神戸、聖隷訪問看護ステーション北神戸との定期合同研修、 

合同カンファレンスを実施し、質の強化と支援体制の強化を図る 

 

2．各機関との連携を強化し、地域のニーズ、解決に取り組む 

（ア）退院時や発症直後の早期介入、密な多職種連携で要介護状態の改善や悪化の予防に取り組

む 

（イ）北区地域包括ケア推進協議会に参加し地域課題に取り組む 

（ウ）認知症初期集中支援チームのメンバーとして初期対応し、その後の支援についても自施設

を含めた支援機関へつなげる 

（エ）兵庫県立こころの医療センターと看・看連携し、交換研修を実施 

① 精神科病棟、外来への実習の参加や、訪問看護実習の受け入れをして、お互いの精神看護

の質の向上と利用者の支援体制の強化を図る 

（オ）神戸市北区ケアマネジャー連絡会の企画運営へ参画し地域社会の問題解決につなげていく。 

  ① 他事業所も交えた事例検討会を開催する 

 

3．地域における公益的な取組  

（ア）神戸市北区認知症初期集中支援チームへ職員 1名の派遣 

（イ）神戸市介護保険認定調査会審査員として職員 2名の派遣 

（ウ）神戸市委託事業介護予防講座に 2名の派遣 

（エ）神戸市看護大学生実習の受け入れ、及び神戸市看護大学臨床教授、講師を務める 

（オ）兵庫県看護協会 看・看連携実習を受け入れる 
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【数値指標】 

訪問看護事業（訪問看護ステーション北神戸） 

年間件数 平均単価 サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 医療 介護・予防 医療 介護・予防 

5,827件 5,369件 10,200円 8,695円 100,147千円 14.9人 

 

居宅介護支援事業（ケアプランセンター北神戸） 

年間請求件数 平均単価 サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 介護 予防 介護 予防 

1,404件 660 件 17,000円 3,700円 26,522千円 6.5人 
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介護老人福祉施設 聖隷カーネーションホーム 

特別養護老人ホーム聖隷カーネーションホーム 

聖隷カーネーションホームデイサービスセンター 

聖隷カーネーションホームデイサービスセンターうっとこ 

聖隷ケアプランセンター淡路、聖隷在宅介護支援センター淡路 

 

2021年度の聖隷カーネーションホームは、法改正及び感染症対策を踏まえた内部強化・機能強

化を推進し、東浦地区での事業の充実を図るとともに、淡路エリアにおける中核施設としてエリ

ア全体での業績の質的・量的向上に邁進する。内部強化面では、ICT機器や eラーニングの本格導

入による福祉・介護現場のイノベーションと、介護機器の更新を含むノーリフトケアを促進する。

これらによって、利用者に「安心と楽しみのある暮らし」を、職員に「働きやすい職場環境とや

りがいのある仕事」を提供し、利用者と職員の双方の幸福を実現できる、魅力ある総合福祉拠点

を目指していく。 

 

【施設理念】 

 人と地域と未来のために『ともに咲き続ける』ことのできる事業所となる 

～『ともに咲き続ける』ために私たちは…～ 

1．ご利用者、ご家族のみならず地域に信頼され続けるサービスを提供します 

2．現在だけではなく、過去を活かし未来を見据えたサービスを提供します 

3．私たちだからこそできる専門的で先駆的な質の高いサービスを提供します 

【経営方針】 

 1．利用者満足の向上のために、より安心・安全で質の高いサービスを追求する 

 2．職員の働き甲斐や資質の向上のために、多様な人材の発掘・育成と、職員が成長・活躍でき

る環境づくりを促進する 

 3．安定経営を継続していくために、サービス品質の改善と生産性向上の両立を推進する 

 4．安心して暮らせる地域づくりに貢献するために、公益的な取り組みの継続と新たなニーズ 

の開拓に取り組む 

【事業・運営計画】 

１．より安心・安全で質の高いサービスの追求 

（ア）災害・感染症・事故の影響を最小限に抑え安心して生活できるよう、事業継続計画の見

直し及び机上訓練の計画・実施と、リスク管理体制の強化を継続する。 

（イ）介護支援システム及び ICT 機器を活用してケアプランや情報共有のシステム化を進め、

タイムリーな情報を基にケアを提供できる体制を構築する。 

（ウ）重度の認知症や障害者など支援困難な方や、制度の狭間で困窮している方等の受け入れ

に積極的に取り組み、より広い利用者層に活用していただける施設づくりを促進する。 

2．多様な人材の発掘・育成と、職員が成長・活躍できる環境づくりの促進 

（ア）自立(自律)人材育成と事業目標達成の両立と、次世代リーダーの発掘・抜擢・育成のた

めに、事業計画と連動した目標管理及び達成支援及び eラーニングの導入・活用を行う。 
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（イ）ノーリフトケア推進のために介助機器を導入・更新し、職員の身体的負荷の軽減と安全性 

の向上を図り、働きやすい介護環境を整備する。 

（ウ）タブレット型介護記録入力システム（HIMVIT）を導入し、既存の WINCARE 介護支援システ 

ムと併せて業務の省力化と快適な使用環境を構築する。 

3．サービス品質向上と生産性向上の両立による経営改善 

（ア）業務の仕分けと分業を促進するとともに、ICT・IoT・スマートデバイスを活用したフィ

ールドイノベーションを実施し、業務の量の削減と合理化・自動化を図る。 

（イ）施設が地域の社会資源として有効に活用されるために、利用ニーズと稼働率を意識した

経営を行い、利用者をよりスムーズに受け入れられるよう体制を改善するとともに、短

期入所の増床を検討・企画化する。 

（ウ）適切な加算算定と合理的な人員配置を行い、安定した経営を維持する。 

4．公益的な取り組みの継続と新たなニーズの開拓 

（ア）在宅介護支援センター淡路を中心に「淡路市高齢者住宅安心確保事業」の実施を継続す

るとともに、潜在的な福祉ニーズを発掘する。 

（イ）地域全体の福祉の向上のため、淡路エリア聖隷施設との相互支援や、行政機関・他法人

施設との連絡・連携を強化する。 

（ウ）地域の福祉避難所としての役割を意識し、周辺地区の防災・防犯活動などを通して地域

との繋がりを強めていく。 

【数値指標】 

 特養入所 短期入所 通所介護 

従来型 従来型 一般型 総合事業 認知症対応型 

利用者定員 54名 16名 25名 12名 

利用者延べ人数 19,053名 5,730名 5,890名 868名 2,631名 

一日平均利用者数 52.3名 15.7名 19.0名 2.8名 8.2名 

稼動率（％） 96.9% 98.2% 87.3％ 68.3% 

稼動日数（延べ） 365日 365日 310日 310日 

平均介護度 3.95 3.09 2.38 － 2.2 

単価（1人 1日当り） 11,865円 11,192円 10,451円 3,456円 12,169円 

サービス活動収益（千円） 227,390千円 65,348 千円 63,031千円 31,823千円 

職員数（常勤換算） 32.4名 7.2名 10.9名 4.4名 

 聖隷ケアプラン 

センター淡路 

聖隷在宅介護 

支援センター淡路 

年間請求件数 
介護 予防 

 
2,100件 300件 

訪問調査年間件数 36件  

サービス活動収益（千円） 35,076千円 7,440千円 

職員数（常勤換算） 6.0名 1.2名 
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淡路栄光園 

 

2020年度、淡路栄光園は、その多くの場面において新型コロナウィルス感染症による制限や

縮小という、守りの姿勢が多い年であったといえる。しかし、この守りの中においても利用者・

職員ともにより良くなっていきたいという職員の思いや取り組みは、着実に積み上がり、2021

年度のステップに向けた大きな種となっている。2021年度、淡路栄光園は、コロナ禍において

も利用者の安心や喜びにつながる新たなサービスの形、生活環境を実現していきたい。事業継

続計画の強化や入浴、食事など生活の基本に直結するケアの充実、環境整備が大きな柱となる。

そして、これらを実現実行する職員１人１人が働きやすく、やりがいを感じられる職場づくり

として、業務自動化や職員負荷軽減を目的としたシステム・機器を積極的に導入する。また利

用者や職員全体の土台となる淡路栄光園という事業が、今後も地域の中で安定継続できるよう、

介護報酬改定を踏まえた加算取得や増床、地域包括ケアシステムの推進につながる活動を実施

する。これら全ての活動と成果は、利用者や地域の喜びとなり、職員の成長や働きがいにつな

がるプロセスであることを念頭に、本計画の達成に向けて邁進していきたい。 

 

【施設理念】 

「家族の心とまなざしでむかえる」 

 

【経営方針】 

1．感染や災害に強く、利用者が安心して、より快適に暮らせる施設になる。 

2．職員全員が、働きやすく、生き生きと仕事ができる施設になる。 

3．介護報酬改定に対応し、今後も安定、継続して利用者サービスができる施設になる。 

4．地域包括ケアシステムの推進ともに、地域の方々に貢献できる施設になる。 

  

【事業・運営計画】 

1. 感染や災害に強く、利用者が安心して、より快適に暮らせる施設になる。 

（ア）感染症・災害・事故への対策の強化として、「感染症発生時等の事業継続（BCP）」「感染症

発生施設への職員派遣」「安全対策担当者を中心としたリスク管理」の体制を整備する。 

（イ）コロナ禍においても利用者満足を追求し、大きな楽しみである「入浴に関する満足度調査

と質の向上」「ICTを活用した面会やレクリエーション」に重点を置いた取組みを実施する。 

（ウ）より楽しい食と居心地良い生活の場をめざし、「厨房機器・利用者用食器の入替」「トイレ・

壁・床の美化修繕」「施設内環境美化」「照明機器 LED化の検討」の取組みを実施する。 

 

2．職員全員が、働きやすく、生き生きと仕事ができる施設になる。 

（ア）職員の負担軽減と働きやすさを追求し、「入浴用移乗機器の導入」「インカムの活用性の検

証」「施設環境美化に伴う職員休憩室の整備」を実施する。 

（イ）職員の業務効率化と利用者サービスの充実を目的に、「施設内 WiFi環境整備」とともに「タ

ブレット型介護記録管理システム ヒムビット」を導入配備し、最大限の活用を目指す。 
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（ウ）介護人材及び職員研修体制を強化するため、「EPA に基づく介護現場での外国人材の育

成と協働」「オンラインでの介護研修システム 学研介護サポート」を開始する。 

 

3. 介護報酬改定に対応し、今後も安定、継続して利用者サービスができる施設になる。 

（ア）増加するショートステイニーズに応えるため、「ショートステイ 2 床を増床」「従来型個室

のユニットケア居室化の検討」を実施する。 

（イ）利用者の生活機能、生活の質向上につながる加算の算定として、「短期入所 個別機能訓練

加算」の他、「利用者の入浴、口腔衛生、栄養管理に関わる加算」の算定を目指す。  

（ウ）空床空席を最大限利用者に還元していく取り組みとして、「効果的な入退院を目的とした聖

隷淡路病院との連携会議」「通所介護間での空席情報を共有するシステムの構築」「ホーム

ページ情報の充実」を実施する。 

 

4. 地域包括ケアシステムの推進ともに、地域の方々に貢献できる施設になる。 

（ア）地域包括ケアシステム推進への取組みとして、「関係機関との協力に基づく ACP への取組

み」「認知症機能テストの定期実施」「eラーニングによる認知症研修」を実施する。 

（イ）地域との交流・貢献事業への取組みとして、「近隣地域と協働の清掃活動」「認定こども園

夢舞台と安全に配慮した交流事業」「山間地福祉バスの実現可能性の検証」を実施する。 

 

【数値指標】 

 特養入所 
短期入所 

地域密着型通所介護 

従来型 一般 総合事業 

利用者定員 60名 19名 18名 

利用者延べ数 21,352人 6,609人 4,540人 341 

一日平均利用者数 58.5人 18.1 14.6 1 

稼働率 97.5% 95.2％ 87.2％ 

稼動日数（延べ） 365日 365日 311日 

単価（一人一日当り） 11,817円 11,937円 9,186円 8,987円 

サービス活動収益 252,324千円 78,893千円 44,770千円 

職員数（常勤換算） 42.0人 4.7人 6.7人 
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聖隷ケアセンター津名 

 

聖隷訪問看護ステーション淡路 

  聖隷ケアプランセンター淡路第二 

   聖隷ヘルパーステーション淡路 

  聖隷ライフサポート津名 

 

2020年度、当センターはリハビリテーション強化型の通所介護事業所を開設し、在宅支援体制

の強化を図ることができた。これにより事業所間で繋がりの機会が増加し、協働による効果的な

支援が実践できている。又、訪問単価向上を意識した積極的な活動を行い経営の安定化も図られ

つつある。2021年度は ICTを活用した広域での活動体制を整え、効率的な訪問による実績増加で

安定した経営を継続させる。又、地域から信頼される在宅サービス拠点となる為、効果的なサー

ビス展開ができる職員の早期育成を図ると共に、コロナ禍における感染対策を充実させていく。 

 

【事業・運営計画】 

1．安定した経営の継続 

 （ア）支援現場で専門性が発揮できるよう、業務の分業と職種間の協働を推進する。 

 （イ）各事業共、単価を意識した事業運営を継続し、収益率を更に向上させる。 

 （ウ）デイサービスは午後半日コースを開始し、登録者数の増加を図る。 

 （エ）居宅介護支援は訪問看護と連動し、自立支援や重度化予防を積極的に行う。 

 

2．ICTによる業務改善 

 （ア）訪問看護は事務作業や人員体制の効率を図る為、スケジュール作成ソフトを導入する。 

 （イ）訪問介護は業務の省力化やケアの統一可を図る為、けあピアノートを導入する。 

 （ウ）居宅介護支援は更なるタブレットの活用で業務を効率化し、利用者増を図る。 

 （エ）デイサービスは早期の目標達成を目指した定期評価で、効果的なリハビリテーションを

実施する。 

 

3．個別的、効果的なサービス提供のできる人材育成を行う。 

 （ア）ケアセンター内でのカンファレンスや事例検討会を活発化させる。 

 （イ）職種別ラダーや Web研修等を活用し、職員のスキルアップを図る。 

 （ウ）支援現場での対応力向上に向けた同行訪問や交換研修を増加させる。 

（エ）インシデント・アクシデント・苦情対応等の検討を充実させ、業務改善に繋げる。 

（オ）淡路エリア看護連絡会と感染委員会との協働で、新型コロナ感染対策を確実に行う。 

 

4．地域における公益的な取り組み 

（ア）感染対策の上、多職種や地域住民を対象とした感染対策等の啓発活動を行う。 

（イ）関西医療大学や平成看護専門学校の在宅実習を可能な範囲で受け入れる。 
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【数値指標】 

訪問看護事業（聖隷訪問看護ステーション淡路） 

医療事業 介護給付 予防給付 

月訪問数 単価 月訪問数 単価 月訪問数 単価 

322 件 10,250円 984 件 8,800円 135件 8,000円 

サービス活動収益 158,819千円 職員数（常勤換算） 24.5名 

 

居宅介護支援事業（聖隷ケアプランセンター淡路第二） 

月間請求件数 平均単価 訪問調査 

月件数 

サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 介護 予防 介護 予防 

106 件 22件 15,000円 4,500円 2件 20,256 千円 2.6 名 

 

訪問介護事業（聖隷ヘルパーステーション淡路） 

介護給付 予防給付 障害（自立支援） 障害（移動支援） 

月訪問数 単価 月訪問数 単価 月訪問数 単価 月訪問数 単価 

1035件 3,750円 165件 2,950円 352件 4,500円 14件 2,250円 

サービス活動収益 74,764千円 職員数（常勤換算） 16.7名 

 

通所介護事業（聖隷ライフサポート津名） 

 介護給付 予防給付 

利用定員 延べ利用者数 4,118名 延べ利用者数 3,004名 

25 名 1日平均数 16名 1日平均数 11.6名 

営業日数 単価（1人 1日） 8,587円 単価（1人 1 日） 4,108円 

258 日 サービス活動収益 47,891 千円 職員数（常勤換算） 8.8名 
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 聖隷こども園夢舞台 

 

新しい生活様式など社会や生活の場面での変化が続く中ですが、2021年度も保育の質を考える

年度と捉え、聖隷こども園夢舞台が目指す保育の展開を職員と共に考えていきたい。キリスト教

保育についても、形だけに捉われるのではなく、まずは職員の心が動いていくような投げかけや

場面の設定を通して一歩ずつ進んでいきたい。 

 また、職場の中でのチーム作りを心がけ、会議や打ち合わせの場面で職員が主体性を持って意

見を発信することや、異なった意見に対してその内容を前向きな検討材料として受け入れていけ

るように語りあえる風土を作っていきたい。 

子育て支援事業の一時保育や園庭開放、子育て支援プログラムの充実を図り、家庭で保育をさ

れている保護者の悩みやニーズを把握し、この地域に求められているものを模索していく。 

 

 

【施設理念】 

「隣人を自分のように愛しなさい」(マタイによる福音書 22:39) 

キリスト教の精神を基本理念とし、児童福祉法、児童憲章、幼保連携型認定こども園教育・保

育要領、キリスト教保育指針に基づいて、心身ともに豊かな子どもを育てる。 

 

【経営方針】 

1．愛されて愛する心を知り、お互いが大切な存在であることを知る。 

2．一人ひとりの違いに気づき、お互いを認め合いながら共に主体的に生活をする。 

3．自己発揮できる環境の中で創造性を育てる。 

4. 在園、地域の子育て家庭が、心豊かな環境で子育てできるように支援する。 

 

【事業・運営計画】 

1．質の高いサービスを提供する。 

（ア）幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づいた保育計画を立案し、実行する。 

また、個々の子どもの興味や関心に寄り添いながら、遊びを通して主体性をひきだし、そこ

から行事へと繋げていけるように意識をしていく。 

（イ）年間研修計画に従い、施設内外の研修に参加し、知識や技術の向上を図る。また、各自の 

学びを職員会議の中で伝え合い、職場全体のスキルアップへと繋げる。 

（ウ） 園児の成長発達にあった玩具や環境を整え、園児一人ひとりが安心して自己発揮できるよ

うな関わりに努める。 

（エ）保育職ラダーを活用し、個々の役割や目標を明確にして個々の資質向上を目指す。 

（オ）聖隷訪問看護ステーション淡路と連携した病後児保育を行う。 

 

2．信頼され、選ばれ続けるこども園となるため、園の保育方針や子どもの姿を保護者へ発信する

ことを大切にしていく。 
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（ア） 危機管理委員会を活性化し、ヒヤリハットの分析をもとに、リスクに対する意識向上を目

指す。 

（イ）聖隷淡路病院と連携を図り、子育て支援プログラムの実施を行う。 

（ウ）地域の町内会や各種団体等と交流を図り、相互理解に努め、信頼・共助関係を構築する。 

（エ）病後児保育事業を進めるに当たり、地域の子育て家庭の支援に努める。 

 

3．地域における公益的な取組を継続実施する。 

（ア）中学生・高校生の職場体験やボランティアを積極的に受け入れ、次世代育成に貢献する。 

（イ）小学校との連携を図り、個々の子どもの引継ぎを詳細に行い、就学へと繋げていく。 

（ウ）相談・見学等で来園される親子への理解を深め、職員が専門職として積極的に関わること 

で支援に努める。 

（エ）実習生の受け入れを積極的に行い、雇用へ結び付けられるようにしていく。 

 

4．安定した運営に努める。 

（ア）適切かつ効率的な職員配置が行えるように、職員雇用やクラス編成を検討する。 

（イ）消耗備品の購入状況、及び外部委託業者の契約状況を評価し、適正化を図る。 

（ウ）行政機関との円滑な調整、情報開示の徹底、計画的な人員の確保等を図る。  

 

【数値指標】 

 0 歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 5名 5名 15 名 21名 22名 22名 90名 

利用定員（1号） - - - 10名 10名 10名 30名 

利用定員合計 5名 5名 15 名 31名 32名 32名 120名 

一日平均入所者数 4.6名 18.5名 21 名 43名 31名 32名 150名 

年間入所延人数 55名 222 名 252 名 516名 372名 384名 1,801名 

入所率 91.7％ 370.0％ 140.0％ 138.7％ 96.9％ 100％ 125.1％ 

開所日数（延べ） 293日（教育週数 49週） 

サービス活動収益 164,339千円 

職員数（常勤換算） 25.6名 

 

【実施事業】 

延長保育、障がい児保育、一時預かり保育、病後児保育 
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奄美佳南園 

特別養護老人ホーム奄美佳南園・デイサービス・ホームヘルプ事業所 

訪問入浴事業所・在宅介護支援センター・春日デイサービス 

・聖隷チャレンジ工房カナン 

  

2020年度は新型コロナウイルスの蔓延防止として、感染症対策の強化及び機器等の整備と効

果的な活用等、これまでの業務方法を大きく変革する年度となった。 

そのような状況において、地域の高齢者や障害者へのサービス提供、地域共生社会の実現に向

け事業を継続できたことは、職員一人ひとりの努力の賜物である。 

また、人材確保が厳しい状況の中、就労支援事業所の訓練を積んだ障害者雇用や、高年齢者の

雇用により介護周辺業務従事者の確保や、介護職員の負担軽減に努めた。 

さらに、訪問介護員が減少する中、コロナ渦の影響のため防護服を着用し身体介護のサービス

提供や、大型台風接近時に 10名の緊急受け入れなど手厚い支援ができた。 

2021年度は介護ロボット等の積極的な導入を検討し、サービスの質の維持・向上に努め、既

存する福祉事業の強化を図り「地域にとって欠かすことのできない福祉拠点」としての更なる価

値を高めていく。 

 

【施設理念】 

「夕暮れになっても光がある」 

～私たちを必要として下さる方々を支え、このことを通じて 

私たち自身も共に幸せになれる奄美佳南園になる～ 

 

【経営方針】 

1．利用者満足向上のために、高齢者・障害者複合サービス拠点としての機能を高める 

2．職員満足向上のために、福祉人材の育成と働き甲斐のある施設づくりを追及する 

3．健全経営推進のために、既存事業の質・生産性の向上、需要の発掘・事業化に取り組む 

4．地域社会貢献のために、公益的な事業活動に積極的に尽力する 

 

【事業・運営計画】 

1．利用者満足向上のための取組 

（ア）利用者の尊厳を大切にしたサービスの提供、職員の知識・技術向上のために研修等を活

用し、サービスの質の向上へと取り組む。 

（イ）利用者の個性・ニーズに合わせた個別支援計画を作成し、質の高いサービスを提供する。 

（ウ）利用者の安全な生活環境を高めるために、事故予防や入院予防、口腔機能の維持、看取

りケアの促進に取り組む。 
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2．職員満足向上のための取組 

（ア）介護ロボット等の導入・活用を検討し、業務効率化や生産性の向上に取り組む。 

（イ）職員の資質と意欲の向上を図るために、専門職ラダーの運用及び OJTを推進する。 

（ウ）職員の健康維持及びサービスの質の向上のために、介護機器を活用する。 

 

3．事業の成長と安定した経営基盤の構築 

（ア）相談専門職の技術促進を目的とした研修企画の運営実施及び定期の連絡会において、組

織目標を意識した事業の安定化に取り組む。 

（イ）入院者のフォローによる長期入院の削減及び待機上位者の早期入所へ取り組む。 

（ウ）聖隷ケアセンターの立地条件を生かし、障害を持つ青年期への支援を検討する。 

 

4．地域における公益的な取組 

 （ア）福祉拠点施設の経験や機能を活かし、オンライン等を活用した介護者勉強会を開催する。 

 （イ）生活困窮・高齢・自信を無くした方々に対し職場体験を実施し、就労意欲の向上・自信

回復等に向けた機会を提供する。 

（ウ）地域の社会福祉法人と連携し、地域における災害時の支援・感染症対策支援・生活困窮

に関する課題の解決に向け実践する。 
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【数値指標】 

  
特養入所 短期入所 

訪問給食 
生活困窮 

従来型 ユニット型 従来型 障害 一時生活支援 

利用者定員 50 名 30 名 10 名   

利用者延べ人数 17,703 名 10,622 名 3,132 名 80 名 16,425 名 37 名 

一日平均利用者数 48.50 名 29.10 名 8.58 名 0.22 名 45 名 0.10 名 

稼動率 97.0％ 97.0％ 85.8％ 2.2％   

稼動日数（延べ） 365 日 365 日 365 日 365 日 365 日 365 日 

単価 
（一人一日当り） 

12,206 円 14,901 円 12,111 円 11,669 円 800 円 6,000 円 

サービス活動収益 216,077 千円 158,268 千円 37,927 千円 937 千円 13,140 千円 219 千円 

職員数（常勤換算） 36.6 名 19.3 名 5.1 名 2.8 名  

 
奄美佳南園デイサービス 春日デイサービス 

地域密着 介護予防 生活介護 地域密着 介護予防 

利用者定員 18 名 15 名 

利用者延べ人数 3,807 名 309 名 276 名 2,256 名 1,934 名 

一日平均利用者数 12.32 名 1.00 名 0.89 名 7.30 名 6.26 名 

稼動率 68.45％ 5.56％ 4.97％ 48.68％ 41.73％ 

稼動日数（延べ） 309 日 309 日 309 日 309 日 309 日 

単価 
（一人一日当り） 

9,574 円 5,057 円 7,781 円 10,543 円 5,026 円 

サービス活動収益 36,453 千円 1,566 千円 2,150 千円 23,909 千円 9,722 千円 

職員数（常勤換算） 8.4 名 7.1 名 

 
訪問入浴介護 ホームヘルプ 就労支援 

介護 障害 介護 障害 移行支援 継続Ｂ 

利用者定員     6 名 14 名 

利用者延べ人数 663 名 177 名 5,082 名 739 名 1,658 名 3,653 名 

一日平均利用者数 2.15 名 0.57 名 13.92 名 2.02 名 6.40 名 14.11 名 

稼動率     106.68％ 100.75％ 

稼動日数（延べ） 309 日 309 日 365 日 365 日 259 日 259 日 

単価 
（一人一日当り） 

16,943 円 13,639 円 4,143 円 4,051 円 8,220 円 9,908 円 

サービス活動収益 11,236 千円 13,639 千円 21,056 千円 2,994 千円 13,627 千円 36,196 千円 

職員数（常勤換算） 3.2 名 7.2 名 7.7 名 

 年間利用数 稼働日数 単価 
サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 

在宅介護支援センター 1,200 名 259 日  6,000 千円 2.0 名 

居宅介護支援 
介護 840 名 259 日 16,787 円 14,101 千円 

2.5 名 
予防 360 名 259 日 4,594 円 1,654 千円 
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春日保育園 

 

 2020 年度春日保育園は設立 60 年を迎え、先人から受け継いできた保育方針や地域における役

割を振り返り、春日保育園の必要さを改めて認識した。 

新型コロナウイルス感染症により、行事の在り方や新しい生活様式に基づいた対応が求められ

た。2021年度も引き続き感染症対策は続くと考え、行事の在り方の見直し等についてさらに検討

していく。 

また、子どもたちの自己肯定感や考える力を育む事を目的とし、個別支援の充実に向けた保育

環境を整えていく。 

近年、特性が強い児童が増加傾向にあるため、児童発達支援センター等関係機関との連携をさ

らに推進し、統合保育へのニーズに対応する。 

人材確保及び育成については、奄美エリア内各施設と共に、求人活動やキャリアアップ育成方

針を実施し、保育の質の向上に努める。 

現代の社会現象として不登校が大きな問題になっている。幼児期に親子の「愛着関係」を育む

ことがいかに大切かを知ってもらうための様々な機会を設けると共に、奄美の中で地域貢献を担

う組織として、また子育て支援拠点としての更なる価値を高めていく。 

 

【施設理念】 

「今の時を喜びと感謝をもって生きる」 

～子どもたちの心身の成長を私たちが幸せと受けとめ共に育つ春日保育園となる～ 

 

【経営方針】 

1．保育園の機能強化と専門性の向上 

2．統合保育の実施と専門機関との連携 

3．地域交流と地域貢献を積極的に行う 

 

 

【事業・運営計画】 

1．保育園の機能強化と専門性の向上 

（ア） 保育理念、保育所保育指針等により目標を明確にし、発達に則した環境に配慮をする 

（イ） キャリアアップ研修や専門分野研修に参加し、職員のスキルアップを図る 

（ウ） 保護者支援 

① 前向きな気持ちで子育てに向き合えるよう、多くの保護者を対象としたペアレントプ

ログラムを実施する 

② 個別面談を実施し、子育てに関する悩み等の相談に対応する 

③ 子育てサロンを定期的に開催し、保護者同士の交流の場を提供する 

④ 安心して子育てに向き合えるよう、育児講座を行い知識を広げる 
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（エ） のぞみ園、聖隷かがやきと共に、専門的な保育・療育に関する職員研修を開催する 

（オ） 保育職ラダーや目標参画を通じ、自己の課題や成長を明確にし、職員のスキルアップ

に取り組む 

 

2．統合保育の実施と専門機関との連携 

（ア） 児童発達支援センターのぞみ園と、並行通園児の情報共有を行う 

（イ） 通園児の奄美市健康診断後の相談や発達検査のフォローに関し、関連機関と連携を行

う 

（ウ） 春日保育園主催の親子教室の開催を継続的に行い、気になる親子への対応については

保健師との連携を図る 

 

3．地域との連携を根ざした公益的な取組 

（ア）地域の子育て支援拠点として、広報誌の発行や行事等への参加の呼びかけを行う 

（イ）「子育てサロン」や「新米パパ・ママ保育所体験」を開催する 

（ウ）実習生の積極的な受け入れや学校へ出向く機会を設け、交流の場を増やす 

（エ）高齢者との触れ合いの場を設ける 

 

【数値指標】 

 0 歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 12 名 24名 24名 20名 20名 20名 120名 

一日平均入所者数 8 名 20名 23名 27 26名 16名 120名 

年間入所延人数 96 名 240名 276名 324名 312名 192名 1,440名 

入所率 66％ 83％ 95％ 135％ 125％ 80％ 100％ 

開所日数（延べ） 295日（教育週数  52 週） 

サービス活動収益 133,816千円 

職員数（常勤換算） 25.5名 
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のぞみ園 

児童発達支援センター 

放課後等デイサービス 

相談支援 

 

 2020年度は、障害福祉サービス等報酬改定が行われると同時に、新型コロナウィルス感染症

への対応や虐待・貧困など複合的な問題を抱える世帯への支援、事業体の増加に伴う連携体制作

りなど、新たな役割に取り組んだ年でもあった。しかし、その一方で現場の労働力不足は深刻

で、事業体の増加も影響し求められる福祉ニーズへの対応やサービスの持続性を確保するための

「人材確保」については課題が大きい。 

そこで、2021年度は 2020年度から中長期的継続目標に定めた、ライフステージに応じた「継

続性のある支援」と「成長した先の自立支援」の体制作りに、奄美エリア各施設と連携体制を強

化しながら取り組んでいく。また、感染症や災害発生時においても必要なサービスが継続的に提

供できる体制作り、地域共生社会や労働人口の減少に対応した「高齢者と障害者がともに働きや

すい職場」作りを推し進めていく。くわえて、地域に施設機能を活用してもらう取り組みの実践

等を通して、地域に貢献できる施設運営を行っていきたい。 

 

【施設理念】 

   「今の時を喜びと感謝を持って生きる」 

     ～子どもたち一人ひとりの育ちと保護者の願いに寄り添う支援～ 

 

【経営方針】 

1．ライフステージに応じた継続性のある支援体制の構築と経営の安定化 

2．働きやすい職場環境作りと感染症や災害時に対応できる体制作り 

3．地域における公益的な取り組み 

 

【事業・運営計画】 

1.ライフステージに応じた継続性のある支援体制の構築と経営の安定化 

（ア）子どもの発達支援 

   ① 愛着関係を基本とした子どもの発達支援と、養育者と子どもの愛着形成に向けた支援

を柱とした療育を行う 

   ② 子どもの気持ちを出発点にした意欲と自己肯定感を育む療育を行う 

   ③ 各ライフステージに応じて、将来の自立に向けたソーシャルライフスキルを高めるこ 

     とのできる支援体制作りを行う 

   ④ 保育所等訪問支援事業の充実と丁寧な相談支援の実施により、関係機関と連携を深 

め、継続性のある支援を行う 

 イ）保護者支援 

   保護者懇談会・保護者交流会・ペアレントプログラムの実施を通して、保護者同士の仲間 
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作りや就学支援など、見通しを持って子育てしていける環境作りを行う 

 ウ）地域支援 

   施設見学、職場体験、福祉・保育実習の積極的受け入れと、地域の子育てや発達に関する 

相談窓口として、関係機関や市町村保健師との連携体制を強化する 

2.働きやすい職場環境作りと感染症や災害時に対応できる体制作り 

 ア）専門職としてのキャリアアップ支援への取り組み（オンライン研修の積極的導入・資格取

得と関連研修受講促進・各専門職ラダーと目標参画との連動と活用・研修委員会を中心と

した年間の事業所内研修の企画運営） 

イ）生産性の向上を目的に業務のマニュアル化や業務分掌の明確化をすすめ、周辺業務に対す

る非専門職人材の雇用を進める（高齢者、障がい者雇用） 

ウ）職員間のコミュニケ-ション向上と離職防止への取り組み（職場、個人の目標達成に向け

た支援の徹底・奄美エリア施設間も含めた職員交流の促進・エリア子ども支援会議による

連携強化） 

 エ）防災計画を見直し、地域と合同の防災・防犯訓練の開催と感染症発症時の対応訓練を実施 

する 

3.地域における公益的な取り組み 

ア）奄美市親子教室への参画とのぞみ園親子教室「はっぴい」を開催し、地域向けの子育て支

援、保護者の交流促進等を通して、療育施設を知ってもらう取り組みを行う 

 イ）障害特性により配慮が必要な親子の災害時の受け入れ先として、事業所が担える役割を

奄美市と協議し体制を整える。 

 ウ）鹿児島県発達支援通園事業連絡協議会や奄美療育ネットワーク・自立支援協議会と連携し 

て、地域の療育に関わる支援者の育成研修を企画・実施する 

 

【数値目標】 

 
児童発達支援 

保育所等 

訪問支援 

放課後等 

デイサービス 
相談支援 

障害児 

相談支援 

利用者定員 25名  10名   

利用者延べ人数 6,838名 40名 2,964名 11名 530名 

一日平均利用者 28.61名 0.17名 12.4名 2.22名 0.05名 

稼働率 114.4％  124％   

稼働日数（延べ） 239日  239日   

単価（一人 1日当り） 13,672円 11,200 円 9,515円 17,363円 19,316円 

サービス活動収益 93,490千円 448 千円 29,701千円 191千円 10,238千円 

職員数 19.5名 0.7 名 7名 3.2名 
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聖隷かがやき 

児童発達支援センター 

放課後等デイサービス 

相談支援 

 

2020年度は、北大島地区における児童発達支援センターとしての役割による保育所での親子遊

びの提供や、子育ての相談に対応することで地域に開かれた施設として理解が高まり利用増加に

つながった。子どもの困り感に寄り添い、「療育」の必要性を感じ「今、子どもにできるところ」、

「子どもの将来に結びつくところ」として子ども、保護者が安心できる支援施設としての機能を

果たせている。また、放課後等デイサービスにおいても、家庭や地域の学校、学童との連携によ

り、学童期での大切な場所として役割の認知度が上がり、地域に定着した。 

2021年度は「療育」の必要性が地域に更に高められるためにも、施設開放での園庭利用や発達

に即した遊びの充実を図ると共に職員の資質向上に向けて研修体制を整え、支援体制を強化し、

地域に根差した施設運営を推進していく。 

 

【施設理念】 

  「今の時を喜びと感謝を持って生きる」 

     ～障害や成長の発達につまずきのある子どもの支援～ 

 

【経営方針】 

1．療育施設としての機能の強化と経営の安定化 

2．職員の働きやすい職場環境作りとリーダー人材育成への取り組み  

3．地域における公益的な取り組み 

 

【事業・運営計画】 

1．療育施設としての機能の強化と経営の安定化を図る 

（ア） 子ども支援 

① 子ども一人ひとりの特性に合わせた個別支援の充実を図り、「できる」気持ちを高め

自己肯定感を持たせる支援プログラム・目標の作成 

② 年間のテーマを決めて「集団」における人とのコミュニケーション力を培える環境設

定 

③ 個々のこだわりへの対応負担軽減の為にも「食」への意欲形成を構築する支援の実施 

（イ） 家族支援 

① 個別の支援計画に沿って家庭でもできる関わりを共有し、子どもの困り感に家族も寄

り添い、子どもの長所を伸ばしていける支援体制の充実を図る 

② 保護者同士が交流できる場の設定、親子遊びの提供を実施 

③ 保護者のペアレントプログラムへの参加により、保護者自身の自己肯定感、子育てへ

の不安軽減を図る 
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（ウ）地域支援 

 ①地域の保育所、子育てサークル、学童との交流や施設開放での園庭活用で身近な地

域との関わりを持ち安心した子育て環境作りに取り組む 

  ②地域の子育て相談事業所としての位置づけを図る 

（エ）経営の安定化 

①地域への親子遊びの場の提供から、気になる子どもへのフォロー体制作りを構築す

ることで、行政との連携の強化を図る 

 ②早期療育への理解を広めることに努め、利用の安定化につなげる 

2．働きやすい職場環境作りと人材育成への取り組み 

 （ア）目標参画、保育士ラダーを活用し、個々の課題、チームとしての課題を振り返る場の

設定により自己の評価、改善から質の向上につなげる 

 （イ）奄美エリア内における職員同士の横のつながりを持つリモート研修をする機会の設定 

3．地域における公益的な取り組み 

 （ア）行政主催の親子教室への参画（遊びの提供、相談、早期療育）および地域への自施設で

の親子遊びの場の提供 

 （イ）他法人団体の地域貢献活動への参画（龍進塾送迎事業） 

 （ウ）災害時における地域自治体との協力体制を構築 

 

 

【数値目標】 

 

 児童発達支援 
保育所等

訪問支援 

放課後等 

デイサービス 

障害児 

相談支援 

特定 

相談支援 

利 用 者 定 員 20名  10名   

利 用 者 延 べ 人 数 3,770名 49名 2,830名 105名 92名 

一 日 平 均 利 用 者 数 15.77名 0.21名 11.84名   

稼 働 率 78.9％  118.4％   

稼 働 日 数 （ 延 べ ） 239日 239日 239日   

単価（一人一日当たり） 12,764円 13,286円 7,522円 16,579円 15,348円 

サービス活動収益（千円） 48,122千円 651千円 

 

21,287千円 

 

 

1,740千

円 

 

1,412千円 

 

職員数（常勤換算） 9.5名 0.5名 5.0名 0.3名 0.4名 
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聖隷ケアセンター沖縄 

聖隷訪問看護ステーションゆい 

聖隷居宅介護支援センターゆい 

聖隷デイサービスセンターゆい 

 

 2020年度、全世界を震撼させた新型コロナウイルスにより、沖縄地区では 3度の緊急事態宣言

が発令され、在宅サービスに多大な影響を与え、感染対策や働き方等を改めて見直す 1 年となっ

た。2021年度、感染拡大のリスクが続く中、安全に安定した事業継続のために業務を見直し、ま

た、介護保険改正に合わせ、安定した経営基盤を作っていく。Withコロナという新しい課題の中

で、センター内の連携をさらに強化し地域の中で信頼される場所にしていきたい。 

 

【事業・運営計画】 

1. 職員個々の専門性を強化し、地域で信頼される事業所となる 

（ア）各事業所で研修計画の作成、Webも活用した研修へ参加をする 

（イ）各事業、業務内容の見直しや ICTを活用し、業務の効率化を実現することで 

利用者が増加しても超過勤務削減、有給休暇取得をしやすい職場作りを目指す 

（ウ）センター会議やセンター内勉強会の定期開催を実施する 

（エ）利用者アンケートの実施をする 

 

2. 感染・災害に対応し事業継続できるための基盤作りとセンター内の連携強化 

（ア）各事業、現状に即した BCPの作成、見直しをする 

（イ）センター内で感染症対策研修や訓練の実施をする 

（ウ）センター内事例検討会の開催をし、情報共有の仕組み作りをする 

 

3. それぞれの事業が経営的に自立することでセンターとして安定した経営基盤を築く 

（ア） 加算の見直しをし、適切な加算算定を目指す 

（イ） 訪問看護ステーションゆいは利用件数を増やすための業務改善を実施する 

（ウ） 近隣病院、相談支援事業所、居宅介護支援事業所等への営業活動方法の検討をする 

 

4. 地域における公益的な取り組み 

（ア）地域で実施する事業への参加や講師の派遣をする 

     ①認知症キャラバンメイト連絡会へ参加 

②嘉手納町事業のゆる（認知症）カフェ 認知症サポーター講座への講師派遣 

（イ） 地域の防災訓練への参加をする 

（ウ）各専門職の実習・職場体験、ボランティアの受け入れを行う 
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【数値目標】 

訪問看護事業（聖隷訪問看護ステーションゆい） 

平均 

利用者数 
月訪問件数 年訪問件数 平均単価 

サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 

66名 288件 3,452件 9,792円 31,924千円 3.7名 

 

居宅介護支援事業（聖隷居宅介護支援センターゆい） 

年間請求件数 平均単価 サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 介護 予防 介護 予防 

1,071件 281件 14,973円 4,250円 17,230 千円 3.0名 

 

通所介護事業（聖隷デイサービスセンターゆい） 

月平均件数 年間件数 平均単価 サービス 

活動収益 

職員数 

（常勤換算） 介護 予防 介護 予防 介護 予防 

426件 50件 5,118件 604件 8,800円 5,164円 48,161 千円 8.0名 
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聖隷こども園わかば 

2021年度は近隣に新設の保育園が増えており、地域に信頼され、選ばれる園となる為にも今ま

で以上に保育の質の向上に力を入れていく。今後確実に進む少子化に対し、自園の強みを理解し

分かりやすく地域に発信し続けていくと共に、乳幼児の質の高い教育・保育の提供が子どもの将

来にわたる生きる力を育む基礎となる重要な時期であることを理解し、その大事な時期に関わる

ことの意味を改めて考えたい。 

また、職員にとって働きやすい職場作り、業務改善については継続して努めていきたい。そし

て、職員一人ひとりが社会状況の動きに関心を持ち、何が必要か考え見極めていく力をつけてい

けるよう、保育の専門性を高める研修や勉強と共に、OJT によって社会人としての力の底上げを

していきたい。 

さらに、地域の子育ての拠点施設として引き続き園を開放し相談事業、多世代支援に力を注い

でいく。地域に開かれる拠点施設として求められていることを職員一人ひとりが理解を深め、こ

ども園併設型の支援ひろばの在り方を改めて考えていきたい。また、病後児保育事業、統合保育

の推進等、関係機関・地域との連携を図った取り組みを進めていきたい。 

 

【施設理念】  

 キリスト教の精神を基本理念とし、児童福祉法・児童憲章にのっとり、健康で安全・安心な乳

幼児の教育・保育を目指す 

『子ども自身に生きさせよ～自分で考え判断し行動する子ども～』 

キリスト教の精神を基本理念におき、集団生活をとおして人への思いやりや優しさを、また恵

まれた環境の中での様々な経験をとおして逞しい心身の成長を育む 

 

【経営方針】 

1．入所希望のニーズに応えることで安定した運営をはかる 

2．職員一人ひとりが施設理念・園目標をもとに、子ども一人ひとりの育ちを支える教育・保 

育を行う 

 3．子育て世代に求められる幅広い子育て支援を知り、積極的に取り組むことにより、地域で 

の存在の意義を深める 

 4．感染症対策の取り組みに対し、見直しを行い強化を図る 

        

【事業・運営計画】 

1．より質の高い教育・保育を実践する 

（ア）幼保連携型認定こども園教育・保育要領、キリスト教保育指針に基づき、園児の発達の

連続性を考慮して全体的な計画を作成し、0 歳から小学校就学前までの一貫した教育・

保育を展開していく 

(イ) 乳幼児が主体的・対話的・深い学びが出来るよう、保育者が関わりについて学びを深め

るとともに、継続的に遊びが展開できるような環境作りを進め、発達に即した教育・保

育内容の充実を図る 
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2．保育職としての専門性を高める 

（ア）園内研修の充実をはかり、職員一人ひとりが園の理念・目標を理解し、教育・保育の実

践を行う 

（イ）保育職ラダー・目標参画・自己評価を用いて、自己の課題を明確にした上で教育・保育

を実践し、評価を行い、改善点を更なる向上につなげる 

 （ウ）職員一人ひとりが専門性の向上のため研修等に積極的に参加できるよう支援する 

3．様々な視点から保育環境の充実を図る 

（ア）食育の推進   

管理栄養士・調理師と連携を図り、野菜栽培やクッキング等の体験や、日常の保育の中に 

食育を意識した活動を多く取り入れる 

（イ） 子育て、親育て支援 

園だより・クラスだより・連絡ノート・ドキュメンテーション・フォトラーニング・ホー

ムページ・掲示板・懇談会等を通して教育・保育内容・子どもの育ちを保護者に分かりや

すく発信し、育ちを共有していく 

4．地域における公益的な取り組み 

 （ア）園庭開放、育児相談、子育て支援ひろばの充実をはかり、子育てに悩みを抱える方の相

談、安心して過ごせる場の提供を行う。子育てや子どもの成長に喜びを感じ、親として

の成長を実感することでより良い親子関係を築けるよう支援する。また、地域に出向く

出張ひろばを通し、地域の子育て力向上に寄与する 

（イ）中高生の職場体験の受け入れや近隣施設の高齢者との世代間交流を積極的に図り次世代

を担う若者の支援や高齢者の生きがい作りに貢献する 

  

【数値指標】 

【提供事業】 

延長保育事業 

一時預かり事業（一般型・幼稚園型） 

地域子育て支援拠点事業 

病児保育事業（病後児型） 

 0歳児 1歳児 2 歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 24名 30名 36名 36名 37名 37名 200名 

利用定員（1号） - - - 2名 2名 2名 6名 

利用定員合計 24名 30名 36名 38名 39名 39名 206名 

一日平均入所者数 15.3名 30.0名 36.0名 35.0名 34.0名 34.0名 184.3名 

年間入所延人数 183 名 360名 432名 420名 408名 408名 2,211名 

入所率 63.5％ 100％ 100％ 92.1％ 87.2％ 87.2％ 89.4％ 

開所日数（延べ） 293 日（教育週数  44週） 

サービス活動収益 237,328千円 

職員数（常勤換算） 45.9名 
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聖隷こども園桜ヶ丘 

 

2020年度は、新型コロナウイルス感染防止により、「新しい生活様式」における日常の保育の

在り方や行事の見直し行うことになった。新型コロナウイルスはいまだ猛威を振るっており、終

息に至った後も社会生活や働き方に大きな変化や影響を受け、子ども・子育て支援ニーズについ

ても新たな生活様式に基づいた対応が求められることが予想される。 

コロナ禍であっても日常の喜びや四季の変化を五感で感じることができる子どもたちが、のび

のびと健やかに成長していけるように、子ども主体の保育・教育の充実を図っていく。そのため

に、今後も園内研修やリモート研修の充実、園内研修の中で、「保育について語り合う風土」を

構築、職員間のコミュニケーションを図り保育の質の向上に努めていきたい。 

2021年度は、職員の得意なことを活かした親子広場の企画を取り入れたり一時保育の受け入

れを積極的にして地域のニーズに応える保育をしていき入園にもつなげていきたい。 

 

【施設理念】 

1．子どもたち一人ひとりが愛され、受け入れられて、愛することを知る 

2．あそびや体験を通して心身を育て、子どもたち一人ひとりの個性を伸ばしていく 

 

【経営方針】 

1．職員一人ひとりがこども園への理解を深め、入園希望者のニーズを理解し、応えることで 

安定した運営をしていく 

2．職員一人ひとりが、園目標を基に質の高い教育・保育を実践できるよう、職員の資質向上 

を目指す 

3．信頼され、選ばれる園となるよう園内外の保護者支援に努める 

4．地域に信頼される園となるべく、地域との交流を深めて地域貢献を図る 

 

【事業・運営計画】 

1．教育・保育の質の向上 

（ア）子どもの最善の利益を考え、施設理念や保育目標を理解し「一人ひとりを大切にする保

育・教育」を実践する 

（イ）全体的な計画、教育課程、「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「キリスト教保育

指針」に基づき、「子ども主体の保育」を実践する 

(ウ) 統合保育の実践 

①浜松市の「子どもの発達支援巡回事業」を積極的に利用して、専門知識や個別配慮の

必要な子の関わり方を共有し保護者へのアプローチの仕方を学ぶ。 

②障がいがある園児の並行通園施設や医療機関と連携を図り、きめ細やかな保育を行う。 

(エ) 子どもが主体的に生活できる環境を整え、遊びや体験を通して学べる保育・教育を展開

する 
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2．保育職としての専門性の向上 

  (ア) 保育職ラダーを活用し、職員個々の課題の明確化、スキルアップと共に各自が自分の役

割を理解し、キャリアアップを目指しながら職員全体の資質向上を図る 

(イ) 園内勉強会を年間計画（事例検討・講師を招いた講話や実践等）にそって月に 1回行い、

保育について語り合い専門性を高める 

(ウ) 保育浜松エリアの職員間でピアジェの構成論に基づいた研修を行い、遊びや生活におけ

る乳幼児の知的発達を理解し、保育に活かしていく。 

3．職員の働きやすい環境づくり 

(ア) 働きやすい環境整備、並びに計画的な業務推進により、職員の心身の健康維持に努める 

(イ) 保育浜松エリア協同で保育システムの有効な使い方を検討し、業務省力につなげる 

（ウ）お互い意見が言い合える環境を整える。 

4．子育て支援と地域における公益的な取り組み 

 (ア) 中高生の職場体験を受け入れ、次世代育成に貢献する 

(イ) 親子ひろばや園見学等で来園される方に対して、職員が専門職として丁寧に関わること

で保護者支援に努める 

(ウ) 地域の自治会やシニアクラブ、近隣施設(都田南小学校・浜松学園等)と交流を図り、相

互理解や連携、信頼関係や共助関係を構築する 

 （エ）近隣の学童保育施設から、卒園学童を 18時～19時まで受け入れを実施する 

 5．新型コロナウイルス感染症予防の取り組み 

（ア） 室内消毒清掃・換気・手洗い(手指消毒)・毎日の検温（体調管理）等の感染対策を徹底

しながら、日々の保育や行事の在り方の検討する 

 

【数値指標】 

 

【提供事業】 

延長保育事業 

一時預かり事業（一般型） 

親子ひろば 

 0 歳児 1歳児 2 歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 21名 30名 30名 36名 36 名 37名 190名 

利用定員（1号） - - - ‐ ‐ ‐ ‐ 

利用定員合計 21名 30名 30名 36名 36 名 37名 190名 

一日平均入所者数 11名 28名 30名 33名 32 名 34名 168名 

年間入所延人数 132名 336名 360名 396名 384 名 408名 2016名 

入所率 52％ 93％ 100％ 91％ 88％ 91％ 88％ 

開所日数（延べ） 293日 

サービス活動収益 200,857千円 

職員数（常勤換算） 38.7名 
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聖隷こども園ひかりの子 

 

 乳幼児の教育・保育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な役割を担っている。しか

し、急速な少子化の進行、家庭及び地域を取り巻く状況の変化等が複合的に絡み合い、乳幼児の

生活経験が不足しているといった課題もみられる。こども園においては、集団活動を通して、家

庭や地域では体験し難い、社会・文化・自然等に触れる中で、乳幼児期に育みたい資質・能力を

育成する教育・保育の実践の質の向上に一層取り組んでいく必要がある。 

とりわけ、新型コロナウイルス感染症への対応をとりつつ、子どもの健やかな育ちをいかに支

えていくかが今日の課題となっている。こうした課題にも的確に対応するため、保育環境の整備

も含めた乳幼児の教育・保育の内容・方法の改善や充実、職員の人材確保・資質及び専門性の向

上、質の高い保育・教育を推進するための体制の構築等の取組を進めることが必要である。 

 

【施設理念】 

 『ひかりの子らしく歩みなさい』～エフェソ信徒への手紙 5:8～ 

キリスト教の精神を基本理念とし、児童福祉法、児童憲章、幼保連携型認定こども園教育・保

育要領、キリスト教保育指針に基づいて、心身ともに豊かな子どもを育てる。 

 

【経営方針】 

1．愛されて、愛する心を知り、お互いが大切な存在であることを知る。 

2．一人ひとりの違いに気づき、お互いを認め合いながら共に主体的に生活する。 

3．自己発揮できる環境の中で創造性を育てる。 

4．在園、地域の子育て家庭が、心豊かな環境で子育てできるように支援する。 

 

【事業運営計画】 

1．教育・保育の質の向上 

（ア） 教育・保育理念に基づき、『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を指標として

事例検討会等で具体的な学びを深め、保育実践に繋げる。 

（イ） 子どもの非認知能力を培うため、異年齢保育や少人数保育等必要に応じて保育の形

態を工夫し、生活・遊びの中で、他者との交流が図れる環境（空間・時間・物等）

を整える。 

（ウ） 子どもの環境を通しての学びを職員間で共有し、乳幼児期の発達と学びの連続性を

踏まえ、一人ひとりの成長発達に合わせた保育実践に結び付けていく。 

（エ） 感染症予防を大前提とし、日常の保育活動から行事の内容や方法を見直し、行事を

通して一人ひとりの子どもが大切にされ、充実した主体的な楽しい活動が保障され

るよう、職員間でその都度確認し合っていく。 

（オ） 子どもの発達や学び、園での教育・保育の実践の意図やねらいを保護者に丁寧に伝

え、教育・保育を可視化することで相互理解を図る。 
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2．教育・保育の専門性の向上及び働きやすい職場環境の整備 

（カ） 保育職ラダーや自己評価を通じて、それぞれの段階で求められる資質を明らかに

し、キャリアステージに応じた内外の研修に参加する。 

（キ） 職階・職務内容・役割に応じて業務の棲み分けを明確にし、組織的に役割を担える

ようにする。具体的な業務の改善や見直しを図ることで、問題解決に取り組む。 

（ク） 保育の記録システムを有効活用し、業務の ICT化及び業務負担の軽減を目指す。 

3．地域・他機関との連携 

（ア） 小学校教育との接続をふまえ与進小学校との交流（授業体験・プール交流等） 

（イ） 松渓会市野与進こども園と連携・交流をしていく。 

（ウ） 行政・民生児童委員・発達医療センター等の職員との情報交換・共有を図る。 

（エ） 地域の美化活動・子育て会議・老人会との交流に参加し、地域の実態を把握すると

共に、園の教育・保育内容の発信を行う。 

4．安全・危機管理に対する取り組 

（ア） ケガの報告やヒヤリハットの検証を行い、リスク発生時の対応と予防の周知を図

る。 

（イ） 感染症に関する正しい知識や情報を共育すると共に、有事には関係機関とスムーズ

に連携できるよう体制の整備、研修の充実を図る。 

（ウ） 防災委員会を中心に災害・不審者対策の見直しを行い防災力の強化を図る。 

5．地域における公益的な取組 

（ア） 地域の子育て家庭に、集い・交流の場所を提供する。（親子ひろば・園庭解放） 

（イ） 中高生の職場体験学習やボランティアを受け入れ、次世代育成に貢献する。 

 

【数値目標】 

 0 歳児 １歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（２・３） 27 名 36名 36名 43名 43名 43名 230名 

利用定員（1号） － － － 2名 2名 2名 6名 

利用定員合計 27 名 36名 36名 45名 45名 45名 236 

一日平均入所者数 16.2名 30.0名 35.0名 40.0名 40.0名 39.0名 200.2名 

年間入所延人数 194 名 360名 420名 468名 480名 468名 2,390名 

入所率 59.9％ 83.3％ 97.2％ 88.9％ 88.9％ 86.7％ 84.4％ 

開所日数（延べ） 239日（教育週数 44週） 

サービス活動収益 235.980千円 

職員数（常勤換算） 43.2名 

 

【提供保育事業】 

延長保育事業           障がい児保育事業 

一時預かり事業（一般・幼稚園型） 外国人児童保育事業 

親子ひろば            類似型学童保育事業 
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聖隷こども園めぐみ 
  

浜松市の待機児童対策に寄与する形で開園し 4 年が経過した。この間様々な保育ニーズに応え

1号認定児、外国籍児、障害児等を受け入れ園児数も増えてきた。2021年 4 月より事業所内保育

所聖隷めぐみ保育園との統合により、定員を 166名から 216名に増員しスタートすることとなっ

た。既存の施設を有効活用し保育を展開していきたい。 

保育士の人材確保が困難な中、重点的に採用活動を行なった結果、2021年度は保育士配置が充

足した為、今後はより一層育成に力を入れていきたい。保育環境が変化する中で「保育の質の向

上」に向け、園内研修や保育学会への取り組み、研修参加等を通して職員一人ひとりの専門性の

向上を目指したい。更に、乳幼児期の質の高い教育・保育の提供が子どもの将来にわたり生きる

力を育むことに繋がっていることを職員皆で認識し、乳幼児が主体的で対話的な深い学びが展開

できるような環境をつくるなど発達に即した教育・保育内容の充実を図りたい。 

確実に進む少子高齢化、大きく変動する社会情勢、コロナ禍が続く中、こども園に求められて

いる福祉的側面を重視し、園児の安心・安全を確保するとともに、地域の子育て支援、働く保護

者をサポートする病後児保育、統合保育の推進への取り組みなど地域の中での存在意義を確立し

ていきたい。 

 

【施設理念】 

「隣人を自分のように愛しなさい」         マタイによる福音書 22章 39節 

「わたしがあなた方を愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい」 

ヨハネによる福音書 13節 34節 

【経営方針】 

1．愛されて愛する心を知り、お互いが大切な存在であることを知る 

2．一人ひとりの違いに気付き、お互いを認め合いながら共に主体的に生活する 

3．自己発揮できる環境の中で創造性を育てる。 

4．在園、地域の子育て家庭が、心豊かな環境で子育てできるように支援する 

 

【事業･運営計画】 

1．保育の質の向上 

 （ア）「教育及び保育の内容に関する全体的な計画」をより実態に則したものに作り直し、職

員間で共有化する。年間、月間指導計画、日誌等を関連付けて作成、記録し会議の中で

お互いに実践報告しながら意見を出し合い保育の質向上に努める。 

（イ）聖隷の保育の基本となるキリスト教保育を主に、ピアジェの構成論をベースとした勉強

会、園内伝達研修を通して、より具体的に学ぶ。 

 （ウ）聖隷保育学会はリモート型で行うなど学びへの姿勢を継続していく。職員が主体的に疑

問や課題を見つけて、解決するために互いに取り組み、乳幼児の教育・保育の醍醐味や

達成感を味わうことにつなげる。 

 （エ）保育職ラダーや自己評価を通して、自身を客観的に評価できるようにする。課題を明確
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にし、改善し目標をもって実践することでレベルアップを目指す。 

 

2．和合せいれいの里の施設利用者との交流・連携をすすめる 

 （ア）恵まれた環境（高齢者、障害児者、乳幼児など色々な人が身近で生活している）を最大

限にいかす。コロナ禍の中でもできることはないか工夫し、交流を継続し、聖隷の理念

とあわせて「地域共生社会」のあり方を確認しあう。 

 

3．地域における公益的取り組み 

（ア）在園家庭及び地域の子育て家庭への育児に関する発信を強化する。 

（イ）中高生の職場体験やボランティアの受け入れを継続し、次世代育成に貢献する。 

  

4．保育システムによる業務省力・働きやすい職場環境づくり 

 （ア）保育浜松エリア協同で保育システムの有効な使い方を検討し、業務省力につなげる。 

（イ） 保育浜松エリア主任・副主任会を継続し職場内の問題解決に向けて具体的に取り組みを

すすめる。現場の声がいかされる風土づくり、働きやすい職場の環境づくりを目指す。 

 

【数値指標】 

 

【提供事業】 

延長保育事業 

一時預かり事業（一般型・幼稚園型） 

外国人児童保育事業 

親子ひろば 

病児保育事業（病後児型） 

 0歳児 1歳児 2 歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 18名 36名 36名 40名 40名 40名 210名 

利用定員（1号） - - - 2名 2名 2名 6名 

利用定員合計 18名 36名 36名 42名 42名 42名 216名 

一日平均入所者数 11.9名 35.7名 36.0名 39.0名 34.0名 37.0名 193.6名 

年間入所延人数 143 名 428名 432名 468名 408名 444名 2,323名 

入所率 66.2％ 99.1％ 100％ 92.9％ 81.0％ 88.1％ 89.6％ 

開所日数（延べ） 293日（教育週数 44週） 

サービス活動収益 229,485千円 

職員数（常勤換算） 41.7名 
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聖隷浜松病院ひばり保育園  

 2020年 4月より定員を 200名へと引き上げての運用が開始された。従業員枠の入所対象を聖隷

浜松病院で働く全職種へと変更されたが、看護師、医師の利用希望が多く、特に 0 歳児、1 歳児

の入園需要が増加している。また、乳児クラスの定員が増員したことにより、幼児クラスへの利

用継続も増えてきている。量が拡大する中で、専門性を持った質の高い保育・教育を展開する為

には、保育者一人ひとりの専門性の向上を図り発達の見通しをもった連続的な保育を構築する必

要がある。キリスト教保育を基盤とした保育理念の共有化を図ると共に、2020 年度から実施して

いるピアジェの構成論に基づいた子どもの発達と子どもを見る視点を養う園内研修を継続し、職

員同士学び合う中で保育実践へとつなげ保育の質の向上を目指す。 

聖隷児童クラブ「アイビー」の拠点を園舎内に移して一年が経過し、継続利用児童に加え新規

の利用希望もあり着実に利用者数が増えている。利用学校の追加に伴い、送迎範囲が広域となる

為、送迎ルートや公用車の運用方法の検討を行い、安全な送迎体制を整える。今後、利用定員を

超える需要が考えられるため、2022年度からの運用に向けて利用に際しての規約変更を行ってい

く。 

また、新型コロナウイルス感染症などの感染予防対策を徹底し、衛生的で安全な保育環境作り

を行っていく。目標参画、保育職ラダーを活用し職員一人ひとりが課題を明確にし、主体的に行

動できるように支援していくと共に、働きやすい職場環境を構築していく。 

 

【施設理念】 

・キリスト教精神を基本理念として関係法令を遵守し、新保育所保育指針やキリスト教保育指 

 針にのっとり、健康で安全・安心な乳幼児の保育・教育を目指す。 

 

【経営方針】 

・職員の資質向上を図り、利用者との信頼関係を構築して利用増（特に幼児クラス）に繋げる。 

・園内研修や自己研鑽できる環境をつくり、保育所保育指針、キリスト教保育の理解を深める

と共に、発達理論をもとに職員一人一人が保育根拠をもちながら保育実践をしていく。 

・子どもたちが主体的に生活、遊びが展開されるよう、必要な玩具や備品を揃える等の物的環

境を整える。 

・地域や小学校との連携を図り、子どもたちの育ちを支える。 

 

【事業・運営計画】 

1．質の高い保育サービスの提供 

 （ア）構成論に基づく子どもの発達や新保育所保育指針への理解を深め、子どもの知的な思考

発達、教育的側面に視点をあてた活動を展開する。発達の見通しをもち、連続性のある保

育を築いていく。保育、子どもの育ちを可視化し、保護者へ発信していく。 

 （イ）自己評価を行い、園の強み弱みを把握して改善に努め、利用者に還元する。 

（ウ）聖隷のこども園・保育園と連携を図り、保育学会での学び合いを深め、自園の保育に生
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かす。 

2．専門性の向上を図る。 

（ア）研修計画に沿って WEB 研修を含めた園外研修への参加を促進して学びの機会を増やすと

ともに、キャリアアップを図る。 

（イ）保育職ラダーや目標参画システムを活用し、個々課題を明確にして目標達成に向けて取

り組むことを通しスキルアップを図る。 

（ウ）園内研修を充実させ、子どもを知る楽しさを味わい、実践に向けての意欲を高め職員の

自主性を育む。 

3．職員の働きやすい環境づくり 

（ア）保育システムの有効活用と時間の使い方を精査し、業務の省力化、記録業務時間の確保

を図る。 

 （イ）風通しのよい職場風土づくりをするためにも、園内で保育士交換を実施し互いの保育を

共有し活発な意見交換ができるような環境を作る。 

4．地域における公益的な取り組み 

 （ア）育児講演会や人形劇などの催しを企画し、回覧板やホームページなどで子育て家庭に参

加を呼び掛ける。 

（イ） 住吉地区の文化展などに参加、出品し、地域との連携を深めて相互理解、自助共助につ

なげる。城北小学校や地域の交友会との交流の機会を新規に作る。 

 

【数値指標】 

 

【提供事業】 

延長保育事業 

乳児保育事業 

学童保育事業 

 

 0歳児 1歳児 2 歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（従業員枠） 30名 30名 30名 30名 30名 30名 180名 

利用定員（地域枠） 6名 7名 7名 - - - 20名 

利用定員合計 36名 37名 37名 30名 30名 30名 200名 

一日平均入所者数 15.9名 42.8名 27.3名 25.0名 7.0名 11.0名 129.0名 

年間入所延人数 191 名 514名 327名 300名 84名 132名 1,548名 

入所率 44.2％ 115.8％ 73.0％ 83.3％ 23.3％ 36.7％ 64.5％ 

開所日数（延べ） 293日 

サービス活動収益 219,858千円 

職員数（常勤換算） 36.4名 
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 聖隷のあ保育園 

 

 2021年度は開園 3年目をむかえる。市街地の中心部に位置し、待機児童対策、近隣企業に就労

の家庭、近隣の子育て家庭の支援を併せて行ってきた。2020年度は、少人数の園の特性を活かし

た質の良い保育の提供とニーズに合わせた援助の継続を目指し、保護者支援についての研究を進

めた。また、コロナ禍における行事のあり方や対応について法人内の聖隷こども園・保育園と情

報共有し、自園でできることを考えながら保育をすることができた。引き続き、健やかな子ども

の成長発達に合わせた安心、安全な保育を継続していく。更に、保護者支援の研究を深め、子育

ての悩みや不安に寄り添い、各家庭に合わせた援助の継続を目指すこととする。また、連携施設

である「聖隷こども園ひかりの子」とは土曜日、特別保育期間の共同保育などにおいて連携を図

ることを継続していきたい。 

 

【施設理念】 

1．子どもたち一人ひとりが愛されて愛する心を知り、お互いが大切な存在であることを知る。 

2．在園、地域の子育て家庭が、心豊かな環境で子育てができるよう支援する。  

 

【経営方針】 

1．キリスト教保育を基盤に、子ども一人ひとりが心身共に豊かな成長発達ができるよう丁寧な 

保育を行う。 

2．定員 19名という少人数の園の特性を活かし、乳児期の心身の発達に必要な十分に養護の行 

き届いた環境を整え保育を行う。 

3．在園、地域の子育て家庭が豊かな環境で子育てできるように、保護者の就労、子育て状況を 

把握し、子どもの成長発達と併せて保護者支援を行っていく。 

 

【事業・運営計画】 

1．保育の質の向上。利用者に質の高い保育・保護者支援を行う。 

 （ア）キリスト教保育を基盤に、聖隷の保育を形づけていく 

 （イ）園内勉強会で自園の研究を深め、ニーズに合わせた保護者支援を行っていく。 

 （ウ）養護と教育が一体になった保育を行うために、子どもの成長発達に関連付けて子どもを 

観る視点、子ども理解に努める。 

 （エ）少人数の乳児保育の利点を活かした保育を行う。個々に合わせた丁寧な関りを意識する。 

（オ）保育環境を子どもの発達と併せて考え、環境と保育内容を常に見直し改善していく。 

 

2．保育システムによる業務省力・働きやすい職場環境づくりを目指す。 

（ア）レイバー表を用いて職員の動きを可視化し意識することで、業務省力につなげる。 

（イ）職員間で、互いにコミュニケーションをはかり、報告、連絡、相談を徹底する。 

（ウ）職員が働きやすい環境を整え、心身の健康維持に努める。 

（エ）連携施設である「聖隷こども園ひかりの子」との共同保育にあたり協力体制を整える。 
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3. 地域における公益的な取組 

（ア）地域の子育て家庭の相談に応じ、保護者理解、育児支援に努める。 

 （イ）自治会に向けて園の情報を発信し、交流を通して関係を深めていく。 

 

【数値指標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提供事業】 

延長保育事業 

外国人児童保育事業 

 

 0歳児 1歳児 2歳児 合計 

利用定員（3号） 6名 6名 7名 19名 

一日平均入所者数 4.3名 7.8名 5.3名 17.4名 

年間入所延人数 51名 93名 63名 207名 

入所率 70.8％ 129.2％ 75.0％ 90.8％ 

開所日数（延べ） 293日 

サービス活動収益 42,556千円 

職員数（常勤換算） 8.0名 
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こうのとり保育園 

 

2020年度は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、園での過ごし方や行事の持ち方

等において大きな変化が求められた年であった。今後も感染拡大防止の為、今まで以上に衛生管

理を徹底し、園児の体の健康のみならず心の健康にも気を配り、保護者や公的機関との連携を取

りながら保育活動を続けていく。 

2021年度は、「子ども主体の保育」に重点を置き、保育の質の向上に力を注ぎたい。更に、2021

年 4 月より新たに保育 ICT システム「コドモン」が導入される。これによって職員の負担となっ

ている書類の作成や記録、報告業務を省力化することで、子どもと向き合う時間や心理的ゆとり

を増やし、専門職として誇りと自覚をもった保育を実践する。 

 

【施設理念】 

『隣人を自分のように愛しなさい』ﾏﾀｲ福音書 22:39 

『わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい』ﾖﾊﾈ福音書 13:34 

 

【経営方針】 

1．神に愛され、多くの人から愛されていることを感じ、愛する心を育む 

2．ひとりひとりの違いに気づき、お互いが大切な存在であることを知り、認め合いながら主体

的に生活する 

3．自己発揮できる環境の中で創造性を育てる 

4．在園、地域の子育て家庭が、心豊かな環境で子育てできるように支援する 

 

【事業・運営計画】 

1．保育の質向上への取組み 

（ア）教育、保育理念を理解し実践する 

① 乳幼児期の養護と教育を一体的に考え、発育を促すための心地よい生活を基盤に、一人 

ひとりの成長に合わせた教育、保育を行う。        

② 子どもの興味、関心から、子どもの身体的、知的、情緒的な発達を促していく環境を用 

 意し、子どもが自ら考えて遊びを行う事が出来るように、空間的・時間的な保証をする。 

③ 自分の役割を理解し、仲間に貢献し、個の力を発揮することでチーム力の向上に繋げる。 

④ 同職種や異なる職種の職員それぞれが専門性を活かし、連携し協働することで、課題解 

決に取り組む。 

⑤ 保育職ラダー・目標参画・自己評価を用いて分析し、個々のスキルアップを図る。 

⑥ 職員ひとりひとりが生きがいややりがいを持ち、職員ひとりひとりが専門職として誇り 

 と自覚をもって業務にあたることができるようにする。  

（イ） 家庭と連携をして子育てを共有する 

① 子ども達の様子や育ちについて、総会、懇談会、行事等を通して解りやすく伝え、有

意義な時間を共有し、相互理解を図る。 
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② 保護者に保育参加を通して、園での子どもの様子や友達との関わりを見ていただき、

面談を通して子どもの育ちを共有する。 

 

2． 保育システムによる業務省力・働きやすい職場環境づくり 

 （ア）保育磐田エリアで保育システムの有効な使い方を共有し、業務省力につなげていく。 

 （イ）保護者との連絡手段としてアプリを導入し、園とのコミュニケーションを円滑に行い、

園への安心感、満足度の向上を目指す。 

 （ウ）業務内容や会議体の見直しを図り、時間の使い方を精査する。 

 （エ）職員間で円滑なコミュニケーションを図り、働きやすい職場風土を作る。 

 

3．統合保育の実践 

（ア）障がい児を対象とした一時保育「こひつじ保育」では、日々の生活の中で在園児との 

交流を行い、保護者や子どものニーズを踏まえ計画的に保育を行う。 

 （イ）「磐田市発達支援センターはあと」の巡回相談を利用し、積極的に働きかけ、専門的な観 

点の理解を深め、個別・集団における保育（療育）の実践に繋げる。 

 

4.  地域における公益的な取り組み 

（ア）他機関と連携し、子育て家庭の抱えている課題の相談をきめ細やかに行い、支援センタ

ーに反映させていく 

（イ）地域住民や小中高校生との交流など多世代の方たちが子育てに関わる機会をつくる 

 

【数値指標】 

 

 

【提供事業】 

延長保育事業       一時預かり事業（一般型） 

地域子育て支援拠点事業  病児保育事業（病後児型） 

休日保育事業       学童保育事業 

 

 0歳児 1歳児 2 歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 20名 20名 20名 20名 20名 20名 120名 

一日平均入所者数 15.3名 24.8名 26.0名 26.0名 25.0名 27.0名 144.1名 

年間入所延人数 183 名 298名 312名 312名 300名 324名 1,729名 

入所率 76.3％ 124.2％ 130.0％ 130.0％ 125.0％ 135.0％ 120.1％ 

開所日数（延べ） 293日 

サービス活動収益 206,907千円 

職員数（常勤換算） 39.3名 
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聖隷こども園こうのとり東 

放課後児童クラブ“オリーブ” 

 

2021年度は新入職員数名の入職や異動の職員もあり、園全体の職員構成が変わる。その為、副

主任やクラスリーダーへの意識付けと役割を明確にし、人材育成に力を入れる。また、コロナ禍

で外部研修が減ってきている中、園の核となる“一人ひとりを大切にする保育”を実践するため

に、園内での学びの場・研修の時を充実させる。 

2020年度に続き、コロナ禍での保育が続くことが予想される。感染症対策を徹底しながら日々

の保育、行事の在り方を今一度考える必要性がある。また、感染症対策として保護者の入室制限

や、行事参加人数の制限をすることもあり、保護者とのコミュニケーション不足も課題の一つと

なっている為、より良いコミュニケーションをとる方法を見出し、関係を築けるようにする。 

放課後児童クラブオリーブは、利用希望者が増えている。多くの利用がある中で放課後の児童

の居場所として安心して過ごせる場の提供と充実した学習支援を行う。 

 

【施設理念】 

 『隣人を自分のように愛しなさい』  ﾏﾀｲによる福音書 22:39 

【経営方針】 

1．一人ひとりが愛される経験を通して愛する心を知り、互いが大切な存在であることを認めな 

がら生活する環境を作る。 

2．生活、あそび等の豊かな経験を通し創造性や意欲を育てる。 

3．地域のお年寄り、子育てサークル、多文化交流センターとの繋がりの中で、豊かな人間関係

や感謝する心を育成していく。 

【事業・運営計画】 

1．保育の質の向上 

（ア） 保育者が保育理念と保育目標を理解し「一人ひとりを大切にする保育」を実践する 

① 保育 ICTシステムを導入することで、業務省力化を図り、子どもと丁寧に関わる時間を

増やしたり、効率よく教材準備等をすすめる。 

② ワクワクするあそびの提供や子どもの表現したい気持ちを引き出す保育等を実践でき

るスキルを身につける。 

③ 言葉の研究を通して、子ども自身が自分の気持ちを言葉で表現できる環境をつくる。 

④ SDGs の目標の中の“すべての人に健康と福祉を”・“質の高い教育を”の 2 項目に焦点

を当て、こども園できる事を考え実践する。 

（イ） 保護者支援を実践する 

① 保護者に対して保育理念や保育目標に基づいた実践事例を提示することで、子どもの

様子や成長を伝える。また、園便り、クラス便り、ドキュメンテーションを活用し、国

籍を問わず解りやすく子どもの様子を伝える。 

② 言葉の研究を行う中で保護者も巻き込み、子どもに対する言葉の掛け方や関わり方を

考える機会とする。 
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2．統合保育・他機関との連携 

① 保育者自身が統合保育の在り方を学び、理解し、子どもが共に育ち合う環境をつくる。 

② 虐待が疑われる家庭や障害のある保護者（精神疾患・知的障害）、配慮が必要と思われ

る子ども（家庭）の問題は、必要に応じて園と専門機関が連携し、子どもの安全と情緒

の安定を図る。 

3．食育の推進と環境 

① 栄養士、調理師、保育教諭が連携を取り、野菜づくりや食育絵本の内容を献立に反映さ

せた活動を通して、子どもの食への関心を高める。 

4．地域における公益的な取組 

   ① 畑や田んぼでの活動を通して高齢者とつながりを持ち、行事参加等で交流を図る。 

② 看護師による地域の方への健康管理（血圧測定・健康体操指導）を年２回実施する。 

③ 年 16回の園庭開放を実施し、「こども園での生活」、「遊びの経験」、「身体測定」「歯科

講習」等を通して育児相談の場を提供する。 

5．放課後児童クラブ“オリーブ” 

   2020年度、学習する環境や興味のある遊びを充実させられるように環境を整備した。 

   そのような中で更に主体性をもって過ごせるよう、子どもの様子に合わせながら環境を整

える。 

   定員：40名  

対象児童：市内 1 年生～6年生 児童予定数：通常 38名（長期休み：45名） 

対象小学校：原則・・東部小、田原小、福田小 ＊田原・福田については送迎車利用 

 

【数値指標】 

【提供事業】 

延長保育事業 

一時預かり事業（一般型） 

外国人児童保育事業 

病児保育事業（病後児型） 

学童保育事業 

 0 歳児 1歳児 2 歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 28名 28名 36名 36名 36 名 36名 200名 

利用定員（1号） - - - 5名 5 名 5名 15名 

利用定員合計 28名 28名 36名 41名 41 名 41名 215名 

一日平均入所者数 15.0名 30.0名 36.0名 37.0名 41.0名 40.0名 199.0名 

年間入所延人数 180名 360名 432名 444名 492 名 480名 2,388名 

入所率 53.6％ 107.1％ 100.0％ 90.2％ 100.0％ 97.6％ 92.6％ 

開所日数（延べ） 293日（教育週数 45週） 

サービス活動収益 254,573千円 

職員数（常勤換算） 44.5名 
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聖隷こども園こうのとり豊田 

2021年度は、新型コロナウイルス感染防止対策を図りつつ、園児の健全な心身の発達と家庭及

び地域の実態に即した適切な教育及び保育並びに子育て支援が行えるように計画や実践を行う。

「学校の新しい生活様式」を参考にしつつ行事等の在り方についても子どもの姿を踏まえながら

考えていく。保育 ICT システムを活用した業務が 4 月から本格的にスタートする。在宅・福祉サ

ービス事業部や磐田地区の保育園・こども園と連携を図りながら進めていき、業務改善や保育の

可視化、保護者との連絡ツール等として活用できるようにする。園児一人ひとりの興味や関心、

成長や発達等を子どもの姿より多角的に捉え、個に応じた援助を行う事で多様性を認め合いなが

ら共に育ち合う環境を作る。研修や園内の勉強会等を通して、職員一人ひとりが自己研鑽できる

職場環境の整備や支援を行い、園全体の質の向上につなげる。 

 

【施設理念】 

キリスト教を基本理念とし 

『わたしがあなた方を愛したように、あなた方も互いに愛し合いなさい』ヨハネ福音書 13：34 

【経営方針】 

1. 愛されて、愛する心を知り、お互いが大切な存在である事を知る 

2. 一人ひとりの違いに気付き、お互いを認め合いながら共に主体的に生活する 

3. 自己発揮できる環境の中で創造性を育てる 

4. 在園、地域の子育て家庭が心豊かな環境で子育てができるように支援する 

【事業・運営計画】 

1． 教育・保育の質向上への取り組み 

（ア）教育・保育理念を理解し実践する 

① 乳児保育で、ゆるやかな育児担当制保育を継続し、園児（特に乳児）が自分の生理的リ

ズム、発達や行為のテンポに応じて見通しを持ち、主体的に生活できるよう援助する。 

② 幼児の主体性を大切にした教育・保育を目指し、園児の成長や発達、興味や関心を子ど

もの姿より捉え、定期的に見直しながら保育環境や日課等を整えていく。 

（イ）家庭と連携して子育てを共有する 

① 連絡帳や保育 ICTシステムを通して、日々の保育の様子や教育及び保育の意図を丁寧に

伝えることで保護者との相互理解を深める。 

② 新型コロナウイルス感染症対策を図りながら保育参加を推奨し、園での子どもの様子や

友達との関わり、教育・保育の可視化を行う。面談を通して子どもの育ちを共有する。 

2． 保育の専門性を向上と働きやすい職場環境の構築 

（ア）新型コロナウイルス感染対策に考慮しつつ、教育・保育に必要な知識と技術を習得する

為、オンライン等を活用し、外部研修に積極的に参加する。園内で情報共有を行うこと

で、保育の幅を拡げ具体的な実践につなげる。（キャリアアップ研修・実技研修・海外研

修・給食研修・衛生管理研修等）また、園内研修（ビデオカンファレンス・グループディ

スカッション）を通して、教育・保育について語り合う環境を作り協働性を育む。 

（イ）人材育成ツールとして保育職ラダーや自己評価を活用し、具体的な保育力の向上を図る。 
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（ウ）保育 ICT システムの活用方法について使用しながら話し合いを重ね、業務改善へと繋げ

ていく。 

3． 統合保育・専門機関との連携 

（ア）発達の気になる子や「こひつじ保育」（発達に偏りのある子どもを対象とした一時預かり）

は、子どもの育ちの背景や保護者の意向を踏まえて、個別の支援を実施する。 

（イ）必要に応じて磐田市の保健師、「磐田市発達支援センターはあと」や「聖隷こども発達支

援センターかるみあ」と連携を図り、子どもへの関わり方や保護者へのアプローチ方法

を学ぶ。 

（ウ）小学生と園児の交流や小学校教諭との情報交換会を行い、互いに教育の理解を深める。

また、小学校教育との更なる円滑化を図る為に、参観等を計画し実践する。 

4. 地域に根ざした取り組み 

（ア）地域の子育て家庭への助言や相談を行う機会を設ける。 

（イ）学童保育を継続し、在園児との交流を深めながら学習する習慣を身に着ける。 

（ウ）新型コロナウイルス感染対策を行いながら地域ふれあいクラブとの交流方法を検討し行

っていく。 

5．地域における公益的な取り組み 

（ア） 地域の子育て家庭を対象に、保育教諭や管理栄養士等の専門的育児講座を企画する。 

（離乳食講座・BPプログラム等） 

（イ） 小学校、中学校、高等学校が実施する乳幼児との触れ合いや交流に、こども園が積極的

に協力し、次世代育成支援の一端を担う。 

【数値指標】 

 

【提供事業】 

延長保育事業 

一時預かり事業（一般型・幼稚園型） 

親子ひろば 

学童保育事業 

 0 歳児 1歳児 2 歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 18名 23名 24名 25名 25 名 25名 140名 

利用定員（1号） - - - 5名 5 名 5名 15名 

利用定員合計 18名 23名 24名 30名 30 名 30名 155名 

一日平均入所者数 13.4名 24.0名 28.0名 33.0名 35.0名 34.0名 167.4名 

年間入所延人数 161名 288名 336名 396名 420 名 408名 2,009名 

入所率 72.2％ 104.3％ 116.6％ 110％ 116.6％ 113.3％ 107.7％ 

開所日数（延べ） 293日（教育週数 45週） 

サービス活動収益 209,086千円 

職員数（常勤換算） 38.7名 
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聖隷こうのとり富丘 

聖隷こども園こうのとり富丘 

聖隷こども発達支援事業所かるみあ富丘・聖隷訪問看護ステーション富丘 

 

日本の少子高齢化と人口減少が進行する中で、持続可能な社会を目指すために私たちに与えら

れた課題は大きい。国は待機児童解消を図るための新たな目標として、2024 年度末までに新たに

14万人分の保育施設を確保することを盛り込んだ「新子育て安心プラン」を策定した。保育の量

に目が注がれている中、私たちは保育の質にこだわっていきたい。 

こうのとり富丘では、こども園と児童発達支援そして訪問看護ステーションの 3 事業が連携し

合い、より質の高い乳幼児の教育・保育、療育を提供することを可能としている。3 事業それぞ

れが目標を効果的に果たし、成果をあげていくことで、地域に社会に貢献していきたい。目標を

掲げ、お互いの専門性を活かし刺激し合って、より高い効果をあげていくことを目指す。 

 

【施設理念】 

 子どもたちの“今”が未来を創る～“その人らしく・その家族らしく”未来を描けるように～ 

【経営方針】 

1．神に愛され、多くの人から愛されていることを感じ、愛する心を育む 

2．ひとりひとりの違いに気づき、お互いが大切な存在であることを知り、認め合いながら主体

的に生活する 

3．自己発揮できる環境の中で創造性を育てる 

4．在園、地域の子育て家庭が、心豊かな環境で子育てできるように支援する 

【事業・運営計画】 

1．施設運営 

（ア） 職員の意見を反映させる場を設定し、安全・安心な環境をつくる 

（イ） 多職種の職員がお互いの実体験をもとに語り合い、複数の視点を持ち、視野を広げ、利

用者支援に活かす 

（ウ） 法人内外の研修参加、職種別ラダーを活用し、職員のスキルアップを行い、専門職とし

てのやりがいをつくる 

（エ） 安定した運営ができるよう、適切な職員配置、コスト管理を行う 

2．聖隷こども園こうのとり富丘 

（ア） 施設理念に基づいた保育研究や保育実践を行い、保育の質を高める 

（イ） 保護者向けにミニ講演会を企画し、保健・医療の観点から子育てを考える機会とする 

（ウ） できる限り少人数で保育を行い、ひとり一人の育ちを丁寧に観ることで、“子どもが何 

を経験しているか”を考え、何が育っているかを保護者と一緒に考え合う機会を持つ 

(エ) 3事業の専門性を活かし、定期的に事例発表を行い、お互いの専門性を活かし、吸収し 

合い、地域福祉の視点を広げる。 

3．聖隷こども発達支援事業所かるみあ富丘 

(ア)客観的な指標を基に、領域を意識した療育プログラムを作成・実行する 
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(イ)保護者が子どもと向き合いつつ、自身の社会活動や自己発揮に向けた行動を支える 

(ウ)職員が、持っている力を十分に発揮しながらチームで支援にあたる(訪問療育の開始) 

(エ)安定経営に向け、施設管理を適切に行いつつ新規利用児を計画的に受け入れる 

4.  聖隷訪問看護ステーション富丘 

  （ア）利用者・家族のニーズに沿ったケアを実施する 

  （イ）施設内、事業所内での役割達成のため、自ら行動し、やりがいを創造する 

  （ウ）磐田地区聖隷事業所との連携を強化し、利用者の確保、安定した経営を目指す 

5．地域における公益的な取り組み 

（ア）園庭開放を行い、子育て中の親が孤立しないように保護者同士の交流の場とする 

（イ）地域住民や小・中学生との交流など、多世代の方たちが子育てに関わる機会を作る 

（ウ）施設見学や実習・ボランティアを積極的に受け入れる 

【数値指標】 

■聖隷こども園こうのとり富丘 

【提供事業】延長保育事業 ・一時預かり事業（一般型・幼稚園型）・病児保育事業（病後児型） 

 

■聖隷こども発達支援事業所かるみあ富丘    ■聖隷訪問看護ステーション富丘 

 0歳児 1歳児 2 歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 18名 20名 20名 20名 21名 21名 120名 

利用定員（1号） - - - 3名 3名 3名 9名 

利用定員合計 18名 20名 20名 23名 24名 24名 129名 

一日平均入所者数 15.0名 20.0名 22.0名 23.0名 26.0名 19.3名 125.3名 

年間入所延人数 180 名 240名 264名 276名 312名 232名 1,504名 

入所率 83.3％ 100％ 110.0％ 100％ 108.3％ 80.6％ 97.2％ 

開所日数（延べ） 293 日（教育週数 45週） 

サービス活動収益 187,666千円 

職員数（常勤換算） 35.6名 

利 用 者 定 員 10 名 

利 用 者 延 べ 人 数 2,698名 

一  日  平  均 

利  用  者  数 
11.2名 

稼   働   率 111.97％ 

稼働日数 (延べ ) 241 日 

単 価 

（一人 一日当 り） 
16,500円 

サ  ー  ビ  ス 

活  動  収  益 
44,517千円 

常 勤 換 算 職 員 数 9.2 名 

平 均 利 用 者 数 73名 

月 間 訪 問 件 数 320件 

年 訪 問 件 数 9,544件 

単 価 9,544円 

サ  ー  ビ  ス 

活  動  収  益 
35,550千円 

常 勤 換 算 職 員 数 5.8名 
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 野上あゆみ保育園 

のがみっこくらぶ にじっこくらぶ（放課後児童クラブ） 

 

子どもたちと一緒にワクワクできるようビジョンをかかげ、保護者と共に子どもたちの育ちを

喜び合える保育園にしていきたいと思う。新しい生活様式の中、園の役割や求められているもの

について、応じることと保護者と共に考えていくことの精査を職員の声を聴きながら進めていき

たい。 

職員間のスムーズな連携、協働が行える組織をイメージしながら、職員一人一人の個性が十分

に発揮できるよう適切な役割分担を心掛けていく。保育園での生活が総合的に展開できるよう、

全体的な計画をもとに、再度保育の内容が組織的計画的に構成され創意工夫を意識した職員集団

を目指していきたい。 

【施設理念】 

「あなたがたも愛によってあゆみなさい」 －エフェソ 5-2－ 

【経営方針】 

1．私たちが神様に愛されて生かされるように、子どもたちに愛をもって接し、愛をもって子 

どもたちの心と身体を守る 

2．職員と保護者が、良い関わりをもち、子どもたちの成長を共に喜び合う 

3．地域の中でたくさんの人が集い、交わることのできる保育園とする 

【事業・運営計画】 

1．保育の質の向上の為の取り組み 

（ア） 職員が保育理念・キリスト教保育を根底とした保育方針を理解し、子どもたちの主体性

を大切にし、ひとりひとりの声や思いを保育実践に繋げていく。また、子どもや保護者

の些細な違和感に気づき、早期アプローチを心がける 

（イ） 異年齢児や小学生などとの交流を通して、子どもの視野や社会性を広げる。また、子ど

もが自ら活動を選択できる場を設け、興味や関心の幅を広げる 

（ウ） 子どもたちの様子や育ちについて、保護者と話し合える場や懇談会の実施方法を検討し、

有意義な時間を共有できるよう工夫する。また、全体の中の個への対応を大切にしなが

ら、必要であればそれぞれの家庭へかかわり方を伝えるなど保護者と共有していく 

（エ） 園の理念や思いを、保護者に伝えていくことを意識していく 

（オ） 日々の食に興味を持ち、栄養士の協力を得ながら食育への取り組みを行う。また、野菜

の栽培や収穫だけでなく、食品ロスや野菜くずの再利用などについて職員が考えたり課

題を見出したりする 

（カ） 放課後児童クラブ（のがみっこくらぶ・にじっこくらぶ）は、小学校との情報交換や共

有を行っていく。また、子ども達の安心できる生活の場となるよう意識を持ちつつ、保

護者と共に考える姿勢を持ち、子どもの育ちを支えていく 

（キ） 保育園と児童館、放課後児童クラブが連携をとり、協力してできることを検討する 

（ク） 職員会議・パート会議の在り方を検討し、個々の思いや考えを伝え合えるような機会を取

り入れていく 
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2．施設の防災力の強化 

（ア） 自園の防災力強化を図るため、園内研修から見えてきたものをもとに、防災に対して職

員全体が意識を高めて必要なことやできることを考えていく 

（イ） 引き取り訓練の内容を検討する 

（ウ） 危機管理委員会で、ケガ報告やヒヤリハットの検証を行い職員間で周知する 

3．地区聖隷施設との連携 

（ア）無理のない形での高齢者との交流を推進する（聖隷逆瀬川デイサービスセンター・結い

デイサービスセンター・宝塚エデンの園・宝塚栄光園） 

4．「人づくり」への取り組み 

（ア）研修への参加など 

① 職員が専門性を高めるための研修とともに、教育アドバイザーや積み木講習など実践

を伴った研修への積極的な参加 

② 聖隷保育学会・階層別研修・あゆみ合同研修・キャリアアップ研修に参加 

③ 逆瀬川あゆみ保育園の 4歳児受け入れに向けての交流・引継ぎを実施 

④ 園内研修で興味のある事に取り組み、自主性や積極性を養い保育の質の向上を目指す 

⑥ 保育士ラダーの活用により、目的意識の明確化を図る。日々の保育をお互いに確認し

合うなど保育の振り返りを実施 

（イ）次世代育成 

① トライアルウィークの中学生や高校生ボランティアの受け入れを実施する。実習生を

積極的に受け入れ採用へつなげる 

5．地域における公益的な取り組み 

（ア） 安全な環境のもと、かけっこ教室や積み木遊びを計画する 

（イ） 地域のニーズを探り、子育て支援プログラムの充実化を図る 

（ウ） 子育て支援担当者による相談事業の充実 

【数値指標】 

 

【提供事業】 

 一時保育事業、延長保育事業、障がい児保育、子育て支援事業、学童保育事業 

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 9名 10名 12名 14名 22名 23名 90名 

利用定員（1号） - - - 0名 0名 0名 0名 

利用定員合計 9名 15名 14名 14名 28名 28名 108名 

一日平均入所者数 9名 15名 14名 14名 28名 28名 108名 

年間入所延人数 105名 180名 168 名 168名 336名 336名 1293名 

入所率 97.2％ 150％ 116.7％ 100％ 127.3％ 121.7％ 119.7％ 

開所日数（延べ） 293日（教育週数 3.5週） 

サービス活動収益 195,521千円 

職員数（常勤換算） 30.7名 
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野上児童館 

 

「乳幼児と保護者の支援」「中高生世代への居場所提供」を意識しながら、心身ともに健康で自

身の存在価値を認め、社会の一員としての道徳心、適応力が身につくサポートを心掛けていきた

い。また、児童館の役割や職員の気付きなど職員間で共有しながら子育て支援の形を考えていく。 

配慮を必要とする家庭への支援については、専門機関との速やかな報告相談等の連携を心掛け、

早期対応に努めていきたい。 

 

【施設理念】 地域の中で信頼され、愛される児童館を目指す。 

【経営方針】 

 1．来館者と職員が関わる中で、互いの信頼を築き、遊びの楽しさ、おもしろさを感じてもらい

ながら、いつでも気軽に相談ができるようなあたたかい雰囲気作りに努める 

 2．地域のもつニーズを把握し、それに合ったプログラムを企画推進する。そして、子どもや、

子育て不安を抱える保護者の心やすらぐ児童館、地域の子育て支援の拠点を目指す 

 3．関連する地域の諸機関との協力、連携により、子どもをとりまく様々な課題解決を図るため

にコミュニティーワークを進める 

【事業・運営計画】 

1.サービスの質の向上 

（ア）コロナ禍でできる乳幼児・小学生向けのプログラム等、様々な活動を企画する 

（イ）年間のテーマを持ち、食育の取り組み方を模索する 

（ウ）「ホールで遊ぼう」のプログラム内容を検討し実施方法を考える 

（エ）玩具やゲーム等、利用者が安心安全で遊べる環境作りを目指す 

（オ）放課後子ども教室等の活動に協力できるよう体制を整えていく 

（カ）児童館と保育園や学童保育が協力して行うことができることを検討する 

（キ）中高生の居場所作りとして毎月第１水曜日に 19時まで開館延長を行う 

2.地域との連帯の強化 

（ア）小学校、中学校、自治会、まちづくり協議会などとの関わりを深め、情報の共有を行い

子育て力の向上を目指す 

（イ）出前児童館事業は、場所、時間帯を再考し、さらに地域の協力を得ながら、ニーズに見

合った実施を進め定着させる 

（ウ）コロナ禍で行う地域の行事等に児童館ができることを検討し、地域とのつながりを深め

ていく 

（エ）来館者の悩みや思いに寄り添いつつ、児童館としての支援方法を模索する 

3.職員の資質向上 

（ア）宝塚市児童館交流研修等へ積極的に参加をする 

（イ）子育て支援研修などより専門性を高めるための研修へ参加する 

【数値指標】  ひろば型 3名 出前児童館 3名 
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逆瀬川あゆみ保育園 

 

2019 年度から取り組み始めた「発達と玩具」の研究については 2021 年度も継続をし、それぞ

れの研究を園全体としてどのように実践していくのかを考えていく。2020年度から継続するコロ

ナウィルス感染拡大防止策の中、園の行事について、子どもや保護者にとってどのような形が望

ましいのかを考え実践していきたい。2021年度はコミュニケーションについての研修等を園全体

で開催し、職員間のコミュニケーションを深めることに重点を置き、保育士の質の向上、正職員

とパート職員の横のつながりを大切にしていく。 

 

【施設理念】  キリスト教保育 「愛によって歩みなさい」 

 

【経営方針】 

1．愛されて愛する心を知り、ひとりひとりが大切な存在であることを知る 

2．ひとりひとりの違いに気づき、認め合い共に生活する 

3．楽しい環境の中で主体性、創造性を育む 

 

【事業・運営計画】 

1．保育の質の向上 

（ア） 保育の基本方針について職員理解の統一を図る 

① 保育理念、施設目標を確認し、「主体性を育む保育」の浸透をめざす。 

② 適切な声の大きさや丁寧な言葉使い、穏やかな関わりなどを保育者が実践し、主体

的に行動する。 

③ 子どもの興味・関心があることに目を向け、スピード感を持って環境を整える。 

（イ） 保育者として基本に立ち返る 

① 学習会を実施し、定型発達の基本を学び、子どもへの適切な関わりと援助を行う。 

② 専門性を意識し、保育を理論化して捉え、保育計画を立案していく。 

③ 保育の基本スキルに加え、保育者としての経験から培われた柔軟性をプラスして

保育に取り組む。 

④ リズム活動やわらべうたを保育に取り入れ子どもの体幹を育てる。 

（ウ） 保育者研修の充実・人材育成 

① 園内研修や「あゆみ合同研修」を実施し、保育の専門生を高める。 

② 保育者の興味にあった外部研修に参加し、学んできた事を職員間で共有する。 

③ 保育の中での疑問や気づきを掘り下げて研究し、学会などで発表する。 

④ 全体的な計画を確認し子どもの成長を見とおし、理解を深めカリキュラム作成に反

映させる。 

2．保護者との交流 

（ア） 実施可能な限り、保育参観や保育参加・懇談会・個別相談・送迎時の会話・おたより・

連絡ノート・ドキュメンテーションボードを通して活動の様子を知らせる。 
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（イ） ICT化による保護者とのコミュニケーションを考え実践する。 

3．野上あゆみ保育園・御殿山あゆみ保育園との 3園連携 

（ア） 合同研修や学会を通して情報交換をし、連携を図ることで共に学び歩んでいく。野上

あゆみ保育園は 3歳児以降の受け入れ先となる為、同じクラスになる 3歳児との交流

に ICT等を活用して取り組み、3歳児の不安を軽減できるようにする。また、保育士

間の交流・連携も大切にする。 

4．地域とのつながり 

（ア） 人数を制限しながら、コロナによる育児孤立を防ぐため、地域参加プログラム「す

くすく」や、園庭開放、室内開放を通して保護者同士の繋がりを育て、育児支援を

していく。 

（イ） 一時保育は、人数を縮小しながらも、子育てに難しさを抱える保護者の支援も行っ

ていく。受入れ状況は、ホームページを利用して随時知らせる。 

5．食育 

（ア） 栄養士を中心に、保護者に向けて行事やお便りを通して食に関する情報の発信を行う。 

（イ） 栽培やクッキング、食べ比べ、給食を通じて旬の食材の名前や役割や味、食べること 

の楽しさを子ども達に伝えていく。行事食を通じて季節や日本の文化に触れる。 

6．防災訓練 

（ア） 毎月の防災訓練に加え、災害時、園舎が使用不可になった場合を想定し、野上あゆ

み保育園に避難する訓練を実施する。停電対策の強化につとめる。 

7．働きやすい環境づくりに取り組む 

（ア）  働き方改革の一環として、ICT環境 コドモンを導入し事務作業軽減化を図る。副主

任を中心に書類の整理をし、業務の省力化を考え実践する。 

8．地域における公益的な取り組み 

（ア）  コロナ禍の中、地域の高齢者との交流の機会を持つことが出来るように手立てを考

える。 

【数値指標】 

【提供事業】一時保育、延長保育推進事業、子育て支援事業、障がい児保育 

 0歳児 1 歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 10名 10名 12名 13名 0名 0名 45名 

利用定員（1号） - - - 0名 0名 0名 0名 

利用定員合計 10名 10名 12名 13名 0名 0名 45名 

一日平均入所者数 10名 13名 14名 13名 0名 0名 50名 

年間入所延人数 127名 156名 168 名 153名 0名 0名 604名 

入所率 105.8％ 130.0％ 116.7％ 98.1％ ― ― 106.7％ 

開所日数（延べ） 293 日（教育週数 3.5  週） 

サービス活動収益 138,062 千円 

職員数（常勤換算） 22.7名 
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 御殿山あゆみ保育園 

2021年度も引き続き、保育の質の維持・向上に努める。保育者は子ども一人ひとりの興味や関

心に目を向け、保育を展開していくスキルを身につけ、主体的に保育に取り組む。日常の保育実

践の質を高めるために保育者が学ぶ機会を増やせるよう、リモートや小規模での研修会の参加、

園内研修の充実を図る。また、保育のねらいや大切にしていることを会話やおたよりを通じて保

護者に積極的に発信していき理解を深めていく。同時に ICT を取り入れ、事務作業の軽減に努め

保育者の業務改善につなげる。新型コロナウィルスの対策を継続的に行う。コロナ禍で行った昨

年度の行事を職員間で振り返り、話し合う。そして行事の在り方を「子どもにとって大切なこと

は何か」という視点でもう一度見直す。 

 

【施設理念】 

「あなたがたも愛によって歩みなさい」 エフェソの信徒への手紙 5:2  

 

【経営方針】 

1． 愛されて愛する心を知り、一人ひとりが大切な存在であることを知る。  

2．一人一人の違いに気付き、お互いに認め合いながら共に過ごす。 

3．豊かな環境の中で自己発揮し、創造性を育てる。 

 

【事業・運営計画】 

1．聖隷の理念や施設理念、保育の基本方針の確認 

（ア）施設理念をもとに保育目標の確認をしながら、「一人ひとりを大切にする保育」を具体的

に実践する。 

（イ）研修や話し合いを通してお互いの子供観や保育観を発信、共有して保育方針に沿って実

践できる手立てや保育環境を共に考える。 

2．子どもたちが安心して園生活を送れるよう、特にかける言葉に意識しながら、一人ひとりの 

成長発達に応じた丁寧な関わりを心がける。 

（ア） 乳児期の身近な人との愛着関係を基盤に、ありのままを受け止め認められる事を繰り返

しながら、自己肯定感、自尊心、他者に対する基本的な信頼感を育てる。幼児期におい

てはそこを土台に非認知力を育て、学びに向かう力、人間性等を培う。 

（イ）感染予防対策を取りながら異年齢で過ごす時間を自然に持てるよう考え、年齢の枠を超 

えての関わりを大切にする。 

（ウ）発達に障害等を抱え、困り感を抱えた子どもたちの理解を深めるため、専門機関と連携

を取りながら定期的にケース会議を行う。また、研修会にも参加しスキルを高める。 

3．食育の推進 

（ア）保育士、栄養士、調理師との連携による年間食育計画の作成、実施する。 

（イ）保護者、子どもに向けての栄養士からの食に関する様々な情報の発信や相互の関わりを

持つ。 

（ウ）苗からの野菜の栽培、収穫の喜びを通して食への関心を持ち、感謝の気持ちを育む。 
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4．子育て支援を通して地域のニーズを知り、保育園の役割を遂行する。 

（ア）保育士が保育室解放・園庭開放などを通して、子育て中の保護者の様々な思いにも寄り

添いながら地域における子育て支援のニーズを知り、応えていく。 

 （イ）子育て講演会、給食（離乳食・乳児食・幼児食）の試食会、保育室開放、子育て相談を実

施する中で地域の社会資源となり、保護者の不安や悩みを知り受け止める。 

5．職員研修の充実と人材育成 

（ア）専門性を高めるため、各自の保育の課題に沿った外部研修に、主体的に参加する。 

（イ）行事・保育などで「子どもにとって大切なことは何か」を立ち止まって考える。 

（ウ）子どもの興味や関心に目を向け、園内で講師を招いての助言や研修会を行い、職員間の

話し合いにより、保育を展開し実践していく。 

（エ）保育の中での学びや実践を発表し、学びの場として宝塚・浜松地区保育学会に参加する。 

（オ）保育士ラダーの活用、自己評価の実施により、各自の役割を考えて理解し、責任をもって

仕事に従事することのできる人材を育成していく。 

（カ）ICTを活用し、保育者の事務作業を軽減し業務の効率性を高める。 

6．逆瀬川あゆみ保育園、野上あゆみ保育園との三園の連携。 

（ア）3 ヶ園で相互の交流をはかり、共に保育の質の向上に取り組む。合同研修会の実施。 

7．防災対策の強化・充実（地域と共に） 

（ア）防災委員会で様々な観点から課題を出し、職員と共に考えながら防災対策に取り組む。 

（イ）地域との連携を視野に入れ、地域防災訓練にも参加する。 

8．地域における公益な取組み 

 （ア）近隣高齢者デイサービスとの交流は、コロナ禍で出来ることを模索しながら進めていく。 

9．新型コロナウィルス等感染症対策 

 （ア）職員、園児の検温と手指消毒を行い、体調の変化にも気を配る。園内の消毒と換気を定

期的に行い、感染予防に努める。保護者と連絡を密に取り、万が一感染者が出た場合は

迅速かつ適切な対応ができるよう準備しておく。 

【数値指標】 

【実施事業】 

一時保育事業、産休明け保育、延長保育促進事業、地域活動事業、特別支援事業、その他 

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

利用定員（2・3号） 15名 20名 20名 21名 22名 22名 120名 

利用定員（1号） - - - 0名 0名 0名 0名 

利用定員合計 15名 20名 20名 21名 22名 22名 120名 

一日平均入所者数 12名 24名 24名 25名 25名 25名 135名 

年間入所延人数 148名 288名 288 名 298名 300名 300名 1,622名 

入所率 82.2％ 120.0％ 120.0％ 118.3％ 113.6％ 113.6％ 112.6％ 

開所日数（延べ） 293日（教育週数 3.5週） 

サービス活動収益 196,071千円 

職員数（常勤換算） 32.8名 
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御殿山児童館 

御殿山児童館は、次世代を担う子どもたちの健全育成の推進を目的とする。地域に信頼される

児童館であるために 2021年度も『地域子育て支援拠点ひろば型』事業として、子育て親子の交流

を促進する場や機会の提供、相談・援助の実施や情報の提供、子育て講習の実施等、乳幼児親子

への子育て支援の拡充に努める。また、小学生児童や中高生の余暇の居場所づくりの充実に加え、

地域の実情と時代の風潮に合わせた事業展開を、併設の保育園と連携をとりながら図っていく。

また、虐待などの情報の収集、社会資源へ繋げるなど積極的に行いたい。 

 

【施設理念】地域と関わりながら、ひとりひとりの居場所となる児童館を目指す。 

【経営方針】 

1．子どもや子育てに関わる大人からの声を大切にニーズに応えられるような環境づくりや、活動

に遊び心を持って取り組む。 

2．個々や集団での関わりを通して、感性を豊かにする活動を実施する。 

3．地域や諸機関との連携を図りながら、コーディネーター的役割を担う。 

【事業・運営計画】 

1．児童館施設の利用児童の把握と支援 

（ア）日常的な児童館施設の開放と自由に安心して遊べる環境を整え、提供する。 

（イ）利用児童の背景を把握することで必要な支援を的確に行う。 

2．乳幼児親子支援 

（ア）発達年齢に応じた遊びや仲間作り活動を提供し「子育ち」・「親育ち」を支援する。 

（イ）保護者の子育てを支援し、保護者対象の講座を実施する。 

3．小学生集団のあそび及び支援 

  （ア）運動遊びや自然体験活動・創作活動や視聴覚活動を通して仲間作りを支援する。 

4．中高生居場所づくり 

（ア）自由に集える場の確保と多様な人とふれあう体験を通じて「心の自立」を支援する。 

5．出前児童館 

（ア）児童館の事業と機能を地域に出向いて実施し、環境の整備と居場所作り、プログラム

などを提供し支援する。 

6．地域組織活動の育成及び関係機関との連携・社会資源の活用 

（ア）地域における子育て支援の拠点として、的確な社会資源の活用、家庭や学校、関係機

関との連携・協力を図る。 

7．児童館運営委員会の実施 

（ア）適正な運営を展開・維持するため、運営委員会で広く意見を求め運営に活かす。 

8．職員の資質向上 

  （ア）児童館運営に関する共通の認識を持ち、コミュニケーションを活発に行う。 

（イ）コーディネーター機能の強化のため、職場内研修を行う。 

（ウ）子育て支援に必要な内部研修を行う。（発達、保育、障がい等） 
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9.感染症対策 

  （ア）対策として、利用者の検温、消毒、体調等を確認し、利用者名簿を作成、館内の環境

整備や消毒を行う。及び、自由利用やイベント・講座等の形態を十分に踏まえ、児童

館内及びその周辺地域において、利用者へ感染症の拡大を防止するため、最大限の対

策を講ずる。 

 

【数値指標】 延利用者予定数 19,500人   出前児童館の予定回数 144回 

       正職員 1名   パート職 10名  合計 11名 
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高齢者公益事業部 

 

新型コロナウイルス感染症は当事業部の入居者サービス、組織運営、入居者募集、財務等に甚

大な影響をもたらしている。この影響をいかに最小限にとどめるか、事業部の総力を挙げて継続

的に取り組まなくてはならない。 

コロナ禍で事業継続に必要なことは非常時にも揺るがない経営の安定性である。浜名湖エデン

の園の建替工事は 2020 年 4 月に新 1・2 号館が完成し、感染症対策に細心の注意を払いながら多

くの入居者をお迎えすることができたが、今後は宝塚エデンの園、松山エデンの園、油壺エデン

の園の改築を控える。改築資金を確保するため、直営施設の収支改善を実行していく必要がある。

空室ゼロに限りなく近づけるよう入居者募集活動を強化するとともに、直営施設の管理費、食費

等の費用を試算し、価格改定等の必要性を検討する。また防災対策の強化として、台風や降雪等

の自然災害に対して、発生前の準備から初動対応までを明確化し、実効性を高める。 

人材の採用・育成・定着に関しては、労働力人口の減少に対応できるよう、必要な人材を地元

で採用する仕組みを構築する。また、日々の気づきをそのままにせず、コミュニケーションをと

りながらその気づきから計画を立て、実行し、自らの力で改善できる職員を育成する。 

サービスでは、安全確保が最重要事項である。新型コロナウイルス感染症対策にとどまらず、

基本を徹底し、事例から学び、想定外の事態への対応力を高めたい。標準サービス（当事業部の

運営する有料老人ホームが入居者に提供するサービスの基準）をはじめとする運営の標準化は、

危機管理やサービスの持続性を確保するため、継続して推進したい。コロナ禍により、入居者に

も日々の生活で不自由を強いている。人と人がふれあうことの大切さを保ちながら、健康寿命延

伸・自立支援促進のための新たな介護予防活動やプログラムを検討のうえ実践するとともに、新

しい生活様式を意識した新たなサービスの在り方を検討する。 

また、未来を築く社会的使命を果たすため、高齢者が暮らしやすく、職員が働きやすい、機能

性とデザイン性に優れた住まい空間を提案できる仕組みを確保したい。見守りシステムをはじめ、

新システムの構築と既存システムとの統合を推し進め、入居者にとってのサービス向上、職員に

とっての働く環境の向上を図る。 

2020 年度は大規模な入居者募集セミナーを開催できず、WEB セミナー等の試行により、見込顧

客の発掘に努めた。コロナ禍による募集活動の制限が継続したことで、新規入居者数の減少だけ

でなく、見込顧客数が減少している。この影響は短期的ではなく中期的なものであり、共同事業、

受託事業との連携・協働をさらに強化し、募集活動の在り方を組み立て直す必要がある。直営 7

施設の目標数値として、入居契約件数 182件、入園金合計 57億円、事業部全体の当期活動増減差

額 3 億円を目指す。 

 

【事業部理念】 

私たちは、高齢者ひとりひとりを尊重し、自由で快適な生活の実現を支援する 

【経営方針】 

1．聖隷理念の継承とエデン価値の進化 
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2．経営の安定と永続性の確保 

 3．人材の採用・育成・定着の強化 

4．サービスの質・安全・効率の向上  

 5．新しい時代に向けた先駆的・開拓的な事業の発想 

 

【事業・運営計画】 

1．聖隷理念の継承とエデン価値の進化 

（ア）聖隷理念・事業部・施設運営方針の浸透と実践 

 （イ）標準サービスの具現化 

（ウ）公益活動の実践 

  

2．経営の安定と永続性の確保 

（ア）直営施設の一般居室・介護居室の入居率向上 

 （イ）直営施設の施設会計収支改善 

（ウ）防災対策の強化 

  

3．人材の採用・育成・定着の強化 

（ア）地元人材の採用 

 （イ）定着への環境づくりによる離職の防止 

（ウ）職員のキャリアアップ 

 

4．サービスの質・安全・効率の向上 

（ア）感染症の拡大（集団感染）の防止 

 （イ）リスク対策の強化 

（ウ）食事サービスの向上 

 （エ）介護・看護の質を向上させる新たな取り組みの実践 

 （オ）入居者満足度調査の継続及び改善案の実施 

 

5．新しい時代に向けた先駆的・開拓的な事業の発想 

（ア）新規施設開設の検討 

 （イ）次世代技術の創造 

 

【数値指標】（新規契約のみ）                       2021年度期末 

入居契約 

目 標 
浜名湖 宝塚 松山 油壺 浦安 横浜 

藤沢 

1番館 

藤沢 

2番館 
合計 

件 数 43件 40件 13件 35件 18件 20件 11件 2件 182件 

入居率 91.8% 93.1% 88.0% 96.5% 95.5% 100.0% 99.0% 96.0% 94.4% 
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介護付有料老人ホーム 浜名湖エデンの園 

 

2020年 4月に 1・2号館耐震対策建替工事が完了、2020年度は園にとっては記念すべき年とな

った。その一方で、新型コロナウイルス感染拡大に伴い園内活動も様々な制限を受けたが、入居

者の協力と職員の努力で感染リスクを最小限に抑え込み、多くの新入居者を予定通り迎え入れる

ことができた。職員にとっては、感染対策に加えて、現入居者の 1・2号館への再引っ越し、多数

の新入居者の受け入れ・フォロー、業務基幹システム（ETS2020）のサブシステム導入・定着等、

勤務負担が増加し、心身ともに疲弊を余儀なくされた 1年でもあった。 

2021年度は、新型コロナウイルスへの対応が園運営に最も大きい影響を与える。園内への入館

制限をはじめ、園内行事やクラブ活動、入居者の生活制限や自粛のお願い、重要な入居者募集活

動など、範囲は広範に亘る。感染リスクを引き続き最小限に抑えながら、提供するサービスの質

を維持し、コロナ禍においても園内生活を少しでも楽しくできる行事等の工夫に努め、入居者募

集活動では入居率 91％以上の達成を目指す。 

サービス・支援体制については、今までのパーソン・センタード・ケア（PCC：その人らしさを

尊重した介護・サービス）の考え方のもと、アドバンス・ケア・プランニング（ACP：人生会議）

の推進を図り、「入居から終末期まで切れ目のないサービス」を継続して提供する。そのためには、

全課・全職員の連携をさらに深める。また、自立した入居者向けの「健康増進サービス」につい

ても、トレーニングルームの活用等により、さらなる活性化に取り組む。 

また、業務改善として、ETS2020やインカム（無線）の全職場での効果的な活用、体温測定結

果等を自動入力できるしくみの導入を図る。すでに様々な分野で活用される AI（人工頭脳）や ICT

（情報通信技術）の導入を積極的に検討するとともに、人材についてはパート職員の採用を強化

し、「働き方改革」の推進と職員個人の負担軽減を図る。 

高齢者公益事業部の方針である「より災害に強いエデンの園」については、項目の一つに「感

染」を追加する。周辺施設及び地元自治会等との連携を強化し、さらに「安心・安全」な浜名湖

エデンの園の実現に向けて、入居の皆様の協力も頂きながら取り組む。 

 

【施設理念】 

私たちは一人ひとりを尊重し、入居者の快適な生活を実現するために最善を尽くします 

 

【経営方針】 

1．個人の意思を尊重したエデンオリジナルサービスの確立と実践 

2．次世代を担う人材育成とキャリアを活かして働き続けられる職場づくり 

3．安定した経営基盤の確立と事業の永続性の確保 

4．安全管理の徹底を図ったサービスの提供 

5．入居者と共に取り組む「新しい浜名湖エデンの園」づくり 
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【事業・運営計画】 

1．個人の意思を尊重したエデンオリジナルサービスの確立と実践 

（ア）パーソン・センタード・ケア（PCC）に基づく、アドバンス・ケアプランニング（ACP） 

の継続的な推進と評価 

（イ) 入居から終末期まで、切れ目なく「その人らしさの生活を支える」仕組みづくり 

（ウ）標準サービスの質の検証とサービスの「見える化」 

（エ）地域とつながる取り組みの推進 

2．次世代を担う人材育成とキャリアを活かして働き続けられる職場づくり 

（ア）「聖隷理念」「施設理念」の継承 

（イ）自ら考え、行動できる人材の育成 

（ウ）業務の効率化・労働生産性向上による「働き方改革」のさらなる推進 

（エ）AI・ICTの導入等による働きやすい職場環境の整備  

（オ）障がい者雇用の促進と定着への取り組み 

3．安定した経営基盤の確立と事業の永続性の確保 

（ア）入居率 91％以上を維持するための入居者募集活動の推進 

（イ）課・係・個人のそれぞれのレベルでの役割分担と業務整理 

（ウ）「事業・運営計画」の全職員の理解と達成への参画 

4．安全管理の徹底を図ったサービスの提供 

（ア）最重要課題としての新型コロナウイルス感染防止対策への取り組み 

（イ）コンプライアンス体制の強化 

（ウ）実践に即した緊急時対応訓練の実施（防災・防犯・感染予防・行方不明者対策など） 

（エ）安全・防災・防犯体制の強化に向けた設備・機器の導入の検討 

5．入居者と共に取り組む「新しい浜名湖エデンの園」づくり 

（ア）グランドオープン後、入居者 500名体制を見据えたサービス提供体制づくり 

（イ）健康で自立した入居者向けのサービス及び企画の検討 

（ウ）「老舗」の有料老人ホームとしての内外環境の継続的な整備 

（エ）入居者の協力を得て、地域に貢献できる活動の検討 

【数値指標】                               2021年度期末 

  一般居室 介護居室 計 

契約戸数/総戸数  342戸/372戸 52戸/57戸 394戸/429戸 

入居者数/定員 421 名/455名 53名/64名 474名/519名 

入 居 率 91.9％ 91.2％ 91.8％ 
 

 

要介護認定者数 

要支援

1 

要支援

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 
合計 

28名 13名 42名 19名 16名 7名 5名 130名 
 

職員数（常勤換算） 132.0名 

サービス活動収益 842,040千円 
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ウェル・エイジング・コミュニティ 宝塚エデンの園 

 

 2020年度は、コロナ禍の中でも徹底した感染対策と状況に応じた対策実行で、感染予防、入居

者サービスの維持に努めることができた。また、サービスの標準化に加えて居宅療養薬剤管理指

導や汚物除去機の導入などにより、介護サービスの質向上と職員の作業環境の改善ができた年度

でもあった。 

2021年度は、入居者の情報を園全体で共有するしくみ「私の軌跡」をはじめとする取組みを継

続し、入居者のニーズに基づいた積極的な情報提供及び配慮と思いやりのサービス提供に取り組

み、より質の高いトータルケアを提供していく。また、エデンの特徴でもある介護予防について

は、再構築された各種介護予防体操の稼働とともに ICT（情報通信技術）を活用した新しい介護

予防ツールを検討し、より効果的かつ効率的な介護予防に取り組んでいく。職員の専門性を高め

る取組みについても ICTを効果的に活用する。 

募集活動において新入居者の確保と定着は最重要課題であるため、小規模の集客方法の継続に

加えて、見学時から現場職員と接点を持つことで、園をより身近に感じていただき、確実な入居

につなげる。そして、入居後のフォローアップ体制を強化していく。 

介護・福祉分野の人材不足は深刻であり、働き方改革を含めて作業環境や作業・健康管理の見

直しに加え、新システムの活用による業務負担の軽減と安定したサービス提供の継続に努める。 

地域に根差した公益的活動は、各種健康診断の機会の提供など自治体、近隣自治会との新たな

連携を進めることとし、WAC事業も合わせて推進していくこととする。 

 

【施設理念】 

 安心と生きがいの創造  

 

【経営方針】 

1．私たちは、｢隣人愛｣の精神に基づき、ご入居者と職員一人一人の尊厳を守ります。 

2．私たちは、ご入居者とともに 5つ星の施設づくりに努めます。 

3．私たちは、法令を遵守し、その人らしさを大切にしたより良いサービスを提供します。 

4．私たちは、地域と協調し、開かれた施設を目指します。 

5．私たちは、品質目標を設定し、その達成度を常に確認して、業務改善を進めます。 

 

【事業・運営計画】 

1．入居者満足度の向上 

（ア）ニーズの把握と気づきに基づいたサービスの提供 

（イ）食事満足度調査の評価向上に向けた取り組み 

（ウ）その人らしい生活を最期まで支えるトータルケアの実践 

（エ）見える化の実践による入居者との協同した園運営の実践 
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2．職員満足度の向上  

（ア）聖隷理念、事業部経営方針及び施設運営方針に基づいた行動計画の策定と実践  

（イ）職場・職員間の連携強化と各課業務の再構築の取組み 

（ウ）段階的な人材育成と個別の専門性の強化 

（エ）働き方改革に伴う業務の効率化 

（オ）最新介護機器の導入による業務負荷の軽減と安全な介護の実践 

 

3．健全経営体制の維持 

（ア）全職員が募集活動のそれぞれの役割を果たし、期末入居率 93％以上の確保 

（イ）附属診療所部門の経営体制の見直し 

（ウ）職業倫理・コンプライアンス経営の実践 

（エ）費用対効果を考慮した経費管理と省エネの取り組み 

 

4．安全・安心な暮らしの提供 

（ア）コロナ禍の状況に応じた感染対策の徹底と入居者ニーズに基づくサービス提供 

（イ）災害や緊急時における事業継続計画の策定 

（ウ）災害や感染拡大に対する入居者の自主防衛の支援 

（エ）リスク、苦情への迅速な対応 

 

5．地域における公益的な取組み 

（ア）防災・避難計画に基づいた協力関係の確認 

（イ）各種健康診断の機会の提供 

（ウ）障碍者の就労機会の創出 

（エ）WAC事業の推進 

 

【数値指標】                               2021年度期末 

  一般居室 介護居室 計 

契約戸数／総戸数 335戸／358戸 45戸／50戸 380戸／408戸 

入居者数／定員 383名／501名 46名／50名 429名／551名 

入 居 率 93.6％ 90.0％ 93.1％ 
 

 

要介護認定者数 

要支援

1 

要支援

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5  
合 計 

13 名 9名 36名 22名 22名 13 名 7名 122名 
 

職員数(常勤換算) 136.2名 

サービス活動収益 934,680 千円  
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介護付有料老人ホーム 松山エデンの園 

 

2020年度、松山エデンの園は創立 40周年を迎え、様々な記念すべき行事を計画していたが、新

型コロナウイルス感染拡大の影響により、中止せざるをえなくなった。入居者や職員の生活にお

いても不要不急の外出や自粛対応を継続するなどこれまでに経験したことがない対応が必要であ

ったが、入居者に協力いただきながら、職員一丸となり、安心安全を第一に考えた園内の感染拡

大防止対応を徹底する運営に努めた。 

2021 年度は、経営の安定と継続性を確保する為、収益改善を実践する。入居募集においては、

契約数目標達成と入居率向上を目指し、感染予防対策を継続しながら新しい募集イベントを充実

させ、募集活動に取り組んでいく。 

入居者の皆様には、新しい生活様式を取り入れた楽しみある行事や食事提供、継続した感染予

防対策や防災対策を行い、入居者が安心安全に生活いただける園内の環境づくりに努める。ケア

サービスにおいては、職員の e ラーニングや 2020 年度から導入したケアシステムなどを活用し、

介護看護の質を向上させる新たな取組を実践していきたい。 

隣接する医療法人聖愛会松山ベテル病院とは、2021年度も安心できる協力医療機関として継続

した連携体制を更に整備していく。 

地域住民の方々には、2020年度に中止となった地域合同防災訓練を実施し、園と地域が協力・

信頼できる関係づくりと地域貢献できる施設運営に努めていく。 

 

【施設理念】  

『 明るく楽しく共に輝いて生きる 』 

 わたしたちは、ご入居者の喜びや願いを見出し、そのお一人おひとりの幸福(しあわせ)づくり

を支援、援助できることに大きな喜びを見出す 

 

【経営方針】 

1．入居募集と経営の安定 

2．人材の確保と育成 

3．よりよいサービスの提供  

4．安心安全な施設環境づくり 

5．地域における公益的な取組 

  

【事業・運営計画】 

 1．入居募集と経営の安定 

（ア）新規契約戸数 13戸 14名 

（イ）充実した園の生活や楽しみを知って頂く募集活動への取り組み 

（ウ）入居検討者のニーズに応じた受入れ対応(介護棟への直接入居)  

（エ）施設会計の改善に向けた改定 
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（オ）住替えが必要とされる方への適切な対応 

（カ）省エネ活動の継続的な取組と適切な設備更新 

 

2．人材の確保と育成 

（ア）新システムを活用した運営と職員の連携強化 

（イ）人材の採用力強化と定着への環境づくり 

（ウ）目標参画・各種ラダーを活かした職員評価と教育の実践 

（エ）e ラーニングを活用した職員の育成・評価の実施 

（オ）聖隷理念・施設理念に基づく職員倫理・接遇意識の向上 

 

 3．よりよいサービスの提供 

（ア）ご入居者の幸せづくりに支援できるトータルサービスの提供 

（イ）ご入居者へ質の高いケアの実践 

（ウ）新しい生活様式を取り入れた園内行事の実施 

（エ）食事満足度と喫食率の向上 

（オ）医療法人聖愛会松山ベテル病院との医療体制の連携強化 

 

 4．安心安全な施設環境づくり 

（ア）防災対策の強化 

（イ）苦情、リスク発見時の迅速かつ連携できる対応 

（ウ）感染予防対策の徹底と集団感染の防止 

（エ）園内設備の計画的な改修 

 

 5．地域における公益的な取組 

（ア）地域での災害を想定した防災体制の強化、環境保全活動への取り組み 

（イ）地域の医療・介護連携への参画 

【数値指標】                               2021年度期末 

  一般居室 介護居室 計 

契約戸数 97 戸 28 戸 125 戸 

入居者数 112 名 28 名 140 名 

入 居 率 90.7 ％ 80.0 ％ 88.0 ％ 
 

要介護認定者数 

要支援

1 

要支援

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5  
合 計 

15名 7名  7名 8名 15名 6名 4名 62名 
 

職員数(常勤換算） 56.2名 

サービス活動収益 287,100千円 
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介護付有料老人ホーム 油壺エデンの園  

 

2020年度は未曽有のパンデミックと向き合い、感染防止対策に明け暮れる日々が続いた。自

粛を伴う行動制限の中、感染防止対策に協力いただいた入居者と高齢者施設としての個々の職員

の努力に感謝申し上げる。コロナ禍で募集活動は大幅に制限され、予算未達となったが、コロナ

禍でできる活動を模索した。また、予定していた大規模修繕は実施延期となった。 

さて、2021年度は、長期化するコロナ禍にあって、継続した感染防止対策を実践し、世界的

な普遍的価値観である SDGs（持続可能な開発目標）を意識した事業展開が望まれる。サービス

の高水準を維持したエデン標準サービスの具現化を図るとともに、「安心なサービス提供と質向

上」「職員の育成」「安定した施設運営」を重視した取り組みを行う。「安心なサービス提供と

質向上」については、更新した業務基幹システム（ETS2020）の安定稼働により業務効率を高め

るとともに、蓄積データ活用によりサービス内容の可視化を図る。食事部門においては、メニュ

ーアピールを強め喫食率向上に繋げる。「職員の育成」については、地域の人材を積極的に活用

するとともに、継続して EPA（経済連携協定）による海外研修生を育成していく。また、女性職

員が活躍できる環境づくりと、職員個々が超過勤務削減や有給休暇取得等の働き方を意識するこ

とを強化する。「安定した施設運営」については、「空室ゼロ」を目指し入居率を向上させると

ともに、附属診療所の運営改善を図る。施設整備では、コロナ禍で安全重視の計画修繕を実施し

ていく。コロナ禍で入居者・職員共々の人間関係やコミュニケーションの希薄さを加速させない

取り組みや関わりを重視して、感染対策徹底を図ったうえで、入居者・職員の安心、安全を優先

した園運営をしていく。 

 

【施設理念】 

 私達は『ひとり一人と ここちよく 共に暮らす』ことを目指します 

【経営方針】 

1．安心、安全を基盤としたサービス提供と質向上 

2．自ら考え課題解決できる職員の育成 

3．安定した施設運営・経営 

4．環境・省エネへの取組み強化と地域との関わり 

5．災害時の対策、防災教育の徹底 

【事業・運営計画】 

1．安心、安全を基盤としたサービス提供と質向上  

（ア）入居から退去までのトータルサービスの提供  

（イ）感染対策の継続と徹底 

（ウ）ETS2020の安定稼働 

（エ）コロナ禍でできる行事企画の創出 

（オ）食事メニューアピールの強化と「楽しくて美味しい食事」の提供 

（カ）接遇向上のための知識と技術の習得 

（キ）リスク対策の強化（評価の徹底による再発防止）  
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2．自ら考え課題解決できる職員の育成 

（ア）やりがいのある職場風土の醸成 

（イ）部署間連携と職員間コミュニケーションの強化 

（ウ）人材活用と適正配置による業務効率の向上 

（エ）人材採用力の強化と地域人材の活用 

（オ）職員個々の質向上のためのスキルアップ 

 

3．安定した施設運営・経営 

（ア）園内設備の計画的改修と実施 

（イ）全部署が募集活動に参画し、入居率 95％（期末）以上確保 

（ウ）介護サービスへの適切な移行と介護報酬収益の確保 

（エ）健康寿命延伸・自立支援促進のための新たな仕組みづくり 

（オ）診療所機能検討と入院ベッドの適正利用 

 

4．環境・省エネへの取組み強化と地域との関わり 

（ア）コスト意識を持った省エネルギーへの取り組み 

（イ）地域貢献活動（環境保全）への参加 

（ウ）職場環境整備のための 5S運動（整理・清掃・整頓・清潔・躾）の継続 

（エ）多様な人材（高齢者・障がい者等）の就労機会を増やすための取り組み 

 

5．災害時の対策、防災教育の徹底 

（ア）災害防災・防犯訓練の質の向上 

（イ）入居者・職員の防災意識の向上 

（ウ）地域と連携した災害協力体制の維持 

 

【数値指標】                              2021年度期末 

 一般居室 介護居室 計 

契約戸数／総戸数 368戸／379戸 41戸／45戸 409戸／424 戸 

入居者数／定員 460名／500名 41名／50名 501名／550 名 

入 居 率 97.1％ 91.1％ 96.5％ 

 

要介護認定者数 

要支援

1 

要支援

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 
合計 

22名 30 名 31名 20名 17名 17名 13名 150 名 

 

職員数(常勤換算) 138.2名 

サービス活動収益 1,032,400千円 
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介護付有料老人ホーム 浦安エデンの園 
 

2020年度は新型コロナウイルス感染症予防対策を重点課題として取り組んだ。感染予防の体

制を強化するため、職員教育や環境の整備等に努めると同時に、外部からの入館制限や様々な

活動を制限することとなり、入居者の皆様に不便をおかけした 1年となった。 

2021年度は、引き続き感染症予防に注力し、入居者が安心して生活できる施設づくりを念頭

に取り組みを行う。そして、感染症対策を講じた上で「新しい生活様式」を取り入れた楽しめ

るイベントの企画も行っていく。また、自然災害への備えの強化や防犯防災訓練を実施し、い

ざという時にも安心していただけるよう防犯防災体制の強化に努める。2020 年度から取り組ん

でいる各課の相談窓口としての機能向上の取り組みについても、安心感が高められるよう継続

していく。職員一人ひとりが入居者のご意見に耳を傾け、寄り添ったサービスの提供ができる

ことを目指し、専門領域の学習支援や研修の実施などの職員教育を強化し、サービスの質の向

上に努める。近年、看護介護職員の人材確保が大きな課題となっており、職員の採用・定着の

ため IT化・機械化の促進や業務改革を進め、離職防止の取り組みにも力を注いでいく。経営面

では、安定した収益確保のため、レストラン利用率の向上にむけて、入居者のニーズに合わせ

た食事サービスの提供に努める。募集活動面では、需要の多い浦安市内を中心とした活動を行

うとともに、適切な時期に介護居室への住み替えを進め、入居率 95％以上の維持を目指してい

く。 

 

【施設理念】 

ご入居者を真ん中においた生活の創造 

 

【経営方針】 

1．良質なサービスの追求 

2．働きがいのある職場風土の醸成 

3．安心・安全な施設づくり 

4．安定した施設経営の実現 

5．地域における公益的な取り組み 

 

【年度事業目標・年度事業戦略】 

1．良質なサービスの追求 

（ア）安心した生活を支えるサービスの質向上への取り組み 

（イ）入居者満足度調査結果を踏まえた改善の取り組み 

（ウ）「新しい生活様式」を取り入れた入居者参画型イベントの実施 

（エ）入居者のニーズを満たす食事サービスの提供 

（オ）相談窓口の機能向上の取り組み 

（カ）全課で連携した看取り介護の体制の強化 
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2．働きがいのある職場風土の醸成 

（ア）聖隷理念・事業部・施設運営方針の浸透と実践 

（イ）各課の役割を理解し協力し合う職場作りと人材の育成 

（ウ）専門領域の学習を支援し、職員の質の向上を図る 

（エ）IT化・機械化の促進と離職防止の取り組み  

（オ）心の健康づくりのための取り組み 

 

3．安心・安全な施設づくり 

（ア）感染症予防強化と発生時の早期対応 

（イ）災害対策の強化 

（ウ）リスク回避と発生時の迅速な対応 

（エ）防犯・防災の実践的な訓練の実施 

 

4．安定した施設経営の実現 

（ア）各課参画した募集活動の推進～入居率 95％の維持 

（イ）安定した収益の確保 

（ウ）環境・省エネへの取り組み 

 

5．地域における公益的取り組み 

（ア）地域開放型イベントの継続 

（イ）地域防災活動の実践 

（ウ）地域活動への参加 

 

【数値指標】                             2021年度期末 

 一般居室 介護居室 計 

契約戸数 189戸 25戸 214戸 

入居者数 226名 25名 251名 

入 居 率 96.9％ 86.2％ 95.5％ 
                                            

 

要介護認定者数 

要支援 

1 

要支援 

2 

要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 
合計 

15 名 9名 17名 6名 9名 8名 5名 69名 

 

職員数（常勤換算） 67.3名 

サービス活動収益 439,580千円 
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介護付有料老人ホーム 横浜エデンの園 

 

2020年度は、新型コロナウイルスの流行により、感染防止対策による新規入居の一時停止等も

あり、入居率の著しい低下が長期化し経営状態の悪化を招く結果となった。未だ「収束」しない

コロナウイルス感染状況下ではあるが、新しい形態での入居者募集活動も視野に、早急な対策を

実施し経営目標は期末入居率 100％を目指す。 

安心・安全・良質なサービス提供については、「コロナウイルス感染症対策」の継続実践のもと、

バランス良い施設づくりを目標に「第三者評価」の他、2020年度中止となった「かながわベスト

介護セレクト 20」「かながわ認証」の取得を目指す。 

サービス提供の基となる職員の「働き方改革」への継続した取り組み、職場環境の改善、人財

定着の強化を維持する。又、職員のキャリアアップ支援についても、「コロナ禍」に伴い中止・延

期となっている多くの研修・資格取得制度の再開と、リモート研修受講環境等の改善を行い安定

したケアサービスを提供できる職員層の厚い組織を構築する。 

 

【施設理念】 

「ひとりひとりの笑顔のために」 

私たちは、横浜エデンの園で出逢えたすべての方々が、生き生きとした笑顔で自分らしく暮

らし、いつまでも自分らしく輝けることを目指して、精一杯の笑顔とまごころを込めてサー

ビスを提供いたします 

 

【経営方針】 

1．安全・安心・良質なサービス提供 

2．人財の育成、定着の強化 

3．経営基盤の安定と永続性の確保 

4．地域社会との連携と協働 

5．環境・省エネに対する意識強化 

 

【事業・運営計画】 

1．安全・安心・良質なサービスの提供 

（ア）現状に即した情報交換・共有とチームケアの充実 

（イ）リスク対策の強化（事故発生後の迅速な検討会議開催と PDCA：感染・苦情相談を含む） 

（ウ）認知症チームケアの定着と認知症専門研修受講者の増員による、認知症ケア体制の強化 

（エ）入居者に適したエンド・オブ・ライフケアに向けて聖隷横浜病院と医療連携の維持 

（オ）「第三者評価」を受け、施設体制の見直し・強化を図る 

 

 

 

 

-182-



2．人財の育成 

（ア）コロナウイルスの流行長期化に伴う、職員ストレスの緩和・モチベーションの維持 

（イ）人財確保 

（ウ）職員同士で感謝等を言語化することによるモチベーション向上活動の継続 

（エ）「働き方改革」の維持推進 

（オ）職員のキャリアアップ支援と研修受講環境の整備（認知症専門研修・認知症ケアマッピ

ング研修・キャリア段位・認定資格取得支援等） 

 

3．経営基盤の安定と永続性の確保 

（ア）平均入居率 90％の維持（平均要介護度 2.5以上） 

（イ）入居者募集活動の強化(定期的な近隣医療機関、地域支援センターへの訪問活動の維持・

紹介業者の活用、WEB広告による募集活動の推進、募集イベントの地域開催等) 

（ウ）経年劣化を見込んだ計画的な修繕・修理の実践 

（エ）介護テクノロジーの活用による経営改善 

 

4．地域社会との連携と協働 

（ア）地域防災連携の構築（近隣高齢者福祉施設等周辺状況の調査、災害支援ナースの設置） 

（イ）地域貢献への活動の継続（市や区主催のイベントへの協賛、ふれあい食堂の開設） 

 

5．環境・省エネ活動への取り組みの強化 

（ア）入居者と協働したエコ活動 

（イ）省エネ・エコ活動の継続 

（ウ）事業ゴミの削減による環境保全 

 

【数値指標】                              2021年度期末 

 2021年 3月末 
2021年 4月 

～2022年 3月 
計（退去 10戸除く） 

契約戸数     40戸      20戸      50戸 

入居率     80％    100％      100％ 

※退去戸数を 10戸で計上 
                                        

 

要介護認定者数 

要支援 

1 

要支援 

2 

要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 

合計 

 0 名 3名 9名 10名 12名 9名 7名 50名 
 
 

職員数(常勤換算)                  48.8名 

サービス活動収益       258,730千円 
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聖隷藤沢ウェルフェアタウン 

 

2021 年度、聖隷藤沢ウェルフェアタウンは 10 周年を迎える。これまで取り組んできた課題や

目標に対し PDCA サイクルを継続していくことで各種サービスの更なる向上を目指していくこと

はもちろん、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策の継続、また聖隷福祉事業団が掲げる中

期事業計画、SDGｓ（持続可能な開発目標）への取り組みを基に、聖隷藤沢ウェルフェアタウンの

将来を見据えた事業継続のための検証、検討を推進していく。 

 また、2021年度は介護報酬改定により、経営的な状況にも変化が予想されるが、改定のポイン

ト、および地域や利用者が求めるニーズを精査することで、安定経営の継続を目指すことに加え、

内外の環境の変化に柔軟に対応できる経営を目指す。 

 藤沢エデンの園一番館では、介護サービスを利用する入居者が緩やかに増加しており、二番館

においても平均介護度の緩やかな上昇、看取り期を迎える入居者の増加がみられ、タウン内の在

宅・通所事業所とのより緊密な連携と、協力医療機関や地域の社会資源との連携が重要な課題で

ある。そうした中でスタッフの確保と教育により、現状に即応できる体制を整えタイムリーで最

適なサービスの提供を目指す。 

 有料老人ホーム事業以外においては、2021年度にはタウン至近に特別養護老人ホームが新設さ

れることや、通所・在宅サービス事業所においてはこれまで同様に過密状況が続いていることか

ら、地域の方にタウン内各事業所を選択いただくには一層の努力が求められる。2020 年度同様、

これまで研鑽を重ねてきたプロフェッショナルとしての基本的な介護技術に加え、「認知症ケア」

「看取りケア」「End of Life Care」「ACP（人生会議）」等の知識と技術を礎に、利用者一人ひと

りに最適なサービスを提供していくことで、地域 No.1の評価を目指す。 

その他、ICT（情報通信技術）事業にはこれまでも積極的に取り組んできたが、企業や行政と連

携し ICT 技術による自立者の軽度認知症状の把握や、要介護者の見守りシステムの導入により、

タウンや地域が今現在抱えている課題の解決と、将来を見据えた環境・体制づくりに取り組んで

いく。 

さらに、自然災害への対応・対策については、これまでもいくつかの整備を行ってきたが、地

域との防災協定等、残された課題について取り組んでいく。 

2021年度も、利用者が「聖隷藤沢ウェルフェアタウンで生活することの幸せ」と、職員が「聖

隷藤沢ウェルフェアタウンで働くことの幸せ」を感じられるよう、運営をおこなっていく。 

 

【施設理念】 

『私たちの目指すもの ～笑顔あふれる幸せの街づくり～』 

  良質のサービスは「笑顔」、福祉の心は「幸せ」、地域への貢献は「街づくり」とそれぞれの

言葉に我々の思いが込められている。 

 

【経営方針】 

1．安全・安心の施設づくり 

2．効率的な運営 
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3．人材確保と育成の強化 

4．地域における公益的な取組への注力（地域・社会とのつながりの推進） 

【年度事業目標・年度重点施策】 

聖隷藤沢ウェルフェアタウン 

1．最善を追求したサービスの提供 

2．環境の変化に対応できる体制づくり 

3．多様・多職種の人材確保と育成の強化 

4．法人中期事業計画に基づく新たなプランの検討 

5．地域共生社会における社会福祉法人として役割の具現化と実践 

藤沢エデンの園（一番館・二番館） 

開設 10周年を迎え、タウン内外の福祉施設、医療機関、企業との連携、また多職種連携によ

り、これまで以上に「安心・安全」を目指した体制を整備する。 

【藤沢エデンの園 一番館】 

1．サービスの質の向上  

2．タウン全体で入居者を支える体制づくり 

3．接遇力の強化 

（数値目標）                              2021年度期末 

 一般居室 介護居室 計 

契約戸数／総戸数 207戸／209戸 － 207戸／209戸 

入居者数 261名 － 261名 

入居率 99.0％ － 99.0％ 
                                            

職員数(常勤換算) 50.7名 

サービス活動収益 389,480千円 

【藤沢エデンの園 二番館】 

1．安全で安心できるサービスの提供 

2．職員の育成強化 

3．職場環境の改善 

（数値目標）                              2021年度期末 

 2021年 3月末 
2021年 4月 

～2022年 3月 
計 

契約戸数／総戸数 40戸／50戸 44.8戸／50戸 48戸／50戸 

入居率 80.0％ 89.6％ 96.0％ 
                                          

要介護認定者数 

要支援 

1 

要支援 

2 

要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 
合計 

1名 2名 4名 11名 20名 6名 5名 49名 
 

職員数(常勤換算) 39.3名 

サービス活動収益 199,070千円 
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藤沢愛光園 

2021 年度は、開設 10 周年の節目となり、次の時代を見据えた変革に取り組んでいく。積極

的な介護ロボットと ICT 技術の活用・導入を推進し、職員の業務負担軽減と共に入居者に安

心で安楽な介護を提供できる環境を整備していく。また、職員の接遇力・コミュニケーショ

ン力を研鑚し、サービス満足度の向上に努める。その他、感染症や自然災害等に臨機応変に

対応できる体制作りにも継続的に取り組んでいく。市内特別養護老人ホームの運営状況を把

握し、安定経営のため、積極的に行政・関係事業者と連携し、入所・短期入所事業共に待機

登録者と新規利用者の確保に努める。 

【藤沢愛光園】 

1．サービスの質の向上 

2．経営の安定化 

3．コミュニケーション力と接遇力の向上 

4．感染症対策の強化 

（数値目標） 

 特養入所 短期入所 

利用者定員 100床 20床 

利用者延べ人数 35,953人 6,680人 

営業日数 365日 365日 

一日平均利用者数 98.5人 18.3人 

稼動率 98.5％ 91.5％ 

単価（１人１日あたり） 14,905円 14,580円 

サービス活動収益 536,660千円 97,390千円 

職員数（常勤換算） 67.4人 13.8人 
 

職員数（常勤換算） 81.2人 

 

【聖隷デイサービスセンター藤沢】 

認知症機能が低下している利用者にもアプローチできるよう認知症ケアを取り入れた支援に

取り組み、利用者が主体的に機能維持・向上に取り組めるような機能訓練の仕組みづくりを

行う。また、利用者が安心して利用できるよう人材の育成を継続的に行い、機能訓練型デイ

サービスとして地域から選ばれる事業所を目指す。 

（数値目標） 

 介護給付 総合事業 単価 サービス 

活動収益 
 平均利

用者数 

月利用 

者数 

年間利用者

数 

月利用

者数 

年間利

用者数 

介護給付

（回） 

総合事業 

（月） 

一日 26.0件 668.8件 8,025.5件 15.3件 184件 10,650円 35,400円 
95,910千円 

半日 2.2件 51.9件 623.2件 ― ― 6,300円 ― 

 

 

-186-



【聖隷ケアプランセンター藤沢】 

地域と聖隷藤沢ウェルフェアタウンの利用者の自立支援に資するケアマネジメントを実践

するために人材の確保と育成に注力する。また、介護報酬においてより高い加算要件を取

得・維持することで経営の安定を図る。 

（数値目標） 

年間請求件数 単価 訪問調査 サービス 

活動収益 介護 予防 介護 予防 年間件数 単価 

1,197件 502件 15,800円 4,580円 189件 5,000円 22,150千円 

 

【聖隷ヘルパーステーション藤沢】 

認知症に対しての専門性を高め、認知症利用者へ質の高いサービス提供できるよう努める。

また人材の確保、育成を図りながら、新規利用者の獲得に努め、安定的な運営を目指す。 

（数値目標） 

介護給付 総合事業 障害 

月平均 

訪問件数 

年間 

訪問件数 

月平均 

訪問件数 

年間 

訪問件数 

月平均 

訪問件数 

年間 

訪問件数 

485件 5,822件 172件 2,064件 206 件 2,466件 

 

単価 
サービス活動収益 

介護給付（回） 総合事業（月） 障害（回） 

4,300円 19,400円 4,700円 46,060 千円 

 

【聖隷訪問看護ステーション藤沢】 

利用者、家族ができる限り持てる力を発揮し、安心して自分らしく生活できるような質の

高い看護を提供することを目的とする。そのために、これまで同様職員一人一人が不安な

く看護を提供できるよう OJTおよび事業所内外の研修により研鑽に努める。また、地域や

利用者からのニーズも高い理学療法士の配置にも対応し事業の充実を図っていく 

（数値目標） 

月平均利用者数 月平均訪問数 年間訪問件数 単価（円） サービス活動収益 

119.0名 672.0件 8,065件 9,799円 79,030千円 
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ウェル・エイジング・プラザ 奈良ニッセイエデンの園 
 

2020年度は、新型コロナウイルス感染症が世界中、日本中に広がりを見せた。未知のウイルス

でもあり色々な対応を迫られる中、ウイルスを持ち込まない対策を継続して実施してきた。高齢

者や基礎疾患のある方が感染した場合、命に関わることも考えられ、引き続き、入居者、利用者、

職員への感染症対策の徹底が必要だと考えている。その中で、有料老人ホームの一般居室は新規

契約戸数の予算を達成し、引き続き高い入居率を確保することができた。介護予防活動等は感染

予防を行いながら、できる所から実施している。ニッセイ聖隷クリニック、奈良ベテルホーム及

び在宅部門については、新型コロナウイルスの影響で、収益面が厳しい年になった。 

2021年度も引き続き新型コロナウイルス感染症の対応が必要になってくると思われるため、新

しい生活スタイルや働き方をよく考えながら実践していく必要がある。2020 年度からの継続で職

員へテーマとして話をしているのが、「新型コロナウイルスだけどできること」「新型コロナウイ

ルスだからできること」、新型コロナウイルスだから仕方が無い、何もできないのではなく、でき

る方法もあるのではないかという視点をもって、2つのスローガンを抱えながら、皆様にこの園

の中でも安心・安全・楽しい施設作りを推進していきたいと考える。ニッセイ聖隷クリニックは

有料老人ホームの附属診療所としての役割をしっかり果たしていく。奈良ベテルホーム及び在宅

部門は、河合町や近隣事業所との連携を更に強化し、引き続き地域支援への取り組みに努めてい

くことと、収益面では予算数値に近い実績をあげる必要がある。また、2021 年 4月には介護報酬

改定があり、制度改定に伴う対応を迅速に行うことが必要である。安心・安全面の取り組みとし

て、災害、防災対策においても、防災訓練が職員のみの実施となるなど、感染対策の影響は否め

ないが、逆に、より実践的な内容に更新するなど、対応力向上のきっかけとしたい。WAC第一号

施設として継続してきた事業が 2022年度に開園 30 周年を迎えるにあたり、後世に残るしっかり

とした基礎を作る年としたい。 

 

【施設理念】 

私たちは、ひとりひとりを尊重し、「健康」・「生きがい」・「安心」を支援し続けます 

 

【行動方針】 

1．私たちは、ひとりひとりのいのちと尊厳を守ります 

2．私たちは、最高のサービスを提供するために最善をつくします 

3．私たちは、地域との絆を育み、地域社会に貢献します 

 

【事業・運営計画】 

1．聖隷理念の継承とトータルケアサービスの実践 

（ア）聖隷理念の浸透と実践 

（イ）その人らしさを最期まで支えるケアの推進 

（ウ）エデン版・地域包括ケアシステムの充実 

（エ）食べる楽しみの追及と安定した食堂運用 

（オ）開園 30周年記念に向けた企画立案 
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2．安定した経営基盤の確立 

（ア）複合施設の連携を活かした入居者・利用者・患者ニーズの把握と確保 

（イ）各部門（有料・クリニック・ベテル・在宅）の施設会計の収支改善 

（ウ）防災・防犯対策・教育と訓練の強化 

（エ）施設設備の計画的更新と園周辺環境の美化・整備 

（オ）省エネルギー資源活動への取り組みの継続 

3．人財の育成・活用・定着の強化 

（ア）働き方改革への取り組みの継続 

（イ）採用力強化と定着への取り組み 

（ウ）社会的責任を満たすための多様性に対応した就労環境の提供と雇用の確保 

（エ）各種ツールを活用した職員教育の実践 

（オ）気づきと行動力のある職員の育成 

（カ）交換研修・専門研修等への計画的参加と資格の取得支援 

（キ）活気ある明るい職場づくりと職員の心身の健康管理への取り組み 

4．サービスの質・安全・効率の向上 

（ア）感染症予防対策の徹底と集団感染の防止 

（イ）身体拘束、虐待防止への取り組みの継続 

（ウ）Pｍ-SHELL活用によるリスク分析力向上と効果測定による再発事故防止 

（エ）接遇マナーの向上と職員間で指摘しあえる風土づくり 

（オ）業務基幹システム（ETS2020）の有効活用 

（カ）満足度調査実施と結果の分析、課題解決への取り組み 

5．地域における公益的な取り組み 

（ア）WAC施設としての地域貢献・交流 

（イ）地域との災害時の協力体制強化 

（ウ）地域支援事業への積極的な参画と「学び」の拠点となるための活動 

 

◆ 有料老人ホーム「奈良ニッセイエデンの園」 

2020年 12月 1日現在において、入居契約件数 402戸（一般居室 354戸、介護居室 48戸）入居

率は 97.6％（一般居室 97.8％、介護居室 96.0％）、入居者の平均年齢は全体で 82.5歳である。 

2020年度は新型コロナ感染症拡大により、様々なイベント・活動の縮小を余儀なくされた。 

2021年度は感染予防対策を充分にとったうえで「コロナだけど・だからこそできる事」を念頭

においた運営を実践し、入居者が安心して健幸な生活を送るための介護予防等の充実へつなげる。 

ケア部門では ETS2020 をケアの質の向上、リスク軽減へ活用し、より安全・安心なサービスの

提供につなげる。また、“その人らしさ”を支えるため、マイメモリーシートの多職場間活用体制

の構築や、いきいき生活室を中心とした入居者の生きがい作り支援への取り組みなど、複合施設

としての強みをさらに強化する。 

また、働き方改革や労働人口の減少などの社会情勢をふまえ、ICT（情報通信技術）化、障がい

者・外国人雇用など“多様な働き方”に対応した労働環境の整備など具体的な対応を継続的に推

進する。 
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【事業・運営計画】 

1．聖隷理念の継承とトータルケアサービスの実践 

（ア）マイメモリーシートの活用方法を見直し、その人らしさを終末期まで支えるケアの推進 

（イ）施設内連携の実践によるエデン版地域包括ケアシステムの浸透 

（ウ）認知症になっても安心して生活できるエデンづくり 

（エ）“エデン食堂”として身近に感じていただくための企画・運営と満足度向上 

（オ）開園 30周年記念に向けた企画立案 

2．安定した経営基盤の確立 

（ア）安心・安全なサービスを提供するための適切な住み替え 

（イ）入居募集活動への協力と連携 

（ウ）防災・防犯対策教育と訓練の実施・強化 

（エ）施設設備の計画的更新と園周辺環境の美化・整備。省エネルギー資源活動への取り組み 

3．人財の育成・活用・定着の強化 

（ア）働き方改革への取り組み 

（イ）多様な働き方に対応した採用力強化への取り組み。障がい者雇用に向けた職場間の連携 

（ウ）目標参画等の各種ツールを活用し自ら考え行動できる職員の育成 

（エ）専門研修等の参加・資格取得の支援と職場還元による職場の活性化 

（オ）活気とやりがいを感じる職場環境整備と風土づくり 

4．サービスの質・安全・効率の向上 

（ア）感染予防対策の徹底と集団感染の防止 

（イ）身体拘束、虐待防止への取り組み 

（ウ）リスク分析能力向上と対策評価の徹底による再発事故防止 

（エ）ETS2020の有効活用 

（オ）接遇向上を目指し職員間で指摘しあえる風土づくり 

（カ）満足度調査の結果をふまえたサービスの質の向上 

5．地域における公益的な取り組み 

（ア）WAC施設としての地域貢献・交流 

（イ）地域との災害時の協力体制の強化 

（ウ）地域支援事業への積極的な参画と「学び」の拠点となるための活動 

 

【数値指標】                               2021年度期末 

 一般居室 介護居室 計 

契約戸数 354戸 50戸 404戸 

入居者数 464名 52名 516名 

入 居 率 97.8％ 100.0％ 97.8％ 

要介護認定者数 

要支援 

1 

要支援 

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 
合計 

21.8名 25.0名 31.5名 21.5名 18.8名 16.3 5.6名 140.5名 

職員数（常勤換算） 102.49名       ※有料老人ホーム部分 
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◆ 高齢者総合福祉センター 

2020年度は、新型コロナウイルス感染予防の為、計画していた講座・イベントの開催中止を余

儀なくされた。事業計画どおり実施できたのは、写真講座 1 回のみとなった。個人での活動を継

続できるよう文化教養講座「色鉛筆ぬり絵講座」の教材販売を行い、好評を得た。 

2021年度は、感染予防を最優先に考え安全対策を十分に行った上で、講座・イベントの再開を

目指す。また、新規講師の招聘に向けて調査・研究を引き続き行い、新規企画の立案を行う。 

◆ ニッセイ聖隷クリニック 

2020年度は地域の入院患者受入れを継続し、初めて看取りを行うことができた。もの忘れ外来

受診者の情報共有を地域包括支援センターと密に行い、介護保険申請へスムーズな対応ができた。 

2021年度、外来は有料老人ホーム一般居室の通院困難者に対して新しい診療体制の構築を目指

す。入院は積極的なレスパイト入院を行い、高いベッド稼働率を維持していく。健診は各種キャ

ンペーンを立案し、3密を回避しながら安心して受診していただける環境を作っていく。 

◆ 介護老人保健施設「奈良ベテルホーム」 

2020年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、近隣病院の入院患者の退院

支援制限、居宅事業所からの相談減少などがあり入所稼働率が著しく低下した。11月より徐々に

相談件数は増えているが安定していない。通所リハビリテーションに関しては、10月から予算数

値に至ったが、12月頃より感染症拡大による利用控えで予算数値が減少傾向となった。入所、通

所とも新型コロナウイルス感染症の感染に注意しながらの運営を行っている。 

2021年度は、引き続き新型コロナウイルス感染症に注意しながら利用者、職員の感染対策を徹

底し、感染拡大防止の取り組みを行っていく。その中で、収益を確保するためには「在宅強化型

老健」としての運営を継続することが必須である。入所、通所の稼働率を増やす取り組みとして、

引き続き定期的な空床情報の提供、電話や訪問での渉外活動を行い、経営安定に取り組む。 

◆ ニッセイせいれい在宅介護サービスセンターベル・西大和店 

2020年度は、家事介護サービスと介護用品売上収益は予算達成できたが、介護保険収益は入院・

施設入所が多く、新規ケースもケア回数や時間共に減少したため、予算未達であった。 

2021年度は、喀痰吸引の資格取得者を増やし、ケアの増収を図る。また、継続してヘルパーの

人材確保と離職防止を図る。居宅支援事業所等への渉外活動を工夫し連携強化に努め、新規利用

者増を目指す。 

◆ 訪問看護ステーション西大和 

2020年度上半期は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で新規利用者が減少、特に訪問リハビ

リの減少が目立った。その中で、ICT導入により作業の効率化が図られ業務改善につなげた。 

2021年度は、情勢によりオンラインなども活用しながら地域近隣事業所、医療機関等との連携

を強化し、効率的な渉外活動を行いながら、事業の安定運営を目指す。 

◆ ニッセイせいれいケアプランセンター西大和 

2020年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で会議や研修など縮小傾向の中、制限下での

地域ケア会議、ケアマネネットワーク会議や研修等の参加、「西和地域 7町における入退院連携マ

ニュアル」の活用継続などにより、医療・介護・地域との連携強化していく中で予算達成できた。 

2021年度は、withコロナ禍での連携強化を図り、ICT化を推進するとともに、ケアマネジメン

トの質の向上、選ばれる居宅介護支援事業所運営を目指す。 
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ウェル・エイジング・プラザ 松戸ニッセイエデンの園 
 

2020 年度は新型コロナウイルスの感染拡大という状況下で、園の運営も大幅な軌道修正を強

いられた。付設診療所でも職員の感染者が発生したが、一方で感染症対策や危機管理については、

平時では経験できない事象も多数存在し、我々の貴重な学びの機会となっている。2021 年度も

当面は大きな状況変化がないと考えられるため、この学びを活かしつつ、入居者にはこのような

時だからこそ“ ここを選んで良かった ”と思っていただけるような施設運営を心掛けていく。 

2021 年度については、まずは新型コロナウイルス対策を念頭に置き、単発の感染者が発生し

たとしてもそこから感染を拡げないことを中心に、入居者の命を最優先に考えた施策を実行して

いく。一方で既存の入居者からは、感染症対策による園内生活の制限に対し一部緩和を求める声

も聞こえ始めている。禁止や自粛を一方的に押し付けるのではなく、感染リスクなく実施できる

方法を入居者と一緒になって考え、不便ながらも楽しい生活を送っていただくために、「新しい

生活様式」を取り入れた安全な余暇活動や行事の推進を図っていく。 

経営面においては、ここ数年の状況を鑑みると逝去者の増加が今後も予測される。コロナ禍の

影響で今までのような募集活動が制限される場面もあるが、今まで以上に職員一人ひとりが募集

に対する意識を強く持ち、入居率実質 100％を維持しつつ事業の安定化に努めたい。職員の働き

方に関しても、周辺環境が整えばオンラインでの会議実施や、質を落とすことなく業務の効率化

を実行できる部分もあることが判ったため、各個人の仕事に対する意識変化と行動変容をさらに

求めていきたい。具体的には超過勤務の 2020 年度比 5％削減、有給休暇の取得推進、さらには

人員配置の見直しといったところまで加速させ、実行したい。 

2021 年度は延期となっていた介護居室 6 戸増築を柱とする新館の建築工事もいよいよ始まる

予定である。これを長年の課題であった介護居室不足解消、及び入居者数増加に伴う施設会計の

安定につなげ、さらなる施設発展への好機となるようしっかりと準備を進めていきたい。 

以上のことを視野に入れながら、次の重点目標を掲げ、2021年度の施設運営に臨んでいく 

【施設理念】 

私たちは一人ひとりを尊重し、“ ここを選んで良かった ”と思っていただけるような施設づ

くりを目指します。 

【経営方針】 

1．サービスの質の向上 

2．人材の育成 

3．経営基盤の安定 

 4．リスク管理体制の強化 

 5．メンタルヘルスへの取り組み強化 

 6．地域社会と連携した事業展開 

 7．環境・省エネへの取組み強化 

【事業・運営計画】 

◆有料老人ホーム「松戸ニッセイエデンの園」 

１．各課の協力と情報の融合による総合力の発揮とサービスの向上 

（ア）入居検討時から最期までその人らしいライフスタイルを尊重したシームレスなサー 
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ビス体制の提供 

（イ）基幹システム（ETS2020）を活用した部門間情報共有の充実 

（ウ）新しい生活様式を意識した、入居者参画型の企画・行事の推進 

（エ）関わりの少ないご入居者へのアプローチ（セカンド含む） 

（オ）新しい技術や介護ロボット等の導入検討 

2．人材育成と連携 

（ア）聖隷理念（隣人愛精神）の継承 

（イ）不適切なケア、接遇の知識・技術の向上と定着 

（ウ）他課との連携を意識した業務整理と介護業務一元化の推進 

（エ）お互いを認め合い、やりがいのある職場風土の醸成 

（オ）ｅラーニングを活用した教育体制のさらなる質の向上 

3．経営基盤の安定 

（ア）全職員による新入居者募集への参画（園に関する知識の向上） 

（イ）職員の定着と適正な人員配置の実践 

（ウ）選ばれる食堂に向けた新たなサービスの創造（喫食率3食平均2％の向上、 

毎月1回以上の新メニューの導入） 

（エ）雇用制度多様化への対応と有効活用 

（オ）働き方改革の更なる推進と超勤削減対前年5％ 

4．リスク管理体制の強化 

（ア）新型コロナウイルスをはじめとした感染予防・感染拡大防止策の実践と徹底 

（イ）入居者・職員の命を守るための防災体制への取り組み 

（ウ）セキュリティ及び防犯の強化 

（エ）新しい I/Aシステムの運用による事故の再発防止（対策立案能力の向上） 

（オ）コンプライアンス遵守の徹底 

5．社会・地域への貢献と連携 

（ア）コロナ禍における WAC施設としての存在意義の発揮 

（イ）エデンの園のノウハウの還元（地域における公益的取組） 

（ウ）SDGｓ（持続可能な開発目標）を意識した社会的責任への取り組みの実践 

【数値指標】                               2021年度期末 

 一 般 居 室 介 護 居 室 計 

契約戸数 303戸/315戸 36戸/37戸 339戸/352戸 

入居者数 381名/419名 36名/37名 417名/456名 

入 居 率 96.2％ 97.3％ 96.3％ 

 

要介護認定者数 

要支援 

1 

要支援 

2 

要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 
合 計 

28名 20名 26名 25名 12名 13名 6名 130名 

 

職員数(常勤換算) 118.54名   ※有料老人ホーム部分 
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◆診療所「松戸ニッセイ聖隷クリニック」 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染拡大によりこれまで以上に感染対策を考える 1 年とな

った。クリニック職員から新型コロナウイルス感染者も発生したが、幸いにも他の職員、患者へ

の感染はなく感染拡大には至らなかった。引き続き感染予防・感染拡大防止に取り組んでいく。 

2021 年度は、新型コロナウイルスをはじめとする感染予防・拡大防止の中心的役割を担いつ

つ、診療機能を落とさず患者が望む医療を提供していく事が必要である。そのためには、チーム

医療だけでなく、個人のスキルアップが求められる。施設外での研修参加が難しいため看護・介

護職のｅラーニングの活用や ICT（情報通信技術）を利用したスキルアップの機会を設け職員の

能力を引き上げていく事が重要となる。また、外部医療機関との連携は感染対策に配慮しながら

も継続し充実させなければならない。 

経営面においては、2021 年度の診療報酬改定に適切に対応し、取得できる施設基準は速やか

に申請していく。また、2020 年度に検討していた外部患者への予防接種枠を設置し収益増を図

っていく事については、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえて継続して検討していく。 

患者、入居者に安心してクリニックをご利用いただくためにも、安全・感染管理とコンプライ

アンスに配慮したクリニックの運営をおこなっていくことが求められる。そのために、以下の重

点目標を掲げ目標達成に向けて取り組んでいく。 

1．医療・看護サービスの充実 

（ア）各課との連携強化とチーム医療の推進 

（イ）入居者の定期健康診断の受診率向上 

（ウ）看取り看護の質向上 

（エ）コロナ禍における地域貢献の実践 

2．人材育成と連携 

（ア）専門職としてのスキルアップと情報発信 

（イ）ICTを活用した研修参加と環境整備 

（ウ）離職防止に向けたフォロー体制の構築 

（エ）看護・リハビリ部門のキャリアラダーを活用した人材育成の推進 

3．経営基盤の安定 

（ア）病床稼働率 90％の維持 

（イ）外部患者の予防接種枠の設立 

（ウ）診療報酬改定への対応 

（エ）働き方改革の更なる推進と超勤削減対前年 5％ 

4．リスク管理体制の強化 

（ア）IA事例の共有と再発防止策の遵守と警鐘事例の周知 

（イ）新型コロナウイルスをはじめとした感染予防・感染拡大防止の徹底において中心的役 

割を担う 

（ウ）働き方改革に対応した労務管理 

（エ）高齢者に対する権利擁護の意識向上 
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2021年度数値指標 【診療部門】 

 一日平均患者数 単価 診療実日数 

外来部門 55.0名 5,000円 243日 

入院部門 17.0名 12,000円 365日 

【検診部門】 

 定期検診延べ受診者数 簡易検診延べ受診者数 

入居者検診 760名 840名 

職員検診 187名  

 

◆高齢者福祉総合センター「ニッセイ松戸アカデミー」 

ニッセイ松戸アカデミーでは、入居者と近隣にお住いの方が、趣味活動などを通じて、生きが

いと仲間づくりをしていただくことを目的としている。2020年度は新型コロナウイルスの影響で

入居者及び近隣にお住まいの方が参加できる季節のイベントや各種教室、大ホール・エントラン

スロビーでのコンサートが制限されてしまった。2021年度は『新しい生活様式』に則った形で

「エデンの園のノウハウを地域にお住いの方にも還元できる活動」についても実施していきたい。 

1．専門職によるエデンの園のノウハウ還元のための取り組み 

2．入居者募集につながる魅力ある企画の立案 

3．新しい生活様式を意識したイベント・教室の開催 

 

◆ニッセイエデン・ヘルパーステーション 

 2020年度は、年度当初から新型コロナウイルスが感染拡大したが、感染のリスクのある中、ヘ

ルパーたちの「利用者のために行かなければ」という使命感に支えられ、利用者の希望である

「住み慣れた我が家で暮らしたい」を何とか支援することができた。2021年度はこの経験を生か

し、未曽有の事態に在宅生活を支えるためのシステム作り、関係機関との連携の強化、ヘルパー

が安心して介護に臨める事業所のバックアップ体制の強化を最優先課題とする。 

 さらに介護報酬改定、訪問介護システム入替への対応、事業所の体制整備、介護職員の業務分

担見直しとそれに伴う教育を実施していく。 

1．介護報酬改定・訪問介護システム変更への対応入居者へのサービスを継続 

2．地域のニーズに応えるため、訪問介護員のさらなるスキルアップ 

3．入居者へのサービスを継続 

4．コロナ禍においても利用者と職員がともに安心できる訪問介護事業の実践 

5．在宅利用者におけるクリニック利用の推進 

2021年度数値指標 【介護保険】         営業日数＝311日（月平均25.9日） 

 利用者数 単価 

介護給付・障害者支援（日平均） 24.1名 4,900円 

予防給付 (月利用者数) 15.0名 18,500円 

有償(入居者)サービス (月利用者数) 14.0名 7,000円 
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ケア付き高齢者住宅 明日見らいふ南大沢 

 

2020 年度版の厚生労働白書によると日本人の平均年齢は男性 81.4 歳、女性 87.4 歳となった。

また、“団塊の世代”がすべて 75歳以上になる 2025年を経て、高齢者数がピークとなる 2040年(推

定)に向かって高齢化が今後も進んでいくと記されている。若年(就労)人口が減少するなかで到来

する“人生 100 年時代”に対応するために、これまでよりもさらに健康寿命の延伸を図っていく

ことが求められていくことになる。 

当施設については、入居者平均年齢が 86.6 歳(2020 年 11 月末)と 2019 年の同時期から 0.5 歳

上がり、高齢化に伴って日常生活を送る上で何らかの支援を必要とする入居者は増えている。し

かし、要介護認定率を比較すると年齢層が上がるほど全国平均よりも低く、“元気で長生き”を実

現できている入居者が多いことも確認できている。 

2021年度はこれまでと同様に入居者の健康寿命を延ばすための取り組みを継続していくと同時

に何らかの支援を必要とする入居者も安心して暮らせるよう、バランスの取れた施設運営の継続

に努めていく。 

また、新型コロナウィルス対策を継続しながらも安定した事業経営を継続していくためにコロ

ナ渦により低下した入居率を再び向上させるとともにサービスの質を担保しつつ、あらゆる面に

おいて業務効率の向上にも取り組んでいきたい。 

 

 

【 施設理念 】 

  私たちは、ご入居者が終の棲家として、お互いがふれあい、孤独ではなく安心して生活でき

る施設創りを目指します。 

 

【 経営方針 】 

１.サービスの質の向上 

２.安心・信頼できる施設運営 

３.人材確保と育成の強化 

４.東京都住宅供給公社と聖隷福祉事業団が連携した施設運営 

 

【 事業・運営計画 】 

１.入居から看取りまでその人らしく生活することを支えるサービスの提供 

（ア）誰もがいきいき暮らせるためのプログラムづくり 

（イ）生活利便サービスの充実に向けた取り組みの継続 

（ウ）要介護未認定入居者や職員との接点の少ない入居者に対する支援の実践 

（エ）入居時からシームレスな情報共有の仕組みづくり 

 （オ）介護が必要になった時に向けての入居者の意志を聞き取る体制づくり 

 （カ）ケア充実のための新しい福祉用具・IT機器導入の検討 
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２.人材の育成 

（ア）次世代の育成 

（イ）自信につながる専門領域の習得 

 （ウ）他業種の研修等を取り入れての接遇の向上に取り組み 

 （エ）他課の業務を体験して理解を深める 

 （オ）権利擁護・リスクマネジメント能力の向上 

 

３.地域との交流・協力関係づくり 

 （ア）納涼祭・介護セミナー等を通じて開かれた施設づくり 

 （イ）健康増進センターを活用した地域との交流への取り組み 

（ウ）高齢者あんしんセンターとの繋がりによる専門職としての活動の機会づくり 

（エ）地域活動への参加 

 

４.環境・エコ活動・防災対策への取り組み 

 （ア）入居者と共同・協働による環境活動の実施 

  (イ) 省エネへの取り組みの継続 

 （ウ）防災対策・ハードの見直し 

 

５.入居者募集 

 （ア）コロナ渦に対応できる新たな募集活動 

 （イ）新規入居者のスムーズな受入れ 

 

６.オリンピック開催地として、ご入居者と共に記念に残るイベントの実施 

 

 

【数値指標】                                

  一般居室 介護居室 計 

契約戸数/総戸数 275/317戸 37戸/53戸 312戸/370戸 

入居者数/定員 307 名/482名 37名/53名 344名/535名 

入 居 率 86.8％ 69.8％ 84.3％ 
 

 

要介護認定者数 

要支援 

1 

要支援 

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 

合計 

19.3名 17.4名 27.6名 10.4名 10.9名 13.2名 7.9名 106.7名 
 

職員数（常勤換算） 108.02名 

サービス活動収益

※ 
111,700千円 

※クリニック南大沢施設診療所のみ 
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法人本部 

 

2021年度は聖隷福祉事業団の VISION2025「中期事業計画 2021-2025」が始動する。中期事業計

画では組織間連携、人材確保、DX、働き方改革、財務体質強化など法人本部の働きが期待される

項目が列挙されており、2021年度は中期事業計画を推進する基盤をつくる年度とする。労務、人

事（制度・採用）、情報、財務などの機能が各事業部と融合し聖隷全体の未来に寄与する仕組みを

構築する。また、近年多発する大規模災害に備えた防災対策についても強く推進していく。 

少子高齢化の進展にコロナ禍も相まって、地域における公益的な取組の推進など社会福祉法人

対する期待は高まっており、ガバナンスやコンンプライアンスの強化、戦略的な ICTの整備や SDGs

を絡めた広報展開など社会的な信頼の獲得とより高い経営力が発揮できる体制整備に努めていく。 

法人本部では次の項目を 2021年度重点目標として掲げる。 

 

1. 社会福祉法人として最高の質を追求した事業を展開する 

2. 地域ごとの課題解決に繋がる事業部間の連携を構築する 

3. 人材の確保と育成を推進する 

4. 大規模広域法人としての強みを活かした仕組化を推進する 

5. 聖隷ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）を推進する 

6. ディーセント・ワーク（人生と両立できる働きがいのある仕事）(※3)を推進する 

7. 現有資源を有効に活用し経営環境の急変にも揺るがない財務体質とする 

 

各部は、次の年度事業目標（重点施策）を策定する。 

 

[総務部] 

1. 地域における公益的な取組等を適切かつ積極的に情報開示する 

2．事業部間を超えた情報共有の仕組みを構築する 

3．次世代の総務役職者の育成をする 

4．広域防災対策本部としての役割の見直しをする 

5．WEBによる会議・研修会の開催の拡大をする 

6．給与明細の電子交付率、メールアドレス登録率の向上を図る 

7．ICTや電子申請等を活用した業務効率化・集約化及び職員の利便性向上を図る 

8．福利厚生サービスの検討をする 

9．職員が活き活きと働ける労働環境に整備する 

10. 医師等専門職の働き方及び処遇の検討をする 
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[人事企画部] 

1．多様な人材・必要な人材を採用する 

2．多様な人材が活躍できるよう育成を行う 

3．公正公平な人事評価を実現する 

4．職員が働きやすい環境づくりと配置を実現する 

 

 

[財務部]  

1．BS経営、CF経営の推進による事業団経営管理機能強化 

2．財務部門における生産性・効率性向上に向けた取り組み 

3．経理職員の育成 

4. 災害対策への取り組み 

 

 

[総合企画室] 

1. 将来を見据えた事業計画・組織改革を実施する 

2. 効果的な経営支援の実践を通して経営を担う人材を育成する 

3. 全国の社会福祉法人の模範となる広報活動の強化と推進する 

 

 

[総合情報システム部］ 

1. ICTを活用した情報基盤の確立と先駆的な取り組みの実施 

2. 将来の情報部門の在り方検討と最適な人的リソース配置の実施 

3. 情報部門に必要とされる人材育成と高度情報技術を所有する者の採用 

4. IOTや AIを駆使した提案によるビジネスプロセス効率化の実現 

5. クラウド化及びオンラインコミュニケーションツールの利用拡大と情報セキュリティ強化 

 

 

 [監査室］ 

1. 内部監査の精度向上 

2. 内部通報制度の充実 

3. コンプライアンス経営に資する教育活動 
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